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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　村崎久都
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　Ｉ章　戦せん雲うん







　　　　１





　四しの宮みや庸よう一いちがこれまでの生しよう涯がいで最も多くの会話を交かわしたのは、水みず原はら信しん司じである。


　おそらく、水原信司がその短い生涯で最も多くの会話を交わしたのも、四宮庸一だろう。


　それは、くだらない日にち常じよう会話であり、


　他に打ち明けたことのない過か去この思い出であり、


　将しよう来らいに対する予想と達観であり、


　現げん状じように対する閉へい塞そく感かんの吐と露ろであり、


　難なん解かいな哲てつ学がくと難解を気取ったオカルト学であった。


　そのすべての会話を。


　そのすべての風景を。


　庸一は正せい確かくに記き憶おくしている。一字一いつ句く違たがわずに。まるでビデオテープで録画したように。いや、音声や映えい像ぞうのみならず、完かん璧ぺきな再さい現げん率りつを誇ほこる仮か想そう現実の世界に、その時じ空くうを丸々記録したかのように。彼の並なみ外はずれた記憶力が、それを可か能のうとした。


　庸一は折に触ふれて、信司の台詞せりふを思い出した。その内ない容ようはもちろん、そのときの表ひよう情じよう、声のトーン、ふとした仕草、存そん在ざい感かんやにおいまで、何もかもを極きわめて正確に頭の中で再現した。


　彼にできることは、そうやって死んでしまった友を現世に甦よみがえらせることだけだった。





　いま。


　彼にはそれ以上のことができるようになった。


　自じ我がを取り戻もどして帰ってきた女王は、以前の記憶を庸一にも共有させてくれた。それは彼女が信司に憑ついていた頃ころの記憶だった。信司が考えたこと。感じたこと。為なしたこと。為さなかったこと。それを共有させてくれた。


　いまや庸一は、信司の外面だけでなく、内面までも再現することができるようになっていた。





　　　　◆◆◆◆◆





「で、これが僕ぼくというわけかい？　なんとも変な気分だね。それに少し不ふ愉ゆ快かいだ」


　文もん句くを言うな。お前が幸せそうな目をして熱ねつ弁べんを振ふるってたことだぞ。降霊術だ。ネクロマンシーだ。反はん魂ごん法ほうだ。


「そう信じたいならつき合ってもいいけど、君はそれほど柔やわじゃないだろ？　残念だけど、この僕はまやかしに過すぎない。これは要するに、僕は昔Ａタイプの奴やつだったから、もしここでインプットＡという話を振れば、アウトプットＡという返事が返ってくるはずだという仮定の下もとに成り立つ脳のう内ないヴァーチャル・コミュニケーションだ。過去のデータがどれだけ莫ばく大だいで正確であっても、再現は所しよ詮せん再現。シミュレーションは所詮、シミュレーションさ。想そう像ぞうの産物だ」


　お前はこうも言ってたぜ。それが人間の感覚を余あまさずフォローできるなら、現実と幻げん想そうに違ちがいはない。夢ゆめも幻まぼろしも真実の一面だ。うつし世は夢、夜の夢こそまこと──とかなんとか、こう、歌うようにな。


「何が『とかなんとか』だい。君の記憶力は知ってるよ。ああ言ったさ。けど、それとこれとは話が違う。僕の言ったことはね。自じ己こ完結についてだよ。独どく我が論ろん。唯ゆい我が論。つまり認にん識しきに関する考え方だ。哲学的思考力の低い君のためにかいつまんで言うと、夢と現実は、『君にとって』等とう価かだということだ。つまり君にとって、いまの僕は生きてた僕と等価である可能性もあるというだけで、仮に過去の僕がこの状じよう況きようを見れば当然変な気分で少し不愉快になるはずだし、ということはその再現であるいまの僕も同様の感想を抱いだくのだ。もちろん同じレスポンスが返るということは君にとって過去の僕がイコールいまの僕であるということになるかもしれないが、いいかい、『君にとって』だ。僕の主体は関係ない。たとえ君にとって自分以外の主体という存在が自分の仮定する世界認識の一部であり要するに広こう域いき的てきな意味での自我の一部であるとしても、それは君の世界の話であって、仮定であろうがまやかしであろうが、形けい而じ上じよう的てきにというか論理的に存在する『僕』にとっては、この僕は単なるシミュレーションなの。わかった？」


　いや。


「だろうね。かいつまんで言うつもりが、かえってややこしくなってしまった。反省しよう」


　別にいい。それに言いたいことはわかった。


「本当かね？」


　つまりこういうことだろ。俺おれとしては、お前の正体が本物の霊れい魂こんだろうとただの妄もう想そうだろうと、お前がこうしている以上、大した差はない。けど、お前にとっては、いまの自分は過去のデータの集積に過ぎないから、本人と同じように扱あつかわれても、ちと困こまる、と。


「後半は正解。ただ念のため繰くり返し説明させてもらうと、いま僕が『ちと困って』るのは、生きてた頃の僕が、いまの自分は過去のデータから予想される事象としての存在だと認識した場合、おそらく『ちと困る』だろうと推すい測そくされるから、『ちと困って』るのであって、真実本当の『僕』という存在は何とも思ってないわけだ。それ以前に、思うという思考自体あり得ないのだ。なんとなれば、『僕』はとっくに死んでいて、いなくなってるわけだから」


　ふふ。


「あ、まだその癖くせ直ってないな。その、自分だけ心得てるみたいな含ふくみ笑い」


　いや、何。当たり前なんだが、変わってない、と思ってな。余よ所そじゃあ目立たないよう、目立たないよう、無む駄だな努力をしてるくせして、こういうときだけ、やたらと饒じよう舌ぜつだ。


「……意地悪なことを。そりゃ僕は君と違って内うち弁べん慶けいさ。でもいまはそんなこと関係ないだろう。僕は僕の立場と見けん解かいを明めい確かくにしただけだからな」


　了りよう解かいした。で？


「で？　じゃないよ。以上。僕の立場と見解と、それに対する感想終了。あ、あと要望としては本が読みたい。食しよく欲よくや性せい欲よくや睡すい眠みん欲よくがいまの僕に生じるかどうかちょっと興きよう味みがあるけど、差し当たって知ち識しき欲よくは存在してるみたいだから、それを満たすとしよう。他にやることないし」


　……理り屈くつじゃ理解してるが、つくづく変わってないな。どうせ、わかっててとぼけてるんだろ。なんだよ。『後半は正解』ってのは。


「わかっててとぼけてるのはお互たがい様だね。後半は正解。前半は不正解。自分にとって、僕の正体がどうあれ関係ない、と君は言った。君がそう信じたいのなら、僕もつき合ってあげたい。でも違うだろ？　君は、いまの僕と昔の僕は同じじゃないと『知っている』。そこには大した差が『ある』。真の認識は恋こい心ごころと同じ領りよう域いきに存在する。自分の手で操そう作さすることはできない。願望充じゆう足そくのため無む意い識しき的てきに操作してしまうほど、君は柔やわな男じゃない。そして、立場上、いまの僕にも君の洗せん脳のうはできない。だから……」


　……ああ。





　と、バールはため息をついた。





　わかってる。全部妄想ってことだろ。いいさ。自己満足でやってることだ。


「自じ虐ぎやく的だなあ。暇ひま潰つぶしと思いなさい。その方が精せい神しん衛生上よろしい」


　──という、そのお前の台詞せりふも、詰つまるところは俺が無意識にシミュレーションしてる結果なのかね。


「ほらみろ。形而上学的な思考訓練も慣なれも傾けい向こうもないくせに、難むずかしいことを考えるからだ。君の頭はとことん現実的にできてるし、その分には非ひ常じように優すぐれているのだから、下へ手たで、しかも嫌きらいな方面に無理して手を出すことはないんだ。君の目もく論ろむ『建国』は、方法さえわかってれば実現できる──まあ、少なくとも着手できるわけなんだから」


　気になるんだよ。理屈のわからないまま事を進めるのは不安だ。


「なら止やめときなさい。君に僕が構こう築ちくした理屈は理解できないよ。別に科学的アプローチが取れないわけじゃない。それなら君の得意分野だ。この世界でも帰き納のうと演えん繹えきは有ゆう効こうなんだから」


　……成功例もあることだしな。


「うーん。あれはいまじゃ大だい前ぜん提ていとなってるけど、成功例と呼ぶべきかどうかは微び妙みようだね。今後は、一いつ層そう慎しん重ちような検けん討とうを望むよ。本音で言うと、偏へん狂きよう的てきな検討が望ましいよ」


　あいにく、そんな暇はない。いい加か減げんカウントダウンが進んでるんでね。


「……物好きだ」


　お前にだけは言われたくない。マジで。





　　　　◆◆◆◆◆





　自分を呼よび起こす声に、バールはゆっくりとまぶたを開けた。


　目の前に誰だれかがいた。逆ぎやつ光こうでシルエットしか見えない。バールは目を細め、手を挙げて光を遮さえぎった。


「……ベリアルか？」


「そら、こっちの台詞やで。お前、ほんまにバールなんやろな」


「なんだ。またそんなにぼやけてたか、俺？」


　軽い口調で尋たずねたのだが、対するベリアルの顔は深しん刻こくだった。


「いまに名札つけとかな、わからんようになるで。めちゃめちゃ喰くわれとるやないか。あのガキ、もうちょっとどないかならんのか？」


「おいおい。陛へい下かに向かって、『あのガキ』はないだろ。大切なクイーンなんだからな」


　そう答えて、バールは息を吐はいた。軽く目を閉とじ、座すわっていた一人用のソファに、身を埋うずめるようにもたれかかる。


　真っ暗な部屋だった。暗くら闇やみのため、部屋の広さもわからない。


　ベリアルが入ってきたドアが開け放たれ、そこから差し込む光が両りよう刃ばの剣けんのように部屋に刺ささっている。しかしその光の剣を持ってしても、室内に充じゆう満まんする闇を払はらい除のけることはできなかった。


　バールは瞳ひとみが光に馴な染じむのを待って、隣となりに立つベリアルを見た。彼は空のバッグを複ふく数すう手にしていた。ボストンバッグやバックパック。トートバッグなどだ。それらを片かた手てに持って肩かたに担かつぎ、もう片方の手を腰こしに当てて、ソファのバールを見下ろしていた。


　均整の取れた長身を、ワイン色のスーツで覆おおっている。ウェーブのかかった長い銀ぎん髪ぱつが首くび筋すじで軽く束ねられ、そのまま背せ中なかに流れていた。背はい後ごに光を受けて立つと、銀の長髪はそれ自体で生命を有するように輝かがやき、息づいて見えた。


　彼はスラブ系けいの混こん血けつだ。彫ほりの深い顔はギリシャ神話の神々を象かたどる彫ちよう像ぞうを思わせる。しかしいま、その秀しゆう麗れいな面おも持もちは迷まよいと憂ゆう慮りよに染そまっていた。


「どうした？　補ほ給きゆうか？」


「まあ、そうやけど……」


　とベリアルは肩に回していたバッグを下ろし、バールの前で左右に振った。よく見れば、バッグにはどれもマジックで数字が振ふられている。


　バールは呆あきれて、


「それで取り引きしてるのか？　丼どんぶり勘かん定じようもいいとこだな」


「しゃあないやんか。流通量に比くらべて人手も全然足りてへんし。かといって、金稼かせいでないから、雇やとうんも無理あるし。こうでもせな追っつかんねん」


「そんなやり方で、足が付かないのか？」


「そこら辺は、バジリスクの奴やつがあんじょうしてくれてるわ。あいつ、甲か斐いにへこまされてから、だいぶ変わりよったぞ。前よりなんぼか使えるようになった」


「……そうか」


　本来なら組そ織しきの運うん営えいはバールが受け持つはずだった。だが、復ふつ活かつした女王を抱かかえるバールは、予想以上に消しよう耗もうが激はげしかったため、その任にんをベリアルとバジリスクの二人に任まかせていた。


　順調に進んでいると聞いて、バールは再ふたたび目を閉とざした。回かい復ふくすることのない疲ひ労ろうが砂すな時ど計けいの砂のように少しずつ落下し、身体からだの底に溜たまっている。精せい神しんの力がかつてなく増ぞう加かし精度が研とぎ澄すまされる一方で、身体的活力は徐じよ々じよに低下している。他者の中の「認にん識しき」を操そう作さする力は強まっているが、同時に己おのれ自身の実体が喰われている。カプセル中毒の進行に似ていた。


「……やっぱ急過ぎたか？　供きよう給きゆうペース、もっと落とした方がええんとちゃうか？」




[image: ]


　盟めい友ゆうの衰えぶりに、ベリアルは眉まゆをひそめずにいられなかった。


　バールはゆるゆると首を振った。


「そうはいかん。いま彼女の力は順調に伸のびているんだ。このまま一気に進めるしかない。だらだらやっていたのでは、逆に俺の方が保もたない」


「いまのペースで、保つっちゅうんか？」


「……大だい丈じよう夫ぶ」


　とバールはソファに脱だつ力りよくしたまま頷うなずいた。


「保つさ」


　──『……物好きだ』


　声がした。


　闇の中を見る。


　闇の奥おくに、バールの目にしか映うつらない姿すがたがあった。


　五年という歳さい月げつを飛び越こえた姿。


　フリーマーケットから発はつ掘くつしてきた、ハンドメイドの木もく製せいの、背もたれと座ざ面めんのクッションがすっかり色いろ褪あせて臙えん脂じ色いろになった椅い子す。その椅子に座り、ひょろりと長い足を組み、ひょろりと長い身体を乗せて、あの、いつも通りの穏おだやかな顔で、稚ち気きと知ち性せいが同どう居きよした不思議な輝かがやきを放つ瞳ひとみで、こちらを見ている。


　アイロンをかけても全くパリッとしなくなったスラックスを穿はき、元は上物だがすっかりしわくちゃになったワイシャツを着て、目立たない顔立ちの鼻の上に半月型の眼鏡めがねをかけ、一昔前の学者みたいな収おさまりの悪い髪かみのまま。


　それが、水原信司の姿だった。


　あまり世の中の役には立たない類たぐいの学問を専せん攻こうしていて、一見うだつの上がらぬ、とぼけた学者のような印象。しかし、自分の研究費だけはどこからともなく調達してくるちゃっかり者、といったイメージがある。


　そのイメージの通り、彼には学者としての才さい能のうがあった。自ら学ぶ才能があったし、他者を育てる教きよう師しとしての才能にも優すぐれていた。オカルティストとしては正直どうかと思っていたが、現げん実じつにオカルトという事象と接せつする距きよ離り感かんは見事だった。特とく異いな状じよう況きようにあっても己おのれを見失わず、それゆえ同じ境きよう遇ぐうにあった者たちから深い信望を集めた。大局を見る目があり、揺ゆるぎない判はん断だんを下した。指し導どう者しやとして適てき任にんで、煽せん動どう者しやとして優ゆう秀しゆうで、犯はん罪ざい者しやとしてずば抜ぬけていた。


　そして、希代の悪オ魔ー持ナちーだった。


　敵かなわない、と思った。


「……それ……ベルゼブブか？」


　気が付くと、ベリアルがバールと同じ方向の闇やみをにらんでいた。眉み間けんにしわを寄よせ、極きよく端たんに細めた両目から、真っ赤な光がもれている。


「お前にも見えるか？」


「いや、ほとんど見えへんけど……なんとなく」


　ベリアルの返事に、バールは満足そうに笑った。


「俺の認識操作も応おう用ようが利きくようになったもんだ」


「……つまり、お前の見せてる幻まぼろしゆうことか？」


　バールはすぐには答えなかった。顔を上げ、目を閉じて、歌うように口にする。


「うつし世は夢ゆめ。夜の夢こそまこと──」


　言葉は闇に溶とけ、空間を漂ただよう波となった。


　波は波紋を残しつつ、どこまでも伝っていった。


「ここにいてもガラガラと何かが崩ほう壊かいする音が聞こえてくる。俺たち三人が待ち望んだ崩壊と再さい生せいだ。楽しもうぜ、ベリアル。楽しまなくちゃ噓うそだろ。なあ？」





　　　　２





　カプセルの回りが妙みようにいい──


　ここ数日、急にそんな台詞せりふがささやかれるようになった。


　実じつ際さい、その通りなのだ。以前はカプセル代の捻ねん出しゆつに頭を悩なやましていた自分ですら、いま手元には七錠じようのカプセルがある。七錠。しかも全部奢おごりだ。


　ダチ連中は、皆みな、急に羽振りがよくなった。さして親しくない自分にすら、無む造ぞう作さにカプセルを回してくれる。別に大金が転がり込んだわけではなく、ただカプセルだけがやたら出回りだしたらしい。


　かくいう自分も、知り合いに幾いくらか奢ってやった。一週間前なら考えられないことだ。


「変だよね」


「ま、いいじゃん」


　首を傾かしげる女に、男は気のない感じで返答した。


　おかげでカプセルが楽に手に入るのだ。文もん句くをつける筋すじ合あいはない。


　カプセルとは、葛くず根ね市のティーンエイジャー間で出回っているドラッグのことだ。のむと悪あく魔まが出てきて願いを叶かなえてくれるという、曰いわくつきの幻げん覚かく剤ざいである。このカプセルの売買と流通を支し配はいしていたのが、セルネットと呼ばれる組そ織しき。カプセルを入手するには、彼らに接せつ触しよくするコネと金が必要だった。


　ところが、ここ数日──正せい確かくには、五日前のクリスマス以来、カプセルの流れが従じゆう来らいのルートから離はなれていた。様々な噂うわさと憶おく測そくが聞こえてきたが、どうやらクリスマス・イブの大おお騒そう動どうを機に、セルネットの幹かん部ぶが総そう替がわりしたそうだ。


　カプセルの大量流通は、新しいトップの方ほう針しんとかなんとか……今後はカプセルをただで配るとかいう、冗じよう談だんみたいな話までまことしやかにささやかれていた。


「でもヤバクない？　ケーサツとかにバレない？」


「どうかな？　まあ、俺おれらだけじゃねえし」


　そう言ってカウンターから店内を見回す。


　二人がいるのはカプセルユーザーの溜たまり場であるクラブだった。照明は極端に落とされ、トリップしやすい単調なリズムのＢＧＭが流れている。ボックス席ではラリっていちゃつくカップルが二組もいた。


　自分たちなど大人しい方だ。いまや葛根市で燻くすぶっていた多くのカプセルユーザーは、この降ふって湧わいたカプセルバブルにお祭り騒さわぎである。連夜のように各所でドラッグパーティーが開かい催さいされ、参加者も増ぞう加かの一いつ途とだった。


「そういやさ。今日じゃなかったっけ？　卓たく也やんとこのパーティー。行くんでしょ？」


「あー、それな。流れた」


「えー！　うそ。なんで？」


「知らねーの？　あいつ救急車で運ばれたってよ」


「なんでよ？」


「やりすぎ。カプセルの過か剰じよう摂せつ取しゆ。急性中毒だと」


「うっそマジ？　ダサー」


　女が顔をしかめた。「楽しみにしてたのにー」と唇くちびるを尖とがらせている。


　男はそんな恋こい人びとの様子を横目でちらりと眺ながめた。彼女が怒おこっているのは、パーティーが流れたからではない。参加するはずの啓けい介すけと会えなくなったからだ。この女は自分に黙だまって、あいつと一度寝ねている。以来、機会がある度たびに誘さそいをかけているようだった。


　啓介は彼のダチだ。感情の起き伏ふくが激はげしく、ときに狂きよう犬けんのようになるが、嫌きらいではなかった。彼女と寝た、と告白してきたのはあいつの方だ。カプセルで意い識しきが飛んでいたらしい。あいつは真ま面じ目めでも善ぜん人にんでもないが、噓だけはつかない。


　啓介は真しん剣けんに頭を下げ、彼は啓介を許ゆるした。そういった経けい緯いを、この女は何も知らない。知らないまま、まだ啓介を誘ゆう惑わくしている。やれやれ、だった。


　試ためしに、


「そういやケースケと連れん絡らくとってねーな。今日会うはずだったのに」


「……そうだっけ？」


　とたんに怒いかりを引っ込め、なんでもない顔でカウンターのグラスをあおる。これで誤ご魔ま化かせているつもりなのだから、微笑ほほえましいやら馬ば鹿か馬鹿しいやら。


「あ、そういやさ。あたしさっきここでケースケのこと聞かれた」


「は？　誰に？」


「さあ。知らない奴やつ。あんたが来るまで暇ひましてたじゃん？　だからなんとなく」


　彼は顔をしかめた。また何かトラブルでも起こしたのかと思ったのだ。


「何聞かれた？」


「んー。カプセルのこと。ほら。ケースケ最近売人プツシヤーみたいなのやってるでしょ？　それで、どこ行ったら会えるのかとか」


「なんだ。そういうことか」


　そう返事を返しはしたが、内心嫌いやな感じがしていた。啓介がカプセルをばらまくようになったのは、つい先日のことだ。あいつがセルネットに顔を繫つなげたとは思えない。いったい卸おろし元もとはどこなのか？　そもそも、あんな奴に売人が務つとまるのか？


　だが、そんなありそうもない話が、最近では珍めずらしくないのだ。誰もが、本当に気軽にカプセルを売り買いしている。


「……お前に話聞いてったのって、まさかサツじゃねえだろうな？」


「まさか。すっげえ軽い奴だったもん。茶髪で年も若わかいし。ヘラヘラしてて見るからにケーハクなの。でも面おも白しろい奴だったよ。絶ぜつ対たいサツじゃないって」


　ここら辺に黒子ほくろがあった、と彼女は自分の目元を指さした。「……ならいいけどよ」と肩かたを竦すくめる。


　と、後方から抑おさえきれずにもれた喘あえぎ声が聞こえた。


　ラリっているカップルの一組だ。下手をすると中学生に見える少年と少女は、いまにも裸はだかになりそうな勢いきおいでべったりとくっついていた。自分たちがどこにいるのかさえ完全に失念している。目には相手の姿すがたしか映うつっておらず、カプセルの影えい響きようでどんよりと曇くもっているくせに、マグマのようにどろどろした熱を放っていた。


　座すわっていた女が思わず振り返り、「うわー」とにやけた顔をする。彼も酔よいの回った頭で、ぼんやりと様子を眺ながめていたが、不意に正気づいて思った。


　異い常じようだ。


　いくらこの店の柄がらが悪いといっても、こんな光景はいままでなかった。仮かりにあったとしても、店の人間が見かねて釘くぎを刺すか、客がヤジを飛ばすなりして収おさまっていたはずだ。それが、いまではこの異常な光景が当たり前のようにまかり通っている。自分にしても、ずっとこの席に座っていながら、いま改めて感じるまで気に留とめようともしなかった。


　やはり、これはヤバいのだろうか？　アルコールに浸ひたった脳のう裏りを、そんな考えが過よぎった。なんとなく、周囲の世界全体が取り返しのつかない方向に傾かたむいているような気がする。船底に穴あなが開いているのに、あまりに巨きよ大だいな船だから誰だれもそのことに気づかないでいる。そんな気がするのだ。


　酒の影響もあったのだろう。わずかに芽生えた不安は、あっという間に成長して彼を鷲わしづかみにした。


　そうだよ。変じゃねえか？　カプセルってのは、もっとヤバいもんだったんじゃねえか？　妙みようにキレ易やすい連中がグループ組んでよ。怪あやしいオカルトじみた噂うわさだってあったしよ。いつだって学校や警けい察さつの目にびくついてたはずだぜ？　カプセルに手ぇ出す奴ってのは、どいつもそれなりに腹はらくくってたもんだ。だからみんな、あんな血ち眼まなこになってたんじゃねえか。ネットに繫がってる人間なんて特別な目で見てた。カプセルっつったら、お宝たからだったはずだろ？　それがなんだよ、これ。なんであんなガキがカプセルキメて盛さかってんだ？　何普ふ通つうな顔して見てんだよ、俺は。俺、この二、三日でいったいいくつカプセルのんだと思ってんだ。おかしいと思うだろ普通。なんで当たり前に流してんだ。こんなの絶対──


「……ちょっと。大だい丈じよう夫ぶ？」


　声をかけられ、ビクッと我われに返った。女はそんな恋人を気味悪そうに眺めていた。


「何キショイ顔してんのよ、あんた。昨日のカプセル、残ってんじゃない？」


　そうかも知れない。暗い物思いから覚めた男は、水の入ったコップをあおるように飲み干ほした。


「……ちっ」


　何を弱気になっているのか。先のことなどわかるわけがない。考えるのもウザい。そりゃ、不安はあるが、だが、不安がったところで、どうしようがあるというのだ。


　彼はジャケットのポケットに手を入れ、中にあったカプセルをカウンターの上に広げた。鏡面仕上げのカウンターの上を、数錠じようのカプセルが不器用に転がる。どうせ自分にできることなど何もない。そんな漠ばく然ぜんとした不安だけで、カプセルを諦あきらめることなどできない……


　と、男の眉まゆがひそめられた。


　八錠ある。


　カウンターの上のカプセルは、全部で八錠あった。


　確たしか七錠だったはずだ。何かひっかかった。けど──まあ、いいさ。数え間ま違ちがえていたんだろう。減へってたならともかく、思っていたより多いんだ。ツイてるじゃないか。


　男はカプセルをポケットに戻もどすと、不安から逃げるような笑えみを浮うかべて新たな酒を注文した。





　　　　◆◆◆◆◆





「──夜中の二時、ですか？」


「ああ。だいたいそんな時間だったよ。あいつから電話あったのは」


　喫きつ煙えんスペースのソファにぐったりと腰こしを下ろして、坂さか田たはおっくうそうに答えた。


「啓介から連れん絡らくしてくるなんて二年……いや、三年ぶりかな。なんせ久ひさしぶりだったから、ずいぶん驚おどろいたよ」


「そのとき、どこにいるって言ってましたか？」


「場所は言わなかった。本当だ。ただ、実家じゃないことは確かだな。たぶん、どこかの公こう衆しゆう電話だろう。あいつは携けい帯たいを持ってないはずだから」


　坂田が言うと、少女は何か考えるような顔になってうつむいた。その真しん剣けんな面おも持もちは、こちらから声をかけるのをためらわせる。坂田は白衣から煙草たばこを出し、黙だまって火を付けた。


　坂田と少女がいるのは、彼が勤つとめる病院のロビーだ。すでに受付時間は終わっているので、患かん者じやの数も減へっている。だが、にも拘かかわらず、ロビーにはまだピリピリとした緊きん張ちよう感かんが残っていた。ロビーだけではない。病院中が途と切ぎれることのない張はり詰つめた空気で満たされている。


　受付時間は過すぎた。しかし、本当に忙いそがしくなるのは、これからだ。坂田は、いや、病院のスタッフ全員は、そのことを確かく信しんしていた。


　これから夜が始まる。そして、ここ数日で急増した患者たちは、皆みな、日が暮くれてから担かつぎ込こまれてきたのだ。


　その若わかい心身を、ドラッグという病びよう魔まに冒おかされて。


「それで……その真夜中の電話以来、なんの連絡もないんですね？」


「ああ。だが、さっきも言ったように、連絡がないのが普通なんだ。恥はずかしながら、家族とは絶ぜつ縁えん状じよう態たいなんでね」


　坂田は煙けむりを吐はきながら、ソファの前に立ったままの少女を見上げた。


　ダッフルコートにジーンズと、ボーイッシュではあるが地味な装よそおいをしていた。髪かみはポニーテールで染そめてもいない。ちゃんと敬けい語ごを使っているし、礼れい儀ぎも正しい。弟とつき合いがあるタイプには見えなかった。


　彼女はなんのアポイントメントもなく、突とつ然ぜん坂田の職しよく場ばを訪おとずれた。弟の知り合いということだが、たぶん噓うそだろう。ただ、彼を捜さがしているという言葉は本当らしく、ちょうど時間の空いた坂田を捕つかまえて、根ほり葉ほり質しつ問もんをぶつけてきた。


「その電話、彼はなんて言ってきたんですか？」


　丁てい寧ねいな口調で少女が尋たずねる。坂田は両手を広げて、大げさに肩かたを竦すくめた。


「残念ながらあまり覚えてないんだ。何しろこのところ徹てつ夜や続きでね。昨日は、やっとありついた睡すい眠みんで、しかも寝ね入いったところだったからな。言っとくが、何も弟を庇かばってるわけじゃないぜ。警けい察さつが来たって同じ事を言う」


「あ、いえ。別に疑うたがうつもりはありません。こちらこそ不ぶ躾しつけな質問ばかりして、申し訳わけないと思ってます」


　慌あわてて少女が頭を下げる。今時珍めずらしいぐらい礼儀正しい子だ。それとも、自分がすれているだけかもしれない。何しろ、日ひ頃ごろ相手にしている十代は、ドラッグ中毒や喧けん嘩かの怪け我がで担ぎ込まれる不良ばかりなのだ。


　そして、だからこそ、目の前の少女はドラッグに手を出すような少女ではないと確かく信しんできた。質問に素す直なおに答えているのは、彼女は信しん頼らいできると判はん断だんしているからだった。


「その……話した内ない容ようじゃなくても、何か気になったことはありませんでしたか？」


「気になったことねえ……例えば？」


「えーと、その……カ、カプセルがどうこうとか……」


　坂田の眉がぴくりと動いた。少女の顔を正面からにらむ。


　少女は厳きびしい表ひよう情じようを見せたが、坂田の視し線せんから目を逸そらさなかった。坂田は自分の判断に修しゆう正せいを加えた。この少女はドラッグと関かかわりを持っているのかも知れない。だが、それでもやはり、ドラッグに溺おぼれるような少女ではない。


　坂田は鼻から煙草の煙を吐き出し、緊張を解といた。


「いいだろう。あのときあいつはカプセルをやってた。専せん門もん家かの俺おれが言うんだ。間違いない」


　少女の目に、やはり、という色が浮かんだ。坂田は続けて、


「ずいぶんと興こう奮ふんしてた。大声で妙なことを口走ってな」


「……どんな？」


「意味のない戯たわ言ごとだ」


「それでも結けつ構こうです。聞かせてください」


　少女は真ま面じ目めな口振りで懇こん願がんした。坂田があごの無ぶ精しようひげを撫なでながら、わずかに遠い目になる。


「そうだな……『落ちる』とか。『開いちまった』とか」


「落ちる？　開く？」


「そうだ。えーと……そう、『《ドア》が開いた』とか、なんとか」


　少女が身体からだを強こわ張ばらせた。同時に、瞳ひとみの奥おくが鋭するどく光った気がした。彼女の求める答えが見つかったようだった。


「そうですか。色々とありがとうございました」


「いいさ。だが一つ聞かせてくれ。あいつがカプセルに手を出したってことは、あの電話でわかっていた。君があいつを捜してるのも、カプセル絡がらみなんだろ？」


　坂田が尋ねると、少女はしばらく躊ちゆう躇ちよした末、小さく頷うなずいた。


　坂田は唾つばを飲んだ。


「なあ、君は何か知っているか？　いま──いまこの町では何が起こってるんだ？」


「何が……ですか？」


「そうさっ。カプセルなんてものは、もう何年も前からあった。急性中毒で担ぎ込まれるガキだっていたさ。月に一人ぐらいはな。だが──だが、この五日間で何人の未成年がこの病院に連れてこられたと思うね？　二十二人だ。二十二人だぞ!?　こんなことはかつて一度もなかった。病院側おれたちはパニック寸すん前ぜんさ。クリスマスの騒さわぎはニュースで知ってる。あれからだ。あれからおかしくなったんだ。いったい何があったんだ？　いまこの町で、いったい何が行われてるんだ？　それともまさかこれからなのか？　これから何かが始まろうとしてるのか？」


　坂田の質問は、彼の同どう僚りようを含ふくめた病院の人間すべての、本音の疑問だった。鳴りやむことのない救急車のサイレン。廊ろう下かを駆かけていくベッドとスタッフ。彼らの足音と車輪の音。奇き声せいを張はり上げる患かん者じや。怒ど鳴なり声で言い聞かせる自分。まだ若いくせに、老人のように老ふけた灰はい色いろの顔。見開かれた目。眼がん球きゆうに映うつる狂きよう気きと歓かん喜き。


　坂田は疲つかれていた。そして恐おそろしかった。カプセルはただのドラッグとは違ちがう。薬学的見地ではなく、もっと根本的な部分で、コカインやヘロイン、ＬＳＤや覚かく醒せい剤ざいとは違っているのだ。医者として、麻ま薬やく患者と向き合ってきた経けい験けん者しやとしての勘かんが、坂田にそう知らせていた。


　カプセルはドラッグではない。もっと別の──まるで別種の危き険けんを持ったクスリだ。


　これは坂田だけが感じていることではない。カプセルには多くの噂がつきまとっている。その多くは荒こう唐とう無む稽けいな子供だましだ。だが、スタッフの中には、その噂うわさを信じている者が少なからず存そん在ざいする。


　実じつ際さい、カプセル患者の周りでは妙みようなことが起こっていた。意い識しきのない患者の病室で物音がする。密みつ室しつのはずの部屋が何者かに荒あらされる。何もないベッドの下に生き物の気配を感じる。四階にいた患者が駐ちゆう車しや場じようの真ん中で寝ねている。


　これまでも不ふ吉きつな噂はあった。だが、それはあくまで噂に過すぎなかった。それが……


　坂田は力無く煙草たばこを吸すった。


　この五日間で二人の看かん護ご婦ふが職しよくを辞じした。ノイローゼになった者もいる。いろいろと理由を付けて出しゆつ勤きんしなくなった者は十指に余あまるほどだ。その者たち全員が何かを見たなどとは思わない。大多数は噂に踊おどらされ、枯かれ尾お花ばなに幽ゆう霊れいを見たに決まっているのだ。だが、すべてがそうかと問われれば──坂田にはイエスとは答えられなかった。


「君は何か知らないか？　どんなことでも、噂話でもいい。このままじゃあ……このままじゃ、この町は……」


　坂田の苦い問いかけに、少女はなぜか辛つらそうな顔をした。そして何かを口に仕し掛かけたとき、


「先生！　大変です！」


　一人の看護婦がロビーを横切って、奥まった場所にある喫きつ煙えんスペースに駆かけ寄よってきた。


　顔色が悪い。真っ青だ。


「どうしたっ。急患か？」


「違います。患者が……三〇二号室の患者が脱だつ走そうしました」


「脱走？」


　場違いな台詞せりふに坂田は声を裏うら返がえした。


「脱走って……病室を逃にげ出したのか？」


「そうですっ。それで……それで病室が大変なことに」


「おいおい、落ち着いて話せ」


「お、落ち着いてなんかいられません！　部屋は滅め茶ちや苦く茶ちやです。廊下も……非ひ常じよう口ぐちも……佐々木さんが怪け我がして……やっぱり、あの噂は本当だったんですっ。あれは……あれはもう、悪魔の仕業だとしか……」


「君っ！　落ち着きなさいっ」


　坂田は反はん射しや的てきに鋭するどく叱しつ責せきした。だが、ヒステリックな説明を聞き、彼女の目にある本物の恐きよう怖ふを見て、何が生じたのかを悟さとった。来るべきものが来たのだ。


「君。悪いが今日はもう……」


　坂田は看護婦の肩を抱いたまま、後ろにいる少女を振り返った。そして、そのまま語ご尾びを濁にごした。


　少女の姿すがたはすでになかったのだ。


「……行っちまったか」


　坂田は残念そうにつぶやいた。もし彼がずっと後ろを気にしていれば、看護婦が「悪魔」という言葉を口にした瞬しゆん間かん、少女が豹ひようのような鋭い顔つきになって素す早ばやく出口を目指したことがわかっただろう。


　何かが起こっている。それは間違いない。だが、いったい何が起こっているのか。そして、あの少女は何をしようとしているのか。


　坂田は頭を振って雑ざつ念ねんを追い払い、看護婦を連れて病室を目指した。





　　　　◆◆◆◆◆





「畜ちく生しよう！」


　と現げん場ば到とう着ちやく早々、ビーグルは髪かみの毛をかきむしった。


　オフィス街の中央に位置する公園。公園に沿そって延のびる車道。そのど真ん中にある歩道橋が、いま、目の前で半はん壊かいした。


　周囲から聞こえてくる悲鳴。一般人の悲鳴。悲鳴を上げたいのはこっちの方だ。夢ゆめなら覚めてくれと心の底から思った。


　騒さわぎはいつの間にか、三つ巴どもえの乱らん闘とうになっていた。私闘である。それ自体は珍めずらしいことではない。悪オ魔ー持ナちー同士の悪魔戦など騒ぎ立てるほどのことではないし、まして武ぶ闘とう派はで知られるドラッグ・ドッグズの古ふる株かぶビーグルにしてみれば、だからどうしたと鼻で笑うような出来事だ。


　問題は、場所と時間だった。


　いくら一年の業ぎよう務むが終わり、人通りの消えたオフィス街とはいえ、そこは「公おおやけ」の場である。まだ日が落ちたばかりの午後五時なら、通行人の一人や二人はいる。公園と車道の間は並なみ木きに塞ふさがれているが、それでも近寄れば通りの様子は見える。最終的な「目もく撃げき者しや」の数がどれほどのものになるか想そう像ぞうすると、ビーグルは、噓うそだろ、と目め眩まいを覚えるほどだった。


「いったい、どうなってやがんだ!?」


　怒ど鳴なり散らすビーグルの側に、先に到着していたＤＤのメンバーが駆け寄って説明した。


　事の発ほつ端たんは、二つのグループ間に起こった衝しよう突とつだった。眼ガンをつけたのつけないのという、失しつ笑しようを通り越して脱力するような諍いさかいだったらしい。となれば続く展てん開かいはせいぜい二つ。プライドより遊びを優ゆう先せんさせて矛ほこを収おさめるか、けつの青い者同士仲良く喧けん嘩かを始めるか。


　この場合は後者だった。その結果、どちらが病院で年を越そうと、どちらが鑑かん別べつ所しよで年を越そうと、ビーグルは徹てつ頭とう徹てつ尾びどうでもいい。死人が出ても知ったことではない。戦いの末に友情を結んだなら、拍はく手しゆの一つぐらい贈おくってやる。が、こともあろうに白昼堂々と屋外で悪魔を駆く使しした市街戦せんをしでかすなど、頭のネジが飛んでる以前に、二本足で立って言葉を喋しやべる生き物なのかと疑うたがいたくなる。


　当然どちらもカプセルユーザーだった。一方は引き籠こもりから一転カプセル・ハイになったオタク学生二人。一方は万年金欠で強請ユスリ、恐喝カツアゲ、親おや父じ狩がりを繰くり返していた中ちゆう坊ぼうギャング四人。後者が絡からんだところ、前者が反撃に出たということだ。


　そのとき、側にはＤＤのメンバー二人が偶ぐう然ぜん居い合あわせた。異い色しよくの顔合わせを面おも白しろがった彼らは、そのまま殴なぐり合いの見物を決め込んだ。だが、悪魔が二匹ひき召しよう喚かんされ、あろう事か悪魔戦に雪な崩だれ込んだとき、悪オ魔ー持ナちーだった片かた方ほうが真っ青になって止めに入った。──そう。よりにもよってＤＤの人間が、あまりに最悪な状じよう況きようを危き惧ぐして仲裁に入ったのだ。まったく、笑ってしまえたら、どれだけ楽か。


　悪オ魔ー持ナちーは両陣じん営えいに一人ずつ。どちらも悪魔召喚に成功したばかりの新米悪オ魔ー持ナちー──どころの話ではない。いずれのグループも、そもそもカプセルが形成するアンダーグラウンドに触ふれたことのない、ずぶの素人しろうとだった。カプセルに関かかわる暗あん黙もくの了りよう解かいを心得ていないのはもちろん、そういう不ふ文ぶん律りつの存そん在ざい自体知りもしない。それもそのはずで、引き籠もっていた学生二人が暴ぼう力りよくの飛び交かう地下世界に足を踏み入れるはずがなく、小こ銭ぜに欲ほしさに犯はん罪ざいを繰くり返していた中学生がカプセルに手を出せるはずもないのだ。


　しかし、いまは事情が違った。


　──何もかも……何もかも、あの事じ件けんから変わっちまった……！


　ビーグルは身を焦こがすような焦しよう燥そう感かんに駆かられて唸うなり声を上げた。


　忘わすれもしない十二月二十四日クリスマス・イブ。数日経たち、ようやく情じよう報ほうが出回って事件の全容が明らかになったいまでは『イブ・パレード』と呼ばれる、あの事件こそが、すべての始まりだったのだ。


　あの日、カプセルと、そのルートと、マーケット全ぜん般ぱんを支し配はいしていたセルネットが倒れた。


　カプセルには一いつ般ぱんに知られている幻げん覚かく剤ざいとしての一面以外に、もう一つ重要な側面がある。それは、悪魔召喚の秘ひ薬やく、という一面だ。素質を有する者が服用すれば、服用者の魂たましいから悪魔と呼ばれる超常的な存在を呼び出して使し役えきすることができるのである。


　悪魔召喚に成功した者は悪オ魔ー持ナちーと呼ばれ、超常的な力を行使することができるようになる。彼らの存在こそ、カプセルにまつわるコミュニティが極きわめて特とく異いな形けい態たいを成している何よりの要よう因いんだった。


　仮かりに彼らの一人が悪魔の力を世間に誇こ示じするようなことがあれば、巻まき起こるであろうパニックの規き模ぼは想そう像ぞうを絶ぜつする。そしてカプセルのマーケット、ひいてはユーザーの属ぞくするアンダーグラウンド全体が徹てつ底てい的てきな摘てき発はつを受けることは間違いなかった。


　そこで、カプセル密売の最大手であるセルネットは、危き険けん因子と見なした人物、カプセルや悪魔の存在を世に知らしめかねない人物を排はい除じよすることで、マーケットの安定を図ってきた。部外者の介かい入にゆうや、ジャンキーの暴走を抑よく止ししてきたのである。


　そのセルネットが、ある一人の人物に目をつけた。かねてよりセルネットと敵てき対たい関係にあった、はぐれ者の悪オ魔ー持ナちー、ウィザードだ。


　セルネットは正体不明のウィザードを追い、ついにはその正体を突き止めた。彼の在校する高校に奇き襲しゆうを掛かけ、息の根を止めようとした。それがウィザードの仕掛けた罠わなだと気づかずに。ウィザードは自らの正体に迫せまるセルネット幹かん部ぶIXＣナイン・シーを、逆ぎやくに誘さそい出したのだ。


　奇襲部隊を返り討うちにしたウィザードは、残るIXＣナイン・シーを引きずり出すべく、大だい胆たんな市街戦を演えん出しゆつした。セルネットは事じ態たい収しゆう拾しゆうのため、ウィザード阻そ止しに動かざるを得なかった。そして、次々に餌え食じきとなった。


　この市街戦にはビーグル属するドラッグ・ドッグズも嚙かんでいる。ＤＤのトップである甲か斐い氷ひよう太たが、ウィザードの挑ちよう発はつに乗り、乱闘に参加したのだ。市街戦は両者の激げき突とつを軸じくに、乱入するセルネット構こう成せい員いんを蹴け散ちらしながら、市の外れにある高こう層そうビル建けん築ちく予定地での乱闘に発はつ展てんした。最後は、限げん界かいを超こえたウィザードが堕落クラツシユと呼ばれる暴走状態に陥おちいり、甲斐を倒して姿を消した。この一連の狂騒が、『イブ・パレード』だ。


　だが、それで騒さわぎが収おさまったわけではない。


　IXＣナイン・シー壊かい滅めつの報しらせは、すぐには一般ユーザーまで伝わらなかった。セルネットは秘ひ密みつ主義的な細さい胞ぼうシステムという組そ織しき体たい制せいを採さい用ようしている。このため、上層部の状況が末まつ端たんに知らされるまでにタイムラグが生じたのだ。この一いつ瞬しゆんの空白を突つき、セルネット上層部の入れ替かえが行われた。


　新たにセルネットの指し揮き権けんを手に入れたのは、セルネット創そう始し者しやである執行細胞フアースト・セルの面々だ。彼らは数年前セルネットから身を退ひき、以来組織の運うん営えいには一いつ切さいタッチしていない。それがIXＣナイン・シーの壊滅と同時に現あらわれ、鮮あざやかな手しゆ腕わんで組織の頂ちよう点てんに返り咲ざいた。セルネットの下部構成員や一般ユーザーが事の顚てん末まつを知ったとき、すでにセルネットは執行細胞フアースト・セルの手にあった。


　と、ここまでは、いい。


　いや、もちろん気にくわないことは多いが、つまりはカプセルユーザーが起こした抗こう争そうの結果に過ぎない。これほど大規き模ぼな抗争はかつてなかったが、それでも理り解かいできる。マーケットの性質上、このような破は局きよくは遅おそかれ早かれ訪おとずれていただろう。


　だが、新たな指導者が標ひよう榜ぼうするセルネットの運営方ほう針しんを耳にしたとき、ビーグルは怒いかりを忘れて我わが耳を疑った。事も在あろうに、彼らはカプセル売買を撤てつ廃ぱいし、無料でマーケットにばらまき出したのだ。それも無む制せい限げんに。


　一部の、マーケットに理解あるユーザーたちは、最初冗じよう談だんと取って嘲あざ笑わらい、次いで怪け訝げんになり、最後に絶ぜつ句くした。対して、大多数のユーザーは驚きよう喜きした。当然のことだが、カプセルを買うには金がかかる。また、売人であるセルネットの構成員に対し、下手に出なければならない。これはカプセルに限かぎらないが、ユーザーよりディーラーの方が常つねに立場は上なのである。


　だが、執行細胞フアースト・セルの方針は、このすべてを覆くつがえした。刹せつ那な的てきな視し点てんしかもたないジャンキーにしてみれば、思いも寄らぬ福ふく音いんだっただろう。そしてまた、この新たな状況は、これまでカプセルの噂うわさを耳にしつつ触ふれられずにいた潜せん在ざい的てきユーザーをもマーケットに招まねき入れた。いまでは、コネがなく、金がなくとも、望みさえすれば容よう易いにカプセルが入手できる。目の前で争うグループのように。


　──とにかく、この場を収めんことには……


　ビーグルがいるのは、公園の出入り口だ。公園は高台の上にあり、通りに下りる出入り口は扇おうぎ形がたの階かい段だんになっていた。その上に立ち、戦場となっている車道を見下ろした。


　悪魔はカプセルをのまないと目視できない。すでにカプセルを服用したビーグルの目には、路上で暴あばれる悪魔の姿すがたが映うつっていた。争い合う二体と、それを牽けん制せいする一体。目まの当たりにし、ビーグルは内心頷うなずいた。


　──なるほど。トーシロだ。どっちも。


　熟じゆく練れんした悪オ魔ー持ナちーなら、己おのれの悪魔をコントロールできる。喩たとえるなら、馬と騎き手しゆの関係と同じだ。悪魔戦ともなれば、そのコントロールの得手不得手が勝敗を決する決め手となる。しかしいま戦っている二体の悪魔は、どちらも使し役えき者しやの細かい制せい御ぎよを受けていなかった。動きが単たん純じゆんで攻こう撃げきに計画性がない。闘とう犬けんのように、ただ自分の悪魔を相手にけしかけているだけなのだ。


「……よし。すぐに押さえにかかるぞ。徹とおるとリン坊ぼうは背はい後ごに回れ。久く住すみとカツは正面だ。悪オ魔ー持ナちーはどうなってもいいが、間違っても通行人に怪け我がさせんなよ」


　ビーグルと共に駆けつけた五人のうち四人が指し示じ通り散っていった。彼らはＤＤの有する悪オ魔ー持ナちーだ。一いつ騎き当千とはいかないが、それでも素人相手に後おくれを取る者はいない。


　しかし……


「……気に入らねえ」


　ビーグルと残った一人が、苛いら立だたしげに吐はき捨すてた。


「なんだって俺おれたちがこんな面めん倒どうにつき合わなきゃならねえんだ。これじゃまるで、ネットの真ま似ね事ごとだぜ」


　これでも抑えているのだろう。しかし、にじみ出る憤いきどおりは隠かくしようもなかった。ビーグルはとっさに舌した打うちしそうになったが、なんとか表には出さなかった。


「仕方ねえだろ。放置したら、どうなると思う」


「……でもよ」


「いーじゃねえの。喧けん嘩かできねえならともかく、その逆ぎやくだぜ？　願ったり叶かなったりだろ」


「こんなもん、喧嘩じゃねー」


　むっつりと言う。ビーグルはため息をついた。


「わかってる……」


　疲つかれとやりきれなさの混まじった口調を聞いて、男はそれ以上の愚ぐ痴ちを引っ込めた。


　彼はＤＤ古参の一人である。ビーグルの苦しい立場は理解していた。


　いま、ＤＤには頭あたまである甲斐氷太がいない。『イブ・パレード』で堕落クラツシユしたウィザードに敗やぶれたとき、甲斐は意い識しきを失ったままビーグルたちに回収された。その後ビーグルは、警けい察さつやセルネットの目から逃のがれるため、意識の戻らない甲斐を連れて地下に潜もぐった。しかし、目を離はなしたわずかの間に、意識がなかったはずの甲斐が姿を消した。以来行方ゆくえが知れないのである。


　甲斐不在の間、ＤＤの指揮はビーグルが執とっていた。ビーグルは甲斐の片かた腕うでであり、幹かん部ぶメンバーの信しん任にんも厚あつい。だが、彼の専せん門もんは情報の収しゆう集しゆうと分ぶん析せきであり、いわば甲斐の参さん謀ぼう役やくである。ＤＤは、本来気き性しようが激しく協調性に乏とぼしい連中が、甲斐という豪ごう傑けつの元に集つどうことによって自然発生した組そ織しきだ。誰だれがトップに立ったところで、甲斐の代わりが務つとまるはずもなかった。


　──クソっ。あの馬ば鹿か鮫ざめめ。いったいどこで油売ってんだよ。


　たとえ意識がなくとも、甲斐がいると思えば、それだけでビーグル初めＤＤメンバーには心理的な余よ裕ゆうができる。この先行きが見えない状況にあって、リーダーの不在は組織全体に不安の影かげを落としていた。


　そのとき、遠くからサイレンが聞こえてきた。警けい察さつだ。ビルの隙すき間まからのぞく空は、のっぺりとした藍あい色いろから、薄うす墨ずみ色いろに変わっている。夕ゆう闇やみに響ひびくサイレンに、ビーグルと男は身を竦ませた。


　男は苦々しく舌したを鳴らした。


「……俺も出る」


「頼たのむ。急いでくれ」


　以前はパトカーのサイレンを聞いても、血が騒さわぎこそすれ、気き後おくれすることなどなかった。ましてや、いま味わっているような胃に穴あなを開けそうな疲ひ弊へいと恐怖など、全く無む縁えんでいられた。だが、それが嫌いやだといって投げ出してしまうわけにはいかないのだ。


　──もっとも、長続きしやしねえがな。


　いまにしてみれば、セルネットの抑よく止し力りよくがどれほど効こう果か的てきなものであったか、ビーグルは身に染しみて実感していた。決して少なくないジャンキーどもを、オカルトの恐きよう怖ふとカプセルの快かい楽らくで、長きにわたり統とう制せいしてきたのだ。それを可か能のうとする情報力と組織力。いずれもＤＤがつけ焼き刃ばでこなせるものではない。


　破は滅めつはいま、すぐ近くでクラウチング・スタートの体たい勢せいを取っている。最後の銃じゆう声せいが鳴れば、あっという間に片かたはつくだろう。それを阻そ止しする術すべは、自分にも、ＤＤにもない。


「……せめて派は手でに散りたいもんだ」


　ビーグルは精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張はってうそぶいた。


　と、悪魔戦を見守るビーグルの背はい後ごで、人が近づく気配がした。


　──ちっ。部外者か？


　ビーグルは慌あわてて振り向き、現あらわれた人物を見て息をのんだ。


　後ろに立っていたのは、一人の少女だった。


　小こ柄がらな体型の目立たない少女で、野や暮ぼったいお下げ髪がみをして、野暮ったい眼鏡めがねをかけている。外見は中学生のようにも見えるが、眼鏡の奥おくから見返す双そう眸ぼうには大人びた知性の輝かがやきがあった。甲斐氷太の連れ、皆みな見み茜あかねだ。


「大変そうね。ビーグル」


「あんた……何しに来た!?」


　茜はかつてセルネットに所しよ属ぞくしていた。それも第サ三ー世ド代・細セ胞ルという上位レベルの人間だった。それが、とある事件の煽あおりを受けてネットに戻れなくなり、甲斐の元に身を寄せていたのだ。


　ビーグルは甲斐が負ふ傷しようしたとき、彼の意識が戻らないうちに、茜をＤＤから遠ざけた。敵てき組織から寝ね返がえる形となった茜は、ＤＤの下っ端ぱ連中から疑ぎ惑わくの目で見られていたからだ。余よ計けいないざこざに巻まき込こまないよう配はい慮りよしたのである。何より、彼女ならアンダーグラウンドと手を切り、堅かた気ぎの世界で暮くらしていけると判はん断だんしたからだった。


　にもかかわらず、茜はまたしても自分の前に舞まい戻った。現げん在ざいのマーケットの状況と同様に、何もかも自分の思おも惑わく通り進まない気がして、ビーグルは強い苛いら立だちを感じた。


「あれだけ俺たちに関かかわるなと言っただろうがっ。ええ!?　あんた、もっと利口だと思ってたぜ！」


　ビーグルの険けん悪あくな態たい度どを見て、茜は表情を曇くもらせた。しかし、彼から目を逸そらそうとはせず、決然とした表情で口を開けた。


「──ごめんなさい。あなたの好意を無む駄だにしたわね。どうやら、私、思ってた以上に馬ば鹿かだったみたい。でも……」


　と、わずかに顔をほころばせる。


「それはあなただって同じでしょ。ねえ、ビーグル？」


　穏おだやかな口振りだった。ビーグルはなお、嚙かみつくような視し線せんで茜をにらみつけた。が、


「……けっ」


　と結局は肩を落とし、彼の悪友、水原勇司のような調子のいい笑え顔がおを見せた。


「へーえへえ。好きにしろってんだ畜ちく生しよう。どいつもこいつも、物好きの悪あく趣しゆ味みばかりだぜ。どっち見み渡わたしてもマトモなのは俺一人だ。ったく」


　不平や不満は、ビーグルにとって精せい神しんのガス抜ぬきである。口にして初めて、ビーグルは自分が長いこと愚ぐ痴ちをこぼす余よ裕ゆうさえなくしていたことに気が付いた。


　自分は無理をしている。所しよ詮せん器うつわではないのだ。つくづく因いん果がな立場に立たされたものである。


「で、一体全体なんの用だい。見りゃわかると思うが、俺たちはいま取り込み中だ。直じきに警察マツポも……つーか、もう来やがったじゃねーか！　やべ。ずらからにゃ」
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　私し闘とうはぎりぎり終結を迎むかえていた。暴あばれていた悪オ魔ー持ナちーは二人とも意い識しきを失い、両者の仲間は、あるいは逃にげ出し、あるいはおろおろと慌てふためいている。ＤＤのメンバーも、すでに逃とう亡ぼうにかかっていた。警官の追つい跡せきを振りきるのならお手の物だ。むしろ、つまらない相手との喧嘩より、目が輝いている。


　──ほんと、どいつもこいつも、馬鹿丸出しだな。


　ビーグルは苦く笑しようして振り向いた。


「行くぜ。ひとまずは、あんたも来い」


　とビーグルは茜を手て招まねきしたが、彼女はゆっくりと首を横に振った。


「ごめん。私の方もあまり時間がないの。一いつ緒しよには行けないわ」


「おいおい……うちの連中が疑ってるって話を気にしてるのか？　何もＤＤまでは連れてかねーよ。あんただって警察に目ぇつけられるのはまずいだろ？」


「大だい丈じよう夫ぶ。それより聞いて。いまディンゴと一緒にいるの」


「何!?」


　思わずビーグルの足が止まった。ディンゴというのは、甲斐が一時期名乗っていたコードネームである。


「マジかよ？　どこだ。いや、それより無事なんだろうなっ？」


　つかみかからんばかりのビーグルに、茜は短く首しゆ肯こうした。思わず緊きん張ちようが解とける。どうしようもない安あん堵どが胸むねに広がった。


「でも……なんでだ？　だったらなんで顔を見せない。氷太の奴やつ、何を考えてるんだ？」


「ほんとは私と一緒に来るはずだったの。でも直前に他の用事ができて、来られなくなったのよ。携けい帯たいで伝えようかとも思ったんだけど、直ちよく接せつ会った方がいいと思ってね。驚おどろかないで欲ほしいんだけど、いま私たちは海うみ野の千ち絵えと一緒にいるの。警察から隠かくれて動いてる」


「なんだと……」


「だから、まだしばらくＤＤには戻れないわ。戻る前に片かたづけることができたの。あいつの場合、ＤＤに戻ってしまうと、いろいろとやらなきゃならない立場だからね」


「……片づけるって……何を？」


「執行細胞フアースト・セルを」


「…………」


　サイレンが止まった。停車したパトカーから制せい服ふく姿すがたの警官たちが降おりてくる。歩道橋の脇わきだ。二人がいる場所までは、まだ距きよ離りがある。ビーグルは彼らに一いち瞥べつを投げ、改めて茜を見つめ直した。


「氷太が、あの海野と手を組んでセルネットを潰つぶそうってのか？」


「そうなるかもしれないわ」


「で、ＤうＤちは手を出すなと？」


　ビーグルが唇くちびるを嚙かむ。茜は気持ちを察しているようだったが、あえてきっぱりと頷うなずき、冗じよう談だんめかした仕草で肩かたを竦すくめた。


「あいつからの伝言。『好きにさせろ。そっちは任まかせる』」


「……文もん句くの一つも言いたくなるな」


「同情するわ。白々しいでしょうけど」


　済すまなさそうに茜が言った。


　ビーグルは鼻を鳴らした。ふざけるな、と叫さけびたい気分と、仕方ねえなあ、と苦笑したい気分が見事なバランスを取っていた。甲斐といると、いつもこうなのだ。そして、ビーグルの結けつ論ろんは、昔から変わらない。


「アイアイ・サー、って言っといてくれ。あと、バカヤロー、ってな」


「……ごめん」


「いい。それより忠ちゆう告こくだ。もう知ってるかもしれねえけど、嫌いやな噂うわさを聞いた。ウィザードが連中の側にいるって噂だ。目もく撃げき談だんも出てる。奴らとやり合うなら、事前に調べとけよ」


　その台詞せりふを最後に、ビーグルは警官たちに背を向けた。一度公園に逃げ込んでから脱だつ出しゆつするつもりなのだ。しかし、すぐに駆かけ出すつもりが、そうはできなかった。背後で、クスッという笑い声が聞こえたからだ。


　肩かた越ごしに振ふり向いたビーグルに、茜は茶目っ気のある微び笑しようを見せた。


「その情ネ報タ、もう古いわよ」


　そう言い、我が慢まんできなくなった様子で、場違いなニヤニヤ笑いを浮うかべた。


　当とう惑わくするビーグルに対し、茜は言った。


「ウィザードも一緒なの」


「……はあ？」


「共同戦線ってわけ。──じゃあ、気をつけて、ビーグル」


　そう言い残して、茜もまた、公園の奥を目指して走り去った。


　しばらく立ち尽つくしたビーグルは、警官たちの誰すい何かを受けて、慌あわてて駆け出した。


　──いま……いまなんつった？　共同戦線？　ウィザードと？　え？　何？　ギャグ？


　頭が混こん乱らんしていた。いったい何が起ころうとしているのか。これから何が起きるのか。


　空には宵よい月づきが浮かんでいた。


　外灯と月明かりが、真冬の公園に光を射す。重なり合う木々の枝えだ葉はが、複ふく数すうの影かげを落としている。光と影が斑まだらになって、どこまでも続いていた。


　ビーグルは頭を空っぽにして、全力で走り続けた。





　　　　◆◆◆◆◆





　それは嵐あらしが頭上を通り過すぎるときの落ち着かなさに似にていた。気き圧あつの変化を身体からだが感じ取るように、目に見えない「予感」を、五感が捉とらえているのだ。


　通つう報ほうのあった場所は、繁はん華か街がいの外れだった。三、四階建ての雑ざつ居きよビルが並ならんでいるが、空いたままのテナントが目立つ。


　パトカーから降りた上田は、入り口の前に立って問題のビルを見上げた。四階建てだ。ビルの上に夜空がかかり、面おも白しろみのない形の三日月が灰はい色いろをバックに浮かんでいる。合成写真のように、くっきりとした月だった。


　ビルの壁かべが煌こう々こうと照らされていた。一いつ瞬しゆん、屋上のフェンスに誰かがもたれかかり、すぐに見えなくなった。と、次の瞬間、コンクリートの塊かたまりをパイルで割わるような音が聞こえ、屋上から何かが降ってきた。


　看かん板ばんだ。


　上田と、先せん輩ぱいの刑けい事じ。それに現場まで同行した警察官一人は、悲鳴を上げてビルから離はなれた。


　盛せい大だいな破は壊かい音おんを鳴らして、落下した看板が舗ほ装そうと激げき突とつした。看板のスチール板は裂さけ、枠わく組ぐみを成していた鉄のパイプまで、飴あめでできた棒ぼうのように、ぐにゃりと変形していた。脚あしには屋上から引ひっ剝ぺがしたとしか思えない、コンクリートの塊が付着している。しかし、いったいどうやって？


「……行くぞ」


「はいっ」


　厳きびしい顔の同どう僚りように続き、上田はビルの中に入った。噴ふき出す疑ぎ惑わくが脚に絡からみつく。それに捕とらわれれば動きが取れなくなる。上田は無心に奥を目指した。


　ビルは一階、二階が中ちゆう華か料理店で、三階が雀ジヤン荘そう、四階が空きテナントになっていた。すでに従じゆう業ぎよう員いんの退たい去きよは終しゆう了りようしている。いまこの建物に残っているのは、上田たち二人を除のぞけば、屋内にいる一人だけだった。


　階かい段だんを駆け上がる途と中ちゆう、階上から爆ばく弾だんが爆発したような振しん動どうが響ひびいてきた。築ちく後ご四半世紀を過ぎた鉄てつ筋きん建築が、不気味な軋きしみを立てて天てん井じようや壁、床ゆかを揺ゆらす。二人は階段の手すりを握にぎり締しめて足を止めた。振動が止むのを待ち、埃ほこりが舞う中、生なま唾つばをのみ込んでから再ふたたび屋上を目指した。


　心しん臓ぞうが嫌な鼓こ動どうを刻きざんでいた。それにつられて肺はいの伸しん縮しゆくも激しい。ねっとりした汗あせが首筋や背中ににじみ出している。


　身体が怖おそれているのだ。あるいは、無む意い識しきの本ほん能のうが怖れているのかもしれない。上田の中で滴したたる恐怖は、ある予感に根差し、いまや否いや応おうなく脳のう裏りの大半を占しめていた。


　──やはりこれは、あのときの……


　上田は葛根署しよの生活安全課に籍せきを置く刑事だった。主な仕事は、麻ま薬やくの取り締まり。中でも、葛根市のティーンに蔓延はびこる、カプセルの摘てき発はつに取り組んでいた。


　カプセルの存そん在ざいが知られるようになったのは、いまから五年以上前のことである。上田自身、大学時代に初めて名前を耳にした。


　これ、のむとさ。悪魔が出てきて、願い事を叶かなえてくれるんだって──


　どう？　なかなかロマンチックなクスリじゃない？──


　依い存ぞん性せいが薄うすく、トリップのセッティング・コントロールをし易やすいカプセルは、コカインコークや覚醒剤エスに比くらべて、ずっと洗せん練れんされたスマートな印象があった。作用の個人差は激しいが、比ひ較かく的てき手軽なドラッグと認にん識しきされていた。


「手軽な」ドラッグ──いまにして思えば、なんと青あお臭くさく、愚おろかしい言葉であることか。


　当時上田とつき合っていた恋こい人びとは、カプセルの幻げん想そうにのめり込んでいった。怪あやしげな連中とつるむようになり、次し第だいに彼から遠ざかるようになった。最後には中毒症しようで病院に担かつぎ込まれ、大学は除じよ籍せき処しよ分ぶんを受けた。その後、彼女は療りよう養ようのため田舎いなかに戻り、以後二度と連れん絡らくはつかなかった。


　そして数年。上田がカプセル摘てき発はつの現場に立ったとき、カプセルの存在は依然として若わか者もの文化圏に根づいていた。それどころか、ユーザー層はさらに低年ねん齢れい化かしていた。


　捜そう査さを続ける内に、上田は幾いく人にんものカプセルユーザーと面めん識しきを持った。一いつ般ぱんユーザーの中には、必ず一定の割合で「深みにはまる」者がいる。仲間と同じようにカプセルに手を出しながら、明らかに周囲より深くカプセルにのめり込んでいく少年少女が存在するのだ。


　彼ら、彼女らには共通点がある。情じよう緒ちよの不安定さ。精せい神しんの未み熟じゆくさ。儚はかなくもろい印象。鋭するどく切れ過すぎる雰ふん囲い気き。そして、闇やみや幻げん想そうと引き合う性せい質しつ。それらはどれも、かつての恋人が持ち合わせていた性質だった。上田はそんな子こ供どもたちに失った恋人の姿を重ね、知らず知らずの内に──あるいは自覚した上でなお、心を惹ひかれていた。


　そんな中、上田はある事じ件けんに遭そう遇ぐうする。市内の高校で、一人の女生徒が屋上から飛び降りたのだ。


　自殺を図はかった際さい、女生徒はカプセルを服用していた。上田たち捜査陣じんは校内にカプセルの密みつ売ばいルートがあるとにらみ、売人を焙あぶり出そうとした。そして、その捜査線上に浮かんだ数名の生徒から、詳くわしい事情を尋たずねるための席を設もうけた。


　その席上で起こった事件が、いまも上田を呪じゆ縛ばくしている。


「……着いたぞ」


　屋上に向かう階段。先行した刑けい事じは、最後の踊おどり場で止まり、厳しい表情を浮かべて階上をにらんでいた。


　屋上に出るドアがある。ドアは大きく開け放たれていた。ドアを留とめる三つの蝶ちよう番つがいの内、上から二つが外れていた。一番下の蝶番で辛かろうじて入り口にしがみつくドアは、外に向かってヨットの帆ほのように傾かたむいている。ドアは、正面衝しよう突とつした事じ故こ車しやのボンネットのように歪ゆがんでいた。


　心しん拍ぱく数すうが速くなった。


　口の中が粘ねばつく。喉のどの渇かわきが急に気になり出す。


　同じ物を見ている先せん輩ぱいは何を感じているのだろうかと思い、上田は彼の横顔を盗ぬすみ見た。だが、やや青ざめた強こわ面もてからは、内面を読みとることはできなかった。


　彼もまた、あの席にいた。


「……どうします？」


「馬ば鹿か野や郎ろうっ。見物に来たわけじゃねえだろっ」


　同どう僚りようは上田を怒ど鳴なりつけると、屋上への階段を上った。上田は彼の背中を追う。とっさに手が腰こしに伸のびた。当然ながら、拳けん銃じゆうは所持していない。代わりに伸縮する特とく殊しゆ警棒を装そう備びしてきた。しかし、どんな武ぶ道どうの達人が特殊警棒を用いたところで、あのドアをあんな風にぶち破やぶることはできない。


　同僚の刑事は階段を上がりきると、壁にへばりつき、ドアの外をのぞいた。大きく肩で息をしている。四階分の階段など、全力で駆け上っても平然としている男だ。動どう悸きの原げん因いんは他にある。彼もまた、感じているのだ。上田と同種の予感を。


　実のところ、その予感は以前からあった。思考の底に澱おりのように沈しずみ、ふとしたきっかけで浮かび上がろうとしていた。それが、この五日間で急速に形を帯びてきた。


　マスコミが報じたクリスマス・イブの乱らん闘とう事件。多発するカプセル絡がらみの傷しよう害がい、暴ぼう動どう。病院に担かつぎ込まれる急きゆう性せい中毒者の数は、ここ数日で跳はね上がった。上田たち生活安全課の刑事は、不ふ眠みん不休で奔ほん走そうしている。連日現場に駆けつけ、可能な限かぎりの証しよう言げんに耳を傾かたむけている。


　そして、一人、また一人と口数を減へらしていった。


　カプセルに関かかわってきた刑事たちにとって、それらの証言は、決して目新しいものでも、突飛なものでもなかった。幻げん覚かくだ──というのが、課内の一いつ致ちした見解だった。


　だが、いまは……


　刑事の一人は、ラリったカプセルユーザーの暴行を受けて入院した。加害者は十五歳さいの少女。負傷した刑事は、他県にまで名を知られた柔じゆう道どうの達人だ。また、違う一人は同僚に黙だまって現場にビデオカメラを持ち込んだ。彼は一部始終をテープに収おさめることに成功したが、結局誰に見せることもできず、テープを破は棄きして仕事に戻った。


　誰しも信じたくなかったのだ。口にしたくなかった。だから自然と口数が減った。黙もく々もくと仕事をこなすようになった。しかし、口にすることがなくとも、互たがいに同じ恐怖を抱いだいていることはわかっていた。


　これはいったい、なんなんだ？──と。


　そしてまた、全員が同じ連想をせずにはいられなかった。古くからカプセルにまつわる、課の人間なら一人残らず耳にしたことのある、ある噂うわさ。


『カプセルをのむと、悪あく魔まが出てきて、願い事を叶かなえてくれる』


　同僚が意を決して屋上に出た。


　上田は微かすかに震ふるえる足を進め、彼に続いてドアを抜ぬけた。


　屋上は強い風が吹ふいていた。


　汗あせが一いつ瞬しゆんで冷えて悪お寒かんを呼よぶ。隣となりのビルのネオンが、コンクリートの床ゆかを照らしていた。


　屋上にいたのは、一人の青年だった。


　ジャージの上下にサンダル履ばき。まるで近くのコンビニに買い物に行く途と中ちゆうのようなラフな姿すがたは、彼が病院を飛び出したままここに来た証しよう拠こだった。四角い屋上の中央に立ち、両りよう腕うでをだらりと垂たらし、呆ほうけた表ひよう情じようで頭上の月を見ていた。


「北きた原はら卓たく也やだなっ。お前を傷害と麻薬所持の容よう疑ぎで逮たい捕ほする！」


　同僚の刑事が唾つばを飛ばして叫さけんだ。上田は、彼が普ふ段だんより距きよ離りを取っていることに気が付いた。犯人が少年の場合、逮捕の瞬間抵抗するか逃げ出すことが多い。だから、彼が逮捕の宣せん告こくをするのは、たいてい相手の身み柄がらを拘こう束そくしてからか、拘束している最中かだ。それが、屋上に出たはいいが、詰つめ寄よる気配を見せずに呼びかけを行っている。様子を見ているのだ。この寒空の下にあって、彼の額ひたいには、びっしりと汗が浮かんでいた。


　名前を呼ばれた少年──北原卓也は、口を半開きにしたまま月を見上げていた顔を下ろした。


　こちらを見る。


　目が赤い。


　同僚の身体からだがはっきりと強こわ張ばった。上田もだ。気が付けばいつの間にか抜いていた特殊警棒を、痛いたいほど握にぎり締しめていた。


　上田の脳のう裏りで、あるシーンが再さい生せいされる。


　あのとき。


　葛根東高校校内のカプセル密みつ売ばいルートを暴あばく捜そう査さの席には、三人の生徒がいた。姫ひめ木き梓あずさ。物ものの部べ景けい。そして、松まつ崎ざき祐ゆう子こ。


　開始して数分。事情聴ちよう取しゆは、ある程てい度ど予想していた通りに進行していた。それが、途中で一人の女生徒が乱入したときから、おかしな方向に向かい出した。乱入した女生徒の名は海野千絵。当時の上田はあまり詳くわしくなかったが、カプセル関連の事件に首を突つっ込こむことで、課内では有名な少女だった。彼女は、高校校内ということで捜査が遅おくれていた上田たちより遥はるかに多くの情報を握っており、それを席上でぶちまけた。とはいえ、それでもまだ、上田たち捜査陣の予想から大きく外れるようなことはなかった。彼女は同席した生徒の中から、松崎祐子こそ真の黒くろ幕まくであると唱えたわけだが、上田たちとてその程てい度どのことはわかっていたのだ。肝かん心じんの証拠は欠いていたが、聴取を始める前から最もクサいのは彼女だと捜査陣の意見は統とう一いつされていた。


　だが。


　その後の展てん開かいは完全に予想を裏うら切ぎった。いや、事前の予想どころか、上田の持つ常じよう識しきそのものを裏切り、彼を完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめした。


　上田も、目もく撃げき者しやとなった同僚たちも、誰一人自らの見たことを口にしなかった。最終的に警察が出した見解はこうだ。葛根東高で生徒から事情聴取を行う最中、犯はん行こうを指し摘てきされ、逆ぎやく上じようした少女がカプセルを飲用。止めに入った上田刑けい事じは、錯さく乱らんする同少女の反はん抗こうにあって負傷した。だが、自分たちが捕まえてきたジャンキーや、日ひ頃ごろつき合いのある悪ぶったティーンなら、あのときの出来事をごく簡かん潔けつにこう説明するだろう。


　ネットの悪オ魔ー持ナちーが悪魔を使って口くち封ふうじを目もく論ろんだ──と。


　あのとき、カプセルをのんだ松崎祐子が浮かべていた表ひよう情じよう。怖おぞ気けを振ふるう嘲ちよう笑しよう。狂きよう気きをはらむ挙動。いまもはっきり覚えている。彼女の目は真っ赤に染そまっていた。いま目の前に立っている少年と全く同じだった。


「……んだよ……」


　卓也が唐とう突とつに口を利きいた。上田たち二人は、弾はじかれたように身み構がまえた。


「んだよテメエら……あっちいけよ。クソがっ」


　激げつ昂こうしたような口調ではない。むしろダルそうな雰ふん囲い気きの声だった。高熱にうなされる病人のような響きがした。しかし、その熱っぽい声は弱々しさとは無む縁えんだった。むしろ、理性の制せい御ぎよを受けつけない危き険けん性せいが伝わってきた。


「大人しく同行するんだ、北原。お前が傷きずつけた看かん護ご婦ふは肩の骨ほねを折って重じゆう傷しようだ。病室からはカプセルも見つかっている。それに……目撃者だって、いる。言い逃のがれはできん。観念しろ！」


　同僚の怒ど鳴なり声は微かに震えていた。現場は酷ひどい有様だった。ひっくり返ったパイプベッド。穴あなの開いた天てん井じよう。散さん乱らんする壊こわれた備び品ひん。シーツ。部屋の隅すみでうずくまったまま、恐怖の面持ちで震える看護婦。そして、青ざめたまま見たことを話す目撃者と、その証しよう言げん。


　卓也は同僚の呼びかけに答えなかった。あの赤い瞳ひとみでこちらを見ているが、焦しよう点てんが合っていない。


「お前が仲間とつるんでドラッグ・パーティーを開いてたこともわかっている。聞きたいことは山ほどあるんだからな！」


　その台詞せりふが引き金となった。


　それまで卓也は、病に冒おかされた野の良ら犬いぬが力のないまま喉のどを唸うならせて威い嚇かくしていたような状態だった。が、同僚の台詞を聞いた途と端たん、火がついたように激昂した。


「畜ちく生しようっ！」


　同時に彼の後方で床ゆかのコンクリートに裂さけ目が走った。ああ、と上田は思わず両目を閉とざす。


　ついに……


「むかつくぜ、あいつらっ。ついこの前までカプセル欲ほしさに尻尾しつぽ振ってたくせしやがってっ。簡かん単たんに手に入るようになったら、途端にこれだ。俺おれはセルネットの細さい胞ぼうだぞ!?　細胞なんだぞ!?　ああっ!?　本当なら、あんな連中と面つら突き合わせるような気安い立場じゃねえんだ。ふざけやがって。ふざけやがって、畜生っ！」


　両目の赤い光が、ギラギラと燃もえ上がった。まるで小学生のように地じ団だん駄だを踏ふむ。その度たびに、コンクリートがひび割われ、フェンスが裂け、風が唸りを上げ、ビルが震えた。目の前の瘦やせ細った青年──同僚はもちろん、上田でも片かた手てで押さえ込めそうな不健康な青年が、喚わめき、手を振り、足を踏みつける度に、決して広くないビルの屋上で、映えい画がの中でしか見たことのない破壊が進行していった。


　何か、とてつもないものが荒あれ狂くるっている。目に見えない何かが。


　同僚は両目と口を大きく開け、ハアハアと肩を上下に揺ゆらしていた。たぶん頭の中は真っ白だろう。ひょっとすると発はつ狂きよう寸すん前ぜんなのかもしれない。自分も似たようなものだ。頭の中で疑ぎ問もんと恐きよう怖ふが膨ふくれあがって内ない圧あつを高めている。いまにも弾はじけてしまいそうなほどだ。


　しかし、上田は一つだけ、同僚にはない逃にげ道を用意していた。


　右手で警けい棒ぼうを握にぎったまま、上田の左手がスーツの内側に滑すべり込み、ワイシャツの胸むねポケットを触さわった。布ぬの地じ越ごしに小さな固形物の感かん触しよくが伝わる。無む断だんで所持してきたカプセルだった。例の「噂うわさ」には、他にも様々な噂話が付ふ随ずいしている。その中のポピュラーな一つに、こういうのがあった。


『悪あく魔まはカプセルをのんだ人間にしか見えない』


　心しん臓ぞうが張はり裂けそうなほど脈打ち、こめかみに血が凝ぎよう血けつするような痛いたみが走った。


　いま自分がカプセルをのめば、ここにいる何かを見ることができるのだろうか？　いや、それどころか、自分が悪魔を呼び出してしまうのかもしれない。呼び出した悪魔は、自分の願いを叶かなえてくれるのだろうか？　本当に？　本当にそうなのだろうか？


　ごめんなさい……私、もうカプセルこれなしじゃ世界に耐たえられない──


　上田は目に涙なみだを浮かべ、歯を食いしばってポケットに触れた指先を引き剝はがした。血が滲にじむまで拳こぶしを握り締めた。


　あの日、あのとき、誓ちかったのだ。自分は生しよう涯がいをかけてでもカプセルを撲ぼく滅めつしてみせると。その先にあるのが、破滅だろうと楽園だろうと、悪魔のもたらすものに手を差し伸べるわけにはいかない。たとえそのために命を落とすことがあるとしても、自分だけは、断だん固ことしてはね除のけねばならない。


「やめろ、北原っ！　やめるんだ！」


　恐怖と決意に震ふるえる声で、上田は同僚を押し退のけて絶ぜつ叫きようした。卓也は耳を貸かさない。「畜生畜生」と呪じゆ文もんのように怨えん嗟さの言葉を紡つむぎ続けていた。完全に正気を失っている。カプセルのせいでトリップしている。しかもバッド・トリップだ。


「北原！」


　と叫んで上田が前に出る。卓也が一言、「うるせえっ」と叫んだ。同時に上田の目の前に何かが現れ、押し動いた空気が彼の顔を撫なでた。


　いる。


　目に見えないが、いまここに、手を伸ばせば間違いなく届とどく距離に、長年上田を苦しめ続けた忌いまわしい存そん在ざいの一体がいる。口を開け、牙きばをむき、涎よだれを垂たらし、息を吐はきかけて、使し役えき者しやのために、自分のために、わき上がる欲望を滴したたらせている。


　くそったれの、悪魔がいる。


「うおおおっ！」


　上田は警棒を叩き付けた。


　手て応ごたえがあった。


　手のひらに、指に、腕うでに、巨きよ大だいな肉の塊かたまりを打ったような手応えがあった。いた。上田の全身から力が抜ぬけた。やっぱりいた。とうとう……とうとう見つけた。こいつが。こいつが……


「……この野や郎ろう……」


　次の瞬しゆん間かん、上田は足に飛びかかってきた同僚によってコンクリートの上に押し倒たおされた。両腕を投げ出して床に倒れる寸前、上田の髪かみが凄すさまじい勢いきおいで舞まい上がる。頭上の、さっきまで上田が立っていた空間を何かが横切った。その急速な動きで風が舞い、髪が揺ゆれたのだ。


　床にうつぶせになった上田は、射しや撃げき訓練を受けたときのことを思い出した。銃じゆう弾だんどころの話ではない。いま頭上を通つう過かしたのは大たい砲ほうの弾たまだ。


「勇ゆう敢かんなのは認みとめるが……」


　上田を押し倒した同僚がささやいた。


「命知らずは『俺に』迷めい惑わくだ」


　倒れてからも上田はしばし呆ぼう然ぜんと放心していた。が、ようやく頭が動き出し、身体からだ全体が大げさなほど震え始めた。


　上田は同僚に引きずられて後ろに下がった。卓也から距離を空ける。卓也は這はい蹲つくばって後こう退たいする刑事たちに興きよう味みを向けなかった。自分の目にしか映うつらない幻げん覚かくを相手に、「畜生畜生」と涙の混まじった罵ば声せいを浴びせ続けていた。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「……す、すみ、済すみません……済みませんでした」


「何。俺もお前が無茶したおかげで我われに返ったよ。もういい。認みとめよう。『あれ』がなんだかはわからんが、俺とお前の二人だけじゃどうにもならん。応おう援えんを呼よぼう。な？」


「……はい」


　同僚の言葉に、上田は正直ほっとした。しかし、心のどこかで思っていた。誰に応援を求めるのだ？　なんと言って応援を求めるのだ？　認めようって、何を？　あの手応え。頭上を通り過ぎた風。逃げるのはいい。けど、それで、どうするのだ？


　同僚の顔には、上田と同じ思いが浮かんでいた。力ずくであの青年を押さえ込むことはできるかもしれない。機動隊でもなんでも投入して、力で、物量で、国家の力で押さえ込むことはできるかもしれない。だが、そんなことをしても、カプセルは消えたりしない。


　上田は絶ぜつ望ぼうした。自分たちは所しよ詮せん、こんなものなのだろうか？　警けい察さつにできることは？


　唐とう突とつに、ある少女の台詞せりふが脳のう裏りに甦よみがえった。


　──『上田さん……「悪魔」のこと、どう思いますか？』


　──『ごめんなさい。私は警察と一いつ緒しよには動けません。いま私たちが抱かかえている問題は、そこに根ざしたものなんです。だから……』


　ああそうか、と上田はようやく理り解かいした。


　彼女もいま自分が抱いているのと同じ思いを持っていたのか。いや、それとも違うのだろうか。彼女が抱いていたのは、より深い、切実な思いだったのだろうか。


　彼女は自分や警察よりもずっと身近な部分で、この世界に接せつしてきた。彼女が持っている情報や経けい験けん、賢かしこさや懸けん命めいさ、優やさしさや仲間、そして勇気は、いま自分たちが見ている世界を、もっともっと正確に、多面的に捉とらえていた。何もわからない。だからどうしようもないと投げ出してしまうのではなく、では自分に何ができるか、自分はいったいどうするべきかを、彼女は常つねに考えていた。なぜなら彼女──海野千絵という少女は、自分たちと違い、決して絶望したりしなかった。


「なんてこった」


　と上田はつぶやいた。同僚が「なんだ？」と聞き返したが、上田は答えずに一人つぶやいた。


「なんてこった。君は正しかったんだな。そもそもの最初から、君の方がずっと真実に近かったんだな。どうして俺は刑けい事じになったんだろう。俺はまだ君に何かしてやれるのか？　それとももう、俺にできることなんか何も残っていないのか？　どうなんだ？　どうなんだよ？」


　五日前のクリスマス。海野千絵は実家から姿すがたを消した。以来行方ゆくえが知れていない。その前日に起こった落らく雷らい事じ件けんとその他の暴ぼう動どう。それらの件けんに関して事じ情じようを聞きに行く直前だった。


　事情聴ちよう取しゆに行くと、そう告げたのは上田自身だ。そして彼女は行方を眩くらました。これまでも無茶をする少女だったが、警察から逃げたのは今回が初めてだった。いま捜そう査さ陣じんは彼女を捜さがしている。いまや上田は彼女を捕つかまえる立場だ。そして、その立場にありながら、急きゆう増ぞうしたカプセル犯はん罪ざいに追われて、彼女を捜すことも、事じ態たいの解かい決けつに向けて手を打つこともできずにいる。


「俺はどうすればいい。どうするべきなんだ？」


　そのとき、爆発が起こった。


　最初は何が起こったのかわからなかった。爆ばく圧あつに身体が浮うき、次いで床ゆかと一緒に落下した。両腕と両足と胴どう体たいと頭部とに痛いたみが走った。肺はいが押し潰つぶされるように痛み、耳の奥が痺しびれるように痛んだ。


　気が付いたときは瓦が礫れきに埋うまっていた。身体を動かそうとすると激痛と鈍どん痛つうと疼とう痛つうがした。まぶたを開けても粉ふん塵じんしか見えない。息をすると喉のどが詰つまり、咳せき込こむと痛みが増ました。


　しかし、痛みは意い識しきを明めい瞭りようにした。


　上田は粉々に砕くだかれたコンクリートに半ば埋まっていた。傷の具合はわからないが、致ち命めい傷しようはなさそうだった。粉塵が晴れると月が見えた。隣となりのビルのネオンがさっきより高い場所にあった。


　違う。


　屋上──つまりビルの天井が吹ふき飛んで下に落ちたのだ。屋上の床が抜け、四階まで落とされたのだ。周りを見ると壁もなかった。四階の壁まで吹き飛ばされたらしい。命があったのは運がよかった。と、思ったところでハッとなった。痛みも忘れて同僚を捜すと、すぐ隣で自分と同じ有様で横たわっていた。だが、こちらは意識がない。名前を呼んで、初めて自分の耳が聞こえていないことに気が付いた。同僚の額ひたいは血で濡ぬれていた。呼こ吸きゆうはしている。すぐに病院に連れて行かねばならない。と、ここでもう一度ハッとする。


　北原卓也は？


　身体に載った瓦礫や砂さ塵じんを落としながら、上田は身を起こした。相変わらず風が強い。舞い上がった粉塵は、もうすっかり消えていた。卓也の姿を目で探さがす。いない。どこにもいない。瓦礫に埋もれたか。が、そこで上田は、瓦礫の山にできた黒い染しみに気が付いた。


　血か？　思わず唇くちびるを嚙かんだが、それは血ではなかった。


　影かげだ。


　しかしなんの影が？


　上田の視し線せんが影の落ちた位置から月明かりを追って上に向けられた。


　そこに、彼が浮うかんでいた。


　ジャージの上着が突とつ風ぷうを受けて夜空へと翻ひるがえっている。天井が抜け、まだ落下している途と中ちゆうのように見えた。だが、いつまで待っても、彼の身体は、宙ちゆうに浮かんだその位置より下には落ちて来なかった。


　上田は、ぽかんとした。見ているものが理解できなかった。しばらくして、彼の目から赤い光が、まるで水流のように迸ほとばしっているのを見て、ようやく理解できた気になった。


　暴走している。なんの根こん拠きよもなかったが、直感がそう告げていた。あの青年はとうとう理り性せいを失ったのだ。悪魔に乗っ取られたのだ。そして、悪魔が暴走している。彼は餌え食じきになった。またしても、カプセルのために。


「くそお……！」


　上田は文字通り血を吐いた。許ゆるさない。許せない。どこだ？　悪魔はいまどこにいる!?


「──あっちゃー。行き着くとこまで行っちまったかあ」


　からりとした、晴れ渡わたる夜空のような声がした。


　幻げん聴ちようかと思った。だが、声は続けてこう言った。


「色々と聞き出すことがあったってーのに……この根性無しめ。せめて俺が到とう着ちやくするぐらいまで堪こらえてろよな。まーた、あの探たん偵てい女おんなに嫌いやみ言われるじゃねーか」


「探偵女」の一言に、上田は鋭するどく反はん応のうした。自じ称しよう探偵は、彼女の、海野千絵の専せん売ばい特とつ許きよだ。


　幻聴ではない。聴覚が戻っている。声がしたのは隣のビルの屋上からだった。上田は首を捻ひねって見上げた。


　ネオンを背せに、男がいた。


　黒い革かわジャンと黒いジーンズを身につけた、長身瘦そう軀くの男。


　隣のビルの屋上の端はしに、ヤンキーらしい座すわり方でしゃがみ込み、愚ぐ痴ちっぽく唇を曲げたまま、瓦礫の山と化した破は壊かい跡あとを見下ろしている。癖くせのある黒くろ髪かみが風になびいていた。革ジャンも同じようにはためき、飾かざり付けられた鋲びようや鎖くさりがきらきらネオンを反はん射しやしていた。そして目。驚おどろくほど生気に富とんだ目ま映ばゆいばかりの双そう眸ぼうが、力強い視し線せんで辺りを睥へい睨げいしている。


「……あいつ」


　甲斐だ。甲斐氷太。市内でも札付きのワル。生活安全課の天てん敵てき。喧けん嘩かっ早いジャンキーグループ、ドラッグ・ドッグズを束ねる、不良たちのカリスマ。


　と、夜気が震えた。


　音にならない咆ほう吼こうが放たれた。悪魔だ。次いで、甲斐の背後にあったネオンが粉ふん砕さいされた。


　上田は肝きもを冷やした。が、甲斐は平然としていた。おもむろに腰こしを上げ、突とつ如じよ発生した破壊と突風に涼すずしそうな顔をした。


「やれやれ。ま、雑ざ魚こなりに奮ふん闘とうして堕落クラツシユしたみてえだし。リハビリにゃあ、ちょうどいいか」


　コキ、コキと首を左右に曲げる。ふざけている。事じ態たいを把は握あくしていないのか？


「おいっ。逃げろ！　危き険けんだ。すぐにそこから逃げるんだ！」


　そのときになって、甲斐はようやく上田を見た。そこに倒れているのは気づいていたのだろう。特に驚く様子もなく、


「ま、見てな。特別サービスだぜ、刑けい事じさん」


　ニッと笑った。


　そしてカプセルを数すう錠じよう口に投げ入れ、嚙み砕き、嚥えん下かした。


　火柱が立つ気配がした。甲斐は身を折り、肩を震わせ……顔を上げた。目が赤かった。


　彼の目を見た瞬しゆん間かん、上田は息をのんだ。だが、すぐに頭のどこかが告げた。あれは北原とは違う。あの目は、同じ世界の住人の目ではあっても、同じ種類の人間の目ではない。凶きよう暴ぼうで破壊的でオカルトの色に染そまってはいるが、彼の目が証あかしているのは、彼の狂きよう気きではなく、強きよう烈れつな覇は気きだった。


「いくぜぇぇぇ……」


　甲斐が壮そう絶ぜつな笑えみを浮かべて、夜空の一点をにらみつけた。そこにいるのだ。上田が視線を動かす。あ、と思った。目に映うつるのは空と月。しかし、何かが動いたように思えた。


「っらあああっ！」


　甲斐が雄お叫たけびを上げて両足を踏ふん張ばった。その背はい後ごから、何かが飛び出し、空中にいたもう一つの何かに襲おそいかかった。


　上田は激はげしく頭を振る。何かじゃねえっ。悪魔だ。悪魔と悪魔が戦っているんだっ。


　悪魔戦。そんな言葉を言っていたのは誰だれだったか。目には見えない。音も聞こえない。だが肌はだが感じた。巨きよ大だいな猛もう獣じゆうが争っている。獰どう猛もうな生き物が殺し合っている。上田は口を開け放ったまま、何もない空間を凝ぎよう視しした。身体が恐きよう怖ふと興こう奮ふんに震え、痛いたみさえ忘わすれていた。


　やがて、絶叫と共に、片かた方ほうの存在感がかき消えた。


　宙に浮かんでいた卓也の身体が、糸が切れたように瓦礫の上に落下した。


　終わったのか？　上田が甲斐を振り返る。甲斐はつまらなさそうに腕を組み、「ふん」と鼻から息を吐き出した。


「期待した俺おれが馬鹿だったか……イブにやり合って以来、敵てきに贅ぜい沢たくになっちまったな」


　本当に平然としていた。見ていると上田の方まで、実はいまの出来事はまったく大したことのない、つまらない出来事だったのではないか、という気分になる。そんな顔だ。


「なあ。あんた上田さんだろ？」


　唐とう突とつに甲斐が呼びかけた。上田は仰ぎよう天てんした。


「そ、そうだ！　なぜ僕ぼくのことを？」


「別に。俺、あんたんとこの顔と名前は全部覚えてるからよ。あんたが特別ってわけじゃねえよ」


　まだどこか不ふ機き嫌げんそうな表ひよう情じようで、甲斐はむっつりとそう言った。そういえば、課でも一番ベテランの刑事が、甲斐のことを「切れ者」と評ひようしていたことを思い出した。暴力一辺倒で警察から徹てつ底てい的てきなマークを受けてきたにも拘かかわらず、ドラッグ・ドッグズは今日までのうのうと存続してきた。それは決して、運にのみ頼たよった結果ではないのだ。


「助けてやったんだから、いま見たことは黙だまってろよな。いままでなら誰も信じやしなかったんだが……最近はそうでもねえからな。きっちり口止めさせてもらうぜ。いいな。もし喋しやべったらタダじゃおかねえからな。わかったな」


　やる気のなさそうな口調で、ぞんざいに甲斐が言う。生意気な奴やつだが腹はらは立たなかった。それどころではなかった。


「き、君はこの変化の原げん因いんを知ってるのか!?　教えてくれっ。いまこの町で何が起こってるんだ！　いったい何が始まった？　これからどうなるんだ？　君たちは何をしている？　頼たのむ。俺も……」


　俺も手伝わせてくれ。


　それは、心の底からの懇こん願がんだった。


　甲斐は面めん倒どうくさそうに、


「自分で調べろ」


　と、にべもなく告げた。


「そんな……」


「馬ば鹿か野や郎ろう。なんで俺が刑事に情報流さなきゃならねえんだよ。第一、聞いたぜ？　お前、海野とつうかあなんだろ？　知りたきゃ、そっちに聞きゃあいいだろ」


「う、海野くんを知ってるんだな!?　いま彼女はどこにいる？　無事なのか!?」


「……ああ」


　甲斐が頷うなずくと、上田は「そうか……」と目を閉とじて、張はり詰つめていた息を吐いた。


　安心した。彼女はまだ生きていた。たぶんいまも、目を輝かせ、鼻息を荒あらくして事態の打開に奮ふん闘とうしているのだろう。いつものように。


　落ち着いた上田が顔を上げたとき、そこにはすでに甲斐の姿はなかった。用が済すんだら、すぐに帰ったと見える。どこに？　たぶん、その帰る場所に海野千絵はいるのだろう。


　上田は改めて周辺を見回した。破壊されたビルの上階。瓦礫に埋もれた同僚。マネキンのように四し肢しを投げ出した青年。いま頃になって、遠くからサイレンが聞こえていた。その音を聞いたとき、上田ははっきりと悟さとった。


　事態は自分たちの手の届とどかない所に移うつった。


　それは、世間からはみ出し、日ひ陰かげ者ものと指さされながらカプセルと向き合ってきた、若わか者ものたちの場所なのだ。
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「わーかーらーなーいー」


　テーブル一いつ杯ぱいに広げた葛くず根ね市しの地図三枚まいをにらみながら、海うみ野の千ち絵えは苛いら々いらと黒くろ髪かみをかき回した。


　十二月三十日午後十時十二分。二〇〇三年を明後日に控ひかえた、年の瀬の夜だった。


　仮か眠みんから覚めたのが午後七時過ぎだったから、すでに三時間近くも地図とにらめっこを続けていることになる。カラオケボックスのような密みつ閉ぺいされた部屋にいると、時間の感覚が狂くるう。最さい低てい限げんの外出以外はここに閉とじ籠こもっているため、昼夜の感覚さえ希き薄はくになりつつあった。


「北町でもない。川かわ添ぞえでもない。平谷でもない。里さと富とみでもない。黄こう坂さかでも西黄坂でもない。中町？　それとも下葛根？　あーもうっ。脳のうみそが沸ふつ騰とうしそうだわ」


　千絵は、うーっと低い唸うなり声を上げると、テーブルの上にある冷めたコーヒーに砂さ糖とうを四匙さじ投入して一息に飲み干ほした。空になったカップを乱らん暴ぼうにソーサーに戻もどす。ガチャリと陶とう器きが音を立て、スプーンがソーサーから転げ落ちた。


　華か道どうや茶道が似に合あいそうな和風の美人である──のは平時の話で、千絵が非ひ常じよう事じ態たい会議を開いて四日、乏とぼしい睡すい眠みんと乏しい成果は、疲ひ労ろうとストレスとなって彼女の美び貌ぼうに翳かげりを落としていた。連日かき回されてばかりの黒髪は、へそを曲げたように方々にばらついている。目の下には隈くまができ、目そのものはすっかり据すわって剣けん呑のんな光を放っていた。


　しかし、へこたれてはいない。


　逆ぎやつ境きように耐たえ、肝かん胆たんを砕くだきながらも、千絵の意い志しは真まっ直すぐ前に向かっていた。


　姫ひめ木き梓あずさは頼たのもしく思いながら、相あい棒ぼうのカップを下げた。千絵はカップが下げられるのにも気付かないまま、喧けん嘩かを売るような視し線せんをテーブル上の地図に叩たたき付けていた。


「……あの。お代わり、淹いれますか？」


　千絵のカップが空いたのを見て、一人の少女が恐おそる恐る口を挟はさんだ。


　梓は、うーっと唸り続ける千絵に代わって、「いいわ。ありがとう」と首を横に振ふった。


「あなたたちこそ、食事は済すんだの？　駄だ目めよ。ちゃんと食べないと」


「……はい」


　別に怒おこっているわけではないのだが、少女は叱しかられたような申し訳わけなさそうな表情で小さく頷うなずいた。質しつ問もんに首しゆ肯こうしているのか、単に謝あやまって頭を下げているのかもわからない。


　少女の名前は香か苗なえといった。もっか家出中の中学生である。


「ばっちし、ばっちし。ちゃんと食べたから」


　と、香苗に代わって、もう一人の少女が元気良く返事をした。


「今日は味み噌そ汁しるまで作ったんだから。ネギとジャガイモの奴やつ。あとで梓ちんも食べてきなよ」


　こちらは名前を久美子といった。やはり、家出中の中学生である。現げん在ざいこのカラオケボックスに集合──というより占せん拠きよしているのは、家出中の高校生と中学生ばかりなのだ。例外は、「用事」で出かけている甲か斐い氷ひよう太ただけである。


「……そう。係りの子──シンヤくんだっけ？　何か言ってなかった？　わたしたち、相当好き勝手してるけど……」


「それもヘーキ。氷たんがサシで話つけてから、スゴい話せるようになったから。あいつ」


　にしし、と意地の悪い笑い方をする。梓は複ふく雑ざつな苦く笑しようを浮うかべた。


　このカラオケボックスは五階建てビルの三階から五階にある。梓たちが陣じん取どっているのは、最上階の一番広い部屋だった。
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　この部屋を借りるとき、資し金きん的てき余よ裕ゆうのない梓たちは、店を任まかされているバイト長の晋しん也やという青年と直じか談だん判ぱんをした。彼は、カプセルにもちょくちょく手を出し、セルネットやドラッグ・ドッグズに興きよう味みと好こう奇きを抱いだいていたらしい。そこで、正体を明かした甲斐が直ちよく接せつ話を持ちかけ、哀あわれを誘さそうほど狼狽うろたえる晋也を「説得」したのだ。


　夜の町に繰くり出した二人は、翌よく日じつ正午に帰ってきた。両者の間にどのようなやり取りが交かわされたのかはわからないが、帰ってきたとき、晋也はなぜかＤＤが好む革かわジャンを身につけ、甲斐を「ボス」と呼よんでいた。以来、カラオケ代はおろか飲食料金も破は格かく。頼めば調理場まで使わせてくれる。不良は得だ、と久美子などはやけに感心したものだった。


「それにしてもさあ。他にやることない？　あたし、ここんとこカラオケで歌うか、ご飯食べるぐらいしかしてないよ。退たい屈くつで死にそー」


　うんざりした顔の久美子は、ソファであぐらをかいたまま、バフンバフンとクッションを叩いた。その仕草はいかにも幼よう稚ちで子こ供どもっぽい。髪は真っ赤に染そめてツイストパーマを当て、化け粧しようまでしたコギャル風の少女だが、その内面たるや、まるきり小学生だった。家出したときに着ていた制せい服ふく姿すがたでなければ、中学生には見えなかったかもしれない。


　一方の香苗は化粧っ気のない落ち着いた雰ふん囲い気きの少女である。態たい度どが控ひかえ目過すぎて気弱な印象を与あたえるが、これでなかなか芯しんは強い。肩かたまで伸のばした黒髪を、一ひと房ふさだけ編あんでビーズで結んでいた。彼女は久美子のふくれっ面つらに微び笑しようしながら、梓からコーヒーのカップとソーサーを受け取り、てきぱきと片かたづけた。


　本来このカラオケボックスは、彼女ら二人と、もう一人の由ゆ紀きという少女が宿やど代がわりに利用していた。そこに、偶ぐう然ぜん知り合った梓が転がり込み、彼女にくっつく形で千絵や他の人間まで押おし掛かけてきたのである。現在このカラオケボックスでは、九人の男女が寝しん食しよくを共にしていた。


　その九人は、久美子、香苗、由紀、の三人の中学生。


　それにあとから参加した、


　海野千絵。


　姫木梓。


　水みず原はら勇ゆう司じ。


　皆みな見み茜あかね。


　甲斐氷太。


　そして、物ものの部べ景けい──の六人である。


　カプセル摘てき発はつに邁まい進しんする葛根東高の実じつ践せん捜そう査さ研究会。元セルネットの第サ三ー世ド代・細セ胞ル構こう成せい員いん。ドラッグ・ドッグズの首しゆ領りよう。悪あく魔ま狩がりのウィザード。葛根市のアンダーグラウンド事情に詳くわしい者が知れば、卒そつ倒とうしそうな顔ぶれであった。


「……退屈で死にそう、ですって？　ずいぶんな言い草ねえ」


　地図をにらみながらも、梓との会話は耳にしていたらしい。千絵はちらっと顔を上げると、剣呑な眼まな差ざしのまま、文もん句くをたれる久美子をねめつけた。久美子が、ぎくり、とわかりやすいリアクションを取る。


「一日に三度も『ちょっとトイレ』に行ったきり、一時間も二時間もトイレで過ごせるような人が、退屈で死ぬもんですか。まったく……あ、れ、だ、け、外には出るなと言ったでしょうに。ほんと、口で言っても聞かないんだから。もう、あなたの啓けい蒙もうは後回しにすると決めたけど、言いつけ破やぶって遊び回っておきながら『退屈で死にそう』はないでしょ。少しはカナちゃんを見習いなさい」


　香苗を引き合いに出すと、久美子はむすっと厚めの唇くちびるをとがらせ、香苗は恥はずかしそうに俯うつむいた。


　千絵たちと一緒に過ごすようになって、真っ先に協力を申し出たのは香苗だった。もっとも、彼女は特とく異いな技ぎ術じゆつや才さい能のうを有するわけではない。知ち識しきも経けい験けんも浅く、仲間に加わったところで、おせじにも「戦力」とはなり得ない。しかし彼女は、率そつ先せんして身の回りの雑ざつ事じをこなした。コーヒーを淹いれ、部屋の掃そう除じをし、コインランドリーでの洗せん濯たくを買って出た。食事の用意もその一つで、先ほど久美子は「味噌汁まで作った」と自じ慢まんしたが、彼女がやったことといえばジャガイモの皮をむいたぐらいで、実じつ質しつ的てきに調理したのは香苗一人だった。


　物覚えがいいし礼れい儀ぎも正しい。千絵などはすっかり気に入って、彼女を私し設せつ秘ひ書しよ扱あつかいしているほどだ。


　久美子は戦せん況きようの不利を察しながらも、反はん論ろんを試みた。


「なんだよお。あたしにカナみたいなの、できるわけないじゃん。そうじゃなくてえ。もっとこう、あたしならではの役目が欲ほしいの」


　と言って、一本一本指を折りながら、


「千絵スケは指し揮き官かんでしょ？　ゆーじと茜っちは参さん謀ぼうでしょ？　ユキはその手伝いでえ。氷たんと景ちんは戦せん闘とう要員。カナは秘書だし。梓ちんは──遊ゆう撃げき手しゆっていうの？　要するに、なんでもこなせる予よ備び戦力じゃん。あたしだけ、なんかおまけみたい」


　結構気にしているのか、本当に悔くやしそうである。


「クミちゃん、クミちゃんっ。わたしたちは別に、悪と戦う秘ひ密みつ組そ織しきじゃないんだから」


　梓は苦く笑しようしてたしなめたが、久美子は「だってえ」と不服そうな顔をした。


　対する千絵は、久美子の言い分を聞くと、ふむ、と足を組み直し、感かん慨がい深ぶかそうに頷うなずいた。


「言われてみるとバランスの取れた人材が集まったわよね。性せい格かく的てきに問題ある人もいるけど、能力的には文もん句くないし。これはもう『探たん偵てい』じゃなくて、『探偵団だん』よね。権けん力りよくの味がする」


　うふふ、と目を細めて嬉うれしそうに笑う。梓の苦く笑しようが一いつ層そう複ふく雑ざつなものになった。


「だあから！　あたしにもなんか役やく割わり振ふってって言ってるの！」


「カナちゃんと一いつ緒しよに食器洗あらってきなさいな。それが済すんだらここの掃除とゴミ捨すて。そのあとは勉強よ。高校行くなら、ちゃんと勉強しなさい。──それとっ！　千絵スケって呼ぶの、いい加か減げんにやめなさいよねっ」


「なんだよ、偉えらそうにっ。千絵スケのバーカ、バーカ！」


　必死に悪態をつく久美子だったが、その様子は子犬がきゃんきゃん吠ほえているのと変わらない。千絵はどこ吹ふく風と、ことさら涼すずしい顔をして見せた。どうも最近の千絵は、久美子をからかって気分転てん換かんしている節がある。その意味では、久美子も十分役に立っているわけである。もちろん、本人は大いに不本意だろうが。


　そこに、トン、トトン、トンと特とく徴ちようのあるリズムで扉とびらがノックされた。仲間内で使っている合図だ。あまり意味はないのだが、千絵の強い希望で採さい用ようされている。


「大だい丈じよう夫ぶよ、入って」


　千絵が扉に向かっていうと、外から三人が部屋の中に入ってきた。


　水原と茜。それに由紀の三人だった。


「あら？　どうしたの、三人一緒に？」


「いや、たまたま外のコンビニで一緒になってね」


　答こたえたのは水原だった。両手に下げていたビニール袋ぶくろを持ち上げる。感心にも、女性陣じんの分も荷物持ちを買って出たらしい。


　香苗が「おかえりなさい」と言って、入れ替わりに部屋を出た。お茶を淹れに行ったのだ。梓も手伝いたかったが、三人の話を聞くために部屋に残った。


「あー疲つかれた。どう、千絵ちゃん？　進しん展てんあった？」


「なし。そっちは？」


「駄だ目めだ。もう、どこもかしこもぐちゃぐちゃだ。足で稼かせいで心当たりに直ちよく接せつ顔繫つなげてるんだが、情報を体たい系けい立てて把は握あくしてる奴やつは一人もいない。全員荒あら波なみに揉もまれて自分の周りに網あみ張はるだけで精せい一いつ杯ぱいって感じだ」


　ビニール袋をテーブルに置くと、水原は辟へき易えきした様子でソファに座すわり込こんだ。


「じゃあ、例の知り合いも？」


「駄目。あいつがつるんでたダチにも聞いたけど行方ゆくえはわからずじまいだ。梓ちゃんはどうだった？　兄あに貴きがいる病院に行ってたんだろ？」


「うん。話は聞けたんだけど、本人の居い場ば所しよは残念ながら……」


「そっか。やっぱなあ」


　水原が捜さがしている知り合いというのは、坂さか田た啓けい介すけという青年だった。先日悪魔召しよう喚かんに成功したらしいが、直後にトラブルを起こして行方が知れなくなっている。事じ件けんを起こす前に大量のカプセルを入手していたという証しよう言げんがあるが、詳しよう細さいがわからないため調ちよう査さしていたのだ。


　水原に続いて茜と由紀も腰こしを下ろした。二人とも、水原と似にたり寄よったりな表情をしている。千絵はそちらに向きを変えて、


「茜さんの方は？」


「ビーグルには話を通したわ。あっちはあっちで大わらわみたい。何が起こってるのかわからないまま、事じ態たいに対たい処しよするので精一杯だったわ。会ったときも、偶ぐう然ぜん発生した悪オ魔ー持ナちー同士の戦闘を必死で鎮ちん圧あつしてるところだった」


「悪オ魔ー持ナちー同士の戦闘？」


「ええ。それもオフィス街のど真ん中でね。たぶん、相当数の人間に見られてるわ」


「ああ……まったく！」


　またしても千絵が頭をかき回す。水原も初めて聞いたのか、千絵以上に驚おどろいていた。


「マジかよ？　それで、どうなったんだ？　まさか……」


「大丈夫。駆かけつけたビーグルがなんとかもみ消した……と思うわ。すぐに警けい察さつが来たから、そのあとどうなったかはわからないけど」


　深しん刻こくな口調で茜が説明すると、水原はどっと疲れが増ましたようにソファにもたれかかった。


「エラい目に遭あってんのは、野や郎ろうも同じか。それにしても公共の面前で悪魔戦とは……どうせまた素人しろうとだろ？」


　水原が忌いま々いましそうに吐き捨てる。いま続発しているカプセルのトラブルは、ほとんどが新しん規きユーザーによって引き起こされたトラブルなのだ。


　褒ほめられたことではないのだろうが、水原は長年アンダーグラウンドの世界でしのぎを削けずって来ているだけに、はみ出し者なりのプライドがある。何も心得ない、にわかユーザーの暴ぼう走そうについては、ここに集まった者たちの中でも最も毛け嫌ぎらいしていた。


「驚くのは早いわよ」


　と千絵が目の据すわった顔で続ける。


「梓さんが聞き込みにいった病院で、もっと大変なことが起きたの。そっちには甲斐さんに急行してもらったんだけど」


「……なんだよ？」


「あなたの話にも出てきた北きた原はら卓たく也や。彼、急性中毒で病院に担かつぎ込まれたあと、病院を抜ぬけ出したの。悪あく魔まを使ってね」


「なっ──」


「しかも、そのあと隣となり町まちの雑ざつ居きよビルを襲しゆう撃げき。屋上に立て籠こもったもんだから警察に通つう報ほうされて、刑けい事じが乗り込んだわ。そして鉢はち合あわせした」


「……おいおい」


　水原の顔が一いつ瞬しゆんにして青ざめた。悪魔と警察、もしくはマスコミとの対面。それこそ、カプセルに関かかわる者にとって、最もあってはならない悪あく夢むだったはずだ。


「甲斐さんが急行って……間に合ったのか？」


「駄目だったわ。ビルの屋上は吹ふっ飛んで瓦が礫れきの山。刑事二人は負ふ傷しよう。極きわめつけに、北原卓也は堕落クラツシユしたそうよ」


「…………」


　水原は絶ぜつ句くする。見開いた目には、紛まぎれもない恐きよう怖ふがあった。なまじマーケットやアンダーグラウンドの仕組みに通じている分、千絵の語っている状じよう況きようがいかに致ち命めい的てきな事態であるのかを、リアルに理り解かいできるのだ。


　千絵は軽く息をついた。


「安心して。最悪の事態ってわけじゃないから。不幸中の幸いというか、そのとき現げん場ばにいた刑事って、上田さんのことなの」


「……う、上田？　ってあの……？」


「そう。前からちょくちょく情報交こう換かんしてた人。そのときの状況は、茜さんの方が詳くわしいわよね」


　と茜に視し線せんを向ける。茜は一つ頷うなずくと、説明を引き継ついだ。


「ディンゴから電話があったわ。なんでも、ビルが破は壊かいされたとき、二人いた刑事の片かた方ほうは重傷を負って意い識しきがなかったんですって。北原卓也が堕落クラツシユしてビルを破壊したあと、到とう着ちやくしたディンゴが彼の悪魔を始末した。その顚てん末まつは見てないわけ。で、残る上田刑事は、目撃はしたけど、どこまで理解したかは不明。それに、海野さんから聞いた上田刑事の人物像を考えたら、警察上層部やメディアに向かって、見たことをありのまま報告する可能性は低いと思う。本当に危ういラインだけど、最終的な破滅だけは免れたと判断していいと思う」


　茜が言い終えると、水原は身体からだ全体で息を吐いて、頭を床に向けた。一気に老け込んだように見える。


「……たまんねーな。実じつ際さい……」


　その台詞せりふは、室内にいる全員の気持ちを代だい弁べんしていた。


　梓は改めて周りの面々を見回してみた。千絵や茜、そして水原の三人は、一様に暗い空気を引きずっている。由紀も重苦しく口をつぐんだままで、久美子ですら周りの雰ふん囲い気きに呑のまれた様子で神しん妙みような顔をしていた。


「お茶、入りました。梓さん、いまそこで……」


　ドアが開き、ティーカップの載のったトレイを掲かかげた香苗が中に入ってきた。そして部屋に充じゆう満まんするマイナスの空気に圧あつ倒とうされ、「あ、えーと、その……」と結局ドアの側に立ち尽つくした。


　七人もの人間が集まったカラオケボックスが、しばらく沈ちん黙もくに閉とざされた。


　──ええいっ。


　梓は気合いを入れて立ち上がると、口を閉ざした面々に向かってハキハキと口を開けた。


「さあっ。三人とも外は寒かったでしょ？　カナちゃんがお茶を淹いれてくれたわ。晩ばんご飯食べてない人もいるでしょうし、一息入れることにしましょう」


　そう言って香苗からトレイを受け取る。


「カナちゃん。わたしが持ってるから、カップを回して」


「あ。は、はい」


　指し示じされた香苗がすぐさま自分の仕事に取りかかる。梓の気配りを察した水原も、ただちに表情を崩くずして普ふ段だんの軟なん派ばなヘラヘラ笑いを作った。


「そうなんだよー。こんだけ働いてるのに、まだ飯食ってないんだよね。一いち応おうコンビニでサンドイッチとか買ってきたから、食いたい奴は食ってくれ」


「え、いいの？　だったら、あたし食べるー」


　水原が気前よく宣せん言げんすると、真っ先に久美子が反はん応のうを示しめした。


　香苗が呆あきれて、


「クミちゃんっ。あなたさっきご飯食べたじゃない」


「カナってば何言ってるの。タダ飯だよ、タダ飯？　食わなきゃ損そんだよ」


「そうそう。食ってくれ食ってくれ。クミちゃんのバストやヒップの栄養になるなら、お兄さんはいくらでも奢おごってあげるぞ」


「うわ。水原。その発言はセクハラど真ん中よ。しかも中年属ぞく性せいの」


「うっ。確たしかにいまのはオヤジっぽかったか……」


「気にしない気にしない。ゆーじは十分若わかいから」


「サンキュー、クミちゃん。でも、なんで俺おれだけ名前呼よび捨すてなの？」


　たちまち部屋はにぎやかさを取り戻し、テーブルの地図の上には、サンドイッチや菓か子しパン、缶かんジュースやペットボトルが乱らん立りつした。


　梓が香苗と一いつ緒しよに食事の準じゆん備びを進めていると、ふと千絵と目が合った。千絵は軽く笑顔を見せると、他の者には見られないよう小さく両手を合わせて感かん謝しやの意を示した。


　梓は笑って首を振った。久美子は遊撃手と評ひようしてくれたが、いま自分にできることは、ほとんどない。この程てい度どの気き遣づかいなど、なんでもないことだった。


「ユキちゃんも、ご苦労だったわね」


　と梓が由紀に声をかける。由紀は、「いえ、そんな」と謙けん遜そんして手を振った。


　千絵らが加わったあと、三人の中で最も態たい度どが変化したのが由紀だった。彼女は最初、甲斐やウィザードといった噂うわさにしか聞くことのなかったビッグネームを前に、緊きん張ちようで会話もできない有様だった。しかし香苗が協力を申し出て自分の立場を明示したのを機に、彼女もこの一いつ党とうの一員として働いている。危き険けん度どの低い仕事を回してもらい、情じよう報ほう収しゆう集しゆうに奮ふん闘とうしているのだ。


「私もお役には立てませんでした。水原さんたちに言われた通り、例の予よ備び校こうとかで知り合った子たちに声をかけてみたんですが……みんなカプセルはたくさん持ってるんです。すごく安く手に入るようになったとか、パーティーでタダでもらったとか。でも、入手先はバラバラなんですよね。新しく回すようになったところで、組そ織しき的てきに、大量に卸おろしてる売人とかの具体的な話は、誰だれもしてませんでした」


「そう……やっぱりね。となると、残る手がかりはこの前水原が聞いてきた大学生ぐらいね。それまで大学に顔も見せなかった人間が、突とつ然ぜん大口の売人になったっていう……」


　千絵が腕うでを組んで人差し指を唇くちびるに当てた。彼女が考え事をするときの癖くせだ。しかし、千絵の思考は茜にあっさりと遮さえぎられた。


「残念だけど、その線も切れたわ。さっき言った、ビーグルが押さえたっていう悪オ魔ー持ナちーだけど、その片方がどうやら件くだんの大学生だったみたいなの」


「え、本当にっ？」


「ええ。気になって帰る前に調べてみたんだけど」


「……ええい、くそっ。後手に回ってるわね」


　千絵らしからぬ下品な舌した打うちをして、彼女は再ふたたび地図の上に視し線せんを戻もどした。地図にある文清大学には、その大学生に関する情報とクエスチョンマークが書かれている。千絵は赤のマーカーを取ると、その上に大きくバツ印を付けた。


「文清は付ふ属ぞく高校でも事じ件けんがあったから、結けつ構こう有力視してたんだけどね。しかしこうなると、いよいよ手がかりがなくなってきたわ。もともと怪あやしい場所はとっくの昔に警けい察さつが調べ尽つくしてるんだから、残る候こう補ほ地ちなんて限かぎられてるはずなのに……」


　地図上には、他にも何種類もの記号がマーカーで記されていた。それは、クリスマス以後に発生したカプセルに関かかわる事件の現げん場ばであったり、売人がたむろする取り引き現場であったり、悪あく魔まの目もく撃げき情報がささやかれた場所であった。それぞれ色の違ちがうマーカーやサインペンで事細かな書き込みが加えられている。中には千絵自身の推すい測そくや水原、茜の見けん解かいも書かれていた。


　地図に記されている事件の数は、現げん在ざい警察が把は握あくしている事件の倍はあった。千絵と水原と茜の三人が、それぞれの持つ人脈や情報網もうを駆く使しして情報をかき集めた結果だ。わずか五日間のうちに、空白部分を見つけるのが難むずかしいほどの書き込みが、縮しゆく尺しやく五千分の一の地図を埋うめ尽くしていた。


　しかし、それでもなお足りなかった。


　いま葛根市全ぜん域いきで起こっているカプセルバブルとその影えい響きよう。情報は数あれど、すべては事後の顚てん末まつに過ぎない。まさに弾はじける泡あわのようなもので、あとには何一つ手がかりが残らないのだ。


　いま千絵が最さい優ゆう先せんで進めていること。それは、敵てきの本ほん拠きよ地ちの特定だった。


　これだけの量のカプセルを流通させているからには、執行細胞フアースト・セルは相当数の在庫を抱かかえていたことになる。流通量は減げん少しようする気配を見せないことから、その在庫はまだまだ残っていると考えるべきだった。


「ここ数日の流通量を考えれば、市外ではあり得ない。残るは市の中心部……しかし、そうなるともっと目撃者がいてもいいんじゃない？　それに、いざ手入れが入れば逃にげ場がない。そんな危険な場所を……いや、でも例の執行細胞フアースト・セルが指し揮きを執とってる以上、そんな考え方じゃ量はかれない……とはいえ、これだけの物量を抱えるには……」


　ぶつぶつと、すでに幾いく度どとなく繰くり返された独ひとり言ごとを口にしながら、千絵は休むことなく視線を彷徨さまよわせた。この視界のどこかに、答えが隠かくされているはずなのだ。にらみつければそれがわかるというわけではないが、それでもにらみつけずにはいられない。


「この量のカプセルを無む造ぞう作さにばらまいて、なんの足そく跡せきも残さずに済むはずはない」


　千絵は、急きゆう増ぞうする急性中毒患かん者じやや悪魔の被ひ害がいに遭あった者の中には、少なからず「目撃者」がいるのではなかろうかと勘かんぐっていた。口くち封ふうじのため、新生セルネットによって「事じ故こ」に遭ったのでは、と疑うたがっているのだ。そのため、新しく配置されているはずの売人を捜さがし出す糸口として、続発するトラブルの中からクサいとにらんだ事件をピックアップして関係者を洗あらっているのである。


　しかしそれは、気の遠くなるような作業だ。水原や茜の協力があっても、雲をつかむような手て応ごたえしか探さぐり出せなかった。


「せめて、残る二人がもう少し協力的ならねえ……」


　と思わず愚ぐ痴ちが口をついて出た。


「特に物部くん。甲斐さんの方はもう、好き勝手生きてなきゃ呼こ吸きゆうもできないって人だから、いまさらどうこう言っても仕方ないし。とりあえず手を貸かしてくれるってだけで御おんの字だと思うわ。でも、物部くんのあの秘ひ密みつ主しゆ義ぎってどうにかならない？　一いち応おう私たち運命共同体なんだからさ。隠し事するなとは言わないけど、この期ごに及およんで敵の情報を出し惜おしみする理由なんてあるの？」


　本当に疲つかれているのだろう。思わず恨うらめしげな目つきになりながら千絵は梓に尋たずねた。


「出し惜しみ……してるのかな。やっぱり？」


「執行細胞フアースト・セルの居い場ば所しよを知らないって言葉に噓うそはないでしょうね。けど、知ってて黙だまってることはいっぱいあると見たわ。まず、連中の目的のことも『建国』とだけ言って何も説明してくれてないし。カプセルをばらまいてる理由だって、心当たりがないわけじゃないみたいだし」


「あ、でも、カプセルのことは言ってたじゃない。『製せい造ぞう施し設せつはない』って」


「そんなこと、根こん拠きよもなく言われても」


　と千絵は口をへの字に曲げた。


　確たしかに、カプセルの製造がもう行われていないというのは、数年前から警察が出している結けつ論ろんだった。


　いまから七年前、市内にあったある製薬会社が倒とう産さんしたのだが、その際さい、行方ゆくえ不明になった製造機材があったのである。機材は二年後に発見されたが、発見された機材には使用された形跡が残っていた。警察はこの機材が、カプセルの製造に使われたと考えている。従したがって、それ以後マーケットに出回っているのは、当時大量に製造された在庫分と見なされているのだ。


「でも、いまの流通量を見てると、この定説も眉まゆ唾つばだわ。だって、いくらなんでも異い常じようだもん。執行細胞フアースト・セルも再さい登とう場じようしたことだし、どこかで生産が再開したことは十分考えられるわ。なのに彼、あっさり『ない』って断だん言げんしたじゃない。その理由も教えてくれてないでしょ？」


　そう言って千絵は首を振る。


「それが居場所の特定に繫つながることじゃないから黙ってるんだと思うけど、たとえ直ちよく接せつ関連がない知ち識しきにしろ、情報なんて多いほどいいじゃない。それに、大勢の持つ情報を出し合って検けん討とうすれば、新しい発見があるかもしれないんだし。そうでなくても、せめて意見を聞きたいのよ。『反撃するぞ』って宣せん言げんしたんだからさ。別にリーダーになれなんて言わないけど、ミーティングに参加するぐらいしてほしいわ」


　景はウィザードとしてアンダーグラウンドで戦い抜いてきた古こ豪ごうだ。これまで交流のなかった千絵としては、彼の知識や人ひと柄がらに対する強い関心もあるし、雑ざつ談だんするだけでも得るものは多いと思っている。まして、いまのように煮に詰つまった状じよう況きようでは、彼の卓たつ見けんに期待を抱いだいてしまうのだ。


「彼が人付き合い悪いのは知ってたけど、それって相手がカプセルと関かかわりを持ってない場合だけだと思ってたわ。まさか、こうしてチームを組んだいまになっても、挨あい拶さつ交かわすのがせいぜいとは……しかもかなり無ぶ愛あい想そうだし」


　例えば千絵は、今朝の食事の際、ごくごく気さくな感じを装よそおって朝食に関する話題を振ってみた。


　自分は和食派はである。卵たまごと納なつ豆とうを交代で食べ、目玉焼きには醬しよう油ゆをかける。もちろん洋食も嫌きらいではなく、食パンよりはフランスパンが好きで、毎週水曜日はパスタを茹ゆでる。なぜパスタかといえば、水曜の一限げん目めは体育であり、パスタはカロリーの燃ねん焼しよう率りつが高いからだ。先日など寝ねぼけたままミートソースを温あたためていると焦こがしてイカスミのようにしてしまった。あはは。ところで物部くんは、朝は何を食べるの？


　景は一言、


「朝は食べない」


　と答えると、その言葉通り野菜ジュースを飲んだだけで部屋を出て行ってしまった。千絵は立ち直るのにご飯二杯とデザートのプリンを要した。


「……ほんと、もうちょっとこう、取り付く島というか……梓さんからもなんとか言ってやってよ」


「はは……ごめん」


　と梓は頭をかく。


　実は、今朝朝食の席に景を呼んだのは梓なのである。協力して事に当たると告げた景だったが、その割わりには一向に他の面子メンツと交わろうとしない。そこで、少しでもみんなと一緒にいさせようと強ごう引いんに連れてきたのだが、結果は千絵の言う通りだった。


　──あれでも無視しないだけマシなんだろうな。本人にとっては。


　景とて、千絵たちの捜そう索さくに無関心なわけではない。ふらりと部屋を訪おとずれては捜索状況を確かく認にんし、「……そう」とだけつぶやいて去っていくのである。千絵は別にそのことを非ひ難なんしたりしないが、フェアではないと思っているのだろう。


　──どうも一人で動いてるみたいだけど……


　梓の質しつ問もんにぶっきらぼうに答えた話によれば、どうやら、市内を虱しらみ潰つぶしに歩いているらしい。「気配」を捜している、と言っていた。だが、当てがあってのことではなく、他にできることがないから、ということである。


　つまり、景は景なりに自分の仕事をしているのだが、


「それならそれで細かく報告をくれればいいじゃない。私たちとカバーし合って、もっと合理的に捜索できるでしょうに」


　と千絵にはやはり不満なようだった。


「梓さんも何も聞いてないの？　どんな些さ細さいなことでもいいから」


「え、えーと……特にこれといって……」


　自信なさそうに答えると、千絵は困こまったわねえと頰ほおに手を当てた。そこで梓は、ふと疑ぎ問もんに思った。


「あ、でも、そういうことなら水原くんの方が詳くわしいんじゃない？　なんてったって、景──物部くんの相あい棒ぼうは水原くんなわけなんだし……」


　素そ朴ぼくな疑問をそのまま口にしたのだが、千絵と水原は一いつ瞬しゆん奇き妙みような表情をした。そして次に、待ってましたとばかりに、やけに意味ありげな仕草で互たがいの顔を見合わせた。


「それはだって……ねえ？」


「そうそう。ダチには言えないようなことでも、彼女にポロっと口を滑すべらせることもあるわけじゃん？」


「かの……」


　梓の頰が赤くなった。見れば、二人の口元はだらしなく緩ゆるみ、瞳ひとみは大たい衆しゆう的てき好奇心に輝かがやいていた。梓は、しまった、と思ったが、そのときにはすでに手て後おくれだった。


「あれから四日間経たったわけだけど、どうなの、梓さん。その後進しん展てんはあった？」


「し、進展も何も、わたしは別に……！」


「私としてはさっさと尻しりに敷しいて、彼に社交性ってものを教育して欲ほしいんだけどな。でないと、あなただって後々大変よ？」


「教育!?」


「あら？　彼氏をしつけるのも、恋こい人びとの役目じゃない。周りにとっても大きな影えい響きようを与あたえる彼氏なんだから、そこのところは梓さんにも理り解かいしておいてもらわないと」


「そうそう。あいつ、俺おれの言うことなんか歯し牙がにもかけねえけど、梓ちゃんが言えば少しは聞くだろ。試ためしてみる価か値ちはあるな」


「そうよねえ？　物部くんに意い識しきが戻もどったあと、体力が回かい復ふくするまで、付きっきりで看かん病びようしてたんですもの。彼だって梓さんには無む下げに出られないはずよ」


「……の、わりには、あいつ。体力が戻ったら、さっさと一人でうろつき回ってるだけだしな。あ、ひょっとして喧けん嘩かしたのか？　梓ちゃん」


「いや、違ちがうわね。私が見たところ、あれは向こうも照れてるだけよ。どっちも煮え切らないわよね。ほんとに」


「あ、あなたたちね……」


　殺さつ伐ばつとした日にち常じようにあって、この手の話題に飢うえているのか、千絵はもちろん、色恋沙ざ汰たには事欠かないはずの水原まで真ま面じ目めな面おも持もちで話し込こんでいる。


「私も意外に思ったんだけど……」


　と今度は茜までが口を挟はさんできた。


「あなたたち、つき合ってるわけじゃなかったの？　私、ＤＤにいるときは、そういう関係だって前ぜん提ていで、作戦を立ててきたのに」


「ち、違うわよ。茜さんっ。わたしたちは要するに幼おさななじみなの。わかるでしょ？　親しい友人というかこう……」


　両手をアクロバティックに動かしながら、梓は説明できないものを説明しようと焦あせっていた。


　茜は、くすりと意地悪な微び笑しようを浮うかべ、それ以上の追つい及きゆうは大目に見た。もっとも、質問の答えは十分に得心できたようだった。


　だが、梓の相棒は、そうはいかない。


「シタシイ友人、ですってえ？」


　と自らの推すい理りを覆くつがえされたような声を上げる。


「ちょっと待ってよ、梓さん。あなたまさか、まだ告白したりされたりしてないわけ？　あれだけの騒そう動どうを起こして、そのあと看病でずっと二人きりでいたのに？」


　曖あい昧まいな逃にげを許ゆるさないストレートな問いかけに、梓は顔と身体からだを引きつらせて、溺おぼれた金魚のごとき様相を呈した。


「いや、だから、その、ね？　いまはそんな浮うわついたことをしてる場合じゃないでしょ？　カプセルがすごい勢いきおいで広まってるんだよ？　執行細胞フアースト・セルが何か企たくらんでるんだからね？　千絵だって非ひ常じよう事じ態たい宣せん言げんしたじゃない」


「じゃあ、非常事態会議で提案するわよ。梓さんはとっとと物部くんをモノにして、彼の手た綱づなを握にぎる方が事態解かい決けつに向かって前進すると思います、とかなんとか」


「うん。前進するだろうな」


「ああ、あのねえ。二人とも、いい加か減げんにしなさいよっ」


　あっぷあっぷしながらも、梓は必ひつ死しに抵てい抗こうを試みた。


　実じつ際さい、景と二人きりでいた時間は、千絵たちが冷やかすような蜜みつ月げつではなかった。昔話をするような雰ふん囲い気きではなかったし、雑ざつ談だんしようにも共通の話題さえ見当たらないのだ。睦むつ言ごとなどとんでもないことで、ろくに口も利きけなかった。かつての自分たちなら、話題を探すなどということは考えもしなかっただけに、変わってしまった二人の関係に寂さびしいため息が溜たまる一方だったのだ。


　とはいえ、気き詰づまりするばかりだったかというと、そうでもない。景はほとんど一人で物思いに耽ふけっていたが、自分と二人でいることに対して気まずい思いはなかったらしい。意外にもリラックスしていて、普ふ段だん外では見せない「隙すき」のようなものをのぞかせていた。他人に見せない一面を自分の前で見せてくれるのは、やはり嬉うれしい。それで梓ものんびりしてしまい、深い話題には触ふれずに終わった。


　──それに……


　やっぱり、怖こわいのだ。


　景が戻ってくる前、梓は二人がかつて遊び場にしていた離はなれで、景の書いた書き置きを見つけた。そこにあったのは景自身の秘ひめたる思いであり、梓を守ってみせるという決意の印だった。梓は、あの言葉にどれだけ救われたかしれない。


　しかし、だからといって、梓の過か去この仕打ちが帳消しになったわけではない。


　昔梓は、景のいじめを看かん過かしていた。それは、「景を守ってあげる」という立場を失いたくないからであり、いじめがなくなることで、自分と景との関係が崩くずれてしまうことを恐おそれたからだった。


　梓はいじめられる景を陰かげから見ていた。その上で、駆けつけた正せい義ぎのヒーローよろしく、いじめっ子たちを追い払はらい、景の守しゆ護ご者しやとして得意げに恩おんを売った。ただ彼と一いつ緒しよにいたいためだけに。到とう底てい許されるような真ま似ねではない、と思う。


　そんな自分を、景は再さい三さん助けてくれた。これ以上何かを望むのは、あまりに都合が良いのではないか。そう感じてしまうのだ。


　すると、


「大だい丈じよう夫ぶだよ」


　口くち籠ごもる梓の姿すがたに何を感じたのか、久美子が彼女ならではの太平楽な口調で請け合った。


「クミちゃん？」


「平気だって、梓ちん。二人がラブラブなのは間ま違ちがいないじゃん。だって、ほら。忘わすれたの？　あの離れにあった書き置きの……」


「うわあああっ」


　と、あられもない悲鳴を上げて久美子の口を押おさえ込こむ。護ご身しん術じゆつの素そ養ようがある身で本気を出したものだから、腕うでをねじられて口を塞ふさがれた久美子は、目を白黒させ「んむー！」と洒落しやれにならない悲鳴をもらした。


「ほほおぅ。『離れの書き置き』ですと？」


　鋭するどく聞きつけた千絵は、これ以上ないほど鼻び孔こうを膨ふくらませた。疲ひ労ろうや睡すい眠みん不足など、もうすっかり消し飛んだらしい。


「聞いてないわよ、梓さん。どうやら、説明義務アカウンタビリテイの追及は、あなたから始める必要がありそうね」


「あ、はははっ。なんでもないよ。ほらっ。いつだったか、わたしがクッキー食べたことあったじゃない？　あのときのカードのこと。あれ見たクミちゃんが、仲がいいねって言ったことがあるの。それだけなのよっ。クミちゃんたら、大げさなんだから」


「んんむーっ！」


「あ。ほら、クミちゃん。わたしの分のシュークリームあげるね」


　その後、梓の露ろ骨こつな買ばい収しゆうは、千絵の「私はアイスクリームもつける」という裏うら取とり引ひきと「俺はＣＤを買ってやろう」という水原の発言を受け、泥どろ沼ぬまのパワーゲームと化した。しかし、一同の顔は明るい。ここ数日、これほど笑え顔がおがこぼれる時間はなかったであろう。千絵や水原、久美子はもちろん、茜や由紀まで談笑に加わっている。そんなわけで、紅こう茶ちやを配り終えて席についた香苗は、ついさっき廊ろう下かで景とすれ違ったことを言えなくなってしまった。


　香苗はなぜか景と話す機会が多い。お互たがいタイプが近い自覚があるので、向こうも話しかけ易やすいのかもしれない。だから彼女は、一見無関心な様子の景が、実は常つねに仲間一人一人の安全と動向に気をかけていることにも気づいていた。


　物部さんがみんなと一緒にいないのって、こういう冷やかしが嫌いやだからだと思うんだけどな……と香苗は苦笑しつつ、梓たちを見守っていた。





　　　　２





　月が白い。風が強い。


　景はビルの屋上に出ると、そのさらに上、出入り口の屋根に登って、縁へりに腰こしを下ろしていた。


　左足を屋根から投げ出し、右足を膝ひざ立だてて腕を置き、左手をコンクリートに突いて、月夜の下に広がる街まち並なみを眺ながめていた。


　この付近はビルが並ならぶ地区だが、どれも五階建てか四階建てである。高低差が少ないため視し界かいを遮さえぎる物がなく、遠くまで見み渡わたせた。


　地上の繁はん華か街がいと異ことなり、屋上から見通す世界には人がいない。風が音を鳴らす錆さびた看かん板ばん。薄うす闇やみに横たわる物もの干ほし竿ざお。打ち捨すてられたコンテナの物置。冬山のようなアンテナの樹じゆ林りん。


　月明かりは幾いくつもの屋上を白く照らし、ビルの隙すき間まの地上を黒い影かげに沈しずめている。フェンスに区切られた四角い平面。それらが密みつ集しゆうして隆りゆう起きする様は、海うな原ばらに浮うかぶ台地や、ひび割れた荒こう野やを連想させた。


　景はブルーのウィンドブレーカーを身体からだに巻まき付けて、夜風の中に身を置いていた。


　昔から、人のいないところを探すのが上う手まかった。学校にいても、家にいても、人のいない、荒こう涼りようとした場所を見つけて、そこで時間を潰つぶした。寂さびしい場所が好きなのだ。誰だれもいないところにいる方が落ち着けたし、何時間でも一人でいられた。理由などない。性しよう分ぶんである。


　集しゆう団だんの中にいるとき、たとえそれが同世代の、同じコミュニティの人間であっても、景は馴な染じむことができなかった。自分とそれ以外の者たちの間に、重たい空気の層そうのような壁かべを感じた。合わせることができない。集団の一員となれない。景のそうした意い識しきは、他人にも伝わるのだろう。景が自分を異分子と感じれば感じるほど、周囲もまた景のことを自分たちと違う者と認にん識しきすることになる。自然、彼らが景に接せつする態たい度どは、仲間に接する態度とは違うものになり、景もまた、自らの異質さを再さい確かく認にんせざるを得ない。その繰くり返しだった。


　こうして、他者が存そん在ざいしない世界を見つめながらじっとしていれば、自分もまた、きちんと世界の一部であると感じることができる。


　ここでは性せい格かくや雰ふん囲い気きなど問題とならない。ここでは月も夜風もコンクリートも「物部景」という自意識も、等しく世界を構こう成せいする一要よう素そとなる。そもそも、世界全体から見れば、人間たちの存在こそ数パーセントの異分子に過ぎない。土が、草木が、空気が、水が、物がそうであるように、ただあるだけでは満足できない人間たちこそ異い端たんなのだ。意識や自じ我がとは、所しよ詮せん一生せい物ぶつ、一個体の中の問題である。その枠わくに捕とらわれて抜ぬけ出ることができないなら、せめて己おのれの意識と世界の存在を、常に相対的に考えるべきなのだ。


　とはいえ、人間は、「自分」という視点から逃のがれることはできない。


　景も例外ではない。「物部景」はこの惑わく星せいに存在する六十億の人間の一人に過ぎず、この世界を構成する無む限げんの存在の一欠片かけらに過ぎない。そう理り解かいしてみたところで、すべては自じ己こが為なす意識の中の認識なのだ。


　ではどうすればいいのか？　景にはわからない。わからないから変わることができない。そして結局は他者を避さけ、誰もいないところを探しては、そこでじっとしているのである。


　かつて景は一度だけ、自らの抱いだくつかみ所のない思いを、友人に打ち明けたことがあった。友人の返事は簡かん潔けつにして明めい瞭りようだった。


　暗いわよ、景ちゃん──


　自ら「同どう胞ほう」と名乗る友人の言葉にしてはあんまりだと思う。しかし彼女の言葉には、とりとめもなく迷めい走そうする景の心を、有う無むを言わさず現げん実じつに繫つなぎ止める力があった。それが、幼おさない日の彼を思考の虚きよ無むから守ってきたのだ。


「確かに……暗いよな」


　景は唇くちびるを歪ゆがめ、おかしそうに自じ嘲ちようした。


「……暗いってーか、不気味だぞ。テメエ……」


「『魔ま法ほう使つかい』は不気味と相場が決まってる」


「ああいうのは、神しん秘ぴ的てきってーんだろ？」


　景は肩かたを竦すくめて、肩かた越ごしに後ろを見た。


「神秘的には見えないかい？」


「ガキがしょぼくれてるだけじゃねえか」


　甲斐は両手を革かわジャンに突つっ込こんだまま鼻を鳴らした。景は苦笑して何も言わなかった。


　甲斐は景の隣となりまで近ちか寄よると、煙草たばこのパッケージとカラオケに置いてあったマッチを取り出した。煙草をくわえてからマッチを指に挟はさみ、指先で回転させるようにして器用に火をつける。


　きつい香かおりが夜気に漂ただよった。一口煙けむりを吸すい込んだあとは、再び革ジャンに両手を戻し、立ったまま景と同じ風景を眺めた。


「『墜おちた』みたいだね」


「……気付いたか？」


「ああ。どうだった？」


「別に。どうってことねえ」


「悪魔のことじゃないよ。警察。行ったそうじゃないか」


「まあな。海野が言ってた、上田ってのが来た」


「見られたの？」


「モロ」


「そう──」


　と景の表ひよう情じようが厳きびしくなった。予想していたのだろう。景の態度に驚おどろきはなく、ただ胸むねの中の覚かく悟ごにもう一度手で触れる、確認の気配だけがあった。


　甲斐は大きく煙を吐き出した。


「そっちは？」


「駄だ目めだ。見つからない……」


「ま、そうだろうな。連中の状態、わかるか？」


「バールはろくに動けないだろうね」


　屋上の風景に視線を当てたまま、夜風と語らう口振りで景は淡たん々たんと語った。


「女王って悪魔は、適てき性せいのない人間に憑ついた場合、憑ひよう依い対象を容よう赦しやなく蝕むしばむ。指し示じだけ下して、動くのはベリアルとクリスタル──いまはバジリスクと名乗ってるんだったかな？　指し揮き体たい制せいとしてはそんなところだろうと思う。あとはセルネットの残存と新しくスカウトした使い捨すての人間が動いてるみたいだ。規き模ぼは不明」


「俺おれが聞いてんのは、んなことじゃねえよ」


　甲斐はくわえ煙草のまま、獰どう猛もうな笑みを浮うかべて言った。


　景が顔を上げて、傍かたわらに立つ甲斐を見上げる。


「連中の動きだの目的なんてのは、下にいる奴やつらが考えんだろ。ヤサの割わり出しだって、あいつらに任まかせときゃいいさ。その方がはええ。俺が言ってんのは、敵てきの戦力のことだ」


「……悪魔か」


「ったりめえだ」


　ふん、と鼻から煙を出して胸を反そらす。


「お人ひと好よしのデルタはいざ知らず、こちとらテメエらと馴なれ合う気はさらさらねえ。俺がここにいんのは、テメエと連中が共倒れした日には、俺の獲え物ものがなくなっちまうからだ。テメエはもちろん、連中もなかなか手て応ごたえがありそうだからな。いまじゃ、骨ほねのある悪オ魔ー持ナちーは数えるほどもいねえんだ。どいつも取り逃がさねえためには、このポジションが一番いい」


　甲斐は顔を歪めて、クックッ、と笑った。バイオレンス指向のジャンキーに相応ふさわしい、飢うえたハイエナの笑みだ。だが、その奥おくにあるのは……


「また仕返しってわけか？　ほんと、懲こりないな」


「だあっ。うるせえ。やられたらやり返す。基き本ほんだキホン！」


　甲斐はポケットから両手を抜いて腕を組んだ。コッコッとつま先で屋根を叩たたきながら、


「この際さい、はっきりさせてもらうぜ。あんときの『騎き士し』。ありゃあ、いまどっちにいる。テメエか？　それとも──」


「あっちだ」


「……よし」


　と甲斐は深く頷うなずいた。


　先日のクリスマス・イブ、甲斐はある悪魔に敗北を喫きつした。その相手が黄金の騎士の姿すがたをした悪魔なのだ。景が「仕返し」と言ったのは、そのためである。


「それにしてもよ。ありゃ一体、なんなんだ？　テメエが『墜ちた』んだから、テメエの使ってる〝影〟が変化したってわけじゃねえのかよ？」


　甲斐が敗北した経けい緯いは複ふく雑ざつだ。『イブ・パレード』の最後を飾かざる一戦で、甲斐の悪魔は、景の悪魔と一騎打ちになった。そして死力を尽つくした激げき闘とうの末、ついに決着がつく間ま際ぎわになって景が堕落クラツシユした。景が使し役えきしていた〝影〟はその姿を騎士へと転じ、すでに力を出し尽くしていた甲斐は、あえなく敗れ去った。


　しかし、その後わかったのだが、あのとき景は女王に取り憑つかれていた。堕落クラツシユしたことは確かだが、それは限げん界かいを超こえた景が暴ぼう走そうしたためではなく、女王の手によるものだったのだ。


「つまり女王ってのは、人を操あやつって堕落クラツシユさせられるってことだよな。ならあの『騎士』はやっぱテメエの悪あく魔まってことにならねえか？」


「ある意味ではそうだ」


「ええい、苛いら々いらすんな。思わせぶりな口利きいてねえで、はっきり説明しろっ」


　煮にえたぎる視し線せんで景をにらみつける。


　景は迷まよった末、仕方なく口を開けた。


「あの悪魔を召しよう喚かんしたのは僕ぼくだ。以前僕が女王に憑かれていたことは聞いたと思うけど、そのとき彼女の力を使って召喚したのさ。しかし、彼女と別れたとき、彼女と共に僕の中から消えた。女王と騎士はセットと考えてくれ。女王が敵てき陣じんにいるってことは、騎士も向こうにいるってことだ」


「……じゃあ、テメエが使ってた〝影かげ〟はなんなんだよ？」


「あれは、純じゆん粋すいに僕の悪魔だ。女王が離れたあと、僕は力を求めて、もう一度悪魔召喚を試みた。そうすると騎士じゃなく、その影だけが形を成した。性せい質しつも全然違ちがう。光と影。秩ちつ序じよと混こん沌とん。皮肉なもんだけど、僕だって自分の深しん層そう心理なんてわからないからね」


　そう語る景の横顔には、自じ嘲ちようと悲しみが同じ割合で滲にじんでいた。


　わからない──本当にそうだろうか？　悪魔は召喚者の望みを叶かなえてくれるという。騎士を召喚したときの自分は、光と秩序を望んでいたのだ。ならば、〝影〟を召喚したときの自分は、闇やみと混沌を望んでいたのではないか？　あのときの自分は、ただただ力を求めていた。強い力を。自らの過ちを正すための、強く、武ぶ器きとなる力を。その証あかしが〝影〟なのではないのか？　景自身の分身たる、破は壊かいと狂きよう気きの化け身しんなのではないか？


　景は目を閉とじ、無む駄だな思考をシャットアウトした。


「僕はいま〝影〟を使える。ただ、騎士の力には及およばないだろう。所しよ詮せん、影は影。『本体』相手に勝ち目はない」


「けっ。んな心配は無用だぜ。奴は俺が仕し留とめる」


「……相手にもならなかったのに？」


「馬ば鹿か野や郎ろう。あんときゃテメエのせいで息上がってたんだよ。いきなりだったからな。油ゆ断だんもあった。今度頭からやりゃあ、あんな無様なドジは踏ふまん」


「ベリアルはどうするのさ？」


「奴も俺がやる」


　当然のように言う。景は苦笑せずにいられなかった。


「ベリアルは任まかせるよ。バールは僕がやる」


「ああん!?　ふざけんなっ。テメエ、自分で勝ち目はねえって言ったろうが!?」


　甲斐が怒ど鳴なると、景は薄うすい冷笑で答えた。


「騎士とやるんじゃない。バールとやるんだ」


　甲斐の眉まゆが跳はね上がる。景をにらむ目から熱が消え、代わりに氷柱つららのような凍いてつく視し線せんが飛んだ。


「……そいつは、納なつ得とくいかねえな」


「あなたは一度負けてる。リスクを冒おかすつもりはないよ」


　景と甲斐の視線が交差した。


　空気が張はり詰つめる。


　視線と視線のぶつかり合いが、万まん力りきのように二人の間の空間を締しめ上げた。無言の圧あつ力りよくに圧あつ縮しゆくされた空気が、声にならない悲鳴を上げた。


　切り結ぶ両者の瞳ひとみ。その強い輝かがやきの中に、わずかに朱しゆが混まじったそのとき、緊きん張ちよう状じよう態たいで釣つり合っていた力の均きん衡こうが揺ゆれた。


　景は鋭するどく下を向き、甲斐も構かまえを保たもったまま視線を足あし下もとに向けた。


　二人がいる下。屋上の出入り口に人の気配がした。会話に気を取られて、接せつ近きんに気付かなかったのだ。


　甲斐は緊張を解といてニヤリとした。そして足下に向け、


「やるじゃねえかっ。いつから聞いてた、しっぽ頭っ？」


　泡あわを食う気配に続き、


「ご、ご、ごめんなさい。別に盗ぬすみ聞きするつもりは……」


　と、弁べん解かいするくぐもった声が出入り口の奥から聞こえてきた。


　梓の声だ。


　景が悩なやましげなため息をついた。甲斐はケケケと笑って身を翻ひるがえした。


「まあいい。その話はあとだな」


「……ああ」


「最後に一つ聞かせろ。さっきテメエ、あとになって影を呼び出したって言ったな？」


「……そうだけど？」


「じゃあ、あのワイヤーみてえなのはなんだ？」


　予期せぬ質しつ問もんに景は軽く驚いた顔をした。それでも一いち応おうは質問に答え、


「〝影〟はあの通り、僕のコントロールを受け付けない。攻こう撃げきしているときはいいが、静めることが困こん難なんだった。最初は光を消して制せい御ぎよしてたんだが、一度その手が使えなくなったことがある。そのときあの力を思いついたんだ」


「それはつまり、新しくワイヤー型の悪魔を召喚したってことか？」


「……いや、自分でも上う手まく言えないが、あれは〝影〟の一部だ。そうだな。僕の悪魔の異ことなる一面を引き出したというのが近い」


「ふむ」


　甲斐は、ＬＡＮ配線の説明を受ける棟とう梁りようのような顔つきをした。が、それ以上何を聞くでもなく、屋根から屋上へ飛び降おりる。そして、景を見ないまま適てき当とうに手を振り、梓の脇わきを通ってビルの階かい段だんを下りていった。





　　　　◆◆◆◆◆





　まさか、甲斐氷太が一いつ緒しよだとは思ってもいなかった。


　大部屋では、梓と景の話題が尽つきた頃ころ、テーブル上の食料は残らず七人の腹はらに収おさまっていた。


　梓は、香苗が食器を片かたづけ始めると、これ幸いと彼女を手伝い、二人して千絵たちのいる部屋を抜け出した。廊ろう下かに出てドアを閉めると、深い安あん堵どのため息が出た。長い労ろう役えきを務つとめたあと、ようやく湯船に身を沈しずめた気分だった。


　そこに、景が戻っていることを、香苗から耳打ちされたのだ。


　香苗の心こころ遣づかいに感かん謝しやしつつ、梓はそのまま景を捜さがした。景のいる場所は限かぎられている。男三人が寝ね床どこにしているカラオケの個こ室しつでなければ、このビルの屋上だ。そして、個室にはいなかったので、梓は屋上に上ってみた。


　甲斐がいると気付いたのは、階段を上りきり、屋上に出るドアノブに手をかけたときだった。話し声に動きが止まり、会話を交かわしているのが景と甲斐だとわかったときには、前にも後ろにも進めなくなっていた。


　ゆっくりとノブを回し、ほんの少しドアを押おして隙すき間まを空ける。声のする位置からして、二人は屋上ではなく、出入り口の屋根の上にいるようだった。梓は耳をそばだてた。かすれて聞こえていた声が、途と切ぎれ途切れの言葉になった。甲斐が何かを怒鳴る。『騎士』という言葉。それに続く沈ちん黙もく。


　ぐっと身を乗り出したところで、甲斐に見つかった。


　言い訳わけできる状じよう況きようではなかったし、何より完全にばれている。甲斐はしどろもどろな梓の謝しや罪ざいを聞き流しながら、彼女の横を通って階下へと降りていった。


　景はまだ、上に残っていた。


　梓は屋上に出て、屋根の上を振り向いた。


　目が合う。


　景はいつもの無ぶ愛あい想そうな表ひよう情じようの中に、わずかに非ひ難なんめいた色を浮うかべて梓を見下ろしていた。


「……ごめん」


　景が仕方なさそうに嘆たん息そくする。


「いいよ」


　怒おこっている様子はない。梓はほっとした。しかし、今度は次の会話の糸口が見つからず、景の足下に所在なく立ち尽くす羽目になった。


　景はもう梓を見ていない。どこか遠方を見る視線で、月下の街まち並なみを眺ながめていた。「なんの用？」と聞かないのは、たぶん自分が何かの用事があってやって来たのではないとわかっているからなのだろう。それでいて、一人にしてくれといった発言がないのは、自分がここにいても構かまわないからなのだ。と、梓はそう思うことにした。


「……さ、寒いね」


「うん」


「……そっち上がってもいい？」


「ああ」


　打算も緊張も感じさせない返事。そのなんでもない声の響ひびきに、梓はひどく安心した。


「じゃ」


　と言って脇に回り、備えつけの梯はし子ごを上る。梓が屋根に上っても、景は振り向かずに遠くを見ていた。梓は吊つり橋を渡わたる心しん境きようで一歩ずつ足を進め、景の隣まで来ると勇気を搔かき集めて彼の隣に腰こしを下ろした。


　初めて、景が梓にちらっと横目を向けた。梓はとっさに視し線せんを逸そらし、


「あ、コーヒー飲まない？　カナちゃんが淹いれてくれたの」


　と小こ振ぶりの魔ま法ほう瓶びんを振って見せた。


　景が「じゃあ」と頷うなずく。梓はもう一度心の中で香苗の心遣いに感謝して、魔法瓶のキャップを捻ひねった。


　瓶を傾かたむけてキャップに注ぐ。中身は、千絵お得意のブラックコーヒーではなくカフェオレだ。真冬の夜にコーヒーの香かおりが漂ただよい、白い湯気が立ち上って、解ほどけるように夜気へと溶とけた。


「はい」


　梓が差し出すカフェオレを景は右手で受け取った。投げ出していた足を上げてあぐらをかく。顔を近づけると眼鏡めがねのレンズが曇くもった。景は息を吹ふきかけてカフェオレを冷ましながら、少しずつキャップに口を付けた。


　表情に以前の険けんがない。無心にカフェオレを飲む横顔が、梓には無む性しように愛いとしく思えた。それでつい、「美お味いしい？」と聞いてみた。言った直後に、馴なれ馴れしかったか、と小さな後こう悔かいが過よぎったが、それは杞き憂ゆうに終わった。


「うん」
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　と素す直なおな返事が戻ったとき、最初は思わず聞き逃のがしそうになり、次いで自然と笑みがこぼれた。


「どうしちゃったの？」


「何が？」


　笑う梓に、何がおかしいのかわからないという顔で、景が聞き返す。「だって」と梓は目を細めた。


「妙みように素直なんだもん。皮肉屋の景ちゃんらしくない」


　微笑ほほえみながら指し摘てきすると、景はむっとしたように口を尖とがらせた。


「事じ態たいが深しん刻こくなんでね。サービスが疎おろそかになってたなら申し訳ない」


「褒ほめてるんだよ」


「バックボーンの相そう違いだね。『素直』なんてのは、悪オ魔ー持ナちーにとっては褒め言葉じゃない」


「わたしが褒めてるのは、ウィザードじゃなくて、景ちゃんだもん」


「僕は『ウィザード』だ」


　景が言う。その台詞せりふを聞くのは二度目だった。まだ梓が、景の抱かかえるカプセルとの因いん縁ねんを知らないとき、彼が彼女に向かって口にした台詞だ。


　そのとき、梓は言葉なく口をつぐむことしかできなかった。


「ううん」


　今度こそ。梓はあのとき口にできなかった言葉を景に返した。


「あなたは『物部景』だよ。景ちゃん」


　──わたしの大事な幼おさななじみだ。


　景からの反はん論ろんはなかった。二人はしばらくの間、何も喋しやべらずに並んで座すわっていた。


　月に雲がかかり、通り過ぎていった。


　ゆるやかな風が吹く。夜風は身を切るほど冷たい。しかし、二人で側に寄よっていれば、寒さは苦にならなかった。


　景がずずっとカフェオレをすする。梓がぼんやりと町を眺める。


　無言の空気が気まずさではなく安らぎをもたらしていた。梓はそっと目を閉じた。


　──やっと……


　やっと戻ってきた。そんな気がした。


　これは砂さ上じようの楼ろう閣かく──偶ぐう然ぜんの気まぐれが生んだ蜃しん気き楼ろうだ。いまこの瞬しゆん間かんが過ぎれば、さらさらと崩くずれてしまうに違いない。でも、確たしかに存そん在ざいした。なくなってなどいなかった。まだ自分と景の間には、この懐なつかしい世界がちゃんと残っていたのだ。


　次の台詞を口にすれば、たぶんこの世界は消えてしまう。それでも景と一いつ緒しよにいさえすれば、いつかまた、ほんの一瞬でもいいから、こんな時間が訪おとずれるかもしれない。そう信じている限かぎり、自分はいまより強くなれる。これからも困こん難なんに向かっていける。梓はそう思った。


「ごめんなさい」


　心の底から言った。景はまた怪け訝げんな表情を浮かべて無言のまま次の言葉を待った。


「景ちゃん、女王に取り憑つかれてた間の記き憶おく、あるんだよね？」


「曖あい昧まいだけどね」


　女王に身体からだを乗っ取られていた間のことを、景は夢ゆめの中の出来事のように覚えているらしかった。詳くわしいことは話したがらなかったが、彼が乗っ取られたあとの成り行きなども、梓が説明するまでもなく知っていた。


　つまり、女王が梓に向かって話した言葉も、知っているのかもしれないのだ。


　梓は唇くちびるを嚙かんだ。このまま、はっきりとさせないまま、うやむやにしてしまいたい。そんな、この四日間で幾いく度どとなく湧わき上がっては、その度たびに苦く悶もんし、否ひ定ていしてきた欲よつ求きゆうが、またしても脳のう裏りを満たしていった。カプセルの誘さそいにも似にた、甘あまく、優やさしい毒。


　──駄だ目め……


　そんなことをすれば、自分は二度と自分を許ゆるせなくなる。たとえこの懐かしい世界が再び訪れたとしても、それを甘かん受じゆすることが許せなくなってしまう。


　梓はもう一度「ごめんなさい」と言い、一言一言を絞しぼり出すように続けた。


「わたし、昔自分がしたことを忘わすれてた。ううん。きっとわざと気付かない振りを通してたんだと思う。景ちゃんは覚えてるよね？　あの頃ころ……景ちゃんがいじめられてた頃、わたし、ずっと見て見ぬ振りをしてたの。陰かげに隠かくれて景ちゃんがいじめられるのを見てた。わざと手出ししないでいて、わざと遅おくれて助けに行ってた。景ちゃんがいじめられるよう、いつも期待して待ってた。わたしが景ちゃんを助けるためだけに、景ちゃんがいじめられるよう願ってた。わざわざ仕返しして挑ちよう発はつしたり、誰だれかが先生を呼よびに行くのを止めたり……」


　辛つらい。


　口にする度に慚ざん愧きと罪ざい悪あく感かんが身を苛さいなむ。


　それでも梓は続けた。言い訳わけだけはすまいと、固く誓ちかいながら。


「わたしはね。景ちゃんがいなくなるのが怖こわかった。両親が不仲で、クラス中が敵てきに思えて、平気な顔してたけど、全然平気じゃなかった。心の底でいつもびくびくしてた。わたしは、景ちゃんを守ることで自分を保たもってたんだよ。景ちゃんに必要とされることで、自分はここにいていいんだ、ここにいなきゃ駄目なんだ、って言い聞かせてた。だから、景ちゃんは絶ぜつ対たいにいじめられなきゃいけなかった。いじめられ続けないと駄目だった。だって、わたしが景ちゃんに必要とされるには、いじめから守ってあげることぐらいしかなかったから」


　駄目だ、これでは言い訳だ。


　梓はそれ以上話せなくなった。これ以上話せば、それは鉄が腐くさるように釈しやく明めいと自じ己こ弁べん護ごばかりに変わり果てていくだろう。


「ごめんなさい……」


　梓は最後に辛かろうじてそれだけ言うと、固く、瞳ひとみを閉とじた。震ふるえる手足をじっと抑おさえて景の言葉を待った。許してくれとは口が裂さけても言えない。これが、精せい一いつ杯ぱいだった。


　景は何も言おうとしない。


　今度の沈ちん黙もくはさっきの沈黙と訳が違った。梓は閉じていた瞳を開け、手の中の魔ま法ほう瓶びんに視し線せんをぶつけた。ステンレスの曲面に自分の顔がぼんやりと映うつっていた。乏とぼしい月明かりでざらついた鏡面に映る姿すがたは、まるで幽ゆう霊れいみたいだった。


　長い時間を経へて、梓は景の方を振り向いた。頭の中は景の反はん応のうでいっぱいだった。冷たい瞳。その奥おくの怒いかり。屈くつ辱じよくに耐える口元。あるいは、決定的な拒きよ絶ぜつ。


　景は、首を傾かしげていた。


　話しかけたときから変化のない、怪け訝げんそうで困こん惑わくした、わからないことへの不ふ機き嫌げんさが混まじった無ぶ愛あい想そうな顔。


　梓も、当惑した。


「……景ちゃん？」


「…………」


「景ちゃん……まさか覚えてないの？」


「何を？」


「だから……昔わたしが景ちゃんのいじめを……」


　怖こわ々ごわと確認する梓に、景は「ああ」とぶっきらぼうに頷うなずいた。


「君が僕ぼくのいじめを意地悪そうに盗ぬすみ見てたことだろ。魔女みたいなイヒヒって笑い声まで覚えてるよ」


「イヒ？」


　絶ぜつ句くする。


　そんな馬ば鹿かな。いくらなんでも、イヒヒなんて笑った覚えはない。ない……と思うが、しかし考えてみれば、自分はいじめを看かん過かしていた過去さえ忘わすれていたのだ。


　いじめっ子は自分がいじめたことなど、すぐに忘れるが、いじめられた方は絶対に忘れないという。


　──ひょっとして……いやでも、イヒヒなんて……イヒヒ？　そんなまさか……ええっ!?


　梓は、絶望が二、羞しゆう恥ちが八といった赤面になった。


　景は一いつ切さい構かまわず、「しかし……」と不機嫌そうに答えた。


「それがなんでいまになって『ごめんなさい』なんだ？　君の言動に論ろん理り性せいを求める気はないけど、さすがに七年越ごしの謝しや罪ざいが今日このときというのは突とつ飛ぴに過ぎるな」


「だからそれは、わたしずっと忘れてて……女王に言われて初めて思い出したから……」


「女王に言われて？　それで過去の行いを謝あやまってるの？　いじめに目をつぶってたことを？」


「……うん」


　消え入るように首しゆ肯こうする。景は「けっ」と、らしからぬ悪あく態たいをついた。


「だったら早過ぎるな。それともこれからも、ある日突然思い出す度に、コーヒー持参で謝りに来るつもりなのかい？　それはむしろ迷めい惑わくだよ」


「え？　え？」


　完全に真っ白になった梓が、訳のわからないまま聞き返した。景は憤ふん然ぜんとした。


「だってそうだろ？　それとも何か？　君は、自分がしでかした悪事がそれだけだとでも思ってるのか？　そりゃいくらなんでも厚こう顔がん無む恥ちってもんだと思うよ。いじめを放っておくなんて、君が僕にした数々の仕打ちの中じゃあ、一番軽い方だ。そんなことをいちいち恨うらんでいたんじゃ、あの頃ころの僕は呪のろいの大家になってたさ」


「…………」


　梓は景の意い識しきが回かい復ふくして以来、幾いく度ども幾度も頭の中で謝罪を繰くり返していた。たぶん百回ではきかない。その中の最も悲ひ惨さんで救いがない展てん開かいでも、いま目の前で進行する現げん実じつには及およばないだろう。


　景はさらに容よう赦しやなく続ける。


「第一ね。君はそうやって悲ひ愴そう感かんたっぷりに語るけど、実じつ際さいの所、当時の君は、そりゃあ驚おどろくほど図太かったぜ？　いじめを見過ごすってよりは、けしかける勢いきおいだった。いまでもはっきりと覚えてる。追い回される僕を見ながら、君はソフトクリーム片かた手てにのたまったもんさ。『ああもう、情なさけないわねえ、景ちゃん。どうしてそこで右に逃にげるの？　敵てきを殴なぐるのを怖こわがってちゃ話にならないでしょ。嚙かみ付きなさい。歯で』ってね。正直殺意を覚えたよ」


「…………」


　絶望二、羞恥八という割合はそのままに、感情の総そう量りようだけが爆ばく発はつ的てきに増ぞう加かした。もはやパニックだ。人じん格かくが崩ほう壊かいしそうなショックを受けて、梓は石と化していた。


　景がずずずと音を立ててカフェオレをすすった。


　完全に本来の皮肉に満ちた口調を取り戻もどした言い草で、


「まあ昔のことだしね。謝るっていうんなら聞いてあげよう。でも許してくれって言う気なら話は別だ。魔法瓶のコーヒーじゃ割わりに合わない。もっと誠せい意いを見せて欲ほしい」


　そう言い終えると、景はカフェオレを飲み干ほし、空になったキャップを突きだしてお代わりを要求した。


　梓の予想した通り、もはや、あの懐なつかしい世界は完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいされていた。粉こな微み塵じんだ。


「……うそだあ」


　と梓は半分涙なみだ声ごえになって情けない声をもらした。


「景ちゃんのうそつきぃ。わたしそんなの言った覚えないぃ」


「情けない声出さないでくれよ。まあ信じたくないなら信じなくていいさ。過去の真相も過去の思い出も、すべては君のものだ。僕は干かん渉しようしない」


「何よ、それぇ。人の気も知らないで……わたしは真ま面じ目めに……ほんとにほんとに真しん剣けんになって謝りに来たのよ？　それが、何、それ？　その言い方？　そんなのあんまりじゃないっ？」


「なんだよ。謝りに来たんなら、怒おこらないでくれよ。いいよ、わかった。その、君が僕のいじめを看過した点に関してなら、謝罪を受け入れ、過去の非ひを許すことにするよ。そんな大おお騒さわぎすることじゃない。それよりコーヒーお代わり。魔法瓶抱え込んでないで、注いでくれない？」


　相も変わらぬ無愛想な面つらで言う。なんて小こ憎にくたらしい面であることか。


　ついに沸ふつ点てんを超こえた梓が、顔中を真っ赤に染そめて立ち上がった。調子に乗った仕草でキャップを突き出していた景が、思わず腕うでを引っ込めた。


　涙のにじむ目で景をにらみつけ、くるりと背せ中なかを向ける。


　そのまま、天てん井じようから下りる階かい段だんに向かうかと思われたが、そうはならなかった。梓は立ち尽くしたまま、背中を小こ刻きざみに震ふるわせていた。激はげしい葛かつ藤とうの音が、本当に聞こえてきそうなほどだ。景は声をかけるのが正せい解かいか否いなか、胸むねの中で迷まよっていた。


　結局、梓は肩を落として向き直った。様子をうかがっていた景の両腕が、七年前の経けい験けん則そくによって反はん射しや的てきにガードを上げる。梓はすとんと同じ場所に腰こしを下ろした。景の手からキャップを奪うばい取り、一言も喋しやべらないままカフェオレを注いだ。


　梓の差し出すカフェオレを、景が「どうも……」と頭を下げて受け取る。そして、横目でちらちらと梓の様子をうかがいながら、ずず、とカフェオレに口をつけ、その熱さに舌したを焼いた。


　またも、二人の間から会話が消えた。今度は、落ち着きがないのは景の方で、梓は鉄の沈ちん黙もくを保たもっている。


「……梓ちゃん？」


　と景。


　梓はじろりと目を向けた。景は顔が強こわ張ばりそうになるのを必死に堪こらえた。


「……ごめんなさい」


　と梓が三度謝る。一度目とも二度目とも比ひ較かくにならない迫はく力りよくに満ちた謝罪だ。


　景は一も二もなく、


「どういたしまして……」


　梓は景の返事を聞くと、またしても黙だまり込んだ。それから魔ま法ほう瓶びんをコンクリートの上に置き、今度は立ち止まることなく屋根を下りた。


　出入り口まで回り込む梓を、景は静かに目で追った。梓はドアに手をかけると、ようやく上を向いて景と顔を合わせた。


「風か邪ぜ……引かないようにね」


「……ああ」


　そのやり取りを最後に、梓はドアをくぐってビルに入る。


　──ま、いっか……


　最後の微び笑しようは見られないようにして、梓は階段を下りていった。


　だから梓は見なかった。


　梓が去ったあと、景が「ふう」とため息をついたことを。彼が、慣なれない噓うそのせいで噴ふき出た冷や汗あせを、人知れずぬぐったことを。
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　ない。どこにもない。


　坂田啓介は獣けものじみた唸うなり声をもらして、焦しよう燥そうに身を焦こがした。気が付いたのは今日の昼前。以来、他のことは何一つ考えられなくなった。一時も足を止めることなく、町中を探さがし歩いていた。歩く、というよりは足を引きずる有様だ。


　不安と恐きよう怖ふに急せき立てられ、全力で駆かけ回っていられた間はよかった。走る体力が失うせたいまでは、行き場のない焦燥感は身体からだを内側から焼き、胃や肺はいや心しん臓ぞうをジリジリと焙あぶっていた。


　探し物は鞄かばんだった。


　辞じ書しよ一冊さつが入る大きさの、ノーブランドのボストンバッグ。黒こつ褐かつ色しよくの鰐わに皮がわ製せいで、底には油ゆ性せいマジックで「13」と殴なぐり書きされている。デザインがいいわけでも、使い勝手がいいわけでもない。ただの安物の鞄。問題は中身だ。鞄の荷は、いまとなっては金に換かえるのも難むずかしいほど暴ぼう落らくが激はげしい代しろ物ものだった。だが、放置するわけにはいかない。もしも誰だれかに見つかれば、あれは警けい察さつの手に渡わたる。それだけは避さけたい。避けなければ、彼は破は滅めつだ。警察から逃にげ切れようとも、あのバジリスクという女からは、絶ぜつ対たいに逃げられないだろう。


　啓介は朦もう朧ろうとしながら歩き続けた。


　瞳ひとみは虚うつろで焦点を合わせるにも一苦労だ。ついちょっと前までびっしりと浮うかんでいた脂あぶら汗あせすらも、もう乾かわいたのか感じることができない。半開きにした口から唾だ液えきが垂たれてあごを汚よごしている。激しい頭ず痛つうは山を越こえ、いまではどこか壊こわれてしまったのではないかと思うぐらい、思考がまとまらなかった。聞こえていた足音は消えている。それだけがせめてもの慰なぐさめだ。あの小さな足音を聞いていると、すぐにも気が狂くるいそうになる。思い出しただけでも吐はきそうだった。


　この仕事を請うけたときは、なんてうまい話だと思っていた。市内で起こった大混こん乱らんのあと、先の見えなかった今後に、思いがけず見通しがついた。それも最高の見通しが。そう思っていた。事実、最初は順調だったのだ。


　それが、こんな……


　またしても内ない臓ぞうが痙けい攣れんし、胃い液えきがのど元までせり上がってきた。啓介は身を折り、唾つばを吐いた。両手を膝ひざに当てていたが、結局保もたずに崩くずれ落ちた。


　アスファルトに両腕を突く。身体を大きく伸しん縮しゆくさせて、体内に空気を取り込む。身体も心も食事を取れるような状じよう態たいにない。せめて呼こ吸きゆうだけでもして、身体に溜たまった嫌いやな物を、外気の新しん鮮せんなそれと取り替かえたかった。


　あの《ドア》だ。


　あれが現あらわれるようになってから、世の中が狂い出した。


　やり過ぎたのだろうか？　確かに、これまでの自分は、セルネットの細さい胞ぼうだという卓也にたかり、わずかばかりの楽しみに目の色を変えるちんぴらユーザーだった。それが、有り余あまる量を得て──しかも捌さばき切れない分は自由に使っていいと言われて、調子に乗り過ぎたのかもしれない。この三日間でキメた量は、確かに常じよう軌きを逸いつしていた。急性中毒になってもおかしくはない。


　急性中毒？


　いや、違う。違うだろ。しっかりしろよ。あれはそんな当たり前のこととは全然違う。


　その証しよう拠こに、俺おれは何をした？


　昨日──いや、もう一昨日か？　時間もはっきりしない。しかし、何をしたかははっきり覚えている。トリップして見た幻げん覚かくなんかではない。噂うわさに聞くだけで興きよう味みも持たなかったが、たぶん間違いないだろう。あれは……あれが、悪あく魔まなのだ。


「……クッ」


　啓介の顔が暗い喜びに歪ゆがんだ。


　ざまあみやがれだ。あいつら前から気にくわなかった。一昨日の晩ばんだって、そうだ。先に手を出したのはあいつらだった。いきなり絡からんできて、鞄の中身を知ると奪うばい取ろうとした。三対一の上、抵てい抗こうするとナイフまで出した。悪いのは連中だ。ボコボコにしてやった。あの弱々しい悲鳴。恐きよう怖ふの形相。スカッとする。いい気味だ。


　だが──


　再ふたたび啓介は強い焦燥と恐怖に焼かれた。


　このままでは、次に同じ目に遭あうのは自分の方だ。冗じよう談だんではない。真っ平だ。


　思い出せ、と啓介は自分に命じた。あのときはまだ鞄を持っていた。だが、その後の記き憶おくはあいまいだ。トリップしていたし、興こう奮ふんもしていた。正直、恐怖もあった。何しろ、辺りは廃はい墟きよと化しており、それをしでかしたのは自分だったのだ。


　頭の中がぐちゃぐちゃのまま町を徘はい徊かいした。途と中ちゆう誰だれかと喋しやべった気がするが定かでない。トリップして見た幻覚が、記憶と混じり合っている。それでも懸けん命めいに思い出そうとすると、相手は兄だったように思えた。兄の声を聞いた気がする。


　会話の内ない容ようは全く覚えていなかった。興奮し、混乱したまま、自分は兄になんと言ったのだろう。助けを求めたのか？　馬ば鹿かな。あんな弱っちい奴やつ。親や先公にゴマをするしか能のうのないような奴にいったい何ができるっていうんだ？　しかし……


　しかし、これまでずっと、何かあったとき相談できる相手は、兄しかいなかった。


　あのとき兄は何を言っていたか？　駄だ目めだ。思い出せない。一方的に喋っていた記憶しかない。そもそも、声しか思い出せないのだ。会ったわけではない……電話だ。そうだ。電話した。たまたま見つけた電話ボックスから……あれはどこだ？　あのとき鞄は持っていたか？


　思い出せない。頭の中が何かに喰くわれていくようで、少し前のことでさえ、思い出すことができない。


　啓介はのろのろと立ち上がった。


　とにかく探すんだ。そう、啓介は自らに言い聞かせた。


　辺りを見回す。ここはどこだろう。治まっていた頭痛がぶり返してきた。たまらずに、ポケットに残っていたカプセルをのんだ。頭痛はマシになった。代わりに、幻覚がフラッシュバックのように現れては消えた。ノイズが耳元で鳴っている。


　背はい後ごで足音がした。小さな足音。幼い少女の足音。くそっ。まただ。また俺のあとをつけて来やがる。涼すずしい顔しやがって。だが、追い払はらう手間が惜おしい。啓介はよろめきながら歩き始めた。


　足を引きずって歩いた。自分がいる場所もわからないまま、闇やみ雲くもにうろついた。もう時間がない。なんとしても……なんとかして……


　ああくそっ。それにしても、なんて鬱うつ陶とうしいガキなんだ！
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　町は大おお晦日みそかの賑にぎわいに沸わいていたが、その一角だけは例外だった。


　駅の北側にある商店街の外れ。狭せま苦くるしい電器店やイラストＴシャツの並ならぶ洋服屋があり、電話会社の店てん舗ぽや奥おくまった書店が並んでいる通りがある。路上駐ちゆう車しやした自転車や、風ふう俗ぞく店てん、不動産の看かん板ばんが、道を半分塞ふさぐほど溢あふれている通りだ。その通りを突つき当たりまで進むと、少し開けた場所に出て、目の前を車道が横切っている。


　その左手。車道の上に電車の高こう架か線せんが渡わたっていた。現場はその高架下だ。


　テープで遮さえぎられた空間は、爆ばく弾だんが爆発したような有様を晒さらしていた。高架下の壁かべが、ビル解かい体たいに使う鉄球を打ち付けたようにへこんでいる。地面もひび割われ、舗ほ装そうの下から赤茶けた土が見えていた。車道と歩道を区切るガードレールなど、四歳さい児じの手で結ばれたリボンのようだ。


　もともと人通りの少ない辺りであるため、立ち止まる人間も少ない。しかも、最近この手の事じ件けんが珍めずらしくないため、一いつ瞬しゆん立ち止まった人間も、またか、と顔をしかめて通り過すぎていくだけだった。


　例外は、景けいぐらいだ。


　景は借り物のダウンコートを着て、襟えり元もとを首まで締しめていた。髪かみにもきちんと櫛くしを通し、肩かたからはナイロン製せいのトートバッグを提さげている。地味な形なりは冬休み中も塾じゆくや予よ備び校こうに通う受験生を装よそおったものだ。あまり人目に付きたくないので遠とお巻まきに眺ながめているのだが、現場を見つめる表ひよう情じようは冷静で且かつ真しん剣けんだった。真冬の寒気に触ふれた眼鏡めがねのレンズが、鋭するどく澄すんで光っていた。


　この現場は二回目になる。ここで悪あく魔まが召しよう喚かんされたことは間ま違ちがいない。ただし、それはもう二日前のことだ。


　事件を引き起こしたのは──つまり、ここで悪魔を行使したのは、坂さか田た啓けい介すけというフリーターである。この人物は、水みず原はらの持つネットワークに引っかかった。さらに調ちよう査さしてみると、昨日甲か斐いが片かたづけた北きた原はら卓たく也やとも繫つながりがあることが判はん明めいした。


　北原卓也は、元々セルネットの細さい胞ぼうと目されていた人物だ。彼の周囲には彼が卸おろすカプセルを求めて人が集まり、彼を中心とするグループが形成されていた。坂田啓介もその中の一人だ。ところが、この数日で、グループ内の人間関係が崩ほう壊かいしたらしい。原げん因いんは啓介である。彼がグループ内の人間に、大量のカプセルをほとんどタダ同然の安あん価かでばらまいたのだ。そのためカプセル目当てで北原卓也を持ち上げていた人間が離り散さんした。のみならず、各々が知り合いにカプセルを回しだし、売人の真ま似ね事ごとをするようになった。彼らが捌さばいた相手は、ほぼ全員がカプセルに触れたことのない素人しろうとだった。取り引きも計画的とは言い難がたく、すでに警けい察さつによって押さえられた人間もいる。


　執行細胞フアースト・セル台頭後に見られる、典型的なパターンだった。どうやら坂田啓介は『当たり』らしかった。


　ところが、いざ啓介に迫せまろうかというときに、この事件が起きた。


　この事件のあとの足取りは、いま現在もつかめていない。啓介が、医者である兄に電話をしたことは水原と梓あずさが突き止めたのだが、そんな情報だけでは跡あとを追うことも難むずかしい。結局は虱しらみ潰つぶしに探し回るしか手はないのだ。


　──さて……


　どこから始めるべきか見当も付かないが、情なさけないことに、いまある手がかりはこれだけだ。景は微かすかに──本当にわずかだけ残ざん留りゆうする悪魔の気配を頼たよって、啓介の足取りを辿たどり始めた。しかし、追跡は初っぱなから難なん航こうした。啓介の悪魔は大して強い気配を発する悪魔ではない。初めて悪魔召喚に成功した場所だから、事件現場には強く痕こん跡せきが残っているが、そのあとを辿るのは非ひ常じように困こん難なんだった。道に落ちている蜘く蛛もの糸を手で手た繰ぐっていくようなものだ。それでも景は、あるかなきかの微び弱じやくな気配を、勘かんを頼りに辿り始めた。


　通行止めになった高架下を回り込み、反対側からゆっくりと歩を進める。水原ら情じよう報ほう担たん当とうチームが調べ上げた坂田啓介という男の人物像。彼が置かれていたシチュエーション。事件当夜のシーンを想そう像ぞうし、啓介の行動を推すい測そくしながら、少しずつ、だが徹てつ底てい的てきに周辺地ち域いきを調べていく。水原などが揶や揄ゆする通り、地味で目立たないという彼の特性は、この手の調査には打って付けだった。


　同じ道を幾いく度ども行き来しながら、景は敵てきのことを考えた。


　執行細胞フアースト・セルは明らかに自分たちを意い識しきして動いている。IXＣナイン・シーにせよウィザードや海うみ野の千ち絵えの存そん在ざいを無む視しすることはなかったが、その態度は大きく異ことなっていた。例えば、IXＣナイン・シーは自分たちを警けい戒かいこそしていたが、崩ほう壊かいの寸すん前ぜんまで脅きよう威いと見てはいなかった。組そ織しきの頂ちよう点てんに位置する者が、己おのれの支し配はいに翳かげりを射さしかねないマイナス因いん子しとして注意を払っていたに過ぎない。優ゆう位いに立つ人間が、劣れつ位いにいる人間の反抗を押さえ込もうとしていたのだ。


　対して、執行細胞フアースト・セルのバールとベリアルは、自分たちを対等な、打倒すべき敵と見なしている節があった。そこには、大組織を統すべているという優位性への自覚はあっても、優越感や油断は微み塵じんも見られない。組織力という武ぶ器きを最大限に発はつ揮きしつつ、万全の体たい制せいで自分たちの攻こう勢せいを躱かわしている。そもそも彼らは、現状より遥はるかに過か酷こくだったカプセルユーザーの争そう乱らん期きを勝ち抜ぬき、アンダーグラウンドの支配権を確立したセルネット創そう始し者しやなのだ。しかも現在、彼らの周到さは、警察相手ではなく、自分たちを相手に想定されている。


　実に、厄やつ介かいだった。


　──おそらく、こちらのことも相当リサーチされているはずだ。


　あるいは、これまでの自分たちとは異なるアプローチが必要かもしれない。だが、具体的にどういう方法が有ゆう効こうかとなれば、景には考えつくことができなかった。


　そして、厄介といえば……


　交差点に差し掛かかったとき、景は全く自然な態たい度どで足を止めた。右に折れながら、ちらっと背はい後ごの道に視し線せんを投げる。


　確かく認にんされたことにもまるで気付かないまま、こちらを見失わないよう懸けん命めいに追い縋すがる赤い頭が見えた。制服の上に紺こん色いろのピーコートという、変へん装そうもクソもない普ふ段だん着ぎそのままの格かつ好こうだ。


　もちろん、久美子だった。


「…………」


　このまま撒まくか？　景はそう考え、そうしようと思った。あの少女は妙みように梓と仲がいいが、景は三人の中学生の中でも最も苦手としていた。こちらが返事をせずとも平気な顔で喋しやべり続けるし、露ろ骨こつに迷めい惑わくな態度で距きよ離りを空けても気にすることなくついてくる。景が他者を遠ざけるために取っている手法というのは、いわばはったりである。「場の空気」とでもいうものを操あやつって、相手に心理的な圧あつ力りよくを加えるやり方だ。従したがって、その場の雰ふん囲い気き、暗あん黙もくの了りよう解かいを察することのできない人間には通用しない。久美子がそれだった。


　しかし彼女は、この周辺に放り出すには、色々な意味で危あぶなっかしい存在だった。自分たちが置かれている立場に対する理り解かいが薄うすいので、セルネットの残ざん党とうはもちろん、警察にも、単なる不良にもあまり警けい戒かい心しんがない。しかも好こう奇き心だけは人一倍だというのだから、根っからのトラブルメーカーだ。彼女がトラブルに巻まき込こまれることがあれば、それは自分たちにも波は及きゆうするだろう。これ以上のトラブルを抱かかえるのは、絶ぜつ対たいに御ご免めん被こうむりたい。


　景は苦虫を嚙かみ潰つぶした顔で、仕方なく方ほう針しんを変えた。


　次の角を回ったとき、目立たない動きで手近なドラッグストアに入った。商品を冷やかしつつ、曲がり角から久美子が現れるのを待つ。


　三拍ぱく置いて久美子が現れた。まず角で止まり、通りの先を見る。それから目標が見つからないことに気づき、慌あわてて周囲に顔を向けた。「あれ？　あれ？」というつぶやきが、店内にまで聞こえてくる。


　景は何喰くわぬ顔で、おろおろする久美子を眺ながめていた。この辺りは狭せまく曲がった道が複ふく雑ざつに交差している。土地勘のない者には迷めい路ろのようなものだ。人通りもあり、一度目標を見失えば、再ふたたび発見できる可か能のう性せいは低かった。


　このまま諦あきらめて帰ってくれるなら、それに越こしたことはない。なお景を捜さがそうとこの場に留とどまるなら、様子を見て引き返すよう警告すればいいだろう。


　景を見失った久美子は、両りよう腕うでを下に伸のばして拳こぶしを握にぎり、むーっ、と膨ふくれっ面つらを見せていた。あまりに悔くやしそうなので、見ていて底意地の悪い笑えみが浮うかんでくる。彼女は角に立ったまま、伸ばした両腕を揺ゆらして、しばらく迷まよっていた。だが、そう長く待つこともなく、諦めた表情でぶらぶらと歩き始めた。


　──余よ計けいな手間は省はぶけたか。


　景は、ふっと微笑して手に持っていた商品を棚たなに戻もどした。


　腕時計で時間を確かく認にんする。午後二時。今日は朝にカラオケボックスを出てから何も口にしていない。どこかで軽く食事を取ってから、再び捜そう索さくに戻るとしよう。


　さて、と顔を上げた景だったが、店の外にまだ久美子がいたので、慌てて顔を伏ふせた。彼女は反対方向を向いていた。一度は来た道を引き返そうとしたらしい。ところが、そのまま足を止めて、何かにじっと見入っている様子だった。


　景は見つからないよう、そろりと棚たなの間から久美子の後ろ姿すがたを眺ながめた。


　久美子の視線の先にはスーパーがあった。商店街の角にある、昔ながらのスーパーマーケットだ。久美子がじっと見ているのは、その店頭にある焼き鳥のコーナーだった。店の入り口の隣となりに屋台が組まれ、そこで焼き鳥が焼かれているのだ。


　いま、屋台には店員がいなかった。席を外している。網あみの上には焼き鳥はなかったが、その手前の台に焼き終えた焼き鳥がパックに入って輪ゴムで止められていた。久美子は、そのパックをじっと見つめているのである。


　──おいおい、まさか……


　嫌いやな予感がして景はマジマジと久美子を注視した。その視線の先で、久美子はわざとらしく頭の後ろに腕を組み、右と左を交こう互ごに確認した。いかにも怪あやしい仕草だが、わざわざ注目する物好きはいない。誰だれも自分を気に留めていないと見た久美子は、そっぽを向いたままスーパーに近づいていった。屋台の手前でくるりと回転してもう一度目もく撃げき者しやの有う無むを確認し、焼き鳥の入ったパックに手が届とどく距きよ離りまで、さらに一歩接せつ近きんする。


　景は慌てふためいて店を出た。


　久美子がパックを手に取った瞬しゆん間かん、駆かけつけた景は、


「おいっ」


　と声をかけた。


　久美子は意味を成さない悲鳴を上げて、後ろ手にパックを隠かくした。


「うわあっ。何？　何よっ？　買うよ？　あたしはただ、これ買おうとしただけ──って、景ちんじゃんっ！　だああもう、おどかさないでよ、心しん臓ぞう止まるかと思ったあ！」


「心臓が止まるのはこっちの方だ。いいから来いっ」


　久美子の手からパックを取り上げて台に戻すと、景はそのまま彼女の手を引っ張ぱってスーパーを離れた。久美子が悲鳴を上げたせいで、通行人の何人かが二人を目で追っている。その好奇の視線が届かなくなるまで、景は黙々と久美子を連れ歩いた。


　──そういえば。


　梓が笑い話として教えてくれた、彼女と久美子の馴なれ初そめの話がある。久美子は最初、カプセルで意い識しきがない状じよう態たいの梓をカモと見て、金目の物を頂ちよう戴だいしようと近づいたのだ。手て癖くせの悪さは折り紙付きだった。


「……まったく！」


　ようやく人目がなくなったのは、商店街を抜け、駅に続く大通りに出た頃ころだった。手を引いたままさらに歩き、百ひやつ貨か店てん近くまで移い動どうする。


　百貨店の入り口前は幅はばの広い舗ほ道どうが整せい備びされ、銀色のモニュメントを噴ふん水すいが濡ぬらしていた。景はその側に並ぶベンチへと近づくと、そこに久美子を座すわらせた。


　一度呼こ吸きゆうを落ち着けて周囲に不ふ審しんな者がいないかを探さぐる。年末であるから百貨店に出入りする客は多い。しかし、ぞろぞろと列を成す客の流れには、カプセルと関かかわりを持つような人間は見当たらなかった。ひとまず安全は確かく保ほできたと見て、景は目ま蓋ぶたを閉とじ、肩から力を抜いた。


　息を吸すって、吐はく。


　目を開けると、久美子が全く悪びれたところのない瞳ひとみで景の顔を眺めていた。初めて積極的な所を見せた景の行動に、いたく興きよう味みを抱いているようだ。


「どしたの、景ちん？　何事？」


「……何事、とはこっちの台詞せりふだ」


　苦り切った渋じゆう面めんに怒いかりと呆あきれをブレンドさせて、景は久美子を見下ろした。


「どういうつもりだ？　君は確たしか外出を禁きんじられているはずだぞ。それがどうして僕ぼくを付け回し、あげくにスーパーの焼き鳥を万引きしようとした？」


　焼き鳥を万引き。なんと間の抜ぬけた詰きつ問もんだろう。まるで中学生の生活指し導どうだ、と舌した打うちしつつ、景は尖とがった声で言った。
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　久美子は目を丸くした。


「えーっ、あたしの尾び行こう、バレてたのぉ？　ちぇーっ。だったら、もっと早く声かけてよねぇ」


「威い張ばるな」


　開き直るどころか、そもそも反省の素そ振ぶりすら見せない。景は眉み間けんに深いしわを刻きざんで久美子に額ひたいを合わせた。


「さあ、質しつ問もんに答えてもらおうか。なぜ言いつけを破やぶって外出している？　なぜ僕のあとを尾行した？　なぜ万引きをしようとした？」


「……えーと」


　回りくどい言い方を止めて単刀直入に切り込むと、元々分ぶの悪い久美子は視線を泳がせて言い淀よどんだ。もっとも、それとて数秒のことだ。


「あのね。言いつけ破ったってのは、退たい屈くつだったからなのよ。だってあたし、カラオケにいてもすることないじゃん？　景ちんをつけてたのは、なんか面おも白しろそうだったからでえ。焼き鳥パクろうとしたのは、ちょうどパクれそうだったから」


　そう説明して、にへへと笑う。笑って誤ご魔ま化かそうという意図が手に取るようにわかる。


「……君はパクれそうと思ったら、それだけでなんでもパクるのか？」


「え？　だって、パクれそうにないモンは、パクれないじゃん？」


「成せい否ひの確かく率りつを聞いてるんじゃない。動機の正否を聞いてるんだ」


　思わず疑ぎ問もんをぶつけた景に、久美子は渋しぶ柿がきをしゃぶるような顔をした。


「景ちんさあ。言うことがむつかしーんだよ。いつも」


「景ちんはよせ」


「なんで？　いいじゃん。梓ちんとお揃そろいだよ？」


「いいからよせ」


「あー、照れてるんだあー。景ちん、カッワイー」


「…………」


　久美子が口を皿のようにして、ひひひと下げ卑びた笑みを浮かべる。景は意識するまでもなくマシンのように表情を消した。これ以上話していても埒らちがあかない。そう早々と断じた景は、彼女を無視して携けい帯たいを取り出した。水原を呼び出し、子守りを押しつけようと考えたのだ。


　しかし、思いとどまった。よくよく考えてみれば、いま水原は忙いそがしい。もちろん景にもすることはあるが、現時点でどちらの時間がより貴き重ちようかと問えば、間違いなく水原の時間だ。猫ねこに鈴すずを付ける暇ひまはない。赤毛の性しよう悪わる猫を相手するのは、景自身が行うべきだろう。


「いいだろう。質問は取り下げる。いまからカラオケに戻れ。そして大人しくじっとしていろ」


「えー」


「えー、じゃない。僕も一いつ緒しよに行く。そら、立て」


「なんだ。景ちんも帰るんだ。だったら、ちょっとどっか寄ってかない？　デートしよ、デート。梓ちんには内ない緒しよにしといてあげるから」


「立、て」


　ぐずつく久美子を無理矢理立たせ、景はカラオケに向かって歩き出した。久美子は拗すねた態度で文もん句くを言ったが、結局は景のあとに続いた。


　ダッフルコートを着てトートバッグを提さげ、正面を見たまま黙って歩く受験生風の景。そのあとに、つまらなそうにつま先で地面を蹴けりながらついていく、遊び人らしい化け粧しようをした赤毛の久美子。二人は傍はた目めにもちょっと面おも白しろそうな組み合わせであった。久美子はともかく、景はそのことを自覚しているので、ついつい足が速くなり、久美子は時々駆け足にならなければいけなかった。


「ちょっと景ちん。そんな急がないでよ」


「景ちんはよせ」


「ねー。どっか寄ってこうよぉ。あたしお腹なか減へったしぃ」


「カラオケボックスにも食べ物はある」


「あーもーつまんなーい。そういうのじゃなくて、ちょっとだけ遊ぼうって言ってんの。わかんないのぉ？」


「わかる。が、駄だ目めだ」


「もーっ。景ちんって結けつ構こう退たい屈くつな奴やつぅ～」


「景ちんはよせ」


　景は振り向きもせずに久美子の繰くり言に受け答えしていた。さすがに、適てき当とうにあしらわれているとわかるのだろう。久美子はムキになって「もーっ！」と地じ団だん駄だを踏ふんだ。


「梓ちんが言ってたのと全然違うしぃ。景ちん、梓ちんと一緒のときもそんななの？　昨日だってさ。なんか梓ちんのこと怒おこらせたでしょっ。ちょっと態たい度ど変だったもん」


「人の事情にくちばしを突つっ込こむな」


「なーによ、それ。えっらそー。梓ちんのこと好きなくせにさ。子こ供どもみたーい」


　小学生がする口くち喧げん嘩か並なみの売り言葉だったが、景は迂う闊かつにも一瞬歩調を乱みだしてしまった。普ふ段だんは歩くぐうたらと呼よばれる久美子だったが、その瞬間は見過ごさなかった。


「ほらほら、やっぱ意い識しきしてんじゃん！　だいたいさあ。好きな子に意地悪するなんて、ガキもいーとこじゃない？　やっぱ、千絵スケが言うとおりだな～。こりゃ、早いとこ梓ちんに教育してもらわないと、みんな大変だわ～」


「…………」


「あ、何こいつ。シカトする気ぃ～!?　梓ちん、可か哀わい想そうじゃんっ。オトコでしょぉ？　好きなら好きって、はっきり言えばどうなのよっ」


「…………」


　もはや返事をすることも放ほう棄きして、景は無視を決め込んだ。もとより、出たとこ勝負一本の家出中学生が、歴戦の古兵ウィザードを相手に心理戦でポイントを取れるわけがないのである。先ほど足の動きが狂くるったのは、万に一つの金星だったのだ。景は、久美子が苦心して繰り出す、彼女の年代としてはなかなかえげつない言葉の銃じゆう弾だんを、豆まめ鉄でつ砲ぽうのように平然と弾はじき返していた。久美子はどんどん機き嫌げんを損そこねていったが、とうとう口を尖とがらせて無口になった。


　ようやく大人しくなったか、と景は思った。


　思った直後に不意打ちが来た。


「……『あなたを護まもらせてください』」


　今度の一発はミサイル弾だった。


　景が目をむいて振り返ると、頭の後ろで手を組んだ久美子が、フッと口元をいい感じに歪ゆがめていた。


「見ちゃったもんねー。あたし、探たん偵ていとしては千絵スケよりか有ゆう能のうかもー」


　満面の笑み。景は瞳だけで天を仰あおいだ。


「……いつだ？」


「景ちんが復ふつ活かつした日。ちなみに、梓ちんも一緒だったかんね。……と、さて。ここはひとつ、どっかお店に入って美お味いしい物でも食べながら、じっくり話しましょうか。ね、景ちん？」


　勝ち誇ほこった顔で久美子は胸むねを反そらした。が、景はあえなく、


「駄目だ。いいから来い」


　と、再ふたたび一人で先に進み始めた。取ったと思った鬼おにの首をあっさり投げ捨すてられた久美子は、肩すかしを食らったように狼狽うろたえた。


「え？　ちょ、ちょっと？　そのリアクションは違ちがうっしょ？　景ちん？」


　勝者のポーズを捨てて、慌あわてて景の後ろに続く。


「何よ。詳しよう細さいを聞きたくないのぉ？」


「興きよう味みはない」


「うそぉー。梓ちんのこと気にならないわけぇ？」


「いまはな」


　押おし殺した声で答えると、久美子は少し表ひよう情じようを改めた。本気で言っているとわかったのだ。


　二人は再び前と後ろに並んで歩き始めた。景は、それまで通り感情を押し殺したまま、変化のないスピードで進む。一方久美子は、景の気を引こうとあれこれ投げつけた言葉を引っ込め、機嫌をうかがうように上うわ目め遣づかいに彼の背せ中なかを見ていた。


「……景ちん？」


「…………」


「ひょっとして、怒ってる？」


「……別に」


　否定の返事にも久美子が安心する気配はなかった。そのまま無言になり、今度の沈ちん黙もくはさっきよりもずっと長く続いた。


　ついて来ているのは足音でわかる。それでも景は少し気になって後ろを振り返ってみた。


　久美子はついて来ていた。しかし、冗じよう談だんめかす雰囲気が失うせ、落ち込んだ顔でうつむいている。


　無む神しん経けいなことをしたかもしれないが、謝あやまらなければいけないことはしていない。だから、ごめんなさいとは言わない。そんな意地を張った感情が、顔に書いてあった。


　景が肩で息を吐く。泣く子には勝てない。


「……君は予よ備び校こうの事じ件けんで、バールとベリアルに会ってるんだったな？」


「……え？」


「どう思った？」


「どうって……」


　突とつ然ぜん話しかけられた久美子は、びっくりして顔を上げた。戸と惑まどいながら、


「よくわかんないよ……まあ、ちょっと面おも白しろい奴やつらだなあ、って……」


「うん。まあそんなところだろうな。実じつ際さい、個人的につき合うなら、僕なんかよりずっといい人間かもしれない。だがね。彼らは僕たちの敵てきなんだ。それも強敵だ」


　景は一いつ旦たん足を止めて久美子が追いつくのを待った。久美子が多少の当とう惑わくを残したまま隣となりに並ぶ。二人は肩を並べると、足並みを揃えて歩き出した。


「海野さんはいま、必死になってるだろ？　僕だってそうだ。みんなそうなんだ。僕らは、このまま事じ態たいが進行すれば大変なことになると知っている。それは、市内にカプセルが溢あふれて、犯はん罪ざいが増ぞう加かして、中毒者が続出するから大変だってことじゃないんだ。まあ、海野さんにとっては、それも重大なことかもしれないけどな。でも、僕らがみんな、こんなに必死になってるのは、もっと個人的な危き機きが迫せまっているからだよ」


　景は少し背中を丸めた格かつ好こうで、地面に向かって低く喋しやべった。並んで歩く久美子は景の横顔に目を注いで、彼の唇くちびるが紡つむぐ言葉を、一ひと言こと一ひと言こと逃のがさないように耳をそばだてていた。


　景は続ける。


「僕にとって、彼らのやろうとしていることは、自分の過あやまちを掘ほり返すことだ。水原にとっても同様。甲斐にしてもＤＤを抱える立場だから市内の混こん乱らんは直接仲間の危き険けんに繫つながる。皆みな見みさんも敵の一人に目を付けられてるらしいから、彼らが支し配はい権けんを強めるほど、身の危険は増大するだろう。もちろん、梓ちゃんもね。僕たちは、葛くず根ね市しのアンダーグラウンドを守るためとか、マーケットの秩ちつ序じよを取り戻もどすために必死になってるんじゃない。自分自身の安全や目的のために、必死になってるんだ。放っておけば大切なものが失われるとわかっているから、戦っているんだ。真しん剣けんに」


　それは、話している景自身も驚おどろくほど、誠せい実じつで率そつ直ちよくな自分の内実だった。ひょっとして自分は誰だれかに話したがっていたのかもしれない──と、そんなことまで思ってしまうほど、言葉は自然に胸の中から流れてきた。


「あの書き置きは僕の本心だよ」


　と景は優やさしい目つきで言った。


「僕は彼女を護まもりたい。心から護りたいと思ってる。だからいまは、それ以外のことは考えないようにしているんだ。さっき、彼女のことが気にならないって言ったのは、そういうことなのさ」


　──ま、半分は逃げてるのかもしれないけどね。


　そう、景は胸の中で付け加えた。


　昨日の晩ばん。梓と交かわした会話のことが思い出された。


　もちろん景は知っていた。梓が自分に対する深い罪ざい悪あく感かんを抱えていることを。


　彼女が女王と交わした会話は、景の記き憶おくには残っていない。そんなものがなくとも、彼女の胸の内を察することなど、景には容易たやすいことだった。だから、彼女の抱える罪つみの意い識しきを少しでも軽くするために、わざとあんな軽口を叩たたいたのだ。


　七年前のあの頃ころ、景は梓が陰かげでしていることに気付いていた。初めて知ったときの衝しよう撃げきは極きわめてシリアスなもので、それは昨日の馬ば鹿か話ばなしなどとはかけ離はなれた問題だった。景にとっても、また気付かれたと察した梓にとっても、それまでの関係を崩くずしかねない深しん刻こくな瞬しゆん間かんだったのだ。


　あのときも、景が選んだのは逃とう避ひだった。


　梓がいじめを見て見ぬ振りをするように、景もまた、梓の行こう為いを見て見ぬ振りをした。


　受け入れようと思った。


　梓が喜んでいじめを看かん過かしているのではないと、景ははっきり悟さとっていた。罪悪感に震ふるえながら目を逸そらしていることを、誰よりも理り解かいしていた。そうまでしてでも二人の関係を失いたくなかったのだと、よく、わかっていた。


　なら、それに応こたえることぐらい、あの頃の景にはなんでもないことだった。


　理由など問題ではない。自分は梓に助けられていた。いじめっ子から守ってもらったというだけではなく、もっと大きく広い意味で、自分は梓に助けられていた。だから、梓が自分がいじめられることを必要としているのなら、その罪深い望みを、進んで甘かん受じゆした。


　互いの胸の内を、伝えることなく。


　梓はあの頃のことを、どんな風に記憶しているのだろうか？


　──……感かん傷しようだな。


　景は目を閉とじて頭を振ふった。


　思い出を美化してしまうのは、梓に限かぎったことではない。そもそも十歳さいやそこらの子こ供どもに、そんな複ふく雑ざつで論ろん理り的てきな感情を抱いだく下地があったかも怪あやしいものだ。当時の自分たちは、もっと感覚的に生きていた。嫌いやなことがあれば泣いたし、嬉うれしいことがあれば笑っていた。犬や猫ねこに毛が生えた程てい度どの精せい神しんで、毎日を戦いながら、二人で生きていただけなのだ。


　──第一……


　と景は微び苦く笑しようした。


　昨日話した過去のエピソードは、全部が全部作り話ではない。あの頃の梓は、まさに、女王様だったのだから。


「……景ちん」


　話し終えたあとの沈黙を経へて、久美子が重たい口を開けた。


「ごめん」


　景は頰ほおを緩ゆるめたまま、何も答えなかった。代わりに、隣の久美子に指を伸のばして、彼女の赤い前まえ髪がみをそっと撫なで上げた。


　久美子は嬉うれしそうに笑った。昔の自分たちも、こんな風に笑っていたのだ。きっと。


「一つだけ質しつ問もんがある」


「ん？　何？」


「さっきの件けんだが……他の連中は知ってるのか？」


「さっきの件って？」


「……離はなれの……」


　そっぽを向いて、ぼそっと尋たずねる。久美子は破は顔がんして、


「だーいじょーぶっ。内ない緒しよにしといてあげるっ！」


「……助かる」


「エヘヘ」


　久美子は身体からだを揺ゆすると、ぴょんぴょん飛び跳はねながらステップを踏ふんだ。本当に子供みたいだ。だが、自分だっていうほど大人じゃない。所しよ詮せんは五十歩百歩。真まっ直すぐな方向を向いている分、久美子の方がいくらか上等なぐらいだった。


　ともあれ、久美子は一度梓たちの元に届とどけた方がいいだろう。景は跳ね回る久美子に、「行くぞ」と声をかけて先に進んだ。


　ところが、後ろについてくる気配がない。


　景はどうしたのかと振り返った。すると、さっきまで飛び回っていた久美子が、動きを止めてあらぬ方を見ている。


　二人がいるのは百ひやつ貨か店てん沿ぞいに曲がる舗ほ道どう。百貨店と連れん絡らく橋きようで結ばれたビル型の立体駐ちゆう車しや場じようがある辺りだった。舗道の中央に街がい路ろ樹じゆと街灯が点在し、駐車場の壁かべ際ぎわにはキャッシュディスペンサーと電話ボックスが並んでいる。久美子はそっちの方をぼんやりと眺ながめていた。


「どうした？」


　景が声をかけると、ああ、とようやく景の声に気付いた様子で側に寄ってきた。


「景ちんさ。やっぱさっきの続きしててよ。あたし一人でカラオケに戻る」


　景はきょとんとして、「なぜ？」と尋ねた。久美子は肩を竦すくめた。


「景ちん、戦ってる最中だったんでしょ？　邪じや魔まして悪かったよ。せめて、ここからはあたし一人で帰る。もうカラオケまですぐだしさ。あんまり役には立てないけど、足引っ張りたくないしね」


「しかし……」


「ヘーキ、ヘーキっ。じゃ、頑がん張ばってねー！」


　はしゃいだ仕草で手を振って、一人で駆け出す久美子。景はとっさに「あ、待てっ」と呼び止めた。


「念のためだ、一つ持ってろ」


　そう叫さけんでバックアップの携けい帯たい電話を投げ渡わたす。久美子は空中でキャッチすると、


「いいの!?」


　と目を輝かがやかせた。


「景ちん、サンキュー！」


　投げキッスをして走り去って行く。全くもって唐とう突とつな退たい場じように、景は「風の子」という古くさい言葉を思い出した。


「やれやれ」


　と、手を腰こしに当てて久美子の消え去った方向を眺める。


「女王様の弟で子しはわがまま姫ひめか。これも類るいと友なのかね？」


　それは梓が聞けば赤面して頭を搔かきそうな台詞せりふだった。





　　　　◆◆◆◆◆





　かくして、景が再ふたたび捜そう索さくに戻っていくのを確かく認にんすると、駐車場の裏うらに隠かくれていた久美子は、ひょっこりと顔を出した。


　景の姿すがたが完全に見えなくなるのを待ってから舗道へと出る。そして、悪戯いたずら好きそうな忍しのび笑いをもらしてスキップするように歩き出した。


　久美子が近づいていったのは、さっき立ち止まって見ていた電話ボックスだった。


「へへえ。『ダチに電話する』とか言わなくてよかったあ。携帯くれるとは思わなかったもんなあ」


　そう独ひとり言ごとを口にして、もらったばかりの携帯電話を宝たから物もののように眺ながめる。二世代前の安物だが、久美子は携帯を持つのが初めてなのだ。ずっと欲ほしくて、しかし万引きしてどうにかなるものでもないから指をくわえて諦あきらめていたのである。


　それが思わず手に入った。無ぶ骨こつで可愛かわいくないデザインなのは残念だが、それでもすごく嬉しい。景は「持ってろ」と言っただけで別に「やる」とは言っていないのだが、久美子の頭の中では、すでにこの携帯は彼女の所有物となっていた。


「今度プリクラ貼はろー。着信の設せつ定ていとかどうすんのかな、これ……おっと。それより、お仕事お仕事～」


　久美子は携帯をスカートのポケットに突っ込むと、電話ボックスの前に来た。


　ガラスの扉とびらを折り曲げるように引き開ける。中に入ると素す早ばやく四方に視し線せんを投げ、誰にも見られていないことを確かく認にんしてからしゃがみ込んだ。


　広くはない電話ボックスの中。灰はい色いろの公こう衆しゆう電話の下にパイプに繫つながった電話帳があり、さらにその下にステンレスの台だい座ざがあった。


　その台座の上に鞄かばんが乗っていた。


　誰かが置き忘わすれていった物だ。黒こつ褐かつ色しよくの小振りのボストンバッグで、中身が入っていることを示しめすように底が膨ふくらんでいる。久美子がさっき景について行かなかったのは、この鞄が忘れられているのを見つけたからなのである。


　この手の置き忘れは、手に入れる際さいの危き険けんがない。警けい察さつにも見つかりにくいし、捕つかまることもほとんどない。中身がわからない分、福ふく袋ぶくろのような期待感まで味わえる。儲もうけ物だった。


「うーん。ヴィトンとかじゃなかったか。まあいいや。あ、でも結けつ構こう軽いなあ。ひょっとして大したもん入ってないのかなあ」


　久美子は鞄を手にとって振ってみた。じゃらじゃらと音がした。


　じゃらじゃら？


「何これ？　何が入ってんの？」


　外側にポケットの類たぐいは付いていない。軽いのでひょいとひっくり返してみると、底にマジックで数字が書かれていた。


「13？」


　久美子の顔に疑ぎ問もん符ふが浮うかぶ。ボストンバッグは明らかに安物だ。こんな安物を使っていた人間なら、中に入れる物もたかが知れている。久美子は「ちぇっ」と舌したを鳴らして、ファスナーを開け、中をのぞいた。


　カプセルの入ったビニールのパッケージが、鞄の半分を満たしていた。


　久美子は鞄を開けたまま固まった。


「……なんですとお」


　これがカプセルなのはわかった。しかし、それ以外は何一つわからなかった。なぜこんなにカプセルがあるのか。なぜこんなところにカプセルがあるのか。この裏うらには、いったいどんな事情が隠されているのか。


　一番最初に思いついたことは、これがとんでもない物だということだった。まだ梓たちと出会う前、久美子らはある細さい胞ぼうからカプセルをもらっていた。取り引きしていたのは由ゆ紀き一人だから、久美子はカプセルの相場など知らない。だが、数錠じようのカプセルを分けてもらうために、彼女がすごい苦労を重ねていたことはわかっていた。


　なのに、これはどうだ？　これほどの量のカプセル、いままで見たことはもちろん、聞いたことも、想そう像ぞうしたことさえなかった。捨すて値ねで捌さばいたとしても、手に余あまる大金が稼かせげるに違ちがいない。


「……噓うそ。これ、どうしよう……」


　鞄の底に眠ねむるカプセルを、食い入るようにのぞき込む。そして、ハッと、顔を上げた。


　突とつ然ぜん怖こわくなって、久美子は鞄を胸に抱えた。ファスナーを閉めて電話ボックスを飛び出す。目的地も決めないまま、とにかく一目散に電話ボックスから離れた。


　心しん臓ぞうがバクバク暴あばれていた。両腕でぎゅっと鞄を抱きしめたまま、久美子は早足で──駆かけ出すのもなぜか怖こわくなったものだから、できる限かぎりの早足で歩いた。


　五分ほども歩いていただろうか。いい加か減げん疲つかれてから久美子はペースを落とした。何度も後ろを振り返るが、付いてきている人間はいない。汗あせと疲労が恐怖を忘れさせると、今度は興こう奮ふんがやってきた。自分は凄すごい物を手に入れた。誰一人予想だにしなかった物をつかんだのだ。


「スゴい……スゴいよ、これ……」


　由紀や香か苗なえの驚おどろく顔が目に浮かぶ。千絵や梓も大慌てすることだろう。その様子を想像するだけでも、堪こらえ切れぬおかしさがこみ上げてきた。


　いや、待て。


　千絵はカプセルを撲ぼく滅めつするために頑がん張ばっているのではなかったか？　梓だってそうだ。もしカラオケに持って帰ったら、二人はこれを没ぼつ収しゆうしてしまうに違いない。


「そうだ。それはまずい。まずいなあ……」


　久美子は眉まゆを寄よせて、この大物を持ち帰ったときのことを想像してみた。千絵は、これをどこで手に入れたのか、うるさく尋ねるだろう。もし置き忘れていた物を持ってきたと言えば、呆あきれた顔で説教するに違いない。下手をすれば置き引きしたと勘かん違ちがいされて、烈れつ火かのごとく怒おこられるかもしれない。景だって、さっきはちょっと優やさしい所を見せてくれたが、約束を破やぶってカラオケに戻らず、こんな物を取ってきたと知れば態たい度どを急変させるはずだ。せっかくくれた携けい帯たい電話も取り上げられてしまうかもしれない。


　久美子は腕を組んで「うーん」と唸うなった。


　特に景だ。千絵に怒られるのはいつものことだし、梓は最後には許ゆるしてくれるだろうと思う。しかし景はそうはいかない。やっと仲良くなれそうなのに、もう口を利きいてくれなくなる可か能のう性せいだってある。そんなのは、どうしても嫌いやだった。


　それに──


「あ、そうだ。いまって確たしか、カプセルすっごく安くなってるんじゃなかったっけ？」


　千絵たちがそんなことを言っていた気がする。タダ同然で配られているとかなんとか。だとすれば、いくらこれだけのまとまった量があるとしても、高値で買い取ってくれるユーザーはいないはずだ。


　そもそも、こんな大量のカプセルが、あんなところに置き忘れられている方が変だ。ひょっとすると、いまカプセルは、久美子が考えてもいないほど有り余あまっていて、どうでもいい物になってしまっているのではなかろうか？


「あー。なんかバッカみてー。はしゃいじゃったじゃんかよー」


　久美子はげんなりと顔を歪ゆがめて口をへの字に曲げた。もし梓がこの場にいれば、まるで最近の千絵みたいと指し摘てきして、千絵と久美子両方から抗こう議ぎと非ひ難なんを受けていただろう。


「……どうしよ。元の場所に返しちゃおっかなー」


　鞄かばんを目の前にかざしてパンパン叩たたく。ボストンバッグは、半分中身の抜けたビーズクッションのような手て応ごたえでバフンバフンと音を立てた。


「カプセルか……そういや最近やってないなあ」


　梓たちが加わってからというもの、監かん視しの目が厳きびしいのでカプセルに手を出していない。それに、退たい屈くつとはいえ、大おお勢ぜいの人間といると、そんな物に手を出そうという気にはならなかったのだ。


　しかし、久美子は別にカプセルが嫌きらいになったわけではない。千絵や梓は目くじらを立てているが、ちょっとトリップを楽しむことなどなんでもないと思っていた。


「こんだけあるんだし。ちょっとぐらい抜ぬいてもわかんないよね」


　久美子は、人目に付かない自じ販はん機きの横に移い動どうし、改めて鞄を開けた。さっき見た光景が再ふたたび目の前に現れる。が、現金な久美子は、もういささかの感動も覚えなかった。


　カプセルはビニールでパッケージングされていた。といっても、片かた手てでつかめる程てい度どの量を、サランラップでくるんでいるだけである。いかにも裏物っぽい怪あやしさに満ちている。


　わざわざ包ほう装そうを破って包み直すのが面めん倒どうだったので、これ一個こぐらいいいかな、と久美子はパッケージの一つを手に取った。


　すると、パッケージの下した敷じきになって、底に隠れていた物が目に付いた。


　マッチだ。


「うん？」


　手にしたカプセルを戻して、代わりに、そのマッチをつまみ出す。どこかの喫きつ茶さ店てんのマッチだった。板紙を折り曲げた、ブック型のマッチだ。最近はライターばかりであまり見かけなくなったが、特に変へん哲てつもないただのマッチである。


　ただ、久美子にはマッチをそのまま無視することはできなかった。先日甲斐に、片かた手てで手品のようにマッチを回し、指先だけで弾はじいて火をつけるのを見せてもらってから、同じ火のつけ方をマスターしようと練習しているのだ。


　同じように人差し指と中指に挟はさんで、捻ひねりながら回そうとした。


　失敗した。


　畳たたまれていた板紙が開いた。そこにメモが書かれていた。


　アルファベットの『Ｂ』。今日の日付。


　なんだろう、と久美子は首を傾かしげた。無視してもよかったが、妙みように引っかかった。


　引っかかったのは、さっき自分で考えていたことだった。そもそも、こんな大量のカプセルが、あんなところに置き忘れられている方が変だ──


「あっ」


　思い至いたって、久美子は顔を青くした。そう。確かにいまカプセルは安価で大量に出回っている。けれども、それにしたってこの量は異い様ようだ。よく考えてみろ。いま千絵は、何を血ち眼まなこになって探さがしているのだ？　カプセル取り引きのルートではないか。


「そうだ……そうだよ！　テレビとかでよくあんじゃんっ。ああいう目立たない場所にブツを置いといて、あとから買い手が取りに来るってやつ！」


　自分はそれを持ってきてしまったのかもしれない。さっと血の気が引く思いがした。久美子はいまさらながら、もう一度尾び行こうがいないか後ろを振り返った。


　まるで刑けい事じドラマみたいだ。あたしはマヤクハンザイに巻まき込こまれてしまった！　と、自分もユーザーであるくせに、久美子は大げさにそう思った。


　しかし疑ぎ問もんは残る。そういう鞄交こう換かんみたいな取り引きは、一いつ瞬しゆんで行われるはずだ。少なくとも、久美子が見たドラマや映えい画がではそうだった。駅の構こう内ないや空くう港こうなど人気の多いところで新聞を読んでいて、さりげなく隣となりに座すわった男と顔も見ないまま持ち物の交換をしたりするのだ。


　この鞄がいつからあそこに置かれていたかはわからない。しかし、放っておく時間が、ちょっと長過ぎやしないだろうか？


「やっぱり、単なる忘れ物かなあ？」


　だとすれば忘れた奴やつはとんでもない間抜けだ。きっと今いま頃ごろはボスにバレて、東京湾わんかセーヌの川底に沈しずめられているに違いあるまい。


「となれば残る手がかりはこのマッチ」


　マッチのメモは取り引きに関することだろう。セルネットでは確かアルファベットは重要な意味があったはず。よく覚えていないけど、このアルファベットはセルネットの人間を指さしている気がする。そして日付。この日付は取り引きの日にちを指しているのではなかろうか？


　日付は十二月三十一日。つまり今日だ。


　久美子は生なま唾つばを呑のみ込んだ。


　もし……もしこの取り引き現げん場ばを押さえれば、千絵はさぞかしびっくりして恐おそれ入るだろう。あれだけ探し回ってなんの手がかりもつかめずにいたカプセルの配はい布ふルートを、足手まといと呼び、邪じや魔ま者もの扱あつかいしていた自分が見つけてしまったのだから。梓はいうに及およばず、水原も、茜あかねも、甲斐も、由紀や香苗だって自分を見直すことは間ま違ちがいない。


　そして景も、久美子のことを子こ供ども扱いしたりせず、一人前の同志として扱ってくれるようになるはずだ。


　ゾクゾクと、いいようのない興こう奮ふんがした。


「何よなになにぃ～。ちょっとこれ、どうしちゃったのよ？　カプセルパクってはした金儲もうけるよりか、ずっとやりがいありそうじゃーんっ」


　久美子は舌したを出して上うわ唇くちびるを舐なめた。『敵てき』はきっと、自分のことなど眼がん中ちゆうにない。それこそが付け入る隙すきになる。


「……よーしっ」


　目指すはこのマッチの喫茶店だ。久美子は不敵な笑みを見せて、意気揚よう々ようと虎こ穴けつに向かった。





　　　　２





「帰ってない？」


　とうとう成果の上がらないまま、一度カラオケボックスに戻った景は、まだ久美子が戻らないと聞いて思わず聞き返した。


「そうなの」


　と梓が困こまったような、しかしまだそれほど心配した風でもない顔で頷うなずいた。


　二人がいるのは、千絵が指し揮き所しよを置く大部屋の外の廊ろう下かだ。いま中にいるのは、千絵と茜、由紀と香苗の女じよ性せい陣じんだけで、甲斐と水原は外に出ていた。


「まあいつものことなんだけど。いつの間にかいなくなっちゃって。千絵なんか凄すごい剣けん幕まくよ」


「……変だな」


「変……って？」


　怪け訝げんな顔の梓に向かい、景は真しん剣けんに、


「途と中ちゆうで会った。確たしか二時頃ごろだ。すぐにカラオケに戻ると言っていたんだが……」


「二時に？」


　梓は時計を確かく認にんした。いまは午後五時七分。そろそろ日が暮れ始める時間だ。


「どうしたのかしら。何かあったのかな？」


「また道草を食ってるんじゃないのか？」


「でも、三時間よ？　会ったのはどこ？」


「駅の北側の商店街。別れたのはあの先にある百ひやつ貨か店てんの側だ」


「だったらここの近くじゃない。どんなに寄り道したって三時間もかからないわ」


　梓の顔がだんだん強こわ張ばってきた。景は携けい帯たいを取り出した。


「駄だ目めよ。あの子携帯持ってないもの」


「僕ぼくが渡わたした」


「景ちゃんが？」


　素そっ気ない返事に梓は目を丸くした。


「……なんで？」


「猫ねこには鈴すずを付けとくもんだろ？　それが性しよう悪わるの子猫とくればなおさらさ」


　景は無む表ひよう情じように言って携帯のナンバーを押した。耳に当ててしばらく待つ。しかし、すぐに舌打うちして携帯を切った。


「電でん源げんを入れてない。もしくは電源切れだ……しばらく充じゆう電でんしてなかったからな。調子に乗って使い切ったのかもしれない」


「……景ちゃん」


　どうしよう、という目で梓は景を見る。景はしばらく腕うでを組んで天てん井じようを見つめていた。


「……こっちに新しい動きは？」


「ないわ。いまも水原くんが外に出て人に会いに行ってる」


「そうか……」


　つぶやくと景は踵きびすを返した。もともと進しん展てんを尋たずねるために一度戻ったに過ぎない。少しは休んでいくつもりだったが、すぐにまた町に出ることにしたのである。


「ついでだ。探さがしてみよう。もっとも、あいつが行く場所なんて見当も付かないけど」


「待って。わたしも行く。いま手が空いてるし」


　梓が呼び止めると景は足を止めた。無表情な仮か面めんの奥おくに、変に梓を意い識しきした揺ゆらぎが生じた。昼間、久美子から言われたことや言ったことが、胸きよう中ちゆうで反はん芻すうされているのだ。


　結局、景は何も言わないまま出口に向かった。景が駄目だと言わなかったので、梓も大部屋に戻り、「ごめん。ちょっと出てくる」と告げてコートを手に彼の後を追った。


　景はエレベーターの扉とびらを開けたまま待っていた。待っていてくれたのが嬉うれしくて、梓は微かすかに微笑ほほえんだ。


　梓が乗り込んで、ドアが閉まる。一階のボタンを押す。


「君は、あいつが行きそうな場所に心当たりはあるのかい？」


「よくはわからないけど……たぶん遊ぶ所だよね？　クミちゃんお金持ってないし、本屋さんで立ち読みとかしてるのかもしれない」


「それで時間を忘わすれてるのか？　ありそうだな。まったく」


　そうぼやいて、景は髪かみに手を入れ、かき回した。


「帰ってきたら海野さんと二人して小部屋に閉じ籠もってもらうとしよう。夜まで説教。晩ばん飯めしは抜ぬきだ」


　まるで妹を心配する兄のような口調だった。梓はまたも目を丸くして、隣となりの景をしげしげと観察した。新しん鮮せんな驚おどろきだ。


「……ねえ？　クミちゃんと何かあったの？」


「何か……って？」


「だって。これまで景ちゃん、クミちゃんのこと苦手だったでしょ？」


「そんなことはない。僕は誰だれが相手でも一いつ緒しよだ」


「噓うそ。クミちゃんが冗じよう談だん言いながら寄ってく度たびに、ぶすっと仏ぶつ頂ちよう面づらになってたじゃない」


「そんなことは……ない」


　ぶすっと仏頂面になって景が答えた。梓はクククと含ふくみ笑いをもらした。そして、よかった、と思った。


　久美子が自分の頑かたくなだった心を和やわらげてくれたように、景にも良い影えい響きようを与あたえてくれる。そんな予感がしたのだ。あの子には不思議な人徳がある。それは、千絵にも通じることで、あの二人が喧けん嘩かばかりしているのも、梓にとっては見ていて微笑ましいことなのである。


　エレベーターが停止してドアが開いた。一階の廊ろう下かを抜け、汚よごれたガラス張ばりの扉を開けると、暖だん房ぼうを吹ふき飛ばす寒風が顔に当たった。


　梓は目を細めて外に出た。景も同じように目を細めている。ポニーテールが風に揺れるのがわかった。


　そこに、


「景っ」


　駆け足で寄ってきたのは水原だった。久美子と同じ属ぞく性せいのヘラヘラした顔を、滅めつ多たにないほど引き締しめている。連日の疲ひ労ろうと重なって、顔色が悪かった。


「どうした？」


「見つけたぞ。奴やつらだ」


　瞬しゆん時じに空気が変わった。


　景と梓は緊きん張ちようで身を固くした。それは、突つき付けられていた銃じゆう口こうの撃鉄ハンマーが、いままさに起こされたようなものだった。その瞬間はいずれ来るとわかっていたが、もっと前まえ触ぶれめいたものがあるかと思っていた。


　──あっけないな。


　と梓は感じた。そして悲しくなった。どれほどあっけなかろうと、もう後戻りは利かないのだ。決戦の「前夜」は終わった。


「……どこだ？」


　と景が尋ねた。さすがの彼も緊きん迫ぱく感かんを漂ただよわせている。


「『ファプル』ってあったろ？」


「あそこか？　川向こうじゃないか」


　景は意外そうな顔をした。


　葛くず根ね市には北北西から南東に向かって一本の川が時計回りに流れている。市の中心はその内側で、景も千絵も、敵てきの拠きよ点てんは川より西側と考えていたのだ。


「景ちゃん、『ファプル』って何？」


「半年前に閉へい鎖さしたアミューズメント施し設せつだ」


　景が簡かん潔けつに説明すると、水原が跡あとを継ついだ。


「『葛根ファミリー・プレイランド』つってね。通つう称しよう『ファプル』。川向こうってなんにもないじゃん？　そっちにも人の流れを作ろうってんで、最初の計画じゃ結けつ構こう大々的にオープンするはずだったんだ。けど、川を渡るはずの高速が通らなくなってな。規き模ぼを縮しゆく小しようして開園にこぎ着けたのはいいけど、結局二年ちょいで潰つぶれちまった。梓ちゃんが来る前の、梅つ雨ゆ時の話だ。葛根東からなら、歩いて行けるぜ」


「ああ、あの……」


　そう言えば以前クラスメイトの祐ゆう子こから聞いたことがあった。川かわ沿ぞいに歩いていたとき、遠くにビルの頭を見たこともある。具体的なイメージが湧わいて、事じ態たいが現実味を帯おびてきた。


「しかし、あそこは何度も警けい察さつが調べているんじゃなかったか？」


「最近移うつったんだろう。警察も、一度調べてる場所にはマークが甘あまくなる。それに、川向こうじゃカプセル絡がらみの事じ件けんは一つも起きてないからな。盲もう点てんといえば盲点さ」


　さらに水原は、発見に至いたる経けい緯いを、入手した情じよう報ほうに合わせて説明した。彼はカプセルの流れを追うことを諦あきらめ、代わりにターゲットを人間に絞しぼってそれまでと異ことなる方面にも調ちよう査さを広げたのだ。


　狙ねらいは「榊さかき原ばら忍しのぶ」という本名と、真しん報ぽう放送という勤つとめ先がわかっていた、元IXＣナイン・シーのクリスタルこと、現執行細胞フアースト・セルの一角、バジリスク。彼女は二十七日に勤め先に出しゆつ勤きんして以来、年末休きゆう暇かに入り、その行方ゆくえが知れていなかった。そこで水原は真報放送の人事部に所しよ属ぞくするＯＬに接せつ近きんし、持ち前の話わ術じゆつと手て管くだを駆く使しして、彼女の人間関係を洗あらい出した。そして千絵顔負けの探たん偵てい術でもって、彼女のマンションを突き止め、二十七日以降の足取りを追い始めた。そんな中、彼女がファプルに出入りしているという目もく撃げき情報を入手したのである。


「しかもあの辺りで外国人を見たって奴もいる。それも度たび々たびな。赤いスーツで長い銀ぎん髪ぱつの男。その上似に合あわねえ大阪弁べんを使うとくれば、あの男しかいねえだろ。バジリスクの方なら他人の空似ってこともあり得るが、あんな怪あやしい野や郎ろうが葛根市に何人もいるわきゃねえからな」


「…………」


　景は無言で水原の言葉を嚙かみしめた。水原は何も聞かずに、景の思考がまとまるのを待っている。梓も固かた唾ずを呑のんだ。


　両手を腰こしに添そえ、顔を伏ふせたまま、景は目だけを上げて水原を見み据すえた。


「戦力は？」


「どうやらセルネットの残ざん党とうが何人かいるみたいだ。当然悪オ魔ー持ナちーもいるだろうな。正確な数はわからない。だが、ある程てい度ど使える奴らは、こないだのゴタゴタで叩たたいたはずだ。いても二軍ってとこだと思う」


「根こん拠きよは？」


「もし使える人間がいるなら、ベリアル自身が動くはずがない。予備校の一件もそうだし、ファプルでの目撃談もそうだ。バールとベリアルは直接動いている。それだけ人材が足りてないってことだろ」


　水原が見けん解かいを述のべると、景はしばらく黙もつ考こうしてから頷うなずいた。


「そうだな。しかし川向こうか……バールを見た者は？」


「いない。何しろあいつは──」


「ああ、そうだった。たとえ知り合いが会っても、わかるという保ほ証しようはないものな」


　景はなおも激はげしく熟じゆつ考こうしていたが、やがてきっぱりと決断を下した面おも持もちで顔を上げた。


　気分を落ち着けるように一呼こ吸きゆう間を置く。隣で緊張に青ざめる梓に向かって、苦笑とも嘆たん息そくともとれる仕草を見せた。


「立ち読みの最中で助かったな。あいつの勢いきおいならついて来るなんて言い出しかねない」


「じゃあ……」


「ああ」


　景は、梓と水原に短く頷いた。


「準じゆん備びに取りかかろう」





　　　　◆◆◆◆◆





　報告が届とどいたとき、大部屋は真ま面じ目めな中にも和なごやかなムードに包まれていた。


　居い合あわせた人間は、地じ震しんに襲おそわれたように一いつ瞬しゆん静せい止しし、それから硬かたく身み構がまえた。


「ファプル!?」


　敵の本拠地を聞かされた千絵が、目をむいて地図に向き直る。


「くそっ。そこだったの。一度は考えたのに……調査の優先度を下げてたわ。不覚」


　悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。水原は軽く肩を叩いて千絵を慰なぐさめた。


「ともあれ作戦の第二段だん階かいスタートだ。奇き襲しゆうをかけるから準備しようぜ」


「今日これから!?」


「てのが、景の判断でね」


　水原が肩を竦すくめる。戦せん闘とう面に関する指し揮きは景が執とることになっている。千絵は素す直なおに同意し、首しゆ肯こうした。


　景と千絵が最初の方ほう針しんとして立てた大まかな作戦がある。まずは敵の本拠地を見つけ出すこと。次に、その本拠地に乗り込み、居合わせた悪オ魔ー持ナちーを全ぜん滅めつ、もしくは潰かい走そうさせること。最後に、本拠地のあった場所を警けい察さつに通報すること。警察にカプセル取り引きの物証を押さえてもらうよう、事前に悪あく魔まという闇やみの要素を取り除のぞくのだ。もっとも、本音で言えば、後始末を押しつける、という見方が正しい。


　千絵は、深く、息を吸すって吐いた。


　改めてソファに腰を下ろす。宙ちゆうに視し線せんを据すえる。両手を無む意い識しきに擦すり合わせる。


　梓は、そんな千絵の様子を黙だまって見つめていた。本拠地は割れた。次に取るべき行動はあらかじめ考えてある。しかし、実際に次の手を打つべく行動に移ろうとする千絵を見ていると、始まったのだ、という感かん慨がいがさらに強く喚かん起きされた。


「で、肝かん心じんの物ものの部べくんは？」


「男部屋にて準備中だ。あ、茜ちゃん。甲斐の旦だん那なに連れん絡らくつくか？　すぐに呼んで……」


　と振り向いた先では、とっくに携帯に話しかけている茜が、了りよう解かいしているという風に手を挙げた。さすがに反はん応のうが早く無む駄だがない。水原は頼たのもしそうに口笛を吹いた。


「一いち応おう、場所は伏せといてくれよ。あの旦那、チームプレイなんて犬の逆さか立だちみたいに思ってるからな。場所さえわかれば独ひとりで突とつ入にゆうしかねない」


　軽口を叩いたつもりだったが、茜はごく真しん剣けんな眼まな差ざしで、もう一度心得ていると手を挙げた。彼女にしてみれば、決して冗談事ではないのだろう。水原としては、景という石頭な相あい棒ぼうのために、ずいぶん要いらぬ苦労をさせられてきたつもりだった。しかし、茜のそれは水原の苦難より遥はるかに厄やつ介かいな道のりだったに違いない。


「さて。俺おれはちょっと足を調達してくる。ここからじゃ歩いてくには遠いし、バスで行くのも格かつ好こうがつかないもんな。ああ、それから場所が場所だ。川を渡わたれるボートもなんとか見み繕つくろってみよう」


「簡かん単たんに言うけど、心当たりあるの？」


「なくもない。もともと手配はしてたからね。バイクの方は場合によっちゃあ、甲斐の旦那にＤＤから都合してもらうさ」


「じゃあ私は上田さんに連絡を入れておくわ。ただ、場所を教えるタイミングは慎しん重ちように見定める必要があるわね」


「あっちには俺も行く。俺から連絡を入れるよ」


　水原の提てい案あんに千絵は深々と頷いた。次に香苗と由紀を見て、


「二人はいつでもカラオケここを引き払えるよう荷物をまとめておいて。それで手が空いたらクミちゃんを捜さがして来てちょうだい。このあとはどう事じ態たいが転ぶかわからないから」


「……わかりました」


　香苗と由紀は神しん妙みように頷いた。千絵は二人の緊張を解とくように軽く笑いかけた。が、すぐに目を閉とじると、少し辛つらそうな顔をした。


　千絵は何も口にはしなかったが、梓には彼女の思いがわかった。さっき梓自身が感じていたのと同じことを彼女も感じているのだ。


　これまで敵対し反目してきた人間が、図はからずも集つどい合い、手を携たずさえた逃とう亡ぼう生活。それは苦しく大変ではあったが、同時にどこか楽しかった。


　そんな、子こ供どもの頃ころの秘ひ密みつの冒ぼう険けんにも似にた時間が終わり、いよいよ戦いの幕まくが開ける。どんな形であれ「決着」がつく。その寂さびしさと悲しみを感じているのだろう。そしてそれは、この場にいる者全員が抱いだく共通した思いでもある。


　──なら……


　なら、いまこの場にいる者は、みんな「仲間」になれたのだ。そう、梓は思った。


　千絵も、水原も、茜も、由紀も、香苗も、この場にいない甲斐や久美子も。


　みんな同じ王国に暮くらす、「同どう胞ほう」だ。


　梓が気付かれないよう拳こぶしを握にぎり締しめたとき、大部屋のドアが開いて景が──ウィザードが入ってきた。


　くすんだ黒くろ髪かみ。鈍にび色いろの瞳。怜れい悧りな顔立ちと、それを際きわだたせる冷然たる表情。


　少女めいた美び貌ぼうと幽ゆう鬼きに似た気配が、混こん然ぜんと一つになっていた。アンバランスな存そん在ざい感かんの中に、凍とう土どのような芯しんがある。身にしているウィンドブレーカーは、身体からだを隠かくすほどサイズが大きい。それはまるでローブのようで、小こ柄がらな身体を覆おおう姿すがたが、物語に語られる古いにしえの魔ま法ほう使つかいを連想させる。


　身にまとう鮮あざやかなブルーが、見る者の胸むねに濃こい影かげを残した。凜りんとした厳げん粛しゆくな空気が満ち、室内の人間は、残らず彼の姿に見入った。


　ウィザードはまず、茜を見た。


「甲斐は？」


「……すぐ来るわ。自分の分のバイクも用意するって」


　かすれた声で返事をした。


　茜がウィザードと初めて対たい峙じしたのは、彼女がまだセルネットに所しよ属ぞくしていたときだった。あのとき両者は敵対していて、茜はウィザードの正体を突き止めたばかりだった。いまでも覚えている。呼び出したスクラップ工場に現れた魔法使い。薄うす闇やみの中、灰はい色いろの背はい景けいから浮うかび上がるブルーのゴースト。少ない会話を通して感じた、一都市の、はみ出し者の不良たちの間でだけ語られる、ちっぽけな伝説の、確かな手て応ごたえ。


　ウィザードは頷うなずき、次に水原を見る。


　水原は彼が問うより先に、


「俺の方は二台回せる。俺とお前。片一方は単車じゃなくて原付だが、まあそっちには俺が乗るさ。悪魔狩がりのウィザードが原付で登場したんじゃ沽こ券けんに関かかわるしな」


　うっすらと、トレーナーが、手塩にかけたボクサーにするように笑った。


　初めてタッグを組み、敵の元に送り出したときもそうしたし、初めてセルネットに目をつけられ、第二世代細胞セカンド・セルの悪オ魔ー持ナちーに勝負を挑いどんだときもそうした。初めてＤＤと衝しよう突とつし、無敗の狂きよう王おうとやり合ったときもそうしたし、IXＣナイン・シーと決着をつけるべく、騒そう然ぜんとした体育館から戦場に見送ったときもそうした。これまで幾いく度どもそうしてきたように、水原は笑った。


　次は千絵。促うながす視し線せんに応え、


「撤てつ収しゆう準じゆん備びは十分もあればできるわ。上田さんへの連絡も任まかせておいて。話す内ない容ようも幾通りか用意してある。あとのことは気にせず、存分にやってちょうだい」


　答える顔は頰ほおが上気し、小鼻がぴくぴくと動いている。


　千絵がウィザードの姿を見るのは、『テアー・チェイン』でのすれ違ちがい以来、これで二度目だ。葛根東の自殺未み遂すい事じ件けんで知り合った同級生。無口で、無ぶ愛あい想そうで、冷れい淡たんで、非協力的で、いつも独りで何かを抱える孤こ高こうの少年。彼女の相あい棒ぼうがずっと想おもってきた幼おさななじみ。その彼が、いまようやくにして隠していた姿を見せてくれた。これまでずっと触れられずにいた夜側の世界。自分はとうとう足を踏み入れ、その住人の一人としてここにいる。


　ウィザードは再ふたたび頷いて、今度は香苗と由紀の二人を見た。


　香苗は両手を身体の前で重ねてしっかりと背中を伸ばした。由紀は唾つばを飲んで忙せわしなく拳を開け閉しめさせた。


「……クミちゃんのことは心配しないでください。私たちが捜します。それに、あの子はあれでも自分の面めん倒どうは見られる子なんです」


　香苗はそう言って、じっとウィザードの目を見つめた。


　ウィザードは何も言い返さず、ガラスの瞳ひとみで視線を返した。だが、似た者同士と自覚する香苗には、それでも何か通じるものがあったらしい。あなたの指し示じを遵じゆん守しゆしますと、そう誓ちかうように、一回だけ頷いた。


　ウィザードが由紀に視線を移うつす。由紀も慌あわてて香苗に倣ならった。


　そして、ウィザードは梓を見た。


「わたしも行く」


　余よ計けいな口は一いつ切さい叩たたかず、梓はその一言だけを口にした。


　このメンバーが集ってから、ずっと考えてきた。自分にできること。自分が役に立てること。最後の決戦のとき、自分が為なすべき役やく割わりのこと。結論は出ないまま、理性と感情は議論を続けていた。


　しかし、いざ結論を出す瞬しゆん間かんが訪おとずれたとき、まるで初めから決まっていたかのように、答えは口をついて出た。自分は景の戦力になれないとか、自分は景の足手まといになるとか、そんな理り屈くつは、いまさっき飛び出した言葉を制せい御ぎよするのに、一いち抹まつの効こう力りよくさえ示しめさなかった。


　絶ぜつ対たいについていく。


　意地でも側にいる。


　なんてわがままな、なんて身の程ほど知らずなと叫さけぶもう一人の梓を、ウィザードの目をにらむ梓は、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに黙もく殺さつした。場所はわかったのだ。彼が置いていくつもりなら、這はってでも行く覚かく悟ごでいた。


　だから、


「そうしてもらう」


　とウィザードが答えたとき、梓は、合気道の名手が放つ体たい崩くずしの妙みよう技ぎを受けた気がした。


　梓は慌てて体勢を戻し、


「……ほ、ほんとにいいのね？」


　と念を押した。ウィザードはクスリともせず首しゆ肯こうした。


「乱らん戦せんになる。僕ぼくと甲斐は悪魔戦にかかり切りになるだろう。だが僕たちの作戦では、現場で状況を後方に伝える連絡役が不ふ可か欠けつだ。水原一人だと、何かあったとき身動きが取れなくなる。二人一組で行動して、互たがいの身を守ってくれ。そして危き険けんになったとき、どちらか一人を必ず海野さんの元に戻すんだ。ただし──」


　ウィザードの視線が鋭するどさを増ます。


「向こうでは、この任にん務むを何よりも優ゆう先せんしてもらう。たとえ僕が目の前で八つ裂ざきにされようと、君は残って、連絡係に徹てつしろ」


「景ちゃん──！」


　梓がさっと血の気をなくすと、ウィザードは鉄の仮か面めんを崩し、物部景の表ひよう情じようになって先を続けた。


「約束してくれ、梓ちゃん。もしできないのなら、僕はこの場で君を攻こう撃げきして意い識しきを奪うばう。おそらく君がずっと悩なやんできたように、僕も迷まよってきたんだ。これが妥だ協きよう点てんだ。戦闘を預あずかる立場として、これ以外の案は認みとめない」


　景が真まっ直すぐに梓を見つめる。梓が気け圧おされるように怯ひるむ。辛かろうじて視線を受け止める。


　茜と水原はそれとなく目を逸そらして、千絵と由紀は固かた唾ずを呑のみ、香苗は顔を赤くしてうつむいた。


　景の言い分は筋すじが通っている。しかし、梓は自分が景の危機を目にして自制を利きかせられる自信がなかった。いや、違ちがう。わかっている。そんなことは無理だ。無理だが、しかし……


　景は梓を攻撃すると、確かに明言した。やると言うからには、やるだろう。そして抵てい抗こうなどできないだろう。次の瞬間には意識がなくなり、気が付いたときにはすべて終わっているのだ。そのときになって沈ちん痛つうな顔の千絵から、景が病院で重体だと聞かされる。耐たえられない。たとえ万が一の可か能のう性せいだとしても、そんな事じ態たいがあり得るのなら、現場で見届けた方が遥はるかにマシだ。マシだが、しかし……


　梓は追い詰められ、泣き出しそうな顔で唇くちびるを嚙かんだ。返事を返すことができないまま、子犬が主人に媚こびるような目で景を見た。景はわずかな動どう揺ようを示したが、それでも態度は変わらなかった。


　耐え難がたい時間が、ジリジリと流れる。


　その時間を断たち切って、凄すさまじい勢いきおいでドアが開いた。


　反はん射しや的てきに突つき刺ささる計十四本の視線を浴びて、甲斐は乱れた髪もそのままに荒あらい息をついた。


「……なんだよ。何、辛しん気きくせえ面つら、並ならべてやがる？」


　甲斐はハアハアと肩で息をしていた。ドアの後ろから、「困こまりますよ、甲斐さん！　いくら何でも、店の前にあんな止め方──」と抗こう議ぎするバイト長の晋しん也やの声が聞こえた。


　茜が嘆たん息そくし、水原が呆あきれて時計を改める。どこにいたのか知らないが、文字通り全速力で戻ってきたに違いない。


「しゃきっとしろよ、テメエら。ああっ!?　カチコミだぞ、カチコミっ！」


　そう叫さけんで、子こ供どもみたいな笑顔を見せる。その笑顔が、ウィザードの戦いくさ装しよう束ぞくをまとった景と、その前で途と方ほうに暮くれる梓を見て、ピンと来たようにニヤリとした。


「当然来るよな、しっぽ頭」


　梓は「えっ」と聞き返す。


「甲斐っ！」


「るせえっ、黙ってろ童どう貞てい野や郎ろう。テメエの男の晴れ舞ぶ台たいだぜ？　見物に行って何が悪い。──あ、それとも何か、しっぽ頭。テメエまさか、この、俺様が後おくれを取るとでも思ってんのか？　半分悪あく魔まに喰くわれた残り物みてえなロートルに、現げん役えきトップの甲斐氷太サマと、悪魔狩がりのウィザードが返り討うちに遭あうとでも思ってんのか？　えっ!?」


　ぬっ、と顔を近づけて、甲斐が梓の両目をのぞき込む。自らの実力を信じ切った力強い双そう眸ぼうが、熱線を放って梓の網もう膜まくを焼いた。


「それとも不安の種は彼氏かい？　口でどんなはったりかまそうが、やっぱあんな根暗ジャンキーじゃ、側にいるのは不安かよ？」


　その答えは、すぐに出た。


「違う。景ちゃんは、負けない」


　口が、舌したが、頭の指し示じを待つまでもなく返事を返した。甲斐は「ハッ」と大きく鼻を鳴らし、仰のけ反ぞるように背せ中なかを反らすと、右の拳こぶしを左の手のひらに、力ちから任まかせに叩き付けた。


「だったら、ちんたらしてんじゃねーっ！　いくぞっ。戦だ！」


　甲斐が檄げきを飛ばす。呼こ応おうして、水原が腰を上げる。茜も、千絵も、香苗も、由紀も、それぞれ立ち上がって、景と梓を囲むように立つ。


　どの顔も、晴れやかだ。


　梓は景を見つめた。


「約束する」


　と告げた。


　景は……景はまず余計な口出しをした甲斐を振り返り、まるで堪こたえていない面つらの皮を恨うらみがましくにらみつけた。そして、注目する一同を見回し、一同のわざとらしい笑顔に何か言ってやろうと口を開けかけて、結局止めた。


　内面を隠かくすように、むっつりとフードを被かぶる。


　小学生がするような不自然な咳せき払ばらいをし、


「……では、始めよう」


　それが出しゆつ陣じんの合図だった。
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　葛くず根ねファミリー・プレイランドは、敷しき地ち面めん積せきの広い二階建て専せん門もん店てん街がいと、ゲームセンターが中心となった七階建てのアミューズメントビルからなる。前者が『２ビルツー・ビル』。後者は『７ビルセブン・ビル』と呼ばれていた。


　２ビルには展てん示じホールや芝しば居いの劇げき場じようもあり、映えい画が館かんも入っている。屋上は空中庭園になっていて、夏場はビアホールに開かい放ほうされていた。７ビルの方は六階にＣＤショップや洋服店があり、最上階にレストラン街が用意されている。他にもビジネスオフィスが二、三入っていて、一階にはバスターミナルもあった。両ビルは一階二階部分で繫つながっており、正面に広がる広大な駐ちゆう車しや場じようから見上げると巨きよ大だいな艦かん橋きようを持つ軍艦に見えた。


　その７ビルの中央に、吹ふき抜ぬけのエスカレーターがある。いまは動きの停止したエスカレーターを、ベリアルは一段だん一段蹴け飛とばしながら駆かけ下おりていた。


「で、どっから来たんや？」


「正面です」


「正面？　ははっ。そらいかにも甲か斐いらしいやないか」


　右手にプルタブの開いたバドワイザーをつまみ、左手をスラックスのポケットに突っ込んだまま、ベリアルは軽けい快かいな足取りでエスカレーターを下りていく。後ろに続くハイヒールのバジリスクは、付いていくので精せい一いつ杯ぱいだったが、少なくとも冷静さは保たもっていた。


「笑い事ではありません。すでに正面ホールは突とつ破ぱされました。あの男は無茶苦茶です。ブースを端はしから悪あく魔まで破は壊かいし、最後は火か炎えん瓶びんで火を放ちました。火炎瓶ですよ？　シャッターは食い破やぶる。ビル内をバイクで暴ぼう走そうする。まるで狂きよう人じんです」


「まあ、ジャンキーやしなあ」


　ベリアルはクックと肩を震ふるわせて可お笑かしそうに笑った。バジリスクは冗じよう談だんではないと語調を強める。


「再さい編へんした実働細胞アクト・セルでは足止めにすらなっていません。すでに七割近くの悪オ魔ー持ナちーが敗れましたが、甲斐の方は損そん傷しようなしです」


「へえ？　陛へい下かにたたっ斬きられて、弱なったとか言うてなかったっけ？」


「牙きばが欠けようと、虎とらは虎です」


「ふむ。道理やな」


　言って缶かんビールを一口あおる。その間も階下に降りる足は止めなかった。


「ウィザードはおらんのか？」


「まだ姿すがたを見せていません。しかし、いないということはないでしょう。おそらくこちらの予よ測そく通り……」


「バール狙ねらいで潜せん伏ぷく中ちゆうか。ありがたいわ。いっぺんに相手してたら、さすがに身が持たん。どうせこっちは適てき当とうにあしらってりゃええんやし。そのための布陣やからな」


　ベリアルは気軽に言ったがバジリスクは気が気でない。甲斐氷ひよう太たにせよ、ウィザードにせよ、「適当にあしらって」いられるような小者ではないのだ。


　しかしベリアルからは気負いがまるで感じられなかった。バジリスクにしてみれば、頼たのもしい反面、悲しくもある。


　彼女には、彼やバールが理解できない。彼らは彼女が見えないものを見、彼女が知ることのできない何かを求めている。同じ執行細胞フアースト・セルに加わることで、彼女はそう痛つう感かんさせられていた。


　ベリアルが報ほう告こくを待っていたのは、最上階のレストラン街だ。シェフの消えたスカイラウンジで、窓まどに面した席に座すわりながら、早めのディナーとしゃれ込んでいた。
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　ビールの当ては持ち込んだ生牡が蠣き。キッチンには包丁があったので、牡蠣の殻からをこじ開け、レモンと塩とオリーブオイルを垂たらして舌した鼓つづみを打つ最中だった。


「まだ一個残っとったんやけど、終わる頃ころには乾かわいてもうとるやろなあ」


　吹き抜けから七階を見上げ、どこまで本気なのかわからない口振りで言う。牡蠣は彼の好物の一つだ。しかし、その味わいを堪たん能のうしたのは、ずいぶんと久ひさしぶりの事になる。


　ベリアルはほんの六日前、病院で目覚めたばかりだった。その前は、実に四年もの間眠ねむり続けたのである。ラウンジから望む葛根市の姿は、彼の記き憶おくと半分重なり、半分形を変えていた。


　彼方かなたの稜りよう線せんに着地する落陽。オレンジ色の円えん盤ばんと、黒く象かたどられる山やま並なみのシルエット。平野を埋うめる街並み。模も型けいサイズの馴な染じみの通り。茜あかね色いろに染そまる冬空と市街。残照にさんざめく眼がん下かの川かわ面も。


　彼は、この町で四年を過すごした。彼の人生における最良の四年間だった。彼はこの町で二人の盟めい友ゆうを得、二人の夢ゆめに自らを捧ささげた。悔くいはない。たとえ、どのような結果に終わろうとも、彼はすでに満足していた。


「『王国』いうんは……」


　不意に飛び出した言葉に、バジリスクは口を閉ざした。


「どんなとこなんやろな？」


　返答を求める問いかけではない。バジリスクは黙だまって、前を行く広い背せ中なかを見つめた。


　二階に着いた。ここから一区画も歩けば甲斐が暴あばれている２ビルに入る。


　ベリアルはエレベーターを下りて、２ビルの方に歩き始めた。急ぐ様子はないが、長い足を動かしているとそれなりの歩調になる。動きが優ゆう美びで無む駄だがないため、ただ足を進めているだけでも、トップモデルが漂ただよわせるような洗せん練れんさを感じさせた。


　ところが唐とう突とつに歩みを止め、知らず知らず見とれていたバジリスクに向き直った。


「お前はここでええ。バールんとこに行ってくれ」


　バジリスクは表ひよう情じようを硬かたくした。しかしこの命令は予期したものだ。


「確たしかにわたくしの悪あく魔まは戦せん闘とうには向きません。能のう力りよくは知られていますし、敵も対たい策さくを立てていることでしょう。しかし、ベリアル様は甲斐とウィザードの二人を相手になさるのですよ？　他の悪オ魔ー持ナちーの指し揮きは誰だれが執とるというのです？　わたくしは悪魔戦の指揮を執ったことなどない素人しろうとです。ですが、少なくとも執行細胞フアースト・セルの一員であるわたくしが指し示じを出せば、悪オ魔ー持ナちーたちも従したがうはずです。必ずやお役に──」


「そうやない」


　ベリアルは言い募つのるバジリスクを途と中ちゆうで遮さえぎった。


「お前はバールんとこに行って、事の次し第だいを説明してくれと言うとんのや。何せ、勝手にこないな事しでかしたわけやしな。まあ……いうても、あいつのことや。どうせわかって大目に見てくれたんやろけど」


　ひょいと肩かたを竦すくめ、ビールに口を付ける。そして、さらに反はん論ろんを続けようとするバジリスクを片かた手てで制せいし、手の中の缶ビールを見ながら独どく白はくするように口を開けた。


「ほんと言うと、済すまん、思とる。お前らにも、ウィザードあいつらにもな。退ひくべきは、たぶん、俺おれらの方なんや。お前はもうとっくにわかっとるやろ？　俺らは俺ら自身の私的な理由で動いとる。そら、カプセルを気楽に楽しむための環かん境きよう作るんも目的の一つではあるが、それはどっちかいうたら、ほんまの目的に至いたるための手しゆ段だんに近い。本気でネットのこと考えてるわけやないし、協力させた連中に報むくいよういう気もないねん。俺なんかは特に、何が悪いとか考えんと、単たん純じゆんにバールらの言うことにつきおうとっただけやしな」


　ベリアルは淡たん々たんと語った。悪びれた所はない。言い訳めいた印象もない。つまりそれは、偽いつわりのない彼の本音なのだろう。


　視線を、バドワイザーのロゴマークから黙って聞いていたバジリスクへと向ける。


　バジリスクは、普ふ段だん彼女が浮うかべている他者を嘲あざける様子や世間を甘あまく見る態たい度どを消し去り、真しん摯しな面おも持もちでベリアルを正視していた。その殊しゆ勝しような態度に、ベリアルは軽く面食らう顔になった。


「なんや。どないした？　別に俺は、遺ゆい言ごん残してるわけやないで？」


　軽口を叩たたいて、おどけてみせる。それでもバジリスクは、「わたくしは──」と誠せい実じつな態度を崩くずさなかった。


「わたくしはあなた方三人に憧あこがれていました。わたくしはセルネットが活動を開始した時期から、カプセルに手を出していました。悪オ魔ー持ナちー同士の抗争も経けい験けんしましたし、警けい察さつの摘てき発はつも経験しました。誰もが我が欲よくにまみれ、誰もが刹せつ那な的てきに生きていたあのとき、あなた方は何かを為なそうとしていた。だから、バール様の元を訪おとずれ、彼の指し導どうに従したがったのです」


　言葉を切り、ベリアルの瞳ひとみを見つめる。冷れい酷こく、シニカルと評ひようされたバジリスクが初めて見せる、それは素す直なおな表情だった。


「わたくしは所しよ詮せん俗ぞく物ぶつです。暗い、低俗な欲よく望ぼうを抱かかえていますし、そのことを恥はじる誇ほこりも持ち合わせてはおりません。皆みな様さまの理想など、分かち合えるような女ではないのです。ですが……ですがそれでも、わたくしは、あなた方に憧れていました。いや、憧れているんです」


「…………」


「ベリアル様は勝利なさるでしょう。そしてバール様は、ベルゼブブ様のご遺い志しを継つぎ、皆様の理想を成し遂とげられるでしょう。その瞬間に立ち会えることこそ、わたくしにとって最後に残った矜きよう持じとなるのです」


　バジリスクは美び貌ぼうの才女である。彼女の知ち性せいは美貌を彩いろどり、彼女の狂きよう気きは美貌に凄すご味みを加えている。しかしそのときベリアルの目に映うつる彼女は、少女のような可か憐れんな美しさを見せていた。それは、繁はん殖しよく能力を持たない奇き形けい花かに似にた、誰にもどうすることもできない歪ゆがみを内包する可憐さだった。


　ベリアルは一つ鼻を鳴らすと、バジリスクのおとがいを指で上げ、蝶ちようが花か弁べんに止まるような重さを感じさせない口づけをした。


「バールの奴やつこそエラいことなってるからな。あいつの方、任まかせるで？」


　微び笑しようしてベリアルが言う。


　バジリスクは頷うなずいた。そして出口に向かって走り去った。


　ベリアルは彼女を見送ると、ぐびぐびと缶かんビールを飲みながら正面ホールを目指した。


　近づくに連れて悲鳴と怒ど号ごうが届いてくる。それに呼こ応おうしてベリアルの顔は憂ゆう鬱うつそうに沈しずんでいった。


　彼は争いが好きではない。しかし、彼の悪魔はそんな彼の自じ己こ認にん識しきをあっさりと裏うら切ぎる、典型的な攻こう撃げき型がたの悪魔だった。ならば本当の自分は好戦的な人間なのかと思いそうなところだが、そうではない、と彼は考える。


　自分は剣けんなのだ。バールとベルゼブブの剣なのだ。


　当時の三人には、他の悪オ魔ー持ナちーに対抗する力が必要だった。自分はそれに応こたえたに過ぎない。つまり、自分の本ほん質しつは道具。バールとベルゼブブ──四しの宮みや庸よう一いちと水原信しん司じの手足たることこそ、緋ひ崎ざき正しよう介すけの願望なのだ。それはいまでも変わることのない真実であり、バジリスクの言い方を借りるなら、彼の最後の矜持であった。


　７ビルを抜けて２ビルに入ると、途と端たんに戦せん渦かが音になって襲おそってきた。


　またしても吹き抜けに出る。今度は広い。ミュージシャンの新曲発表などが行われたこともあるスペースだ。見下ろした一階に吹き飛ばされた看かん板ばんと椅い子すが転がっていた。ちらちらと燃もえる赤い炎ほのおも見える。怒鳴り合い、逃にげ惑まどっているのは、この五日間でベリアルが搔かき集めたセルネットの残ざん党とうたちだ。ベリアルは一階に下りるエスカレーターの側により、階下に向かって声を張り上げた。


「なんしょんじゃお前らっ。気合い入れたらんかぁボケぇ！」


　一階にいた人間が、残らず振り返り頭上を仰あおいだ。その一人一人を、ベリアルは睥へい睨げいする。『始末屋』の二つ名に相応ふさわしい烈れつ火かの眼がん光こうだ。目を合わせた者は、皆、芯しんから震ふるえ上がった。


　そこへ響ひびき渡るバイクの排はい気き音おん。


　現あらわれた甲斐は鎖くさりや鋲びようの輝かがやく革かわジャンを翻ひるがえし、バイクにまたがったまま、ぴたりとベリアルに両眼を据すえた。両者の視線が交こう錯さくし、両者の戦意が火花を散らす。


　ベリアルはにらみつけたままビールをあおって飲み干ほした。


　肩越しに投げ捨すてた空き缶が、カラン、と乾かわいた音を立てる。


「ウォーミングアップは終わったんか、ワン公？」


「退たい屈くつしてたぜ。前置きはいいから、始めようじゃねえの」


　見守る者が固かた唾ずを呑のむ中、二人は無む造ぞう作さにカプセルを取り出した。どちらも二錠じよう。同時にのみ込む。


　誰かが悲鳴を上げ、それをきっかけに雪崩なだれのような逃とう走そうが始まった。


　乱みだれ飛ぶ悲鳴を陣じん太だい鼓この代わりにして、ベリアルは一歩エスカレーターを下り、甲斐はバイクから降こう車しやした。





　　　　◆◆◆◆◆





　２ビルは中央部の吹き抜けホールから、放ほう射しや状じように通路が延のびている。東西南北にある出入り口から入って真まっ直すぐに進めば、やがてはホールに辿たどり着く構造なのだ。


　ホールには縦たて横よこ四列で計十六台のモニターが並んだテレビ画面があり、その前にテーブルと椅子。インテリアの柱が配置されている。奥おくには二階に通じるエスカレーターが昇降それぞれ二本ずつ並んでおり、その脇わきに簡かん易いステージを設せつ置ちできるスペースが用意されていた。だが、二人が戦闘を開始してから、それらの配置は一瞬ごとに模も様よう替がえを余よ儀ぎなくされていた。


「ある程てい度ど予想していたこととはいえ……」


　ホールに通じる廊ろう下かの陰かげからベリアルと甲斐の様子をうかがい、景けいは苦く渋じゆうのにじむ口調でうめいた。


「あのドーベルバカには鼻先の餌えさ以外目に入らないらしいな……仮かりにも組そ織しきの長とは信じられん。後先考えずに暴あばれ狂くるいやがって。まさに犬だ」


　いっそ飛び出してしっぽを踏ふんづけてやるべきか。景の顔にははっきりとそう書かれていた。梓あずさは念のためウィンドブレーカーの裾すそをつかんでおくことにした。


「まあまあ。大おお筋すじは計画通り進行してるわけだし。下手にへそ曲げられるよりか、マシだろ？　ああいう曲くせ者ものを使いこなしてこその戦せん略りやくじゃん？」


　水みず原はらが横からフォローを入れる。なるほど、このようにして景の手た綱づなを操あやつるわけかと、梓は妙なところで感心した。


　一方の景は歯ぎしりしつつも憤ふん懣まんを飲み下した。


「いや、いずれにせよ計画通りには行きそうにない。どうやら、こっちの狙ねらいはお見通しらしい」


「バールか？」


「ああ。出てくる気配がない」


　景たちが隠かくれているのは、戦場となった２ビル中央の吹き抜けフロアのすぐ側だった。辺りは散々な惨さん状じようだ。とうに閉へい鎖さされた施し設せつとはいえ、２ビル内にはかつてのブティックやＣＤショップ、電化製せい品ひん店てんの名残なごりがあった。それがいまでは、ショーウィンドウは割れ、壁かべは穴あなが開き、看板は吹き飛ぶ有様である。


　むろん、甲斐とて専門店街の店を一いつ軒けん一軒破は壊かいして回ったわけではない。惨さん禍かを免まぬがれた店てん舗ぽ跡あともあるにはあるが、偶ぐう然ぜん彼の行く手にあった店は、残らず餌え食じきになっている。とにかく手当たり次し第だいだ。


　事前の張り切り具合から、彼のやる気は伝わっていたが、まさか火か炎えん瓶びんまで用意しているとは想そう像ぞうできるはずもない。床ゆかや壁に染しみついたガソリンから、炎がカーテンのように揺ゆらめいている。焦こげ臭くさいにおいが充じゆう満まんし、通路には少なからぬ黒こく煙えんが渦うず巻まいていた。景たちのいる場所にも、煤すすが飛んでくる。


「いくら閉鎖しているとはいえ、火か災さい報ほう知ち器きとかないのかよ、この建物」


　と水原。


「おそらくベリアルが事前に切ったんだろう。通報が行っては、奴やつらも困こまるからな」


　憮ぶ然ぜんとして、景が説明した。またしても言外に甲斐に対する非ひ難なんがにじみ出ている。


「甲斐さんは、敵てきを誘さそい出すためにしたんじゃないかしら？」


　と梓が弁べん護ごすると、


「あり得ない。奴の趣しゆ味みに決まってる」


　と景はきっぱりと断だん言げんした。策さくを重んじる景にしてみれば、甲斐の如ごとき猪ちよ突とつ猛もう進しんはさぞ見苦しく映うつるのだろう。自分だって自校の体育館で悪あく魔ま戦をやらかしたくせに、と梓は思ったが大人しく黙だまっていた。


　ひょっとして、甲斐はこんなところでも景と張り合っているつもりなのかもしれない。そんな風に思うと、場違いな苦笑いがこぼれるのだった。


　その甲斐だが、機き嫌げん良よく暴れ回っていたのは最初の内だけで、いまは一転激げき怒どしていた。というのも、ベリアルが自分の悪魔を召しよう喚かんしようとしないからである。


　甲斐は突入と同時に自分の持つ黒い鮫さめの悪魔を使し役えきしていた。あの短時間でいったい何体の悪魔を食い散らかしたのか知れたものではない。ところが、ようやくにして敵の首しゆ魁かいと一いつ騎き打うちに持ち込んだというのに、その敵が本気を出さないのである。


　ベリアルは、予よ備び校こうでも見せていた青い鬼おに火びを操って甲斐に対抗していた。あの鬼火は、おそらく彼の悪魔の副次的な能のう力りよくなのだろう。景が使う影かげのワイヤーのようなものだ。それとてベリアルの悪魔には違いないが、彼の真しん価かとは思えない。激戦の予感に震ふるえ、いざ尋じん常じように勝負とばかりに斬きり込こんだ甲斐にすれば、これ以上の侮ぶ辱じよくはなかった。


　だが、ベリアルのとった戦法は確たしかな効こう果かを上げていた。彼は、狂きよう犬けんを闘牛に見立て、鬼火を真しん紅くのケープに代えて、闘牛士マタドールのように戦った。嘲ちよう笑しようの槍やりを突つき、軽口の銛もりを刺さして、甲斐を翻ほん弄ろうしている。


「……なんかよ。お前に似にてるな。戦い方が」


「ああ……」


　景は目を細めて水原に同意した。事実、彼の戦法は驚おどろくほどウィザードに似ていた。


「よくわかるよ。あれは勝負に勝つための戦い方じゃない。目的達成のための手しゆ段だんとして、戦闘を行う戦い方だ。悪魔戦というのは──というより、カプセルユーザーというのは、得てして戦いの興こう奮ふんに呑のみ込こまれがちだ。あいつはその辺をしっかりとわきまえている。戦況に合わせて自分をコントロールしている証しよう拠こだ。ふざけちゃいるが、僕ぼくよりクールだな」


　しかも相手はその辺の悪オ魔ー持ナちーではない。ＤＤの甲斐氷太なのだ。甲斐を相手にあのような戦い方は、しようとしてもできるものではない。


　だが、これで全体的な戦況はいよいよ難むずかしくなった。


　ベリアルは甲斐を潰つぶす気など端はなからないのだ。時間を稼かせいでいるに過ぎない。この間にバールはここを脱だつ出しゆつし、再び地下に潜もぐるという算段なのだろう。そうなれば、また振り出しだ。


「その前にバールを見つけ出さなきゃならねえってわけか？」


「そうだ」


　景は後ろを振り返り、控ひかえていた梓に言った。


「二手に分かれよう。まだ何者かが残っている可能性があるから、梓ちゃんは水原と一いつ緒しよに捜さがしてくれ。もし見つけても手は出さずに、僕ぼくの携けい帯たいに連れん絡らくしろ。何もなくても、十分ごとに連絡を入れてくれ。それで見つからなければ……」


「……景ちゃん？」


「ああ、済すまない。どうも嫌いやな感じがしてね」


「嫌な感じ？」


　梓が聞き返すと、景は難なん渋じゆうした様子で黙り込んだ。「景？」と水原が促うながすと、言葉を選びつつ口を開ける。


「水原。ベリアル一人が矢や面おもてに立って、肝かん心じんのバールが出てこないのは、なぜだと思う？」


「そりゃ──あっちが大たい将しようだからじゃねえのか？　それに確か、バールって悪オ魔ー持ナちーじゃなかったはずだ」


「違うね、あいつらの大将は女王だ。そしていまのバールには騎き士しがある」


　景の口から「女王」という言葉を聞いて、梓はつい、ぎくりとした。


「特に騎士だな。あの悪魔がいれば、何もこんな茶番をせずとも、こちらに大きなダメージを与あたえられる。脱出が目的にせよ、一度叩いたあとの方がスムーズに運ぶはずだ。ここで出し惜おしみする理由がない」


「だったら──」


「おそらく、『喰くわれて』るんだ」


　景が両目を厳きびしくする。「喰われる」という語感の不気味さに、梓も水原も眉まゆをひそめた。


「バールには女王を憑ひよう依いさせる適てき性せいがない。女王が覚かく醒せいして七日。騎士まで召喚した女王を抱えている以上、急速に損そん耗もうしているはずだ。たぶん騎士を使えば、それだけで堕落クラツシユしかねない。それぐらい追い詰つめられてるんだろう」


「そうか……くそっ。馬ば鹿かが」


　水原が苦い顔で吐き捨てる。彼は、兄の親友であったバール──庸よう一いちと面めん識しきがあった。どの程てい度ど親しかったのかは話そうとしないが、胸きよう中ちゆうは複ふく雑ざつなようだ。


「……けど、それってわたしたちには有利なことじゃないの？　敵の戦力が減へるってことでしょ？」


「そうなんだが……そんな状じよう態たいになっているなら、気配を抑え込むなんて真ま似ねは困こん難なんだ。しかし、さっきから一度も女王の気配を感じない。ベリアルのあの態度にしても、どこまで演えん技ぎだか知らないが、ずいぶんと余よ裕ゆうがあるじゃないか。どうも、敵の手の中で踊おどらされている気がしてならない……」


　そのとき吹き抜けの方から、凄すさまじい轟ごう音おんがし、戦せん塵じんが突風に舞まって景たちのいる柱まで叩たたき付けてきた。


　横よこ殴なぐりの突風に梓のポニーテールがなびき、景のウィンドブレーカーが翻ひるがえる。景はとっさに梓を庇かばった。


「なんだあ!?」


　と叫さけんだ水原が、埃ほこりを吸い込んでむせ返った。見れば、吹き抜けにあった四本のエスカレーターが横倒しになっている。完全に逆ぎやく上じようした甲斐が根本からへし折ったのだ。もうもうと膨ふくれあがる粉塵が、二階の天てん井じように達していた。


　ベリアルの悲鳴と甲斐の怒ど声せいが、崩れる瓦が礫れきの向こうから届いてくる。聞き取ることはできないが、敵の呆あきれたような台詞せりふに対し、甲斐が大音声で怒鳴り返していた。辛かろうじて「ざまあみやがれ」といった言葉がわかった。やっと少しは気が晴れたという、得意そうな響ひびきが混まじっている。


　景は呆ぼう然ぜんと成り行きを見つめたが、やがて顔を真っ赤にした。


「あの馬鹿……このあと警けい察さつが来る手て筈はずなんだぞ!?」


　柱に拳こぶしを打ち付けて甲斐を罵ののしる。もっとも、仮かりに本人が聞いていたところで、どこ吹く風と涼すずしい顔をするのだろう。そう思えばいよいよ苛いら立だたしい。


「もう勘かん弁べんならん。あの馬鹿笑いを喉のどの奥おくに叩き返してやるっ」


「お、落ち着けよ、景！　このままじゃ俺おれたちまで巻まき込まれちまう。とにかく移い動どうしよう」


「──待って、景ちゃん」


　ウィンドブレーカーに庇われていた梓が、腕うでの中から景の服をつかんだ。そして彼のポケットを指さし、


「携帯。着信してる」


　バイブ設せつ定ていにしていた携帯がポケットの中で振しん動どうしていた。甲斐ではない。当然、ここにいる二人でもない。とすればあとは千ち絵えぐらいしか思いつかない。


　いま電話を寄よ越こすというからには、相そう応おうの非ひ常じよう事じ態たいということだ。景は緊きん張ちよう感かんを取り戻もどして携帯を取りだした。相手のナンバーを確かく認にん。そして最初はいぶかしく首を捻ひねったが、思いついて「ええいっ」と舌した打うちした。景のバックアップ用携帯のナンバーだったのだ。


「ど、どうしたの？」


「久美子だ。どいつもこいつも、この大事なときにっ」


　無視してもいいが、そうすれば久美子はこのあともっと決定的な瞬しゆん間かんにも携帯を鳴らしてくるかもしれない。


　景は彼には珍めずらしいほど愚ぐ痴ちを吐はき散らしながら携帯に出て、





　そして、聞いた──





　　　　２





　マッチにある喫きつ茶さ店てんを訪おとずれるべく、久美子はトコトコと町を横切った。


　結けつ構こうな距きよ離りがあるのに徒と歩ほで移動しているのは、電車代やバス代をケチったためである。代わりに買った──さすがにパクるのはやめておいた──アメリカンドッグを囓かじりながら、腕にカプセルの入った鞄かばんを提さげて揚よう々ようと歩いていった。


　天気はいいし、歩いているから、そんなに寒くもない。もともとちょっと気になった所には構かまわず顔を突っ込んでいく性せい格かくである。歩くのは好きだし、足だって強いのだ。


「フム」


　口の周りをケチャップで汚よごし終えた頃ころ、久美子はようやく喫茶店のある地区に辿たどり着いた。


　閑かん静せいな場所だった。路ろ地じ裏うらというわけではないのだが、いわゆる裏通りだ。半分ぐらいは一戸建ての民家で、庭が付いていたり、車庫が付いていたり、塀へいで何も見えなかったりする。あとはちらほらと、八や百お屋やや床とこ屋や、クリーニング店や煙草たばこ屋や、それに自動車の整せい備び工場などが目に付いた。アパートもあった。


　カプセルの取り引き現場を発見して、千絵スケ愚ぐ連れん隊たいのエースになる。そんな立身の志こころざしも半ば忘わすれて、久美子は普ふ通つうに近所を散歩している気分になっていた。道みち端ばたには雑ざつ草そうが生えているし、庭には洗せん濯たく物ものが干ほしてある。犬小屋なども見える。電信柱には怪あやしい広告など貼はられておらず、駐ちゆう車しや場じようを囲むブロック塀にもスプレーの落書きは描かかれていない。ちょっと田舎いなか臭くさくて退たい屈くつそうだが、のんびりした街まち並なみだ。カプセルのようなドラッグとは関係なさそうな印象しかなかった。


　ただ、道路が碁ご盤ばんの目のように交差していて、しかもどの角も同じような風景なので、大変道がわかりづらい。久美子はうろうろうろうろと道を行ったり来たりした。すでに日が傾かたむいて久ひさしく、すぐ日にち没ぼつになるだろう。


　マッチの裏うらにある簡かん単たんな地図を、もう一度確かく認にんする。


　久美子は地図を見るのがとても苦手である。しかもこの地図は小さいため、地名がほとんど書き込まれていないのだ。彼女は地図の図面を何度も回転させ、それに合わせて自らもぐるぐる回りながら、図面と自分のいる位置とを見み比くらべた。


　だいたいこの辺で合っていると思う。


　あっちかな？　と適てき当とうに見当を付けて進んでみる。しかし、どんどん道が狭せばまって来たので、やっぱり反対、と逆方向に向きを変える。


　ちょっと背の高い三、四階建てビルが見え始めた。ビルの反対側にはフェンスで囲まれた空き地があって、積み重なったタイヤや雑草のベッドに横たわる子供用の自転車が見えた。空き地の向こうは川があって、久美子はなんとなく自分のいる場所がわかった──ような気がした。


　フェンスは一部破やぶれていて、その向こうには土管が置いてある。土管など実物を見るのは初めてだ。久美子は、へーえ、とつぶさに観察しながら、空き地の横を通り過ぎた。


　トコトコと歩く。


　だんだん騒さわがしくなり、通行人とすれ違ちがうようになった。と思うとすぐに車道に出た。


　車道の向こうに、空き地の物よりずっと高いフェンスが見えた。フェンスの向こうは──グラウンドだ。どうやら学校があるらしい。


「どこだ、ここ？　高校かなあ？」


　ちょっと近づいてみる。車道のこちら側にバス停があった。久美子は駆かけ寄よって看かん板ばんの文字を読んだ。





『葛根市立葛根東高等学校前』





「あれえ？　ここって梓ちんの学校じゃなかったっけ？」


　もう一回マッチを見る。地図には車道らしき太い横線と、停留所のマークが付いていた。つまり、ここがその位置なのだ。


「あらら。ってことは行き過ぎたんだ。さっきの空き地の辺りじゃん」


　喫茶店なんかあっただろうか？　久美子は頭を搔かきながら来た道を引き返そうとした。


　振り返ったとき、目の前に見知らぬ男が立っていた。


「──！」


　久美子は反はん射しや的てきに一歩退ひいて構えた。男の様子が尋じん常じようでなかったからだ。


　男は憔しよう悴すいしきった顔をしていた。着ているのはハーフコートだが、方々がすり切れ、薄うす黒ぐろく汚れている。オールバックらしい髪かみ型がたはセットが崩くずれて油まみれだ。目元も落ち窪くぼみ、無ぶ精しようひげにまみれ、顔全体が煤すすけていた。


　まるで死相だ。だが、そんな中、男の目だけは不釣り合いにぎらつき、狂気を宿した視線で久美子をにらみつけていた。


　いや、久美子の持つ鞄かばんをにらんでいた。


「テメエだったのか……」


　男が空気を嚙かみ殺すような動きで声を出した。


「そうか……テメエだったんだな……いつまでもいつまでもあとをつけてやがったかと思えば、いつの間に盗ぬすみやがった……この、泥どろ棒ぼう猫ねこが……」


　目に、声に、ただならぬ怒いかりと憎ぞう悪おがあった。久美子は頭の芯しんが痺しびれる錯さつ覚かくを覚えた。これまで不良に凄すごまれた経けい験けんは何回もある。年上の男相手に喧けん嘩かだってした。しかし、いま目の前の男が自分に向けているような殺気は一度も味わったことがない。不気味であり、不ふ愉ゆ快かいであり、滅め茶ちや苦く茶ちや恐おそろしかった。


「クソガキが……舐なめやがって。覚かく悟ごしろよ、テメエ……俺の悪あく魔まの餌えさにしてやらあ……」


　久美子は口を利きかなかった。両目をまん丸く見開き、ジリ、ジリと後あと退ずさった。


　男が一歩前に出る。近づき、腕うでを伸のばす。


　久美子は弾はじかれたように逃にげ出した。


「待ちやがれ！　コソコソ付け回してたくせに、いまさらどこに逃げるつもりだ！」


　男は大声──周りのことなど完全に失念した、本気の怒ど鳴なり声を上げて久美子のあとを追ってきた。手て加か減げんや容よう赦しやなど微み塵じんもない。両手を振ふり、足を振り上げて全力で追ってくる。久美子も後ろを振り返ろうなどとしなかった。スカートがめくれ上がるのも構わず、息を止めて全力疾しつ走そうした。


　男の言っていることは意味が通じなかった。言うまでもなく、久美子はあんな男のことは知らないし、付け回したことなどない。だが、向こうは久美子を知っているようだった。それとも、他の誰だれかと勘かん違ちがいしているのかもしれない。たぶんそうだ。あの男の目は、正気ではなかった。


　そしてたぶん、あの男こそ、この鞄の本来の持ち主なのだ。


　本能的な恐きよう怖ふに駆られた久美子は、足をフル回転させて走りに走った。どこをどう走ったかなど、まるで覚えていない。男の追つい撃げきから逃のがれるため、角を何度も曲がり、家の隙すき間まに飛び込んで路地を抜けた。


　あれほど憔しよう悴すいしていたくせに、男は異い常じようにしつこかった。徐じよ々じよに間かん隔かくを空けているのだが、このままではこちらの体力が先に尽つきてしまう。どこかに隠かくれてやり過ごすしかなかった。


　──土管！


　そのとき走っていた場所は、奇き跡せき的てきに見覚えがある場所だった。男の罵ば声せいを背せ中なかに受けつつ、角の街灯に手をかけてカーブを曲がる。


　空き地が見えた。久美子はフェンスの破れ目がある場所に駆け寄り、破れ目をくぐり抜けると土管の裏側に飛び込んだ。


　一秒と置かずに男が現れた。「くそっ。どこにいやがるっ！」と凄すさまじい怒声を上げて、空き地の側を走っていく。


　久美子は男の動きに合わせて土管の裏から横手に移い動どうし、最後は音を立てないように、雑ざつ草そうをかき分けて土管の中に入った。


　男は空き地に視し線せんを投げた。フェンスの外を往おう復ふくして、隅すみ々ずみまで確かく認にんしていた。が、「くそっ」と罵ば声せいを残してまた駆け出した。


　行ってしまった。


　久美子はため息を吐ついた。息はどうしようもなく震ふるえていた。いまになって恐怖と疲ひ労ろうで、足が痙けい攣れんを始める。自分の吐はく息が、土管の中で反はん響きようした。心しん臓ぞうが爆ばく発はつしそうに脈打っている。


　だが、ここにずっと留とどまっていれば、やがて見つかってしまうかもしれない。男が戻ってくる前に、この辺りから遠ざかるべきだろう。


　久美子は土管から顔を出してフェンス沿ぞいの道の様子を調べた。まるで狼おおかみに怯おびえながら巣す穴あなから顔を出す兎うさぎのようだ。危き険けんがないとみて、そろそろと外に出る。


「……いて」


　と顔をしかめた。シャツの袖そでが赤く染そまっている。土管に入ったときに右みぎ肘ひじを擦すり剝むいていたらしい。穴の開いた袖をまくってみると、五百円玉の大きさの擦り傷きずができていた。真っ赤な血が滲にじんでいる。他にも鞄を抱かかえていた左手の甲こうに引っ搔かき傷があるようだった。こちらはフェンスをくぐったとき、突きだした金かな網あみで引っ搔いたのだろう。


　右肘を上げて舌したで舐なめた。舌先に血の味がして、傷口がじんと痛いたむ。久美子の目に涙なみだが浮うかんだ。


「帰んなきゃ……」


　鼻をすすり、久美子はフェンスを抜けた。


　耳を澄すましてみても、男の声は聞こえてこない。いまのうちだ。と、久美子は駆け出そうとして足を止めた。


　空き地の前。道を挟はさんだ向かい側に、二階建ての建物があった。


　壁かべは蔓つる草くさに覆おおわれて、一階と二階の窓まどだけが、ガラスと木き枠わくをのぞかせていた。正面に地下へと下る階かい段だんがあり、その階段の上の壁から、蔓草をイメージした形の黒い鉄の棒ぼうが突き出していた。


　そこには、表札のような大きさの赤茶けた銅どう板ばんが吊つるされている。看かん板ばんだ。


『パンドラ』とあった。





　　　　◆◆◆◆◆





　久美子は慌あわててマッチを取り出した。『喫きつ茶さ店てんパンドラ』。間ま違ちがいない。ここだ。


「うわー。こんなの見つかんないわけだ」


　一見しただけでは、とても喫茶店には見えない。しかもさっきここを通ったときは、土管に気を取られてこちら側は見ていなかったから、なおさらだ。


「……どうしよう」


　いつさっきの男が帰ってくるかもしれない。こんな所、一いつ刻こくも早く逃にげ出したいというのが、久美子の本心だ。


　が、それでもなお、彼女の功名心と、何より好奇心は、恐怖を上回っていた。


　久美子は地下に下りる階段を上からのぞいてみた。地下といっても、半地下だ。ということは目の前の窓から中がのぞけるかも知れない。そう思ったが、あいにくその窓にはカーテンがかけられていた。これはたぶん採さい光こう窓まどだ。そのカーテンが閉まっているということは、営えい業ぎようしていないということではないだろうか。


　傷きずついた子こ猫ねこは、迷まよった末、己おのれの本能に従したがった。


　階段を一歩ずつ下りる。階段を挟む両側の壁は、煉れん瓦がでできていた。蔓草が垂たれ下がり、ヴェールのように壁を飾かざっている。階段の突き当たりに、上の物より大きい看板が掛かかっていて、いまは消えているが、ライトアップする形でライトが設せつ置ちされていた。


　その隣となりに入り口のドア。


　ガラスと木材でできた、重たそうなドアだった。中央に楕だ円えん形けいのプレートが紐ひもで下げられていて、『ｃｌｏｓｅ』の方が表を向いている。予想通り閉へい店てん中なのだ。


　ドアのガラスもカーテンが閉められていた。ブザーや呼よび鈴りんは付いていない。しかし、マッチの日付は今日だ。ここで取り引きがあるなら、中には誰かいるはずだ。ノックしたものかどうか、久美子は頭を悩なやませた。


　なんとなくドアを押おしてみる。


　開いた。


　久美子はびっくりしたが、そのまま音を立てずにドアを押し開けた。途と端たんに、チリンとドアチャイムが鳴る音がして、全身の動きを止める。これが猫なら身体からだ中じゆうの毛を逆さか立だてているところだ。


　チャイムの残響はすぐに消えた。中からはなんの物音もしない。久美子はチャイムを鳴らさないよう慎しん重ちようにドアを押した。重じゆう厚こうな見かけに反して、ドアは実に滑なめらかに開いた。


　中は暗かった。人はいない、と判はん断だんした久美子は、開いた隙すき間まから身体を店内に滑すべり込こませ、後ろ手にそっとドアを閉めた。


　店内はコーヒーの香かおりがした。久美子は動かずに、じっと目が慣なれるのを待った。採光窓のカーテンの隙間から微かすかに光が入り込んでいる。もっとも、すぐに日ひ暮ぐれだから、大した光ではない。本当に暗かった。


　じれったい。そう思った久美子は、採光窓の真下に移い動どうすることにした。どうやら店に入ったあとにも階段があるらしいので、それを一段ずつ慎重に下りる。床に辿たどり着いてから、今度は階段の手すりを回り込むようにして壁際に移動し、採光窓の下まで来る。


　ぺたぺたと手当たり次し第だいに壁を触さわっていると、目当ての物が見つかった。カーテンを開閉する紐ひもだ。思い切って紐を引く。カーテンが横に滑り、窓から明かりが差し込んできた。


「ふう」


　と満足そうに息を吐いて、久美子は店内を見渡した。まだかなり暗いのだが、さっきよりはだいぶマシになった。どうにか店内の配置がわかる。広さはそこそこ。カウンター席の他にも、ボックス席がいくつかあって、曇くもりガラスで仕切られていた。天井にはむき出しの梁はり。壁には大きな食しよつ器き棚だながある。カウンターの奥で、棚に並んだサイフォンが採光窓の光に反はん射しやしていた。


　悪くない店だ。アンティークな雰ふん囲い気きがして、香か苗なえが好きそうである。


「でも、ほんとにここでカプセルの取り引きがあんのかなあ？」


　どうにも場違いな気がする。そして、ようやく久美子は、このマッチが単にメモ帳代わりに使われたかもしれないという可能性に思い至いたった。だとすれば、とんだくたびれ儲もうけだ。散々歩き回った上、変な男に追い回されて怪け我がまでしてしまった。千絵にこっぴどく叱しかられることは間違いない。


　久美子は陰いん鬱うつなため息を落とした。が、すぐに気持ちを切り替かえて物珍めずらしそうに店内を眺ながめ、中でも一番目に付いた古めかしい食器棚に近づいていった。


　食器棚にはソーサーやカップが飾ってあるが、他にもブリキの模も型けいが置いてある。彼女はそっちの方に気を取られて、ガラスの戸に鼻をくっつけた。


「……ワっ」


「ぎゃあああっ！」


　全く前まえ触ぶれもなく声をかけられた久美子は、魂たましいが消し飛びそうなとんでもない悲鳴を上げた。


　背後を振り向き、ガシャン、と音を立てて背中を食器棚に押しつける。


　目の前のカウンターの向こうに、誰かがいた。


　椅い子すに座すわっているらしい。さっき見たときは気が付かなかったし、気配もまるで感じなかった。一いつ瞬しゆん、本気で幽ゆう霊れいかと思った。


「──まあ、落ち着け」


　無理だ。久美子はぶんぶんと首を振った。目の前の人物はおかしそうに、


「頼たのむよ。食器が割われちまう。おどかしてわるかった。謝あやまるよ」


　声の主は男だった。喋しやべり方に、不思議と人を安心させる響ひびきがあった。まるで、良く知っている人物と話しているような錯覚すら覚える。久美子は緊きん張ちようを解といた。ゆっくりと背中を食器棚から離した。


　暗くて顔がよく見えない。声からして年上なのは間違いないが、十代後半か、二十代なのか年ねん齢れいもつかめなかった。


「……あんた、誰？」


「待ってくれ。いま明かりを点つける」


　男が立ち上がって壁に手を伸のばす。次の瞬間、カウンターの上の照明だけが、パッと白色の丸い光を落とした。


　暗くら闇やみに慣なれた瞳ひとみに痛いたみが走り、久美子はとっさに目ま蓋ぶたを閉とじた。次に目を開けたとき、男はさっきと同じようにカウンターの向こうの椅子──ソファだ──に座って彼女を眺めていた。


　もちろん知らない男だった。ただ、奇き妙みような違い和わ感かんを感じた。闇の中にいたときより、光の下にいる彼の方が、もっと顔がぼやけて感じられたのだ。結構整った顔立ちをしている。眉まゆは太過ぎず細過ぎず、目は鋭するどいがキツくはなく、鼻はすっと通っている。口元も引き締しまっていた。


　ハンサムだ、と思った。ただ、それなのに全体的な印象としてはつかみ所がなかった。別れて五分もすれば、何一つ思い出せない。そんな感じの顔なのだ。いや、正確には顔だけでなく、存そん在ざいすべてが同じようにぼやけていた。


「実は少なからず驚おどろいたのは俺も同じでね。さっきのはささやかな反撃だ」


　そう、男は続けて話しかけた。


「何しろここは、隠れ家として自信があったからな。こんなに早く見つかるとは思ってもみなかった。しかも現れるのが君だなんて、目を疑うたがったぜ。もしこれが偶ぐう発はつ的てきなアクシデントでないとすれば、俺は奴やつらの戦せん略りやくを読み違えていたことになるんだが──実じつ際さいはどうなんだ？」


　こいつもだ、と久美子は身構えた。こいつもさっきの男と同じ、わけのわからないことを一方的に話しかけてくる。変な宗しゆう教きようの勧かん誘ゆうみたいで、気味が悪いったらない。


　久美子はポケットに手を突っ込んだ。そして──


「ここ、『パンドラ』っていうんだよね？」


　一言一言をはっきりと発音しながら、男に確かく認にんをする。


「そうだ。マスターはいないぜ。正月はハワイで過すごすらしい。そこで少しの間、間借りしてるわけだ。許きよ可かは取ってないがね」


「…………」


「どうしたんだ？　自分から押し入っておいて、妙な奴だな」


　男は気さくに尋たずねたが、久美子は意固地な態たい度どで警けい戒かいを解かなかった。


「……あんた誰なの？　ここで何してんのよ？」


「俺のことは知ってるだろ？　それとも遊ぶのに夢む中ちゆうで、海うみ野のや物ものの部べの話は聞いてなかったのか？　第一、俺たちが顔を合わせるのは、これで二度目だ。話をするのは、初めてだがな」


「二度目ぇ？」


　久美子は露ろ骨こつに疑心に満ちた顔をした。


「馬ば鹿か言わないでよね。いつ会ったっていうのよ」


「予備校のカプセルパーティーだ。覚えてないのか？　ああいや、たぶん、わからなくなってるんだろう。よし。いいか。ちょっと待てよ」


　男は一人で納なつ得とくしたように頷うなずくと、右手の手のひらで眉まゆから下の辺りを覆おおった。そのまましばらくじっとしていた。そして、怪け訝げんに見守る久美子の眼がん前ぜんで、ゆっくりと手をのけ、顔を上げた。


　思わず息を呑のんだ。


「お、わかるかね？　では上う手まくいったわけだな。いやあ、大人気ないとはわかってるんだけど、なかなかどうして、面おも白しろいな、これ」


　別人になっていた。


　いや、注意してみれば顔の形そのものは変化していない。なのに、受ける印象がまるで違っている。


「なっ、なっ、なっ──！」


「うんうん、驚いてるね。無理からぬ反はん応のうだと思うよ。突とつ然ぜんこんなことされたら、大半の人間は冷静でいられないだろうからね。まして君は、感情を素す直なおに表現することのできる女の子のようだ。取り乱みだしても仕方ない。ただ、話をしたいから少し落ち着くよう努力してもらえたら助かる」


　男は実に滑らかな口振りで話した。調子のいい口調だったが、悪意や害意は感じない。それどころか、友好的な雰ふん囲い気きがあった。


　男はのんびりと久美子が冷静さを取り戻すのを待っていた。久美子の方も、一度驚きよう愕がくが去ってしまえば、待ちきれなかったように彼女本来の好奇心が首をもたげてきた。しかもこれは、相当面白いことのようだ。


「あんた、なんなのそれ？　気持ちワル」


「……君の年代の女の子に言われると、たいそうショックだ」


「変へん装そう……じゃないよね。手品？」


「そうだね。他者の認にん識しきを操そう作さするという点では、手品と同等のものだね。種はないけど」


「わかったあ！　あんた二重人格なんでしょ。テレビで見たことあるっ」


「それは大きく外れ。でも、そう、外面的な事象にのみ注目すれば、類るい似じ点てんは非常に多い。今後、必要のない者に説明する必要が生じたときは、そう説明する方が時間の節約になりそうだ。一つ覚えておこう」


　男はよくわからないことを至し極ごく真ま面じ目めな口調でつぶやいた。


　男の顔つきは穏おだやかだった。目に稚ち気きと知性の混こん在ざいした不思議な──しかし魅み力りよく的てきな輝かがやきがある。悠ゆう然ぜんとしていて、どこかひょうきんな態度は、学校の先生のようだった。


　誰だれかに似にている、と思った。


「……ねえ。あんたって、何者なの？」


「ん。いい質しつ問もんだ。無む駄だなく本質を突いている」


　生徒を褒ほめる口振りそのままに、男は頷うなずいて質問に答えた。


「いま僕ぼくは大変複ふく雑ざつで珍めずらしい現象として存在している。ある一人の人物を形成する精せい神しんの一部が、特とく殊しゆな内的資し質しつとさらに特殊な外的影響を受けて、本来意い識しき的てき干かん渉しようの不可能な認識上の他人格を、極めて高レベルな相そう似じで疑似構成しているのさ。結果、いまの僕はかくの如ごとくいかにも僕面をして喋しやべっているわけだ。我われながら実に入り組んでるね。興きよう味み深ぶかい」


　久美子はインドネシア語で落語を聞かされたような顔をした。


「……わかんない」


「あーそう？　これ、すごく貴き重ちような心理学的臨りん床しよう例れいなんだよ？　じゃあ、そうだな。身近な例を挙げよう。君は僕──というか、こいつのことは覚えてなかったが、《彼女》のことは覚えてるだろう。十二月二十五日の深夜、予備校で見た物部景君のことを思いだしてみなさい」


　急に景の名前が出たので、久美子はぎくりと緊張した。


「景ちんのこと、知ってんの？」


「景ちん──可愛かわいらしいニックネームだ。悪あく魔ま狩がりのウィザードも形無しだな。やはり名前というのは軽んずるべきじゃないね。僕としては景ちんの方が親しみが持てるけど」


「話逸そらさないでよっ」


「ごめん。僕の悪あく癖へきなんだ。彼のことはもちろん知ってるよ。六年も前から知ってる。……えーと、そうそう、人格の話だったな。こういうとき、こいつの記き憶おく力りよくがあると便利だ」


　そう答えて男は鼻の上に人差し指を持っていった。眼鏡めがねを直す仕草だ。しかしいまの自分は眼鏡をかけていないと気付いて、おっと、と腕を戻した。


「さて、話を戻そう。あのとき彼は異ことなる人格に取り憑つかれていた。と、少なくとも君たちはそう理り解かいしているんだろうね。ところがだ。実はそれは現象に対する理解を容よう易いにするための仮か定ていに過ぎない。本当のところ、彼に謎なぞの人外精神体が憑ひよう依いしていたのか、彼の隠れた人格が意識の上じよう層そうに浮かんでいただけなのか、何者かのマインドコントロールを受けていたのか、はたまた彼の演えん技ぎだったのか客観的には確認できてないのさ。まあ最後の一例は冗じよう談だんだけどね。真実がどれにせよ、確かめる方法なんてないんだから、一番わかりやすい説明を選せん択たくすればいい。それで僕らは、初めて彼を知ったとき、この現象に対して『悪魔の憑依』という説を選んだわけだ。この説なら、それまで僕らの、というか僕の構こう築ちくしていた理り屈くつに抵てい触しよくしないし、オカルトに当てはめた方が一いつ般ぱんユーザーの理解も早いと判断したためだ。要するに都合が良かった。……そんな適当なって思うだろ？　けどよく考えて欲ほしい。世の中というのは仮説の上に成り立っているんだよ。例えばオカルトの対極にあると思われがちな科学だけど、科学的思考というのは要するに現象に対する理解を論理的に説明するための手しゆ段だんだ。広こう辞じ苑えんを引いてみるといい。『物事を実じつ証しよう的、論理的、体たい系けい的に考えるさま』とちゃんと書いてある──って凄すごいな。こんなことまで記憶してるのか、こいつは。なんて暇ひまな奴だ」


「……ねえっ」


　耐たえきれなくなった久美子が口を挟はさんだ。退たい屈くつは彼女の最も嫌きらうところである。


「あんたさあ。ちょっと頭悪くナイ？　言ってること全然わかんないんだけどぉ」


　腹はら立だたしそうに口を尖とがらせる。対して、男は「頭悪……」とショックを受けたようだったが、咳せき払ばらいをして落ち着きを取り戻した。


「た、確かにコミュニケーションを優ゆう先せんした会話ではなかったかもしれない。初対面の、しかも中学生に対して取るべき対たい応おうではなかった。反省しよう。ただ、わかって欲しいんだけど、僕は誰かと喋しやべるのは久ひさしぶりのことなんだ。まだ慣なれてないし、いささか興こう奮ふんもしている。そもそも僕はそんなに人付き合いのいい人間ではない上、顔見知りするものだから──あ、違うか。久しぶりというのは変だな。いまの僕が成立したのはこの数日のことだから、こいつ以外と喋るのは初めてと考える方がより正確だ。うーん、でも、話し手である僕の主観に立つと、僕の記憶上はやはり久しぶりなんだから必ずしも間違った表現というわけじゃ……あ、いや、ごめん。悪かった。きちんと話をしよう」


　刺とげ々とげしい仕草で枝えだ毛げの手入れを始めた久美子を見て、男は慌あわてて猫ねこなで声を出した。


「じゃあ話を戻すとしてだね。えーと、そうそう悪魔憑依の話だ。彼や僕、さらに広義では六年前から葛根市において観察され続けている現象を僕なりの解かい釈しやくに従したがって説明すると──」


「あーもうっ。違うでしょっ！　あたしが聞いてるのは、な・ま・え！　あなたのお名前聞いてんのっ。ホワッ、テュア、ネーム！　オウケイ!?」


　拳こぶしを振ふりかぶり、足を踏みならして、久美子は男に嚙かみ付いた。


「お、落ち着きなさい。僕がさっきから言ってるのは、その質問の回答と解説なんだよ？」


　男は怯ひるみながら、これはいい加か減げん話を切り上げた方が良さそうだと判はん断だんしたらしい。なんとか体てい裁さいを立て直して、


「まあ、そうだな。便べん宜ぎ的てきな呼こ称しようということなら、僕はこういうとき『ベルゼブブ』と名乗っていた。が、いまの僕は偽物であるから、区別のため同じ名称は名乗りたくない。よって、ただいまの会話では、君は僕のことを『ベルゼブブ・パターン』と呼びなさい。ちなみに、この『ベルゼブブ・パターン』、つまり『僕』とは、ただいま君と会話中の主体のことだ。身体からだそのものは『バール』。これでいいね？」


「よくないっ。なんで名前が三つも出てくんのよ。『ベルゼブブ』？　『ベルゼブブ・パターン』？　それとも『バール』？　どれなのっ」


「二つ目だ。『ベルゼブブ・パターン』」


　そこまで話をまとめて、ようやく久美子は得心したらしい。振りかざした拳を収おさめ、仰ぎよう々ぎようしく頷うなずいた。


「ベルぱー、ね。わかった」


「ベ、ベルぱー!?　まさかと思うが『ベルゼブブ・パターン』の略りやくか？　せめて『Ｂパターン』とかにならないかい？」


「やっ」


　久美子が断固として拒きよ否ひすると、男──ベルゼブブは世にも情なさけない顔をして「ベルぱー……」とつぶやいた。名前の重要性にこだわっていただけあって、久美子のネーミングは本気で不本意なようだ。


　一方、やっと相手から一本取った久美子は満足そうに笑っていたが、「ん？」と首を傾かしげた。よくよく聞き直してみると、聞き覚えのある名前だったのだ。千絵が、梓が、そして景が、確か口にしていなかっただろうか？　その名前──いや、コードネームは……


「あれ？　えーっと、つまりひょっとして、ベルぱーって執行細胞フアースト・セルって奴やつなわけ？」


「……それぐらいのことは当然のことと察していると思っていたけどね」


　憮ぶ然ぜんとするベルゼブブ。反対に、久美子の方は興こう奮ふんして「えーっ、うそー!?」と繰り返した。


「それじゃああんた、悪の親玉じゃん！　クミちゃんピーンチ！」


「よく言うよ。嬉うれしそうに」


　ベルゼブブは仏ぶつ頂ちよう面づらを作ったが、目だけは優やさしく苦く笑しようしていた。彼にはそんな、年少者を自由に遊ばせてやる包ほう容よう力りよくがあった。久美子はそういった「遊び場」を見つけるのが得意だ。時々やり過ぎて怒おこらせたりもするが、するりと相手の懐ふところに入り込んでしまうのである。


「でも、ベルぱーってあんまりワルには見えないけどね。せいぜい、ヤクザお抱かかえの弁べん護ご士しがいいとこみたいな」


「ひどい日本語を使うなあ。『いいとこみたいな』って。言葉はデリケートな意思伝達手段なんだから、感覚的な用法は慎つつしみなさい」


「あ、偉えらそう。ベルぱーの日本語だって十分変じゃん」


　と反はん論ろんしてから、久美子は顔を突つき出して両目を細め、いかにも胡う散さん臭くさいものを見る目つきでソファに座すわる男を頭のてっぺんからつま先まで眺ながめ回した。


「だいたいさー。あんたほんとに執行細胞フアースト・セルなわけ？　執行細胞フアースト・セルってセルネットの一番上でしょ？　ベルぱー全然幹かん部ぶ面づらしてないじゃん。フカシこいてない？　ほんとはただの電話番とかじゃないの？」




[image: ]


「失しつ敬けいな。この優やさ男おとこ面は僕の面じゃないにせよ、会話の中にも隠かくしがたくにじみ出る風格をして、どこから電話番なんて発想が出てくるんだ」


　とベルゼブブは不服そうに眉まゆを動かした。


「いいかね？　我わが原型たる『ベルゼブブ』──いいや、もう限げん定てい的てきに僕という一人称を使用してしまおう。僕は、正真正しよう銘めい、セルネットの創そう始し者しやである執行細胞フアースト・セルの一人だ。六年前の過か日じつ、《夢魔》の堕落によって生じた大規模悪魔召喚による破は滅めつを回かい避ひし、あまつさえその後蔓まん延えんした散発的な悪あく魔まの乱らん造ぞうに歯止めをかけた立て役者なんだぞ？　何を隠かくそう、カプセルを創ったのだって僕なんだ。葛根市のアンダーグラウンドに燦さん然ぜんとその名を残す、カプセル文化を語る上で決して外すことのできない人間だ。いやいや、真に慧けい眼がんの者ならば、これはもはや一都市の怪かい奇き現げん象しように留とどまらず、世界的にも瞠どう目もくすべき近代オカルト史上の業ぎよう績せきと理り解かいするだろう。葛根市における細さい胞ぼうシステムが果たした働きとは、それほどに奇き跡せき的てき成果を示しめした、空前の実験現象学的オカルト分ぶん析せきであったのだ。エロイムエッサイム」


「…………」


　久美子は、生まれてこの方、片かた手ての指で数えられるほどしかしたことのない経けい験けんをしていた。つまり、言うべき言葉を失っていた。


　変な奴だというのは最初からわかり切っていたことだが、こんなに変な奴だとは、いかな彼女といえども想そう像ぞうできなかった。一本奪うばったポイントを、三倍ぐらい取り返されたような気分だった。


　もしここにいて彼の言葉を聞いたのが千絵であれば、顔中を真っ赤に染そめて一いち言ごん一いつ句く聞き逃のがすまいとしただろうし、景であれば顔面を蒼そう白はくにしていただろう。しかし久美子は至いたって迷めい惑わくそうな顔で、なんとか彼の発言を、彼女なりに理解しようと努めた。


「なんかツッコミ所満まん載さいなんだけど……カプセル創つくった？　ベルぱーが？」


「左様」


「ほんとに～？　じゃ、どうやって創ったのよ？　なんのために創ったの？」


「その二つはとても危き険けんな質しつ問もんだ。本当に知りたいかい？」


「そりゃ知りたいわよ。それとも、もったいつけて、やっぱ噓うそなの？」


　ベルゼブブはうっすらと笑った。


　その瞬間、ベルゼブブは挑ちよう発はつする微び笑しようの裏うらからわずかに本ほん性しようを見せた。


　それは、メフィストフェレスの表ひよう情じようだ。不ふ相そう応おうな取り引きを持ちかける人間を可お笑かしそうに見守る表情。相手の度ど量りようを知り、おそらく破は滅めつするだろうとわかっていながら、素そ知しらぬ顔で応おうじる表情だった。


　千絵なら、また景なら気付いただろう、そのベルゼブブの素す顔がおに、久美子は全く気付かなかった。


「噓なものか」


　と、座ったまま身体からだを前に傾かたむけ、両手を広げて五本の指先を合わせる。


「いいとも、お教えしよう。まず最初の質しつ問もん。『どうやってカプセルを創ったのか？』。リクエスト通り詳しよう細さいな説明は割かつ愛あいして、ごく大おお雑ざつ把ぱに言うと『召しよう喚かんした』のさ。悪魔召喚。これなら君もわかるだろ？」


「はあ？　召喚って……何を？」


「カプセルを。あれは僕の召喚した悪魔だ」


　久美子はがっくりと肩を落とした。いい加か減げん、うんざりだ。


「……ねえ。あたしもそれなりに努力してるつもりなんだけど、やっぱあんたとあたしって、どうしてもワカリアエナイみたい」


「努力が足りないだけだ。まあ確たしかに、僕ぼくが召喚した悪魔と言い切ってしまうとあまりに語ご弊へいが大きいかな。僕がしたことはきっかけ作りに過ぎないからね。土台となっているのは《夢魔》の力だし。性せい質しつも、普ふ通つうの悪オ魔ー持ナちーが使し役えきする悪魔とは大きく異ことなる。この場合に関して言うと、『悪魔』という呼こ称しよう自体、付ふ随ずいするイメージがありすぎて不ふ適てき切せつなんだろうな。しかし、《夢む魔ま》が悪魔であるように、カプセルもまた悪魔なのさ。それが証しよう拠こに、勝手に増える。見たことないかい？　いまは《夢魔》の力が全開近く発動してるから、ペースも上がってるはずなんだが」


「うっそだあ。馬鹿にすんのもたいがいにしときなさいよぉっ」


　と久美子は怒おこって、提さげていた鞄かばんからカプセルのパッケージを一個取り出した。


「これが悪魔？　冗じよう談だんじゃないわよ。勝手に増ふえるって何よ。生きもんじゃあるまいし。それにこれ、ちゃんと目で見えて手で触さわれるじゃんっ！」


「普通の悪魔だってカプセルをのめば目で見えるようになるし、手で触れるようになる。なぜだと思うね？　カプセルが観察主体の認にん識しきに働きかけるからだ。君にわかりやすいように多少の誇こ張ちようを加えながら説明しよう。例えば物質。『物』というのはたいていの人間にとって普ふ遍へんの真理の如ごとく捉とらえられている。形けい而じ下か世せ界かいの象しよう徴ちようだ。ところが、これを観察し、その実じつ在ざいを認みとめるのは人間の心だ。そのカプセル。目で見えるし手で触れる。では、目で見て、手で触っているのは誰だい？　君だよ。仮かりに君が目が見えず触しよつ覚かくを持たないとすれば、君にとってそのカプセルはないに等しい。違うか？」


「そんなの……わかんないよ」


「努力が足りない。もっと真しん剣けんに思考し、想像しなさい。まあ、慣なれてないことも考こう慮りよして他の例を挙げてみよう。さっき君がこの喫きつ茶さ店てんに入ってきたとき、君は僕に気付かなかった。暗くてよく見えなかったから、いるとわからなかったんだ。けど、話しかけられることで知覚し、明かりの下で視し認にんすることによって、さらに認識を深めた。でもよく考えてごらん。僕は本当にここにいるかい？　どこか唐とう突とつな、不自然な登場じゃなかったかい？　僕らはまだ握あく手しゆも交かわしてない。いま見て、いま話している僕は本当に物質として存在しているだろうか？　君の脳のうが見せる幻げん覚かくじゃないと言い切れるかい？　この薄うす暗ぐらい、他には誰だれもいない地下の一室で、ひょっとして君は何もないカウンターに向かって喋しやべり続けているのかもしれないよ？　いや、それどころか、口を利きいたつもりになってるだけで、ただ暗くら闇やみの中に立ち尽つくしているのかもしれない。どうだい？」


　にんまりとベルゼブブが笑った。それは、悪戯いたずらを仕し掛かける子こ供どものような笑い方だった。だが、彼が仕掛ける悪戯とは、子供の手に依よるものではなく、悪魔の領りよう域いきに属ぞくするものである。


「考えてごらん」


　と彼はさらに続けた。穏おだやかな、優やさしい口調で。


「よく、考えてみるんだ。そもそもこの喫茶店、妙に変な具合に発見しなかったかい？　蔓つる草くさに隠されて、看かん板ばんもわかりづらくて、一見しただけではとても客商売の店とは思えない。君は本当に『パンドラ』の箱を開けたのかい？　そんな気になってるだけじゃないか？　本当の君はいまも土管の中でぶるぶる震ふるえながら隠かくれているんじゃないのかい？　さらに疑うたがってみよう。君はその鞄の中身を見たとき考えなかったか？　これだけあるカプセル。少しぐらい使ったってわかりやしない。少しは、そう考えただろう。それで？　君はそのときからここに来るまでにカプセルをのんだんじゃないのかい？　ん、のんでない？　本当に？　本当にのんでない？　違うんじゃないか？　君はカプセルをのんだ。これ幸いと何も考えずにのんだんじゃなかったか？　それでいま、君はここにいるんじゃないかい？　これは君が見てる幻覚じゃないか？　そう考える方が、たかだか家出中の小こ娘むすめが、セルネットの者ですらその正体を知ることの叶かなわない執行細胞フアースト・セルの一人と直接口を利いて、絶ぜつ対たい明かされるはずのないカプセルの秘ひ密みつを聞かされているなんて考えるよりずっと妥だ当とうで、ずっとありそうなことじゃないのかい？　もし海野くんが君の体験した話を聞けば、なんて言うかな？　約束を破やぶって遊びほうけ、日も暮くれてから帰ってきて、しかも手には出所のわからない大量のカプセルを持ったまま、執行細胞フアースト・セルに会ってカプセルと悪魔の謎なぞを教わったと話す君の言葉を、どのように捉えると思うね？」


「…………」


　久美子は知らず知らずのうちに、持っていた鞄を胸むねに当てて、ぬいぐるみでも抱くかのように、きつく抱きしめていた。


　ベルゼブブの言葉は一定の音おん律りつを持ち、低いイントネーションで流れてくる。次の言葉が放たれたあとも、前の言葉はまだ宙ちゆうを彷徨さまよっていて、少しずつ闇に溶とけながら余よ韻いんを重ねているようだ。その空気中を満たしていく響ひびきは、どこか蠅はえの羽音に似にていた。


　久美子はまとわりつく響きを振り払はらおうとしたが、どうすればその響きから逃のがれられるのかわからなかった。頭の芯しんが痺しびれていく。まるで心の中に麻ま酔すいを打たれ、感覚のない痺れた部位がどんどん広がって身体からだ全体を侵しん食しよくしていくようだった。カプセルをのんだ？　確たしかにそうしようと一度は思った。思ったけどのんでない。のんでない。のんで……ない？


　さっき自分を追い回した男のことが思い出された。あの異い様ような男。あの現実感を欠いた存そん在ざい。この店を見つけたのはその直後だ。一度目は見つけられなかった。でも……でも最初見落としたのは、空き地の土管を見ていたからだ。土管を見るのなんて初めてだったから……いまどき土管なんて珍しいし……男から逃げるときだって、あんな都合良く隠れられる場所なんてなかったし……


　──そうだ、怪け我がっ。


　久美子は右みぎ肘ひじを上げた。肘には乾かわき始めたばかりの擦すり傷きずがある。これこそあれが現実の証あかしではないか。彼女は救われたように笑った。他にも左手に……


「……噓うそ」


　ない。そんなばかな。確かここにはフェンスで引っ搔かいた引っ搔き傷があった。あった……はずだ。確かく認にんはしたか……いや、しなかっただろうか。けど確かに……


「もう一段階進めよう」


　と──たわいもなく怯おびえて混こん乱らんする久美子に、ベルゼブブは平然と告げた。


「君はこれまでカプセルを何回のんだ？　数え切れないだろう？　覚えていられないほどトリップし、覚える気もなくすほど幻げん覚かくを見てきたはずだよ。そしてその度たびに思ったはずだ。あっちの方が良かった。幻覚あつちの方が現実こつちより良かったって。そしてこうも思ったはずだ。ひょっとして、もしかすると、目が覚めてからの世界こそ幻まぼろしで、実は、いま見ていた夢ゆめの方こそ現実なんじゃないか。その通りだとしたら？　カプセルの幻覚と、カラオケボックスの現実。どこかで入れ替かわってないと断だん言げんできるかい？　友人？　なるほど、一いつ緒しよに家出してるという友人のことか。ああ、気にしないで。その辺りのことは、こっちも調ちよう査さしてるさ。土管の件けんもね。彼のことは放っておきなさい。どうせもう君の前には登場しない。さて、話を戻もどす。友人──つまり第三者だ。第三の観察者。君がカプセルをのんでる最中、涎よだれを垂たらしながら大いびきをかいてたと証言して、ちゃんと夢と現実の区別をつけてくれる不動の観察点。さて、その『他者』と君とのコミュニケーション手段はなんだろうか？　会話だ。つまり、君に対するインプット情報として、この僕と全く等とう価かだ。そうだろ？　君は耳から受け取った空気の波を音声として捉とらえ、音声のパターンから言葉として認にん識しきし、目から受け取る映えい像ぞう情報やそれまでの経けい験けん則そくと総そう合ごう的てきに処しよ理りして、その情報源と認識された対象からの意思伝達と判断する。その認識から判断に到いたる過か程ていは絶対といえるかい？　しかも聞いたところによると、君たちは出会ってわずか二週間ほどだというじゃないか？　そんな付き合いしかない他人の言葉に、はたしてどれだけの真実が期待できるというんだ？　現実世界だけじゃない。トリップしたときだって夢の中でその友人たちと会話をしたことがあるだろう。そのとき君は、これは幻覚だと常つねに意い識しきしながら会話していたか？　いま話しているのは現実の友人。いま喋しやべっているのは幻覚の友人。そんな区別を正せい確かくにしてきたかい？　本当に？　君は本当にその友人とやらと──」


「うるさいっ！」


　久美子は吐はき捨すてた。意識して叫さけんだのではなく、ほとんど反はん射しや運動だった。


　身体からだがこれ以上ベルゼブブの言葉を拒きよ否ひしたのだ。いわば、生体の緊きん急きゆう避ひ難なんだ。


「うるさいっうるさいっうるさいっ。何あんた!?　何よソレ!?　何様のつもり!?　人のダチ、とやかく言ってんじゃねーよっタコ！　わけわかんねーこと、グタグタ言いやがって。キモいんだよっ。喋んな、バカッ！」


「……なんとまあ。今時の中学生は女の子でもそんな口を利きくのか。恐おそれ入るね」


　ベルゼブブは久美子の罵ば倒とうを軽くいなした。もとより二人では格が違う。が、ベルゼブブの方には、別に久美子を敵てき視しする構かまえはなかった。それどころか見直したように頷うなずいている。


「でも、いまの君の態たい度どは実は大変正しい。『自分のペースを守る』というのは、未知の状じよう況きように対たい応おうするための常道だ。君は僕の長講こう釈しやくに、理り屈くつではなく罵ば声せいで応じた。それでいいのさ。自分の手の届く間合いを見み極きわめ、自分の裁さい量りようが活いきる範はん囲いで取るべき手段を打つ。いつ、いかなるときでもかくの如ごとく応じられるなら、君は自分の人生をコントロールできるだろう。善ぜん哉ざい。精しよう進じんしなさい」


「だからっ。わけわかんねーつってんだろ！　いい加か減げんにしろよ、テメエっ！」


「はいはいわかった。謝あやまるよ。ごめん。ただね。このままやめたんでは、結局君も嫌いやな尾おを引くことになる。もう君を不ふ快かいにする真ま似ねはしないから、あと少しだけつき合ってくれないか？」


「勝手なことを……！」


　久美子は猛もう反はん撃げきしようと息を吸すい込んだ。だが、先を続けることができなかった。というより、する気がなくなった。まとわりついていた不快感が、消えてしまったのだ。


　それはまさにマジックだった。指一本動かしたわけでもないのに、二人の間にあった険けん悪あくな空気が一いつ瞬しゆんで浄じよう化かされ、久美子の怒いかりがうやむやにされたのである。


　口先で、態度で、雰ふん囲い気きで。そんな当たり前のものを利用して他人の感情を自じ在ざいに操あやつる。彼女は、ベルゼブブの弁べん舌ぜつに強い反感と恐きよう怖ふを抱いだいたが、この不思議な力に比くらべれば、彼の弁舌など飾かざりのようなものだった。そしてようやく、彼女はこの男がただ者ではないということを肌はだで実感した。


「さっき僕は、世の中は個人の頭の中に描えがかれる認識に過すぎない、という趣しゆ旨しのことを言った。これは確かに一面の事実であり、否ひ定ていすることはできないが、極きよく論ろんであることも事実だ。だから、もう少し大おお勢ぜいの人間に納なつ得とくのいく解かい釈しやくをしてみよう。どういうことかといえば、『物ぶつ質しつは存そん在ざいする』と考えるってこと。当然『他者』も実在しており、『他者』もまた固有の自じ我が──他我を有していると考える。その代わり、人間はそうした『外界』を自らの作り出した認識でしか理解できないと考えるんだ。これなら納得がいくだろ？　そして僕らが呼ぶ『悪あく魔ま』とは、この認識と物質の狭はざ間ま。夢と現実のズレの間にいる存在なんだ。物質と同様に認識されるが、実際には存在しないため既き知ちの物理法則に囚とらわれない。にも拘かかわらず、他の実在する物質に対して物理的影えい響きよう力りよくを有している。まさにオカルトだね。条じよう件けんを揃そろえて徹てつ底てい的てきに科学的調査を加えれば、これまでの科学知識でも整合性のある説明を与あたえられるかもしれない。けど、あいにく僕の興きよう味みはその方向にないので、それは他の誰かに任まかせるとしよう。僕にわかっていることは一つ。こうした現象はすべて《夢む魔ま》に端たんを発するということだ。《夢魔》のことは知ってる？」


「……ううん」


「じゃあ女王といえばわかるかな。物部君に取り憑ついていたやつだ」


「それは……わかるけど」


「よし。ではここまでつき合ってもらってるお礼に、そもそもの事の始まりを教えてあげよう」


　そう言うと、ベルゼブブは身体を起こして背せ中なかをソファに預あずけた。リラックスした態度になって、鼻の上に指を伸のばし……慌あわてて引っ込める。


「女王──僕は《夢魔》と呼んでいる最初の悪魔オリジナルＡは、僕と、バールと、ベリアルの三人でこの世に召しよう喚かんした。しかしその直後に僕らの元から逃げ出して、物部君に取り憑いた。七年前のことだ。彼女の力は人の認識に働きかけ、対象者の世界を変へん革かくすることにある。人が認識している世界像を操そう作さする力だ。これは操作された対象者にとって世界の再さい編へんそのものだが、それでも、あくまで対象者の個こ人じん的な問題に過すぎなかった。ところが──ここからが肝かん心じんなんだが、彼女の力の影響力は、一個人に留とどまらなかったんだ。それどころか、現実の世界に対しても影響力を見せ始めた。正直言って興こう奮ふんしたよ。あれほど我われを忘わすれて物事に熱中した経験はなかった。一日中観察を続け、寝ねる間を惜おしんで考えた。これはいったいどういうことだ、ってね。そんな折、彼女が暴ぼう走そうして力が周辺に漏もれ散った。この辺りの詳くわしい事情は、興味があれば物部君に聞きなさい。たぶん教えないだろうけどさ。ともあれ、僕らにとって問題だったのは事件のあと、つまり彼女の暴走をいかにして食い止めるかということだった。まあなんだかんだとあったんだけど、幸い彼女は物部君だけでなく召喚の首しゆ謀ぼう者しやであった僕とも同調できた。それで僕に取り憑かせることにしたのさ。誰か人間の魂たましい──なんて単語は安あん易いに使いたくないんだが、とにかく人の精せい神しんに寄き生せいしてないと安定しないんだよ。彼女は」


　説明するうちに、ベルゼブブの表情は自然に引き締しまっていった。声にも張はりと深みが出ている。久美子には彼が本物の教きよう師しであるように思えた。それも、学校で生徒に偉えらぶる教きよう職しよく員いんではなく、知識を求める人々から教えを請こわれ、彼らを導みちびくだけの度量を有する、本当の意味での教師だ。


　気が付けば、彼女は彼の話に引き込まれていた。


「さてさて、彼女の去きよ就しゆうが決まって事じ態たいは収おさまったかというと、全くそんなことはなかった。漏れ散った彼女の力は、市内の至いたる所で適てき性せいのある人間に取り憑き、憑ひよう依い対象に作用し始めた。そう。各地で悪魔召喚が併へい発はつし、悪オ魔ー持ナちーが雨後のタケノコの如ごとく現あらわれ始めたんだ。いまだ語かたり種ぐさになってる悪オ魔ー持ナちーの争そう乱らん期き、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの幕まく開あけだ。そりゃひどいもんだったよ。何しろ悪魔のコントロールができる人間の方が稀まれなぐらいで、使ってる本人ですら正気を保たもつのに精せい一いつ杯ぱいって按あん配ばいだったからね。このままじゃ明日にものっぴきならない事態に進しん展てんする。そう思った僕は、取り憑いた女王に協力させて、飛び散った彼女の力を加工したんだ。具体的にどういうことなのかは不本意ながら僕も理解できない。そこをあえてイメージ的に表現するなら、僕が召喚した悪魔のイメージを、葛根市中に残存する力に融ゆう合ごうした──って感じかな。やっぱりよくわからないね。とにかく、そうしてできあがったのが『カプセル』ってわけ。効こう能のうは知っての通り、悪魔を目もく視しできるようになったり、はたまた悪魔を活性化したりする。でも、最初の目もく論ろみでは、悪魔を制御するための物だった。不安定で暴走しがちなところに安定して供きよう給きゆうできるエネルギー源げんを与あたえることで、全体的な統とう制せいを図るわけだ。さらには製せい造ぞう施し設せつがなくても望む者がある限かぎり増ぞう殖しよくする仕し掛かけまで加えてある。まあ大おお枠わくでは上う手まくいったな。この計画の肝きもは、カプセルを『悪魔と関かかわりのない第三者にも認にん識しきできる物』として存在させることだったんだけど、見事そうなったからね。現時点で唯ゆい一いつの『成功例』だ。このときばかりはユングの普ふ遍へん的てき無む意い識しきってやつを考え直したもんさ。物部君の悪魔が〝影かげ〟というのも、元型論的に見るとなかなか面おも白しろいしね」


　調子よく語るベルゼブブに、久美子は不覚にも「ふむふむ」と頷うなずいてしまった。


　ベルゼブブは彼女の様子を見ていよいよ満足そうな顔をすると、再び講義を再開した。


「で、カプセルの作製と投入は一いち応おうの成功を収めた。けれど、同時に新たな事態を巻まき起こしてしまった。なんとカプセルを摂せつ取しゆすることで、女王暴走の第一波を逃のがれた者でも悪魔を召喚できるようになってしまったのさ。いま思えば彼女の狙ねらいはこの点にあったのかもしれないな。物部君には親に懐なつく乳にゆう児じみたいだった女王だけど、他の人間には隔かく意いを抱いだいてたからね。ただ、この新たな展開は僕らにとっても不服じゃなかった。僕らは情じよう報ほう伝達とカプセル供給のために組織──『無慈悲な女王セルネツト』を構こう築ちくし、事態の全ぜん容ようを把は握あくした上で、一つの『計画』を立てた。それが一度失敗して……月日は流れ現げん在ざいに至いたる。僕が死んで早五年だもんな。思いもよらぬことになったよ。ほんと、人の想像力なんてたかが知れてるね」


　小さな嘆たん息そくを最後に、ベルゼブブは長い独どく白はくを終えた。


「どうだろう？　何か感じるところはあったかい？」


　そう問うベルゼブブの表情が、やけに寂さびしい。


　バールもそうだったし、久美子は知らないことだが、ベリアルにもまた同じ憂うれいがある。彼らの憂いは、過か去こに生きる者の憂いである。彼ら三人はいずれも老ろう獪かいで、老練で、老成している。年ねん齢れいとは別のところで、皆みな一様に老いているのだ。


　久美子は悩なやんだ末、正直に答えた。


「なんか屁へ理り屈くつっぽい」


　ベルゼブブは破は顔がんした。


「弟みたいなことを言う」


「弟？」


「君にも世話になってる。水原勇ゆう司じのことだ」


「ゆーじが!?　噓うそっ。じゃ、何？　あんた──ゆーじの兄あに貴き!?」


　ベルゼブブが首しゆ肯こうするのを、久美子は愕がく然ぜんとして見つめた。


　思い出した。この男と話したとき、誰かに似ていると思ったのだ。飄ひよう々ひようとした物もの腰ごしといい、ひょうきんで調子のいい物言いといい、確たしかに水原を連想させる。異ことなるのは、水原が軽けい薄はくな装よそおいの裏うらに真ま面じ目めで純じゆん粋すいな気き質しつを隠かくしているのに比くらべ、ベルゼブブが裏に秘ひめているのはモラルや常じよう識しきを超ちよう越えつする不気味さと凄すご味みだという点だった。


「ゆーじの兄貴が、なんでセルネットなんかやってるのよっ。あいつ、カプセルなくすために必死になってんのよ。それなのにそんな……可か哀わい想そうじゃない！」


　久美子が本心から水原のために怒おこる姿すがたを、ベルゼブブは冷静に、そして羨うらやましそうに眺ながめた。


「可哀想か……確かにそうだね。あいつにしてみれば、想おもいはさぞ複ふく雑ざつだろう。あいつにはこの件けんに関わって欲ほしくなかった。あいつはこの世界には向いてない。撃うつべきときに撃つことができず、一線を越えるべきときに越えることができない。それはあいつの優やさしい性しよう分ぶんのせいであって、素す晴ばらしい美徳なんだ。しかし……」


　冷れい酷こくな言い方に久美子は顔を青くした。ベルゼブブは彼女が怯ひるむのを確認した上で、畳たたみ込こむように、


「しかし、同情はしても躊ちゆう躇ちよはしない。それが俺の流りゆう儀ぎだ」


　ぎくりとした。


　一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、またしても変化が起こっていた。いま目の前にいるのは、さっきまで長々と語っていた人物ではなかった。最初に声をかけてきた男──バールだ。


「あいつの好きにさせてたら、思いもよらず時間が経たった。そろそろお暇いとま願いたいところだが……さて、ずいぶん余よ計けいなことを吹ふき込んじまったようだし、この場所を知られるのも上手くない。どうしたものかな」


　バールが久美子を見み据すえたまま、これ見よがしにつぶやいた。変化する前の、気さくで親しみやすい雰ふん囲い気きはそのままだ。しかしいまでは久美子にもわかっていた。こいつは──いや、こいつらは、こんな風にごく親しん密みつな空気を交まじえたままでも、容よう赦しやのない行動に移うつれる人間なのだ。敵てき意いや悪意がなくとも、それどころか本当に親しさを感じている相手であっても、必要なら攻こう撃げきできる。そういう人種なのだ。


　久美子は鞄かばんを抱いたまま、ジリッ、と一歩横にずれた。


　バールはソファに座すわっている。二人の間はカウンターに遮さえぎられているし、バールはどうも体力を消しよう耗もうしているようだし、自分は逃にげ足には相当の自信があった。


「……ねえねえ。どうせだからサービスでもうちょっと教えてくれない。あんたたちがしようとしてる──えーと『建国』ってなんなの？」


「それを知ってどうする？」


「別にどうもしないよ。純じゆん粋すいな好こう奇き心しんてゆうか……駄だ目め？　あ、じゃあじゃあ、質問変へん更こう。女王っているじゃん？　あいつ、いまはあんたに憑ついてるんだよね？　ついでだから、そいつともちょっとお話ししたいなーなんて」


「彼女の方が逃げやすいと考えてるんだろ？　目の付け所はいいが、いまは留る守すだ。散歩中でな。最近は興きよう味みを持ったジャンキーを見つけては、いろいろ観察して、ちょっかいを出しているようだ」


　バールはそう言うと肩かたを竦すくめた。


「ま、あいつも『成功例』に近づきつつあるってことさ」


　と、聞くが早いか、久美子は脱だつ兎との如ごとく駆かけ出した。虚きよを突いたスタートダッシュは抜ばつ群ぐんのタイミングで、バールですら思わず腰こしを浮うかせるほどの見事な逃げ足だった。


　が──


　カラン


　階かい段だんの一いち段だん目めに足をかけたとき、待ち受けていたかのように、『パンドラ』のドアが開いた。


　入ってきたのはスーツ姿すがたの女じよ性せいだった。薄うす闇やみの中、階段の上から久美子を見下ろす両目が赤く光っている。


「わあ！」


　回れ右をしようとした久美子が悲鳴を上げた。身体からだが動かなくなったのだ。店に入ってきた女のせいだ。首から上は自由になるのだが肝かん心じんの手足がびくともしない。


「な、なんだよーっ。放せぇ、バカっ！」


「諦あきらめろ。……ご苦労だったな、バジリスク。抜群の登場だ」


「お話の声が聞こえたので外で待たせていただきました。バール様はとっくにお気づきだったのでしょう？」


　バジリスクは肩を竦めて階段を下りた。すると、久美子の両足が彼女の意い志しに反してバジリスクのあとに続いた。身体を操あやつられているのだ。久美子は顔を真っ赤にして抵てい抗こうしたが、彼女の手足は言うことを聞いてくれなかった。バジリスクの悪あく魔まが持つ、人の身体を操そう作さする能のう力りよくである。


「あークソっ。ズルいーっ！　こんなの反はん則そくーっ！」


「静かになさいっ。バール様。この娘むすめは何者です？」


「ウィザード一味の新入りだ」


「え──あ！」


　バジリスクが慌あわてて久美子を凝ぎよう視しする。ウィザードが市内のカラオケにいることは調ちよう査さ済ずみだ。そこに、家出中の中学生三人がいることもわかっている。


「これは……思わぬ交こう渉しよう材料が手に入りました」


　バジリスクが顔を輝かがやかせた。


「交渉？　あいつらとか？」


「実は……先ほどファプルがウィザードたちの襲しゆう撃げきを受けました。現げん在ざいベリアル様がお一人で交戦中です」


「……ほう」


　報ほう告こくを聞いてバールの顔が鋭するどさを増ました。


「勝手な真ま似ねを……どうせお前たちが誘さそい込こんだのだろう」


「お許ゆるし下さい。バール様の体調を慮おもんぱかってのことです。ですが、この娘の身み柄がらを確かく保ほしたからには、取り引きが成立します。降こう伏ふくは無理でも、退たい却きやくを命じれば応おうじるでしょう。すぐに──」


　バジリスクが言葉を切った。


　バールが首を捻ひねる。


　二人の視し線せんが、引きつった愛あい想そ笑いを浮かべる久美子に集中した。小さな音が聞こえるのだ。小さな電子音。ちょうど携けい帯たいが鳴らすような音。


　感づいたバジリスクが顔色を変えて久美子のボディチェックを行った。「うわ、よせ、変へん態たい！」と罵ののしる久美子を無視して、あっという間にスカートのポケットから一台の携帯電話を取り上げる。


　音を鳴らしていたのは、その携帯だった。ただし着信音ではない。電でん源げんが残り少なくなったという警けい告こく音おんだ。


　携帯は、繫つながっていた。


　にへへ、と久美子が場ば違ちがいな笑えみを浮かべる。笑って誤ご魔ま化かそうという意図が手に取るようにわかる笑顔だった。彼女はバールに見つかってすぐに、この携帯を手て探さぐりで繫げていたのだ。会話を残さず伝えるために。


　バジリスクは受話口を耳に当てた。強こわ張ばった面おも持もちの彼女の耳に、ノイズの向こう側から聞き覚えのある声が飛び込んできた。


『僕と話すのは初めてだな、クリスタル。いや、バジリスク』


　良く知っている声だ。だが、彼の言うとおり、その声と会話を交かわしたことはあっても、「彼」と話すのはこれが最初だった。


『話は聞いた。すぐに行く。バールと二人で待ってるがいい。そいつの身柄に関しては、悪魔狩がりのウィザードが直接話をつけてやる』


　バジリスクはとっさに携帯を切った。振り返り、射い殺ころすような視線で久美子をにらみつける。


「いや、ほら」


　と久美子は得意げに言った。


「あたしこれでも期待の新人だったりするの。パッと見、そうは見えないっしょ？」


　バールが降参をするように両腕を上げた。
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　宵よいの空に月がかかった。小さな、爪つめの先のような三日月である。


　冬の残光に染まっていた茜あかね色いろの雲はすでにない。青、紺こん、群ぐん青じよう、紫むらさき。様々な色しき彩さいの混まじった藍あい色いろの空が、白雲を染め直して一体となっていた。川向こうに広がる市街には星々に似た明かりが点ともったが、その明かり一つ一つを囲む賑にぎわいは、川を越こえてまでは届とどかなかった。


　２ビルツー・ビルの屋上。冬ふゆ枯がれした空中庭園は月光の下で瘦やせ細った枝し幹かんを風に揺ゆらしていた。触ふれれば折れるほど脆もろい枝えだが、磁じ極きよくに吸すい付く針はりの山のように連なり、乾かわいた音を立てている。その枯れ枝の層そうを突っ切って、ベリアルと甲か斐いは戦いを続けていた。舞ぶ台たいを屋上に移うつして半時間。見上げれば、夜色の大海に遊ぶ黒い魚ぎよ影えいが、夢ゆめの中の光景のように視し界かいを横切っていた。


　階下の火は消えている。自然に鎮ちん火かしたとも考えられないから、バジリスクが去り際ぎわに最後の指し示じを与あたえたのであろう。さもなくば、閉へい鎖さしたはずのファプルの明かりは、対岸からでも人目を引いたに違いない。そつのない指示に、ベリアルはまたも彼女への評ひよう価かを上げていた。


　そのバジリスクから電話が入った。


　知らせを受けたベリアルは、多くを聞かず、


「すぐ行く」


　と応こたえて携けい帯たいを切った。


　隠かくれていた木こ陰かげを出ると、庭園の中央に仁に王おう立ちした敵てき影えいがあった。


　銀の飾かざりが光る黒い革かわジャンは、真夜中の空と星の輝かがやきをそのまま写し取ったようだった。天空をその身にまとい、甲斐はベリアルに猛もう犬けんの笑みを向けた。


「そっちにも連れん絡らくが行ったか」


「……ああ」


「こっちもついさっき聞いた。どうやら騎き士しの方は、物部あいつに譲ゆずることになりそうだ」


「……そうはならんな。そうはさせんために、俺おれがおるんや」


　ベリアルの赤いスーツは、すでに粉ふん塵じんにまみれていた。整っていた長ちよう髪はつは見る影かげもなく乱みだれ、冗じよう談だんを飛ばしていた顔にも疲ひ労ろうが色濃こい。


　だが甲斐は、これまで見てきた中で指折りの面つら構がまえだと思った。覚かく悟ごを抱かかえた面だった。


　ベリアルが本気を出さない訳わけを、もちろん甲斐も見み抜ぬいていた。はらわたは煮にえくりかえったが、自らの目的に殉じゆんじる姿は、敵対してなお共感できた。騎士の前ぜん座ざと侮あなどっていたが──どうしてどうして、不足はない。


「仕切り直しだ。いてこましたるぜ、浪速なにわ野や郎ろう」


　甲斐がカプセルを口に放り込んだ。甲斐とにらみ合う視線はそのままに、ベリアルも新しいカプセルを口にした。


　両者の眼がん光こうが燃もえ上がる。薄うす闇やみの中に赤い光点が計四つ。


「──む」


　甲斐が目を細める。にらみ合っていたベリアルの眼光から力が失うせたのだ。


　変化が起こっていた。


　ベリアルが発していた威い圧あつ感かんがなくなり、まるでマネキンのように生気が消えた。身体からだを支ささえていた活力すら潰ついえたように、両りよう腕うでがだらりと下がり、肩かたが斜ななめに落ちた。


　まるで魂たましいを抜ぬかれたようだ。意表を突かれた甲斐が、対応を選びかねて動けなくなる。


　さらに変化が続いた。死体のようになったベリアルの顔が、デスマスクを甲斐に向けた。潔いさぎよいまでの覚悟を確かに見せていた瞳ひとみ。その瞳がいまや空くう洞どうのような虚きよ無むを映うつしている。だが、その奥おく深ふかくに何かが見えた。火だ。暗い火の揺らめきが、がらんどうとなった身体の奥で燃もえている。わずかに残った意志を、顔に開いた二つの穴あなから甲斐に向けて伸のばしていた。


「テメエ、いったい……」


　次の瞬間、ベリアルの背はい後ごから、鉛なまりを溶とかしたような密度の濃い悪あく魔まの気配が吹ふき出した。空気より重たいガスのように沈ちん殿でんしながら流れ、瞬またたく間に庭園中に広がって真冬の清気を汚お染せんしていく。


　甲斐が身み構がまえた。全身の細さい胞ぼうに緊きん張ちようを課し、宙ちゆうに待機していた黒くろ鮫ざめを頭上に呼び寄せた。


　奴やつの後ろにいる。そう甲斐が見破ったとき、ベリアルの悪魔が、召しよう喚かん者しやの足あし下もとから鎌かま首くびを上げた。


　蛇へびだ。


　全長十五メートルはある大蛇が、とぐろを巻まいた姿を現した。全身が青黒い鱗うろこに覆おおわれ、あごの先から二ふた股またに割われた赤い舌したをチロチロとのぞかせている。


　大蛇は顕けん現げんすると、すぐに主の足に取りついた。するすると巻き付きながら身体を這はい上がり、足から腰こしに、腰から胸むねに移い動どうする。そして肩の上から頭を出し、は虫類特有の非ひ人間的な円形の目で甲斐を無情に眺ながめた。


「それが、テメエの……」


　不意に、ベリアルの右腕が糸でつり上げられたように上がった。


　指が甲斐を指す。


　同時に、例の鬼おに火びが鼻先で発火した。


「ちっ！」


　避よける。避ける先を次々鬼火が襲ってくる。「くそったれ」と吐はき捨すてて、甲斐は空中に咲さく火の玉へと黒鮫を突っ込ませた。黒鮫は鬼火の熱などものともせず、火の玉を蹴け散ちらした。この鬼火はさっきまで目め眩くらましに使われていたもので、たとえ人体が触れても大した火傷やけどをするような高温の火ではないのだ。


「こいつ……この期ごに及およんで、まだ出し惜おしみしやがるかっ！」


　横に飛び退のき、床ゆかで回転して立ち上がったとき、ベリアルは庭園を横切ってフェンスの側まで移動していた。歩いたのでも、走ったのでもない。ベリアルに巻き付いた大蛇が、身体を滑すべらせて彼を運んだのだ。


　そして、甲斐が見守る目の前で、大蛇は高さ二メートルのフェンスを乗り越え、飛び降おりた。


「な、何!?」


　ここは２ビルの屋上である。二階の高さとはいえ、天てん井じようを高く取った施し設せつであるため、地上までかなりの高さがある。安あん易いに飛び降りてただで済む高さではない。


　ベリアルの、バールの盾たてたらんとする意志を、甲斐は十分察している。だが、この高さから飛び降りたのでは自殺行こう為いだ。自殺など、ベリアルには最もあり得ない選せん択たくであるはずなのに。


　が、甲斐が駆け寄ったとき、フェンスの向こうに消えた大蛇の気配が爆ばく発はつ的てきに膨ふくれあがった。


　甲斐は慌ててフェンス越しに地上をのぞき──完全に度ど肝ぎもを抜かれた。


　ベリアルの人形じみた身体が、地上二メートルの地点で宙に浮いていたのだ。


　巻き付く大蛇の身体が、羽は衣ごろものように宙を漂ただよっていた。ベリアルは数秒空中に留まったかと思うと、吊つり糸を切ったように、ふわりと地面に着地した。そして、甲斐のいる頭上には目もくれず、大蛇に身体を預あずけたまま駐ちゆう車しや場じようを横切り始めた。


「あ、あ、あの野郎……自分から堕落クラツシユして……！」


　ベリアルは着地寸すん前ぜんに悪魔を堕落クラツシユさせて宙に浮いた。それから何事もなかったかのように元に戻り、バールの元を目指したのだ。


　甲斐は茜から聞いた話を思い出した。執行細胞フアースト・セルは他者を人じん為い的てきに堕だ落らくさせる技ぎ術じゆつを持っている可か能のう性せいがあるという話だ。どうやら推すい測そくは当たっていたらしいが、それにしても相当の危き険けんがつきまとう技わざであるのは間違いない。それを自らの身に、しかもなんのバックアップもなく使ってのけるとは、およそ常じよう軌きを逸いつしていた。


「なんて野郎だ……くそっ。逃がさねえ！」


　ガシャンっ、とフェンスにしがみつくと、甲斐はそれを乗り越えた。黒鮫を呼び、その背を足場にして着地。全力でベリアルのあとを追った。
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　ドアチャイムを跳はね上げる勢いきおいで、バジリスクはドアを開けた。


「車が来ました。お早くっ」


　バールがソファから立ち上がって階段に向かう。だが、階段を上ろうとして足を引っかけた。バジリスクは慌てて駆けより、階段に手をつくバールを支えた。そして彼の身体からだのあまりの軽さに目を見開いた。


「バール様……」


「済すまん。まるで年寄りだな」


「構いません。さ、腕を回してください」


　二日前にここを訪おとずれたときには、これほど衰すい弱じやくしていなかった。消しよう耗もうの度ど合あいが加速度的にひどくなっている。ベリアルの過か剰じような保ほ護ごも、理由があってのことだったのだ。バジリスクはバールの体調に気づけなかった不明を恥はじた。


　バールに肩を貸かしながらバジリスクは『パンドラ』を出た。すでに日は暮くれ、街灯に明かりが点ともっている。住じゆう宅たくの多い地区のため、周辺も静まりかえりまるで深夜のようだった。


　店の前に止まっていたのは、業ぎよう務む用らしき白いバンだ。スライド式のドアを開けると、後部座席には背せ筋すじを伸のばし両手を膝ひざの上に置いた行ぎよう儀ぎ良い格かつ好こうで、久美子が座っていた。正確には、バジリスクに無理矢理座らされているのである。


　ドアが開けられると、久美子は唯ゆい一いつ自由に動く頭を向けて、「むごーっ、ごー！」と憤いきどおりをあらわにした。さっき外に連れ出された際さい、「ヒトさらいーっ！」と大声を上げたものだから、バジリスクに猿さるぐつわを嚙かまされているのだ。


「おやおや。これはまた、ずいぶんと人ひと質じちらしくなってるじゃないか」


「ぐんばぁーっ！」


「申し訳ありませんバール様。大人しくさせておきますので、しばらくこの娘むすめの隣となりでお堪こらえください」


　バジリスクはバールを久美子の隣に座らせると、自身は車体を回って助手席に乗った。運転席には、彼女がIXＣナイン・シーだったときからの細胞構成員が座っている。


「出して」


　とハンドルを握にぎる男に告げると、バンはただちにスタートした。


　葛くず根ね東ひがし高の前を通る幹かん線せん道路は避さけ、川かわ沿ぞいの土手道を走らせる。ウィザードの追撃を躱かわす意味もあるが、より重要なのは警けい察さつだ。ファプルの暴ぼう動どうが警察に知れた場合、幹線道路には検けん問もんが敷しかれる可能性がある。万が一にも捕つかまるわけにはいかないため、主要道路は使わないことにした。また、市の中心に向かって逃げれば、ベリアルとの合流がそれだけ遅おくれてしまう。川沿いに南下して、連絡を待つのが上策だった。


「あまり飛ばし過すぎないように。ライトも点つけて。目立たないよう速すみやかに離はなれるのです」


　ドライバーに指し示じを済すませると、今度は携けい帯たいを取りだして部下たちから情じよう報ほうを収しゆう集しゆうする。可能な限かぎり現状を把は握あくして、それぞれに指令を出していく。正念場だ。ここを乗り切れば、またどこにでも潜せん伏ぷくはできるはずだった。


「ええ……ええ、そう。ウィザードが来ます。周囲を固めて……そちらは気にせずとも構いません。いいですね。倒たおせなくともいいのです。とにかく時間を稼かせぎなさい。すぐにベリアル様も駆けつけてくださいます。そうです……いいわ。かかりなさい」


　次々に指令を下しながらも、バジリスクは頭の中で計算を繰くり返していた。


　久美子から携帯を取り上げたとき、通話時間は十五分を超こしていた。ファプルにいたであろうウィザードがバイクで移動したとして到とう着ちやくするのに十分な時間だ。だが、ウィザードとて久美子の電話を聞いて即そく座ざに飛び出せる状じよう況きようだったとは考えにくい。ファプルにはセルネットの残ざん党とうが幾いく人にんもいたのだし、甲斐とベリアルは悪魔戦の真っ最中だったはずなのだ。


　ウィザードが行動を起こしたタイムラグ。その数分がこちらの勝機だった。


　──それに。


　とバジリスクは後部座席を横目に見る。こちらには人質がいるのだ。敵が正面切って襲ってくることはない。かといって策さく略りやくを練る余よ裕ゆうもないはずである。


　大だい丈じよう夫ぶ。逃げ切れる。


　そうバジリスクが自らを鼓こ舞ぶしたときだった。


「バジリスク様。後方にバイクが一台来ますっ」


　ドライバーが警けい告こくした。舌した打うちしてバックミラーを見る。確たしかに、バイクが一台後ろからついてくる。


　土手道は舗ほ装そうされているが、ガードレールもない古い市道である。道路沿いには街灯もなく、月光と微かすかに届く町明かりを頼たよりにするよりない道だ。明かりがない、という点も、ウィザード対策としてバジリスクがこのルートを選んだ理由の一つである。しかし、見通しが悪いため、バイクのドライバーが何者なのかわからなかった。


　暗闇に消える土手道の彼方かなたから、光るヘッドライトが徐じよ々じよに速度を増まして距きよ離りを詰つめてくる。もしあれがウィザードだとしても、見知らぬバンにいきなり攻こう撃げきを仕し掛かけるはずはない。一度車内を確かく認にんしなければならず、そのためには相当近くまで接せつ近きんする必要がある。だが、いまは少し事情が違っていた。


　バジリスクは再ふたたび後部座席を振ふり返かえり、シートに身を埋うずめたバールを見た。消耗の激はげしいバールは、自らが抱かかえる騎き士しの気配を押おさえ込こめていない。召しよう喚かんすらしていない状じよう況きようなのに、悪魔の気配がもれているのだ。ウィザードなら、たとえ車外にいてもすぐに察するだろう。


「速度を上げて。一定以上近づけないようにしなさい」


　バックミラーのライトをにらみながらバジリスクは指示を下した。こちらがスピードを上げても、バイクとの距離は広がらなかった。あちらも速度を増したらしい。とはいえ、暗いのでヘッドライトだけでは正確な距離まではつかめない。


　──あれがウィザードだとしても、ここには影かげを作る光こう源げんがない。奇き襲しゆうは難むずかしいはず。


　ルートを変える手もあるが、そうすると街灯のある場所に出てしまう。この土手道はしばらく続くが、いずれ決断を下さねばならない。


　指示を仰あおぐか？　バジリスクは後部座席に話しかけるべきか悩なやんだ。だが、バールは無言のままだ。体内の嵐あらしを調整することに、全力を費やしている。バジリスクは頭を振って、彼に頼るのを諦あきらめた。


　──人違いであってくれれば……


「バジリスク様っ。前を！」


　ドライバーが叫さけんだ。何事かと視線を向けると、土手道の前方に一台のバイクが停車していた。二人乗りで、バイクにまたがったまま車体で道を塞ふさいでいる。


「ライトを上げて！」


　言下にハイビームが前方の闇を貫つらぬく。バイクの二人は一組の男女だった。タンデムシートに乗っているのは、ダッフルコートを着たポニーテールの少女。ハンドルを握にぎるのは、コート姿すがたの少年。


　違う。コートではない。ブルーのウィンドブレーカーだ。


「ウィザードっ」


　逃とう亡ぼうルートを読まれていた。


　バジリスクは歯ぎしりした。後ろの久美子が「むう！」とはしゃいだ声をもらした。


　バジリスクはもう一度後部座席を振り向いた。それでもバールは何も言わなかった。目を閉じ、微かすかに苦く悶もんの色を浮うかべた顔で眉み間けんにしわを刻きざんでいる。その無言の表情を見た瞬間、バジリスクは腹はらを決めた。


「突っ込んで」


「え？」


「スピードを上げるんです。跳はね飛ばして突とつ破ぱします」


「し、しかし……！」


「やりなさい！」


　鞭むちのように叱しつ咤たすると、ドライバーは唾つばを飲んでアクセルを踏ふみしめた。「むっ！　ぐむー！」と久美子が両目を見開き大声で喚わめく。バジリスクは無視して、前方をきつくにらんだ。


　型落ちして久ひさしい車体が、徐々に唸うなりを上げて速度を増していく。速度が重量に加算されていく感覚が、車内にいる人間にはっきりと伝わってきた。


「ライトを消してっ。相手に影を作らせてはいけませんっ」


　ドライバーが指示に従したがう。途と端たんにフロントガラスが黒一色に塗ぬりつぶされた。


　一瞬アクセルが緩ゆるんでバンの挙動が乱みだれる。しかしドライバーはすぐにアクセルを踏み直し、さっきまで見えていたコースの記き憶おく通りに車を前進させた。


　バジリスクは身を乗り出して前方の暗闇に目を凝こらした。闇に目が慣なれると、バイクの形が朧おぼろ気げに見えた。その近さに驚おどろいた。驚いているのは向こうも同じようだ。突っ込んで来るとは予想しなかったのだろう。


　ウィザードがバイクから飛び降おり、後ろの女──姫ひめ木き梓あずさだ──もバイクから下りた。逃げるならそれで構かまわない。バイクを潰つぶせば徒歩で追撃は不ふ可か能のうだ。


　ふと気付いて、ダッシュボードに手をつき衝しよう撃げきに備そなえる。隣のドライバーも身を固くするのがわかった。彼ひ我がの距離が飛ぶように消えていく。エンジンが高音の雄お叫たけびを上げている。もうはっきりと相手の顔まで見えた。二人は道の中央にバイクを残したまま、土手道の舗ほ装そうの外に出ていた。右側に姫木梓。こちらを見み据すえて、瓶びんのような物を右手で振り上げた。何をする気だ？　そして左側にウィザード。彼もまた梓と同じ瓶を持って振りかぶった。


　いや待て、とバジリスクは気が付いた。違う。女王が取り憑ついている間、あの男のことはすぐ近くで見てきた。だからわかる。体型が異ことなっている。彼より背せが高い。バンの起こす風がフードを跳ね上げた。現れたのは見覚えのある顔だった。水みず原はら勇ゆう司じ。ではウィザードは？　手にした瓶。瓶の口が光っている。火？


　バンがすれ違った。


　道の両側で構えていた梓と水原が、同時にバンのフロントガラス目がけて手にした瓶を投げつけた。瓶が割れ、中に入っていた液えき状じようの物がフロントガラスに飛び散った。次の瞬間、飛び散った液体が炎えん上じようした。


　視界が炎ほのおに焼かれる。世界が真っ赤に染そまる。


「うわああっ！」


　ドライバーが絶ぜつ叫きようしてブレーキを踏んだ。「馬ば鹿かっ。駄だ目め！」というバジリスクの叱しつ責せきは、彼の悲鳴に搔かき消された。


　バンが蛇だ行こうし、タイヤが滑すべる。車内はカクテルシェーカーのようにかき回された。


　──火か炎えん瓶びん？　くそっ。


　やってくれる。だがバジリスクは素す早ばやく冷静さを取り戻していた。


　このバンはミッドシップエンジンのＭＲ車だ。つまりエンジンは車体の真下にある。炎の直撃は受けていない。火炎瓶のガソリンもごく少量のようだ。つまり敵てきの狙ねらいは目め眩くらましである。フロントガラスを焦こがす炎では、このバンが炎上する可能性は低い。危き険けんはあるが、少なくともしばらくは保もつ。そしていまは、その「しばらく」こそが重要なのだ。


「落ち着きなさいっ。ハンドルを戻して！　敵にこちらを炎上させる度ど胸きようはありません。足を止めるための攻撃です。ゆっくりでいいから、このまま走って！」


　ドライバーの肩を揺ゆすって、耳元で怒ど鳴なった。しかし彼の狼ろう狽ばいは収おさまらなかった。ブレーキを踏み続け、バンはいまにも転てん倒とうしそうな勢いきおいで車体を斜ななめに滑らせた。


　──ええいっ。


　バジリスクはカプセルを口に入れて嚙かみ砕くだいた。ドライバーの身体からだを拘こう束そくし、動きをこちらで制せい御ぎよする。足を動かしてアクセルを踏み、ハンドルを前に向けさせた。


　フロントガラスはまだ燃えていた。前が見えない。バジリスクはウィンドウを下げた。途端に炎が車内にまで舌したを伸のばしてくる。脱ぬいでいたコートを腕うでに巻まき付け、手の届く範はん囲いの火を叩たたき消す。完全には消えなかったが、火か勢せいは弱まった。バジリスクは煙けむりにむせながら、窓まどから肩かたを入れ、頭だけを出した。ショートの髪かみが風に翻ひるがえる。その体勢のままドライバーを操ってバンを走らせる。


　と、バンとは異なるエンジン音が聞こえた。


　ハッとして振り返ると、真後ろにバイクがいた。後方から迫せまっていたバイクだ。ドライバーと目が合った。彼の目は赤く輝いていた。


「ウィザー──！」


　──しまった。火が！


　目眩まし。同時に光源である。


　バイクの背はい後ごにあった影が、ゆっくりと身を起こした。


　闇やみの鎧よろいをまとった身体。


　鋭するどい鉤かぎ爪づめの伸びる両手。


　獰どう猛もうな太い腕と、肉にく厚あつな胸むな板いた。肩。首くび筋すじ。


　角の伸びる平へい坦たんな仮か面めん。


〝影〟は後部座席のドアに爪を立てた。そして一息にドアを引き剝はがした。


　夜空に放ほうり投げられたドアが宙ちゆうを舞まう。車内に突とつ風ぷうが入り込む。「ふががっ」と久美子が悲鳴だか歓かん声せいだかよくわからない声を出した。


　ウィザードの手が車内に伸びた。動けない久美子の腕をつかむ。そのまま引っ張って身体を引き寄せる。バンからバイク上へ。ウィザードは久美子を自分の前に座すわらせた。バイクが急きゆう激げきに速度を落とし、後方へと消えていく。


「おのれぇっ」


　久美子の身体はまだバジリスクの支し配はい下かにあった。彼女は久美子の両手を動かし、ウィザードの首を絞しめようとした。が、そちらに集中するあまり、ドライバーの動きを失念した。


　バンのタイヤが舗装から落ちた。同時に何かに乗り上げ、タイヤが地面から浮ういた。


　──あ。


　バンが転倒した。そのまま、坂を滑って川原かわらへと落下する。


　バジリスクは間かん一いつ髪ぱつで車内に頭を引っ込めた。だがそれまでだった。上下の感覚が入れ替かわり、予想もせぬ方向から身体に衝しよう撃げきが加わった。誰だれかが覆おおい被かぶさるような感かん触しよくがしたが、確かく認にんする余よ裕ゆうもない。為なす術すべもなく、彼女の意い識しきは暗闇に呑のみ込まれた。
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　蛇行するバンに景の乗るバイクが近づいていく。その光景を、梓は走り寄りながら祈いのるように見ていた。


　むしられたバンのドアが無む造ぞう作さに空を飛んだ。そして、バイクがバンに併へい走そうする。景けいが身を乗り出して手を伸ばすのが見えた。バンの中から一人の少女が引っ張り出された。


　少女が乗った瞬しゆん間かん、バイクはあわや倒れそうになった。梓は思わず足を止めた。が、少女は無事シートに収まり、速度を緩ゆるめたバイクは間一髪停車した。


「やった！」


　成功した。上う手まくいったのだ。


　直後に、バンが横転して土手道から坂を滑すべり落ちた。土を削けずり取り、身を竦すくませる音を立てて落下。三メートルほどの高低差を経へて、ススキの茂しげる川原に沈しずんだ。


　火炎瓶の炎ほのおはまだ赤々と燃もえている。火勢は弱いが他に明かりがないため、梓の目には巨きよ大だいな篝かがり火びのように見えた。横倒しになったバンを中心に、橙だいだい色いろの明かりが同心円のグラデーションを描えがいて闇から浮かび上がっていた。


「ど、どうやら成功したみたいだな」


　梓のあとに続きながら、そろそろ息の上がってきた水原がつぶやいた。彼が着ているのは、景が着ているのに似たデザインのウィンドブレーカーだ。囮おとり役やくを務めるのは今回が最初ではないらしく、彼はファプルに出向くときに、このウィンドブレーカーを用意していたのである。


　梓は水原のつぶやきに頷うなずき、さらに足の動きを速めて、停車したバイクに駆かけ寄よった。


「景ちゃん！」


　と景の名を叫ぶ。景と久美子の無事な姿すがたがはっきりと見えるにしたがい、自然と笑みがこぼれてきた。


　だが、景は険けわしい表情を改めなかった。


　遅ち滞たいのない動作でバイクから下りると、坂の上に近寄って眼下を見下ろす。


　そして、カプセルをつかみ、口に放り込んだ。


「景ちゃん!?」


　景は火炎瓶を取り出し、口にライターで火を点つけて足あし下もとに叩き付けた。こちらは目眩まし用にガソリンを抜いた瓶ではなかった。景のすぐ隣で炎の絨じゆう毯たんが立ち上がり、彼の姿を斜め下から照らした。舞い上がった炎で風が巻く。ウィンドブレーカーの裾すそがはためく。


　ガソリンの刺し激げき臭しゆうが鼻を突いた。側にいた久美子がびっくりして悲鳴を上げるのがわかった。


　炎の色濃こい陰いん影えいが、ウィンドブレーカーの上で踊おどっていた。熱と光をその身に受けて、景は坂を一歩下りた。


　川原はすべてススキの野となっている。坂も同じように、膝ひざに届く丈たけのススキに覆おおわれていた。炎の起こした風と吹き抜ける川風を受けて、生物のようにうねっている。


　景の全身が殺気で粟あわ立だった。


　草原に落ちていた景の影が、再び形を変えて解とき放たれた。解かい放ほうされた〝影〟は歓かん喜きの雄お叫たけびを上げ、ススキの海の波面を縫ぬって、矢のようにバンに突き立った。


　バンは水みず揚あげされた魚のように飛び跳ねた。〝影〟はそのまま横よこ殴なぐりの打撃を加える。バンが横向きに吹っ飛んだ。ススキを割り、地面をえぐって止まる。止まったバンを目指し、〝影〟が再び飛びかかった。


　声なく吼ほえる。


　叩き付けた拳こぶしが肘ひじまで埋うまった。蹴けり上げた足がシャーシをへし折った。


　やがて運転席のドアが吹ふき飛んだ。中から失神したドライバーを引きずり出すと、〝影〟はいよいよ攻こう撃げきを強めた。


「け、景ちゃん」


　側まで来た梓は、景の横顔を見てぞっとした。景は一切の感情を殺している。だが、乾かわいた表情には荒こう野やに走る地割れのように鋭い殺気が刻きざまれていた。殺し屋が、すでに倒れた標的に銃じゆうを向け、無情に引き金を引き続けている。そんな徹てつ底ていした攻撃だった。


　久美子が別人を見る顔で、怯おびえたように梓にすがった。


「もういいっ。もういいよ、景ちゃん！」


　梓が景の腕をつかむ。景は見向きもせずにその手を振り払った。


「景ちゃん！」


「まだ終わってない！　君はそいつを連れて離り脱だつしろ！」


「な、何言ってるの。そんな……」


「命令だ！　約束したはずだぞ！」


　初めて景が振り返った。真っ赤に光る双そう眸ぼうが、鬼き気き迫せまる気き迫はくで梓をにらんだ。


　そのとき、バンが炎えん上じようした。


　衝しよう撃げきが波状にほとばしり、黒こく煙えんが真上に吹き上がる。爆ばく音おんと爆風が土手道にいた景たちを襲おそった。梓はとっさに腕にしがみつく久美子を庇かばい、景は二人の前に立って壁かべとなった。


　ウィンドブレーカーが翼つばさのように夜空にたなびいた。梓は呆ぼう然ぜんとバンを眺ながめた。膨ふくらんだ爆煙はすぐに夜空に弾はじけ、いまは一いち条じようの黒い煙が、バンを燃やす炎から立ち上っていた。


　──爆発……した？


　すべての思考が停止する。頭より先に身体が異い常じようを察知し、全身に嫌いやな汗あせが噴ふき出てきた。


「そんな……」


　あれでは中の人間は……


　梓は喘あえぎをもらして傍かたわらの景を見た。


　景の顔は最高レベルの緊きん張ちよう感かんに鎧よろわれていた。


　そして、その奥にあるのは紛まぎれもない恐きよう怖ふだった。


「逃にげろ……」


「ま、待って、景ちゃん。これはあなただけが悪い訳わけじゃ──」


　突とつ然ぜん、景は緊張に耐たえかねたように疲れた空笑いをもらした。絶ぜつ望ぼうの滲にじむ、空っぽの笑い声だ。


「まったく。君はいい子だよ、梓ちゃん。……水原！　二人を連れて逃げろ！　出るぞ！」


　景が梓を強ごう引いんに突き飛ばした。梓はよろめき、よろめいた視し界かいに映うつった光景を見て、ようやくその変化に気が付いた。


　横転し、〝影〟の攻撃でフレームの歪ゆがんだバンから、光が漏もれていた。炎の光ではない。もっと透すき通った黄金色の光。天から直接降ふり注ぐような、静せい逸いつな輝かがやきだ。


　光は帯のような広がりを見せていたが、まるで何かに恭きよう順じゆんを誓ちかうように、一いつ箇か所しよに集結していった。その様は荘そう厳ごんな音楽の調べに似にて、見る者の心を奪うばった。


　光の帯が形を結ぶ。光の塊かたまりが質量を伴ともなう形に変へん換かんされていく。


　形が大地に足を下ろし、ゆっくりと立ち上がった。


　梓は言葉も忘わすれて目の前の光景に見入った。


　──この景色は、どこかで……


　あのときだ。梓が過か去こを思い出し、女王に身体からだを乗っ取られたあと。そして、女王が景に乗り移うつった直後。薄うすれゆく意い識しきの中で、梓は確たしかにこの光景を目にした。


　女王の騎き士し。


　光が完全に安定した。ススキがなびく川原かわらに立ち、自らの放つ輝きで周囲を照らしながら、甲かつ冑ちゆうをまとった黄金の騎士が、光こう輝きと共に現あらわれていた。


〝影〟と同じフォルムを持ちつつ、見る者に与あたえる印象は対極にある、勇壮な佇たたずまいだった。


　騎士は手にしていた水すい晶しようの剣けんを一いつ閃せんさせた。


　バンのボディがスパンと裂さけ、剣けん圧あつだけで炎が舞った。


　中から一人の男が身を起こす。


　男は腕に意識のない女性を抱かかえていた。彼は横転したバンのフレームに足をかけると、女性を抱いたまま飛び降りた。草原に降り立ち、ゆっくりと顔を上げる。


　景と男は無言のままにらみ合った。


　男はなんの感かん慨がいもなく、景はわずかに気け圧おされながら。


　川風が吹き、ウィンドブレーカーが揺れる。


　火の粉が夜空に舞い、幾いく筋すじもの光こう跡せきを残した。
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　ベリアルが向かったのは橋に続く道路ではなかった。駐車場を真っ直ぐに横切って、川辺の方を目指している。


「どういうつもりだ、あの野や郎ろう？」


　まさか泳いで渡わたるわけではないだろう。それともボートでも用意しているのだろうか？


　実は甲斐には川を渡る手しゆ段だんがあった。水原の提てい案あんで、脱だつ出しゆつが遅おくれ、橋を警けい察さつに封ふう鎖さされたときに備そなえてゴムボートを岸辺に隠してあるのだ。釣りに使う物だが、モーターも装そう備びしている。


　もっとも甲斐は川に出る前にケリを付けるつもりだった。いま二人は駐車場を走っている。駐車場の先は舗ほ装そうされていない空き地となり、その先はもう川辺だった。障しよう害がい物ぶつは何一つない広大な空間。甲斐の黒くろ鮫ざめが実力を発はつ揮きするのに、最も適てきした戦場だった。


「行けっ」


　甲斐の号令に応こたえて、黒鮫が身を躍おどらせた。夜空をぐんぐんと泳ぎ、前を行くベリアルに背はい後ごから襲おそいかかる。


　ベリアルが──ベリアルを抱かかえて移い動どうしていた大だい蛇じやが、身をくねらせて向きを変えた。ベリアル自身は相変わらず意い識しきが戻もどっていない。振ふり回された両足が、ぶらりと宙ちゆうを蹴っていた。まるで自分の悪あく魔まに圧殺された死体のようだ。


　ぐったりと首を傾かたむけるベリアルを抱えた格かつ好こうで、大蛇は黒鮫を迎むかえ撃うった。あごが開いて、牙きばを剝むく。ぽっかりと開いたあぎとが、ベリアルを丸飲みするほども広がって、敵てきを威い嚇かくした。


　と、死体のようだったベリアルの身体が大きく痙けい攣れんした。次いで、ふわり、と身体が宙に浮き上がる。絡からみついたまま大蛇の胴どう体たいも、地面から離れた。


「また──っ！」


　悪魔の力が跳はね上がるのを感じた。堕落クラツシユ状じよう態たい──そのぎりぎり一歩手前だ。


　大蛇が押し殺した噴ふん気き音おんを鳴らした。己おのれの胴体よりも広げたあぎと。その喉のどの奥おくからマグマがたぎる音と熱がもれてくる。


「ちっ」


　甲斐は黒鮫に退たい避ひを命じた。直後、月夜の薄うす闇やみを猛もう火かが切り裂さいた。しかも、黒い炎ほのおだ。芯しんが紫むらさきで、その周囲が黒い。炎は夜気を焦こがして黒鮫を撫なでた。表皮が焼け爛ただれる激げき痛つうが、悪魔と主を同時に襲った。


「ぐっ」


　どっと脂あぶら汗あせが噴き出る。


　堕落クラツシユした悪魔の力は、ほとんど無む尽じん蔵ぞうだ。リミッターを外しているのと同じで、出力の桁けたが違う。甲斐はカプセルを嚙かみ砕くだき、己と黒鮫に活かつを入れた。


　鮫の側面は表皮が赤黒く爛れていた。だがそれとは別に、与あたえられたダメージの分、ごっそりと力を失った気がする。


「喰くわれたのとも違う……力を燃もやされたって感じだな」


　奇き怪かいな攻こう撃げき──そう思ったが、反射的にある考えが閃ひらめいた。これは敵の悪魔を堕落クラツシユさせないタイプの攻撃なのではないだろうか？　このまま攻撃を受け続ければ、やがて悪魔は堕落クラツシユするより先に消しよう滅めつしてしまう。わずかに一撃がかすっただけだが、そんな感かん触しよくがあった。


　長年の悪魔戦で培つちかった勘かんだ。おそらく外れてはいまい。戦えばあとには何も残らない。これでは『始末屋』というより『掃そう除じ屋や』だ。


「つくづく慎しん重ちような連中だぜ。さすがは元がん祖そセルネット、ってか？」


　力エネルギーなど、どれだけ燃やされたところで、あとからひねり出せばいいだけのことだ。甲斐は黒鮫に再さい度ど突入を命じ、自分自身もベリアルを追った。


　ベリアルはもはや宙に浮うかんだ状態を解かい除じよしようとしなかった。ゆらゆらとわずかに上下しながら、地上一メートルほどの高さを浮ふ遊ゆうしている。いまこのときも、堕落クラツシユしかけた状態のまま踏ふみとどまり、その状態を維い持じしているのだ。


　手足を投げ出した長身の男。彼を抱えて空中を這はう大蛇。一メートル下のアスファルトには、細長い影がくっきりと落ちて、本体と同じように音もなくうねり進んでいく。それは、まさに「悪魔憑つき」そのままの、怖おぞ気けを振ふるうシュールな光景だった。


　ベリアルの意い識しきが失うせた理由は、たぶんこれだ。自分の身体を放り出さなければ、あの状態の悪魔を制せい御ぎよできないのだ。


　──そして、それこそが奴やつの力の秘ひ密みつだ。


　悪オ魔ー持ナちーは多かれ少なかれ自分の命を危き険けんに晒さらして悪魔を使し役えきする。カプセルを摂せつ取しゆし過すぎれば中毒を起こすし、行使する最中に下手を踏めば堕落クラツシユする。そうした可か能のう性せいが常つねに付き従したがっているのだ。


　だが、ベリアルの背せ負おっているリスクは、そんなものとはわけが違ちがう。どのような技ぎ術じゆつで堕落クラツシユという現象を制御しているのかはわからないが、それが刃は先さきの上を歩くような危あやうい行こう為いであることに間違いはないだろう。わずかなミス、一いつ瞬しゆんの隙すきがあれば、真まっ逆さか様さまに──文字通り──堕落クラツシユするはずである。


　戦ってみてわかったが、ベリアルの悪魔は甲斐の黒鮫や景の〝影〟のような、ずば抜ぬけた力を持つ悪魔ではない。戦せん闘とうタイプとはいえ、おそらくはカイムのクラーケンより少し勝まさるといった程てい度どの悪魔だろう。だからこそ、あの優やさ男おとこは、このような無茶な戦い方を選んでいるのだ。


　恐おそろしいのは悪魔ではなく、その使い手だった。奴がネットのトップに立ち、あらゆる敵を『始末』し続けてきたのも納なつ得とくがいく。あんな戦い方ができる男に、並の悪オ魔ー持ナちーが敵かなうはずがなかった。


「おんもしれえ……張はり切っちゃうぜ？」


　甲斐が嬉うれしそうにニヤリとする。


　黒鮫は果か敢かんに攻せめ込こんだ。甲斐のやる気が乗り移ったように、黒こく炎えんを恐れる気配も見せず、右から左から縦じゆう横おうに攻撃を仕掛けた。


　対する大蛇は、は虫類らしい冷れい徹てつさで生意気な敵を近づけさせなかった。ブランクこそあれ、古さでいえばベリアルの悪魔は甲斐のそれより古い。現在の葛根市で最強の悪魔使いといえば、誰だれもが真っ先に甲斐とウィザードを挙げる。だが、カプセルが蔓まん延えんした最初期のアンダーグラウンドでは、最強と見なされていたのは無む慈じ悲ひな女王の『始末屋』だった。ベリアルは勝ち負けにこだわる様子を見せないが、甲斐にしてみれば、これは最強の座ざをかけた、古いにしえの亡ぼう霊れいとの決闘なのだ。


　二人はとうとう駐車場を縦じゆう断だんし、川辺へと出た。


　ベリアルはそのまま川に入った。地面と同じように、川かわ面もの上を微かすかに浮いた状じよう態たいで滑すべっていく。甲斐は悪あく態たいをついて踵きびすを返し、ゴムボートを隠かくしてある場所に走った。


　被かぶせてあった灰はい色いろのシートを引ひっ剝ぺがすと、コバルトブルーの四人乗りゴムボートが顔を出す。シートをボート内に放り込み、浅瀬の水を蹴け散ちらして川に入る。そのまま、膝ひざが濡ぬれる深さまでボートを引っ張ってから乗り込んだ。


　モーターを始動し、ボートを進める。


　甲斐は下流へと敵を追った。


　夜の川は風が強い。モーター音は予想以上に静かで、風音の方がうるさかった。あとは船体をちゃぷちゃぷと打つ波の音がするだけで、それ以外はどこまでも静まっている。ほんの微かすかに潮しおのにおいを嗅かいだ気がした。


　最初は真っ暗に見えたが、やがて彼方かなたの橋を飾かざる街灯の火が見えた。岸辺には対岸の町明かりが水面に映うつり、風波がそれを乱みだしている。行く手の水面みなもには月光が降って、波頭が砂金のようにきらきらと小さく輝かがやいていた。


　姿すがたは見失ったが気配はわかる。何しろ半分堕落クラツシユしているのだから、気配の大きさも半はん端ぱではない。


　甲斐は目を錐きりの如ごとく細めて闇やみの先を見通した。気配のする方角に真まっ直すぐにボートを進める。やがて、暗闇に呑のみ込こまれた川面の上に、親指大の人影が見えた。


　この距きよ離りからだと、それが氷上であるかのように平然と水面に立っているように見える。月夜の下、誰も見ない川の上を一人の人影が彷徨さまよい歩いているのだ。煤すすけたワイン色のスーツは、血に汚よごれた色に映る。川風が手足を揺ゆらし、月が落とす影は波間に消えて見ることができない。甲斐はこれまで様々な怪かい異いを目にしてきたが、現げん実じつ感かんのなさという点では屈くつ指しの光景だ。


「……行くぜ」


　カプセルを三錠じよう嚙かみ砕くだく。


　身体からだの奥おくから燃もやされた分を補おぎなってあまりある力が吹ふき出してくる。


　敵の攻撃は火か炎えん。ならば──


「下だっ」


　黒くろ鮫ざめが再び夜空を猛もう進しんした。かと思うと、飛沫しぶきを上げて川に飛び込んだ。


　本物の鮫よろしく、背せびれだけが水面を切り裂いて敵に向かっていく。大蛇が身じろぎした。こちらの攻撃に気付いたのだ。黒鮫はさらに深く潜せん水すいする。尾おびれが水にのまれる。突進する魚ぎよ雷らいのように、鮫の進むコースの水面が、わずかだけ盛もり上がって尾を引いた。


　真下。


「よしっ。っけ！」


　大蛇が主を抱いたまま高度を上げて宙ちゆうに逃のがれた。真下の魚影目がけて黒い炎ほのおを吐きかけた。だが、炎は所しよ詮せん火だ。川面が泡あわ立だつばかりで、分ぶ厚あつい水の層そうを突とつ破ぱすることはできなかった。


　火勢が弱まった瞬間を突いて、黒鮫が水上に躍おどり出た。鱗うろこを滑すべる水すい滴てきが月光に反はん射しやして光のシャワーを作る。開いた口から牙きばが光り、ベリアルの垂たれ下がる右足に食らいついた。


　ベリアルの身体がぐいんと強く引かれた。だが、主が攻撃を受けても、悪魔の動きにはまるで浮き足だったところがなかった。大蛇は尾を操り、正せい確かく無む比ひに黒鮫の目を打った。


　黒鮫はあごを緩ゆるめて右足を放した。その隙すきに大蛇は空中を横に滑って距きよ離りを取った。ベリアルの右足から、血が大量に落ちて川に溶けた。


　片かた目めを潰つぶされた黒鮫だったが、それでも攻撃は衰おとろえなかった。怒りもあらわに牙を剝むき、巨きよ体たいを揺すらせて夜空を泳いだ。


　今度は正面から突っ込む。


　大蛇の全身が膨ふくれあがった。喉のどの奥から激げき流りゆうのような黒い炎が吹き出し、突っ込んでくる黒鮫を覆い尽くした。
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「ぐあっ」


　甲斐の全身に悪魔のダメージがフィードバックする。身体中の皮ひ膚ふが燃え上がる痛いたみと共に、生気が音を立てて蒸じよう発はつしていく。


「こなくそっ！」


　カプセルをがっつく。黒鮫は炎の激流を泳ぎ切ってベリアルに襲いかかった。


　大蛇は主を抱えたまま、鮮あざやかに身をくねらせた。攻撃が躱かわされ、両者は空中ですれ違った。


　その瞬間を捉とらえ、甲斐は鮫の尾おびれを振るって本体ベリアルを攻こう撃げきした。大蛇は巻き付いていた胴体で主の身体からだを守ったが、体重の乗った鮫の一撃は、防ぼう御ぎよしてなお威い力りよくが残った。


　ベリアルの身体は一ひと溜たまりもなく吹っ飛び、錐きりもみしながら川に落ちた。


　ようやく与えたダメージだが、振り返ってみればこちらの方が被ひ害がいはでかい。何しろ堕落クラツシユした悪魔が相手だ。一撃一撃の威力が段違いである。


　──これ以上食らうとこっちの攻撃力が鈍にぶる。長引くと分ぶが悪いな。


　呼こ吸きゆうを整えながら内心そう考えたとき、水中に没ぼつした大蛇が飛び出してきた。そして、今度は黒鮫ではなく、甲斐の方を視界に捉えた。


「くっ、マズ」


　甲斐が梶かじを切る。直後、川面に沿って飛んできた炎が、すぐ隣を貫つらぬいた。


　炎が起こした急激な気流に、ゴムボートが大きく揺れた。飛沫が飛び散って甲斐を濡らす。もしボートを潰されたら、甲斐はこのまま狙ねらい打うちにされる。そうでなくとも、ベリアルのあとを追撃することができなくなる。


　甲斐の乗るボートが速度を上げた。そのあとを水上を泳ぐ大蛇が、ベリアルの身体を抱かかえたまま追う。長い胴体が弧こを描えがいて伸のび、瞬またたく間に急きゆう迫はくした。


　甲斐は黒鮫を呼よび寄よせた。が、それより早く、大蛇が次の攻撃のために息を吸すい込こみ、あぎとをもたげた。


「ええい、くそっ」


　甲斐はボートを飛び降おりて川に飛び込んだ。またしても飛沫が夜空を飾かざる。その飛沫が、横から襲いかかった炎に触ふれて瞬しゆん時じに蒸じよう発はつした。直撃しなかったにもかかわらず、炎が通過した真下にあったゴムボートが火の粉に焼かれて跳ね上がった。


　バシュッ！


　空気の爆はぜる音。ゴムボートの気室が一つ破やぶれたのだ。


「ぶはっ！」


　と甲斐が濡れた髪を張り付かせて水面に顔を出す。その頭上一メートルにベリアルの靴くつ底ぞこがあり、右足から落ちた流血が甲斐の額ひたいに赤い色をつけた。


「ちいっ！」


　潜水。


　水中に潜もぐると、周囲で数百の気き泡ほうが音を立てて踊おどっていた。次の瞬間、暗かった水の中が明るくなる。見上げれば水のスクリーンの向こうで炎が酒さか樽だるをぶちまけたように広がっていた。


　黒鮫の位置を気配で探る。頭上に揺れる敵てき影えいを襲わせる。ベリアルの影かげに黒い影が体当たりを食らわせた。甲斐は水をかいて、もう一度水面に浮かんだ。


「っぷう。はあっ、はあっ──！」


　水に落ちてみると、体力が急激に衰えているのが実感できた。身体がまともに動かない。これは、あの炎を侮あなどりすぎたかもしれない。まるで毒だ。


　──ボート。ボートは？


　あちこち頭を巡めぐらせて、甲斐は傾かたむいたゴムボートを見つけた。気室が片方破れてはいるが、一つ空気が抜けたぐらいでは沈しずまない。甲斐はボートに向かって泳いだ。衣服が濡れて身体にまとわりつく。四苦八苦して辿たどり着き、縁ふちがしぼんだボートに上半身を上げた瞬間──


「ぐああっ」


　全身を高熱と激痛が襲った。体内の力があっという間に干ひ上あがっていく。


「馬ば鹿かっ。離り脱だつしろ、離脱しろ！」


　死に物狂ぐるいで命じると、ようやく黒くろ鮫ざめは炎から逃れた。全力で炎の届く距きよ離りから抜け出し、あとはふらふらと空を泳いだあげく、川へと落下する。


　甲斐もまた、泳ぎ切った直後の消しよう耗もうと重なり、ぐったりとボートの底に伏ふし崩くずれた。


「あ、あの長虫……やってくれるぜ」


　震ふるえる筋きん肉にくを酷こく使しして、取り出したカプセルを口に運ぶ。力を振り絞しぼってボートによじ登り、後方を振り返る。


　ベリアルと大蛇が甲斐を見み据すえて水上に浮かんでいた。射しや程てい距離だ。


　甲斐は荒あら々あらしい呼吸をしながら、壮絶な笑みを刻きざんだ。


「ハッ、ハッ──ケッ。楽しいねえ、大たい将しよう。やっぱ悪あく魔ま戦せんてのは、こーでなきゃいけねえ」


　大蛇が息を吸い込んだ。黒鮫を呼ぶ。だがレスポンスが鈍い。間に合わない。


　そのとき、甲斐の遥はるか後方で爆ばく音おんが轟とどろいた。


　思わず振り返る。甲斐たちがいるよりずっと下流の対岸だ。炎ほのおが上がって夜の闇を押おし退のけている。黒こく煙えんと火柱が川かわ面もにも映うつっていた。


　そして──


　甲斐が目を見開いて炎の上がる川原を見やった。


　忘わすれもしない。黄金色をした光の束。太陽のような力と輝かがやき。


「騎き士しか!?」


　と甲斐が叫さけぶ。同時に、もう一つの叫び声がした。


「あの阿ア呆ホっ」


　鋭するどく振り返ると、死体のようだったベリアルの顔に表ひよう情じようが戻もどっていた。すると、カクンと彼の身体が下がり、足が川に沈んだ所でなんとか静止した。


　甲斐がニヤリと笑う。


「どうやらお互たがい遊んでる場合じゃねえっぽいな？　え？」


　ふてぶてしい台詞せりふに対し、ベリアルの返答には余よ裕ゆうの欠片かけらもなかった。


「どけや、クソガキっ！」


　殺気走った怒ど声せいに続いて、悪魔が甲斐に火を噴ふいた。だが、今度は間に合った。水中から飛び出した黒鮫が身を盾たてにして炎を防ふせいだ。


「ぐがあああっ……！」


　鮫の表皮が溶とける。胴を覆おおう筋肉が焼ける。


　力が蒸発するのが目に見えるようだった。疲ひ労ろうなどというレベルではなく、生命活動のための力が消えていくのだ。「死」という脱力感をチューブから直接挿そう入にゆうされているようだった。


　気が遠くなりそうな痛みと消失感に、甲斐は歯を食いしばって耐たえた。残っていたカプセルをすべて口に含ふくみ、嚙かみ潰つぶし、中身をすすり、殻からを吐はき捨すてる。


　凄すさまじい火か勢せいだった。身動きすれば甲斐自身が直撃を食らう。我が慢まん比くらべだが、仮かりに乗り切ったとしても、次の攻撃に対応する余力が残るはずもない。


「死にさらせっ！」


　ベリアルが叫んだ。猛もう火かが唸うなりを増ました。


　が、甲斐はなお、不ふ敵てきな笑みを崩くずさなかった。わずかな時間しか保もたないとはいえ、この硬こう直ちよく状じよう態たいは、彼が目もく論ろみ、待ち望んでいたものなのだ。


「うおおおっ！」


　絶叫。


　目を固く閉とじる。自らの内面に、深く、深く、視し線せんを向ける。荒あらぶる己おのれの魂たましい。その奥おくにある物を探す。かつて一度見た物を。もう六年も前に見た、あの……あの《ドア》を。


「があっ！」


　頭の奥深くで鎖くさりが千切れるような音がした。


　深しん奥おうにある源げん泉せんから新たな力が堰せきを切ってあふれ出す。力は甲斐の頭上に噴き上がり、そこで形を結んだ。


　馴な染じみのある、良く見知った魚影。ただ、唯ゆい一いつ異ことなるのは身体からだの色。白い。


「な、なんやと!?」


　驚きよう愕がくするベリアルに向かい、甲斐は得意げな、子こ供どもが大人を負かしたときのような顔を見せた。


「ツーパターン──最近の流は行やりさ」


　あんたの時代じゃ知るまいよ。そう付け加えて、甲斐は新たな悪魔に、最初の指し示じを出した。


　黒鮫が炎を受け止める。その上を切って、白鮫はベリアルを襲おそった。


　大だい蛇じやが尾おで打ちよう擲ちやくする。が、白鮫は気にも留とめない。ぎらりと目を光らせ、あごを開き、牙きばを剝むいて──


　ベリアルの肩かた口ぐちから、大蛇の胴どう体たいごと嚙み付いた。


　そのまま一ひと塊かたまりになって川の中へと飛び込む。


　大蛇の頭と尾が水中から生えた格かつ好こうでのたうった。が、やがて水の中へと引きずり込まれて消える。


　飛沫しぶきが跳はね、泡あわが弾はじけ、水面が波に揺ゆれ動いた。そして、水すい泡ほうが潰ついえ、川面が少しずつ均ならされていく。


　しばらくして、悪魔の気配が消えた。


　ゴムボートの上で、甲斐は仰あお向むけに倒たおれ込んだ。これで完全にスッカラカンだ。


「あーまいった。鼻先に騎士がいるってのに、身動きが取れねえたあ！」


　そうぼやいて、荒い呼こ吸きゆうを繰くり返す。


　──仕方ねえ。だが、テメエまで死んだら承しよう知ちしねえぜ、物ものの部べ。


　ぐったりと力が抜ける。見上げた夜空は、何事もないかのように三日月を浮かべていた。





　　　　４





　──さて……


　バールは抱かかえていたバジリスクの様子を確かく認にんした。


　こめかみを血が一ひと筋すじ流れている。顔は青ざめ、鼻や頰ほおには煤すすがついていた。だが、意い識しきをなくして目ま蓋ぶたを閉ざした顔は、普ふ段だん以上に美しい。そして若わかい。そういえば、この女性はバールより年下なのだ。


　性しよう悪わるで、残ざん酷こくで、欲深く傲ごう慢まんな面を持った女性だったが、それでもバールは彼女にずいぶん世話になった。彼女の尽じん力りよくに応こたえてやれない自分が、少しだけ残念だった。


　バールはバンから離れ、川原にバジリスクを横たえた。彼女はわずかに身じろぎして眠ねむるような呼吸をした。大きな怪け我がもない。皮肉にも、枯かれたススキに包まれたいま、初めてゆっくりとくつろいでいるかのように見えた。


　バールはバジリスクに最後の一いち瞥べつをくれると、立ち上がって坂の上を振ふり仰あおいだ。


　土手道に青いウィンドブレーカーをはためかせて一人の少年が立っていた。後ろで立ち竦すくむ二人の少女を庇かばうように立ち、青ざめた面持ちでこちらを見ている。


　彼の顔には絶ぜつ望ぼうと恐きよう怖ふがあった。だが、それらを圧あつ倒とうし、見事に押おさえ込こむだけの覚かく悟ごと決意もあった。思えば彼を巻まき込んだのも、自分たちなのだ。彼だけではない。カプセルにせよ、セルネットにせよ。世に出したのは自分たちだ。自分たちは数え切れないほどの人間を──それもその大半が自分たちより若く未み熟じゆくな人間たちを巻き込んできた。そうまでして、自分たちは一体何をしているのだろう。


　心の中の声が答える。


　──悪わる巧だくみだよ。決まってるじゃないか。


　声は平然としていた。バールは苦く笑しようする。あの男はいつもそうだった。良心や責せき任にん感かんがないわけではない。むしろ人一倍強かった。なのに、自らの夢ゆめを叶かなえるためなら、どんな犠ぎ牲せいも──自分の犠牲であれ、他人の犠牲であれ──厭いとわなかった。ドラッグに溺おぼれる連中を前にしても、自じ業ごう自じ得とくと言い切って平然としていた。常つね々づね口にしていた。自分も、他人も、すべてひっくるめてこその世界なのだと。ならば、他人が己おのれの欲よくに堕おちるのも、自分がすべてを捧ささげて夢を追うのも、すべて世界の一部であり、物語の一章なの、だと。


　ひょっとするとあいつは、人ではなかったのかもしれない。


　ひょっとするとあいつは、この世界を物語る語り部が配置した、トリックスターだったのかもしれない。


　すると、


　──おいおい。それは都合が良すぎるだろう。そんなひどい言い逃のがれがあるかい？


　と、今度は心の中の声が苦笑した。


　──これはすべて、水原信しん司じという一人の悪あく党とうがしでかした傍はた迷めい惑わくな野望の顚てん末まつだよ。いや、一人じゃないか。君や正しよう介すけも共きよう犯はんだ。逃げるな。


　逃げるな──か。確かに。


　バールは、キッとして少年をにらんだ。


　彼の名は物部景。バールたちの計画に利用し、いまでは最大の「邪じや魔ま者もの」となった。自分のやることは一つしかない。


　彼を取り除のぞく。


　バールはゆっくりと草原を歩いた。膝ひざまで伸のびたススキが、カサカサと乾かわいた音を立てた。


　頭上には澄すんだ夜空と三日月。背はい後ごに流れる黒い川かわ面もと静かなせせらぎ。川風になびくススキの川原。風の足あし跡あとが横に長い影かげになって伸び、草原から坂を上って景のまとう青い外衣を揺ゆらした。


　いい夜だ。


　バールの後ろに控ひかえていた巨きよ人じんが、重々しく足を踏ふみ出した。巨人の動きに伴ともなって、身を鎧よろう甲かつ冑ちゆうの隙すき間まから、光の粉こなが宙ちゆうに舞まった。


　騎士が動き出すと、景は覿てき面めんに狼ろう狽ばいした。おそらく彼としては、バールが騎士を動かすより先にバール自身を始末してしまいたかったのだろう。


　景は騎士に怯おびえていた。


　騎士は本来、女王と同じく彼が作り上げたものだ。彼は気付いているだろうか？　百戦錬れん磨まのウィザードをして、あれほどに怯えさせているのは、騎士そのものではなく、その背後にいる幼おさない彼自身だということを。


　景がこちらを向いたまま、後方の少女に何か叫さけんだ。逃にげろ、と言っているのだろう。だが少女はその場を離はなれようとしなかった。姫木梓。バールたちが祭り上げる無む慈じ悲ひな女王の、雛ひな型がたとなった少女。彼女もまた、本来彼女には罪つみのない宿命を背せ負おわされてここにいる。


　──いや……


　あの少女は、半ば以上自らの意い志しで、この運命を選せん択たくした。強く、真まっ直すぐな瞳ひとみをした少女だ。


　景は叫び続けている。「──ろっ。早──！」。短く鋭するどい叱しつ責せきは、金切り声となってかすれ、震ふるえているようだった。いまにも逆ぎやく上じようしそうな勢いきおいだ。事じ態たいが彼の手に収おさまらない不安が、彼から冷静さを奪うばっている。彼にはどうしようもなくなった事態が、彼の大切なものを奪ってしまう。そんな不安が、彼を芯から揺さぶっていた。


　同情はする。が、躊ちゆう躇ちよはしない。


　騎士が腰こしの鞘さやから剣けんを抜ぬきはなった。騎士が放つ黄金の光とは異ことなった、より透とう明めいな白い輝き。剣は水すい晶しようでできていた。およそ、カプセルで召喚されるあらゆる悪魔を以もつてしても阻はばむことの叶かなわぬ剣だ。


　取り乱みだした景が絶叫して手を振った。「行けっ」。血を吐はくような叫び声だった。同時に、彼の足あし下もとにできていた影かげが伸び上がった。彼の悪魔だ。騎士とルーツを同じくする悪魔。その証しよう拠こに、〝影〟の外観は騎士そのままだった。あれは景の影ではなく、騎士の影なのだ。


　幼い景は女王に絶対の忠ちゆう義ぎを捧ささげる気高い騎士を夢む想そうした。おそらく、それこそは当時の景が心より願った理想の自分だったのであろう。だが彼は騎士にはなれなかった。彼は魔法使いだった。


　女王と決別した景は、やがて敵を倒す力を欲ほつする。そして彼が悪魔召喚に臨のぞんだとき、現れたのはあれほど彼の焦こがれた騎士ではなく、高こう貴きな光に付き従したがいながら、決して表舞ぶ台たいに上がることのない闇色の〝影〟だった。以来景は〝影〟を頼たのみに、敵意の渦うず巻まく夜の世界を生き抜いてきた。いま、このときも、彼が操あやつるのは、あくまで〝影〟だ。


「だが……」


　君もわかっているはずだぜ？　影は所しよ詮せん、影に過ぎない。どうあがこうと、光には勝てない。


　景の隣となりに立った〝影〟は、かつてないほど凶きよう暴ぼうだった。もはや人の形には見えない。獣けもののように四つんばいになり、両肩を怒いからせ、首を突つき出して唸うなり声を上げている。景が手を横に払はらって何かを命じた。「──ろせ！」。ほとんど叫きよう喚かんだ。


〝影〟が斜しや面めんを疾しつ駆くした。


　両手両足で大地をつかみ、仮か面めんの眼がん孔こうに狂くるった欲望を漲みなぎらせて。


　騎士は静かに剣を構かまえた。高密みつ度どの重じゆう金きん属ぞくがオイルの上を音もなく滑すべるような、一いち分ぶの無む駄だもない動きだ。鏡面の如ごとき平静さで、剣先がぴたりと〝影〟を照しよう準じゆんする。


〝影〟が地面を蹴った。両の鉤かぎ爪づめが毒どく牙がと化して襲おそいかかった。


　騎士は攻撃を剣の腹はらで受けた。


　そのまま右足を後ろに回し、身体からだを開けて〝影〟をやり過ごす。直線的に攻せめてきた〝影〟が、剣の動きに流された。闇の身体が泳いだ。騎士は一呼吸で身体を戻し、気が付けば〝影〟の背後にいた。


　一いつ閃せん。


　決して早くも鋭くもない演舞のような一振りが、〝影〟の背中を易やす々やすと斬きり裂さいた。


〝影〟が仮面の奥おくで声にならぬ絶叫を上げた。遅おくれて、坂の上の景が悲鳴と共に崩くずれた。


　梓が何かを叫びながら駆かけ寄よる。ウィンドブレーカーの上から景の肩を抱だき、必死になって話しかける。景は梓を振り払おうとして、できずに地面に突っ伏した。これまでに経けい験けんしたことのない、尋じん常じようならざるダメージのはずだ。魚のように開いたままの両目から、涙なみだがこぼれ落ちていた。


　梓の声が悲ひ痛つうな響ひびきを帯びた。


　二人の元にもう一人の少女が近づいた。久美子だ。泣いている。バールの顔がわずかに曇くもった。しかしそれは彼の判はん断だんにはなんの影えい響きようも与あたえなかった。


〝影〟は主の影の中に戻った。騎士は〝影〟を追って坂に近づき始めた。一歩歩くごとに光の粉が舞い、騎士の勇ゆう壮そうを讃たたえている。夜の帳とばりの下で、それは幻げん想そう的てきな光景だった。


　梓と久美子を追って、第四の人物が坂の上に現れた。


　少年だ。彼を見た瞬しゆん間かん、バールの中で動どう揺ようが走った。彼の中にいる少年の兄の動揺だった。バールはまた苦笑しようとして──できなかった。憂うれいと悲しみが胸むねを満たした。本当に。自分たちは何をしているのだろうか。


　──『僕ぼくはあの王国に行きたい』


　そうだ。そのために、自分たちはここにいる。


　水原は久美子を羽は交がい締じめにして後ろに下がった。久美子は手足を振り乱していたが、その動きには力がなかった。


　崩れていたウィンドブレーカーが、ゆっくりと持ち上がる。伏せていた顔が上がり、片かた膝ひざをつき、身体を立たせる。


　凄せい惨さんなまでの悲ひ愴そう感かんを漂ただよわせ、少年の煮にえたぎる視し線せんがバールを射い抜ぬいた。バールは改めて彼を見直した。騎士の一撃を食らっていて、なお立ち向かってきたのは彼が初めてだ。


　景は手のひら一いつ杯ぱいにカプセルをつかんで、貪むさぼるように口に入れた。口からこぼしながら嚙かみ砕くだき、のどを支つかえさせながらのみ込んだ。


　梓が何か言う。景はその梓の両肩をつかみ、無理矢理水原の方に押しやった。


　梓が泣いた。「──いちゃん！」。が、景は振り返らない。坂からススキの中に足を進め、迫せまり来る騎士と対たい峙じする。


　景の全身から凄すさまじい力が噴ふん出しゆつした。


　限げん界かいを無視した量のカプセルを摂せつ取しゆし、あとのことも考えずに力を振り絞っている。ウィンドブレーカーが地の底から風を受けたようにはためいた。堕落クラツシユの兆ちよう候こうだ。


　再ふたたび〝影〟が景の前に立った。身体が倍にも膨ふくれあがり、内ない蔵ぞうする暗い力が甲冑を弾はじき飛ばさんばかりだった。


　景の目が毒々しい赤に染そまり、血が溢あふれたように光を放った。


「本体バールを狙ねらえっ。仕し留とめるんだ！」


〝影〟が爆発したように突進してくる。騎士の数歩手前で宙に跳ね、腕うでを怪かい鳥ちようのように広げて頭越しにバールを狙う。もはや完全にコントロールを失った動きだ。


　騎士は己の上を飛び越した〝影〟の軌き跡せきを、落ち着いた視線で追った。追い縋すがろうとはしなかった。剣を持たない左手を挙げる。手のひらを〝影〟にかざす。


〝影〟の鉤爪がバールを切り裂く寸すん前ぜん、騎士が放っていた黄金の光が光度を増ました。


　ススキに覆おおわれた川原に、突とつ如じよ星が生まれたようだった。夜の世界が黄金に染まり、その場の人間の視界を埋うめた。


　バールが反はん射しや的に閉とじた目を、うっすらと開けたとき。〝影〟の姿すがたはどこにもなかった。影は光に勝てない。どうあっても、勝てはしないのだ。


　坂の上を見る。


　景は目を瞠みはり、口を真一文字に結んで立っていた。足を棒ぼうのように伸ばし、拳こぶしを握にぎり締めた腕を下ろして、立ち尽つくしていた。サイズが二回りも大きいウィンドブレーカーが、立ち尽くす彼をすっぽりと覆っていた。


　必死に背伸びして大人になろうしている子こ供どものような、そんな姿だった。


「梓ちゃん……お願いだ……どうか、逃にげて」


　バールは感情の動きをシャットアウトして騎士に命じた。騎士は足下のススキを踏ふみ分け、着実な足取りで景の元に迫った。坂の下に達したときには、騎士の巨体は、坂を半ばまで下りた景と視線の高さが等しくなっていた。


　騎士が右腕を回す。水すい晶しようの剣が大きな円を描えがく。切っ先が天に向く。それから、わずかに左に傾かたむく。


　右足を前に。左足を後ろに。腰こしを落とす。上半身を捻ひねる。


　振りかぶった剣が、一いつ瞬しゆん、静止した。


　そして、速くも鋭くもない動きで、景の右肩の上に、斜ななめに落ちていった。


　だが──


「やめてえっ！」


　梓の絶叫が礫つぶてのように騎士の面めん頰ぼおを打った。


　騎士の動きが止まった。まるで機械が戸と惑まどうような動作で、ぎこちなく梓に仮か面めんを向けた。それはさっきまでの計算され尽くした動作と全く異ことなる動きだった。


「お願い。やめて。殺さないで！」


　梓が景に抱きついた。景が振り解ほどこうとするのを、身につけた護ご身しん術じゆつの技ぎ術じゆつで、力ずくで押さえ込んだ。遠くから水原の叫び声がした。久美子が声にならない喚わめき声を発した。


「景ちゃんだけ死なせたりしないんだからっ。わたしは……わたしは景ちゃんの側にいるんだからっ！」


　涙を流し、鼻を赤くして、梓が騎士に言った。


　騎士の動きがいよいよ精せい彩さいさを欠き始めた。剣身がぶれ始め、甲冑がガシャガシャと耳みみ障ざわりな音を立てた。


　完かん璧ぺきに完成された機構。その内部に矛む盾じゆんが生じていた。


　──あーっ！


　と心の中の声が叫んだ。


　同時に、彼が思いだした一節が、バールの脳のう裏りに文字となって刻きざまれた。





『水晶の剣は破は魔まの剣。女王の身体からだを除のぞくあらゆる物を切り裂くのです』





『黄金の鎧よろいは退たい魔まの鎧。女王の言葉を除くあらゆる魔法を弾き返すのです』





　それは、古い絵本の一節だった。


　かつて、景と梓はその絵本を元に自分たちの王国を建てた。王国には女王が生まれ、騎士が生まれ、魔法使いが生まれた。バールたちがやってきたことは、彼らの創そう造ぞうの真ま似ね事ごとだった。


　──つまり、騎士は女王に逆らえないんだ。うっかりしてた……というより、全く気付かなかった。
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　あっけらかんと声が言う。


　バールは呆ぼう然ぜんとし、次いで、


「くっ」


　と噴き出した。


「くっ……くくくっ。ははははは──」


　遮しや断だんしていた感情が、乾かわいた瘡かさ蓋ぶたのようにこぼれ始めた。


　こんなものか。


　大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げてシリアスを気取ったところで、俺おれたちのしてきたことは、こんなものなのか。


　らしいといえばらしいが……全く。どうしようもない。本当に、どうしようもない。


　──そう悲観するなよ。まだカードは残ってる。ここは戦せん略りやく的てき撤てつ退たいだ。逃げなさい、バール。


　だがバールは動けなかった。突然襲おそってきた皮肉と虚きよ無む感かんが、全身を支し配はいしていた。


　全く馬ば鹿かげた世の中だ。この葛根市にカプセルで身を持ち崩した人間が何人いることか。そのすべての人間は、つまるところ二人の子供のおとぎ話のせいで道を外したことになるのだ。


　親からも、級友からも、教きよう師しからも、親類からも……世界中から見放されて、世界のどこにも居い場ば所しよをなくしたちっぽけな子供が二人。その二人の子供が互たがいの傷きずを舐なめ合って、この世の果てで夢む想そうした子供だましの桃とう源げん郷きよう。その桃源郷が、世に倦うんだ三人の馬鹿を惑まどわし、ひいては葛根市のあらゆるカプセルユーザーを狂くるわせた。なんというお笑い種ぐさだ。本当に。なんというお笑い種だ……


　──バール。バール？　気を確たしかに。自分をしっかり持て。


　自分？　自分てなんだよ？　俺は……


　ハッ、とバールは我われに返った。


　両手を上げて手のひらを見つめる。もう自分の手だという実感がない。喰くわれている。騎士を使ったせいだ。自分でもわかるほど、自分の存そん在ざいがぼろぼろと決けつ壊かいしつつある。


　──退ひけ、バールっ。


　そうだ。退くんだ。たとえどんな結末だとしても、俺は最後まで手を抜かない。手を抜かない義ぎ務むがある。


　バールは走った。途と端たんにカプセルで保たもっていた体力が尽つきた。ここ数日でどん底までいった身しん体たいの消しよう耗もうが、ツケを取り立てるようにやってきた。目め眩まいがする。吐はき気がする。見けん当とう識しきが消えていく。


　遠くで誰だれかの声がした。少年の声。少女の声。過去の声。記き憶おくの声。バールはどことも知れないまま走った。途中何度も転んだ。その度たびに立ち上がって走った。空と地面が入れ替わり、過去と未来が交こう錯さくした。内と外とがない交まぜになり、自じ我がと世界が一つに溶とけた。


　突然、重力が消えた。


　水音がした。肺はいに水が流れ込んだ。川に落ちた？　そうだ。光が消えた。息ができない。苦しい。わからない。苦しい。可お笑かしい。


　バールは水中で笑った。息がもれ、空気の泡あわが足あし下もとに沈しずんでいった。足下？　どうして足下に空気が沈む。あっちが上だ。しっかりしろ。


　バールは水を飲み込んだ。もがこうとするが手足が動かない。まだだ。まだカードは残っている。ゲームを続けなくては。


　最後の意い識しきが沈んだ。誰かの腕うでが身体に回される錯さつ覚かく。わからない。もう、何もわからない。


　いや、違ちがうか。


　俺は最初から何一つわかってやしなかった。


　わかってや、しなかったんだよ……





　　　　◆◆◆◆◆





　バールの消えた方角から、何かが川に落ちる水音がした。景は自じ失しつした様子で膝ひざをついて、その音を耳にした。


　川はすべてを呑のみ込こんで、何事もなかったかのように穏おだやかに流れている。騎士の明かりは消え、ススキの野は再び闇やみに閉ざされていた。


「……どうなったの？」


　梓はひざまずく景の肩を両腕で抱えたまま、途方に暮れた口調でつぶやいた。


　景は力無く首を振ふった。頰には泣き跡が残り、瞳ひとみは呆然と前方の闇を見つめていた。


「僕にもわからない。でも……気配が、消えた」


「え？」


　梓がすぐ側にある景の横顔を見る。景は夢の中の風景を見ているような表情をしていた。


　ずっとずっと──長いこと抱えていた重おも荷にが不意に取り除かれた。そんな声でつぶやく。


「終わったよ……梓ちゃん」





　　　　５





　カラオケボックスを引き払はらった一同が集合の場所として定めたのは、公共住じゆう宅たくが並ならぶ地区にある、古い公園だった。歩いて数分で川に出る場所にあり、人気は少ないが皆かい無むではない。


　公園にはブランコがあった。鉄てつ棒ぼうに滑すべり台。砂すな場ばにシーソー。主役の子供たちを待ち、いまは彼らと共に夢の中で休息を取っている。


　奥おくのジャングルジムには由ゆ紀きがいた。何年ぶりかに上ったジャングルジムの頂ちよう上じようで、パイプに腰をかけ、公園の出入り口を見つめていた。


　この公園には出入り口が一いつ箇か所しよしかない。入り口付近には半分に切ったゴムタイヤが列を成していて、初めはみんなそこに座すわっていたのだが、だんだん怖こわくなって一人、また一人と奥に引っ込んだのだった。


　香か苗なえはブランコを囲む低い柵さくに腰をかけていた。両手を太ふと股ももの前に合わせ、背中を伸ばして出入り口を見つめている。


　久美子が敵に捕つかまったという連れん絡らくを受けて、もうどれぐらい時間が経たったのだろうか？　久美子が一人で出歩いていたのは、自分たちが構ってあげなかったからだ。後こう悔かいしてももう遅おそいし、いまさら自分にできることなどない。それでもせめて最後の最後まで、仲間を信じて祈いのり続けるつもりだった。


　公園の端はしには花か壇だんとベンチがあり、そのベンチの両端に、千ち絵えと茜が座っていた。


　茜は足を組み、両手をポケットに入れて公園に視し線せんを漂ただよわせていた。感情を抑おさえた無表情な顔をしているが、三分ごとに腕時計の時間を確かく認にんしていた。


　千絵はうつむいていた。肘ひじを膝ひざの上に乗せ、組み合わせた両手に額ひたいを乗せている。もうその格かつ好こうのまま二時間近くもいて、公園の前の道路を車やバイクが走り抜けるたびに、黒くろ髪かみを乱みだして頭を上げ、やがてゆっくりと元の姿勢に戻るといったことを繰くり返していた。


　また、公園前の道路にヘッドライトの明かりが近づいてきた。二台。バイクのエンジン音だ。


　由紀がジャングルジムの上で腰を浮かせた。香苗が身を固くする。茜が静かに顔を向け、千絵は顔を伏ふせたまま、垂たれ下がる前髪の下から視線だけを伸ばした。梓たちが乗っていったのは、五百ｃｃのバイクが一台と、二百五十ｃｃのバイクが一台。それにスクーターが一台だ。


　二台のバイクは速度を緩ゆるめることなく、公園の入り口を通つう過かした。


　四人は四人それぞれの落らく胆たんと悲しみを見せて、元の姿勢に戻った。


　すでに警けい察さつには通報を済すませた。向こうで何が行われているかはわからないが、火がついたような大おお騒さわぎになっているのは間違いない。ただ、それもいまは対岸の火事だ。たとえ千絵であっても、いま警察やその後の対応を考えるだけのゆとりはなかった。


　と、遠くから普ふ段だん聞くことのない音が聞こえて来た。重々しく、重じゆう厚こうな響ひびきでありながら、どこか達観した悲しみを覚える調べ。


　除じよ夜やの鐘かねだ。


　茜が腕時計を見て一言、


「零れい時じになった」


「……そういえば、今日って大おお晦日みそかだったっけ」


　綺き麗れいに忘わすれていた。不意に、実家で年を越こしているであろう両親の顔が浮うかんだ。


　完全放ほう任にん主しゆ義ぎとうそぶきながら、裏では学校の成せい績せきから授じゆ業ぎよう態たい度どまで事細かに情じよう報ほう収しゆう集しゆうし、さりげなさを装よそおって食しよく卓たくの場で助言してくる父。口で文もん句くを言いながらも娘の頼みには協力し、とっくみあいの大おお喧げん嘩かをした翌朝には、冗談を言い合って学校に送り出す母。いま二人は、二人だけで食卓を挟んでいる。警察から逃げて家出をし、とうとう年を越しても戻らなかった娘を、どのように思っているだろうか。


　自分だけではない。由紀と香苗も家出中だ。しかも家を出てそろそろ一か月が過ぎようとしている。茜は自分の家庭のことを語らないが、彼女にも、いまこの瞬間新年を迎むかえている家族がいるはずだ。自分たちは、ドラッグに関かかわり、密みつ売ばい組そ織しきに関わり、警察に関わって、こんな所まできた。古びた深夜の公園に集まり、誰一人軽口も叩たたかず、戦地に向かった仲間を待って、じっと寒さに耐たえている。


　おそらく、自分は二〇〇二年十二月三十一日の大晦日のことを生しよう涯がい忘れないだろう。これからも、毎年年を越すごとに、この日のことを振り返り続けるだろう。願わくば、その思い出が笑え顔がおと喜びと誇ほこりに満ちた思い出となりますように。友達と交わし合った、固い抱ほう擁ようの思い出となりますように。どうか。神様……


　新しい年の最初の夜空に、鐘の音が長く深く響く。余よ韻いんが空から降ってきて、聞く者の肌はだに染しみ通っていった。


　そんな中、静せい寂じやくを乱してバイクのエンジン音が近づいてきた。スクーターだ。一台。


　条じよう件けん反はん射しや的に、一同の視線が入り口に集まる。幾いく度どもの失望を味わったために、すでにどの視線にも期待感は薄うすれていた。それでいて失意だけは一向に薄まらないのだ。四人はほとんど落胆を繰り返すためだけに視線を向けているような気がしていた。


　だが、そのスクーターは止まった。


　公園出入り口の手前でヘッドライトの動きが停止。そのままエンジン音と共にスッと消えた。


　それが何を意味するのか、すぐに理り解かいできた者はいなかった。最初彼女らは、それまでと異ことなる展てん開かいに、おやっ、という顔をした。それから一斉に腰を上げ、由紀などは危うくジャングルジムから転落しかけた。


　足音が近づく。全員が狂くるおしい眼まな差ざしを注ぐ。


　現あらわれたのは長身の濡ぬれ鼠ねずみだった。


　身体からだ中からぼたぼたと滴しずくを落とし、びしょ濡れになった革かわジャンに両手を突つっ込こんだ格かつ好こうで、口には買い直した煙草たばこをくわえている。横おう柄へいな歩き方で、少し不ふ機き嫌げんそうな顔をして、声もかけず公園に入ってきた。


　茜が飛び出した。


「うぃース……って、おい！」


　茜は甲斐に駆かけ寄よると、ものも言わずに彼の胸むねにしがみついた。身長差があるため、茜の頭は甲斐の胸にくる。甲斐はしがみつく茜を引き剝はがすわけにもいかず、行き場をなくした両手を中途半端に動かした。


「あのなあ……テメエいつから、んなイジラシイ女になった。こちとらずぶ濡れなんだぞ」


　言い聞かせても聞かない。力一杯に抱きしめてくる。甲斐はうんざりと天を仰あおいだ。


「ああくそ。中ちゆう坊ぼうに『氷たん』呼ばわりされた次は、この様かよ。ビーグル辺りに知られた日にゃあ、向こう五年はネタにされるぜ」


「……うるさい」


「あん？」


「あんた、私にどんだけ借りがあると思ってんのよ。私にはこうする権けん利りがあんの。あんたはこうさせる義ぎ務むがあんの。いいから黙だまって、じっとしてなさい……」


　なんだその理り屈くつは。甲斐はそんな顔をしたが、いまの茜に道理を説く手間を考えると、とてもではないが口を挟はさむ気にはなれなかった。だいたい、甲斐はすでに、これまででも一、二を争う強きよう敵てきと一戦交まじえたあとなのだ。


　甲斐はいつものように茜の頭に手を乗せる。濡れた手で、ぐしゃぐしゃと髪をかき回す。最近では、彼女との舌ぜつ戦せんは甲斐の趣しゆ味みになっている。だが、今日ぐらいは大人しくしているべきなのだろう。たぶん。


「甲斐さん」


　気が付けば千絵や由紀、香苗も側に集まっていた。


「他はまだみてえだな」


「……ええ」


「あの野や郎ろう……俺の乗ってたバイク、勝手に持ち出して行きやがった。おかげでこちとら、余りもんの原付で警察の目ぇかい潜くぐって来たんだぜ？　全身ずぶ濡れで、真冬の夜中に原付走らせたのは、さすがの俺も初めてだ。二度としねー」


　どうやらそれが不機嫌の理由らしい。千絵は思わず微び笑しようした。笑えるというのは大切なことだ。この男は不良でジャンキーで、千絵の基き準じゆんから言えば血けつ統とう書しよ付きのろくでなしなのだが、それでも、度量のでかい人間であることは否ひ定ていできない。


「甲斐さん、他の三人のことは知らない？　途中で二手に分かれるって連絡はあったんだけど……向こうでは何があったの？」


「分かれてからは俺もわからねえよ。ただ……」


　甲斐が口くち籠ごもる。千絵の心しん拍ぱくが速まった。


「ただ？」


「騎き士しが出てきた」


「──！」


「騎士が出たってことは野郎の計画通りには行ってねえってことだ。あのあといったいどう転んだか、俺にもさっぱり見当がつかん」


　甲斐は水上で、騎士が現れて姿を消すまでを見み届とどけた。だが、あの川原で何があったのかはわからない。ボートは半はん壊かいしていたし、下流の川原までは距きよ離りがありすぎた。何より、消耗し尽くした彼が駆けつけたところで足手まといにしかならなかっただろう。だが、それでもなお行くべきだったかと、一いち抹まつの後こう悔かいは残っていた。


　甲斐はそれを振り払うように頭を振った。


「それより飯だ。なんか食うもんくれっ。腹はら減へった」


　そう言い放ち、もういいだろうとばかりに茜をぐいっと引ひっ剝ぺがす。


「年とし越こし蕎そ麦ばとかねえのかよ。寒くてかなわんぜ」


「そんなものが用意できるわけないでしょ。真ま面じ目めに考えてみなさいよ」


　と、邪じや険けんにされた茜が怒おこったように言う。


「だいたいあんた、カプセルのんで悪魔戦して来たんでしょ？　よくも胃に物を入れる気になるわね？」


「阿あ呆ほ。三度の飯は生活の基本だろうが」


　甲斐はジャンキーとは思えない台詞せりふを吐はいた。すると香苗がおずおずと、


「あの……おにぎりで良ければカラオケを出るときに持ってきました。もう冷えちゃって温かくないですけど」


「お、そうか。香苗とかいったな。気が利きくじゃねえか。女ってのは、せめてこうじゃなきゃいけねえ」


　膨ふくれっ面つらの茜をわざとらしく見ながら、甲斐が珍めずらしくも人を褒ほめた。香苗はいかにも心得た態度で、甲斐と茜双そう方ほうに遠えん慮りよしながらおにぎりをおいてあるベンチに向かった。


「えーと、それからお前は由紀だったな」


「え、は、はいっ」


「そこの角曲がって真まっ直すぐ行ったところにコンビニがあった。ワンカップ買って来い」


　ものすごく慣なれた口調で命令する。当然金は渡わたさない。


　戸と惑まどう由紀に代わって、茜が柳りゆう眉びをつり上げた。


「何を人様に命令してんのよっ。パシリはあんたんとこのジャンキーだけで十分でしょ。それに、制せい服ふく姿すがたの中学生に、お酒なんか売ってくれるわけないじゃないっ」


「なもん気合いだ。深夜なんかバイトだろ。ガンくれて、なんなら俺おれの名前出しとけ」


「そういう問題じゃないっ」


　結局大人しくはできなかった甲斐に、千絵が苦笑いをして「まあまあ」と仲ちゆう裁さいに入った。


「お酒なら私が買ってきてあげるわ。今日は特別よ。それと……できればＤＤのメンバーに連絡を取って欲ほしいの。その……こんなこと頼たのめる義理じゃないのは承しよう知ちしてるけど、梓さんたちのことを捜さがしてみてくれない？　それから、これは本当に恥はじ知しらずなお願いだけど、警察の目を逸そらしてほしいの。その、ちょっと、ほんのちょっとだけ道を暴ぼう走そうするとか……」


　顔を歪ゆがめながら千絵が嘆たん願がんする。彼女の主義に反すること甚はなはだしい依い頼らいは、それだけ彼女がせっぱ詰つまっている証しよう拠こだった。恥を忍しのんでいるのが、震ふるえる肩かたからもわかる。


　甲斐はそっぽを向いて、素そっ気けなく答える。


「もう連絡した」


　ハッ、と千絵が顔を上げる。茜もびっくりして目を丸くした。


「もっとも、保ほ護ごしようってわけじゃねえぜ。ウィザード捜せっつっただけだからな。見つけたら襲おそいかかるかもしれねえ。ま、指し揮き執とってんのはビーグルだから、そうそう思い切りのいい真ま似ねはさせねえだろうけどよ」


「甲斐さん……！」


「それに俺たちゃ、案外験げんを担かつぐ方でな。初はつ詣もうでにはたいてい連れだってくし、その道中で酒飲みながら騒さわぎ回るのは、毎年の恒こう例れいだ。マッポからかって逃げ回るなんざ、いつものことさ」


「あ、ありがとう……」


　甲斐を見上げていた千絵は、目の端に涙なみだを浮かべて頭を下げた。甲斐はとぼけたまま、澄すまし顔で余よ所そを向いていた。


「あの、これ」


　と、戻ってきた香苗がおにぎりを差し出す。千絵も慌あわてて涙を拭ふき、


「ああ、お酒だったわよね。待ってて。一番いいの、あるだけ買ってくるから──」


　しかし、千絵が走り出そうとするのを、隣となりにいた茜が止めた。


「茜さん？」


「待って。私が行く」


　ぶっきらぼうな口振りで言った。


　ＤＤに連絡するというのは、茜には全く思いつかないことだった。甲斐たちの身を案じるばかりで、大局を考える余よ裕ゆうをなくしていたのだ。なのに、甲斐は死し闘とうを勝ち抜き、ぼろぼろになって警察の包囲を逃のがれながら、さらに景たちの身まで考こう慮りよして手を打っていた。完全に自分の負けだ。


　千絵は、言葉少なに申し出た茜を見つめた。甲斐がせめて温かい物を飲みたいと欲するなら、それを買う役目は自分がしたい。茜の顔にはそんな思いがありありと見える。千絵は微笑して、「お願い」と告げた。


　茜は赤くなって頷うなずいた。照れ隠かくしに咳せき払ばらいをし、甲斐の方に振り返りながら、


「全く、新年早々人に使い走りさせて。今日はいいけど、少しは態度を改めないと、そのうちみんな愛あい想そ尽つかすわよ？　あんた一人じゃ何もできないんだし、いまのうちに──」


　馬ば鹿かでかいくしゃみが茜の台詞を遮さえぎった。


　振り返りきった直後の茜の顔を、唾つばと鼻水が直ちよく撃げきした。


　鼻をすすり上げた甲斐が、「あ」とさすがに青くなる。


　誰だれも何も喋しやべらない。夜気に勝まさるとも劣おとらない冷たく張り詰めた空気が満ち、茜の肩がぶるぶると小こ刻きざみに震え始めた。千絵が場を取りなそうと言葉を探すが、何一つ浮かんでこない。甲斐は助けを求めて左右を見たが、由紀と香苗は素早く視線を逸そらした。


　だが、結局茜の爆ばく発はつは未発に終わった。


　エンジン音が近づいてきたのだ。


　五人が一斉に出入り口を振り向いた。


　出入り口から見える道路が、ヘッドライトの明かりに照らされていた。その明かりが消えない内に、一人の少女が両足をフル回転させて駆け込んできた。


　五人の姿を見て、満面の笑みを浮かべる。


「イェーイ！」


「クミちゃん！」


　千絵と茜が喝かつ采さいを上げる。香苗が飛び出して久美子の手を取った。由紀は久美子の姿を見た途端、涙に目を曇くもらせたかと思うと、わんわん声を上げて泣き始めた。


「心配かけさせて……あの子はっ！」


　千絵の目にも涙が滲にじんでいた。そして、久美子のあとに続いて、ゆっくり近づく三つの人ひと影かげを目にしたとき、言葉にならない思いに胸むねを詰つまらせた。


　水原がいた。


　水原は千絵たちの姿を見ると一いつ瞬しゆん足を止めた。そして、軽けい薄はくとクールとを装よそおって明らかに失敗した泣き笑いを浮うかべた。


　景がいた。


　どこか自失した様子で梓に手を引かれながら歩いていたが、五人を見ると徐じよ々じよに感情をあらわにした。そして、千絵が初めて見る、素す直なおな──長い一人旅を終えて憩いこいの場所に戻もどってきた旅人のような笑顔を見せた。


　梓がいた。


　景の手を引いて歩いていた梓は、五人を見るとぐっと湧わき上がる感情を堪こらえるような顔になった。つないでいた景の手を握にぎり締しめ、一人一人の様子を見て、最後に千絵に向かいはにかむ顔を見せた。




[image: ]


　千絵も泣き出した。茜は笑った。甲斐はちょっと悔くやしそうな顔をした。やはり、騎士には未練があった。


　ゆっくりと歩み寄る二組の愚ぐ連れん隊たい。


　水原が両手を大きく広げて、


　誇ほこらしげに、


　楽しげに、


　そして、高らかに言った。


「Ａ　Ｈａｐｐｙあけまして　Ｎｅｗ　Ｙｅａｒおめでとう！　Ｃｒａｃｋｅｒｓバカやろうども！」





　　　　◆◆◆◆◆





「……う」


　気が付いたのは身を襲おそう寒さが痛いたみに変わっていたからだった。うっすらと目を開けると、枯かれた雑ざつ草そうの茎くきが目に入った。頰ほおの下にあるのは、小石の混まじった土のようだ。幸いもう何も感じなくなっているので痛みはない。と思いきや、いざ身じろぎすると身体からだの末端から全神しん経けいに電流が流れた。


「くそっ……てて」


　なんとか身体を起こそうとすると、自分が全身濡ぬれそぼっていることがわかった。服が水を吸すっているので張はり付いて動きにくい。それに重い。身体が押おし潰つぶされそうだ。おまけに、わずかでも風が吹ふくと、冷水を浴びせられたように皮ひ膚ふが震えた。


「こら、いかん……」


　こう寒くては風か邪ぜを引く。体力も失っているようだから、下手すると命に関かかわる。


「くそっ。俺はなんでまた、こんなとこにおんねん……」


　記き憶おくが混こん乱らんしていた。頭ず痛つうがして頭が重い。何があったのか思い出せない。力を振ふり絞しぼろうとして、少しばかり驚おどろいた。全然力が湧わいてこない。身体が疲ひ弊へいし切っていた。まるで鉛なまりでできた肉体に閉とじこめられたようだ。


　とにかく少しずつ身体を揺ゆすって身じろぎをしてみた。苦労して腕うでを動かす。感覚がないものだから、筋きん肉にくが繫つながっていないような不器用な動きになった。踏ふんづけられた虫になった気分だ。


　と、あがいていた左手が何かに触ふれた。指先にまとわりつく濡れた感かん触しよく。


　髪だ。


　ぎょっとして身体が動いた。うつぶせだった身体を横向きに回転させる。


　すぐ隣に男が倒れていた。


　息がないことは一目見てわかった。衣服は血と泥どろに汚よごれ、さっきまでの自分と同じようにうつぶせに倒れている。その右腕が自分の腰こしに回っていた。つまり、自分はこの男と並ならんで倒れていたのだ。


　なんとか身体を起こせたので後ろを振り向いてみると、すぐ側に川があった。川辺に生えた雑草が折れ曲がって、ここまで這はいずってきたあとが残っている。


「川に……落ちたんか？」


　では自分はこの男に助けられたのだろうか？


　隣に倒れた男の死に顔を見た。すると、胸の中に言いようのない、もの凄すごい衝しよう撃げきが走った。なのに、その衝撃がなんなのか、自分にはわからない。


　──なんや？


　男は長い銀髪をしていた。彫ほりの深い、ハーフのような顔をしている。胸の奥を何かが搔かきむしった。こいつのことは知っている。良く知っている。自分が生しよう涯がいで得た、たった二人の親友の一人……


「正しよう介すけ」


　その名前を口にした瞬間、頭の中で記憶がフラッシュバックした。


「そうだ、俺は……」


　四しの宮みや庸よう一いち……バールと名乗る男。


　しかし、そうと認にん識しきしたバールに向かって、心の中の声が疑ぎ問もんを投げた。


　──そらどうやろな。ほんまにお前バールか？　だいぶ喰くわれとったやないか。


　バールは呆ぼう然ぜんとした。俺が心の中に再さい生せいしていたのはベルゼブブだったはず……なのに、いま話しかけたのはベリアルだ。いや、それを言うなら、俺はさっき、あいつの言こと葉ば遣づかいで独ひとり言ごとをつぶやいていた。なぜだ。いったいどうなっている。


　バールは内省し、自分自身の記憶を手た繰ぐろうとした。が、できなかった。


　彼が記憶しているのは、三人の男の描えがいた夢ゆめだった。彼の記憶力は卓たく越えつしていた。彼の視し線せんは常つねに客観的で公正だった。彼は三人がやってきたこと、交わした会話、癖くせや仕草、感情の揺らめきをすべて正せい確かくに記憶していた。だが、これはいったい誰の記憶だろう？　俺はいったい誰なんだ？


　隣で死んでいる男を見直す。男は、自分の最後の役やく割わりを無事に務め終えた、晴れがましい死に顔をしていた。こいつはベリアルだ。だが、自分の中にいるのもベリアルだ。混こん乱らんする。自じ我がが溶とけている。何もかもが一いつ緒しよくたになって渦うずを巻まいている。


「うーん……なんともややこしいことになったねえ」


　彼は知らず知らずつぶやいた。


「どうやら完かん璧ぺきに実体を『喰われた』らしい。これまでもいい加か減げん奇き妙みよう奇き天て烈れつな状じよう態たいだったのに。いやはや、まともに考えてると気がふれるかもしないね。はは──って待てっ。笑い事じゃねえだろ！」


　バールは──バールだった男は、狼狽うろたえて首を振った。心の中の二人は無む責せき任にんに面おも白しろがっている。それが余計に腹が立った。


「僕だからできたことだ。がらんどうな魂たましいと自ら評ひようした僕ぼくだったから──いや、君か？　まあもうどっちでもいい。とにかく……そうだ。このままやと風邪ひくで。どないかせな」


　いま考えているのは誰だ？　何もわからないまま彼は身を起こそうと四苦八苦した。


　大変なことになった。その実感はあるのに、なぜか彼は……ワクワクしていた。原げん因いんはわかる。ベルゼブブがいるせいだ。能のう天てん気きに面白がりやがって。それとも、俺のせいか？　俺は……いや、奴やつは……くそっ。もういい。考えるな。


　いまこの状じよう況きようで最も有ゆう効こうなのは、この場から離はなれて暖だんを取るという選せん択たくだ。だから彼はそのようにした。


「むっ……」


　ようやくにして立ち上がる。足がふらついたが、なんとか歩けた。周りを見回しても、すぐに場所はわからない。ただ、川かわ幅はばから見て、相当下流まで流されたらしかった。


　思い出して彼はベリアルの死体を振り返った。この男が流される自分を見つけ出して、ここまで泳ぎ切ったのだろう。最後まで友に忠ちゆう実じつな男だった。


　──照れるやないか。


　……黙だまれ。


　彼はよろめきつつ雑草の上を歩き始めた。


　すぐ側に鉄橋が架かかっていた。それで場所がわかった。下流も下流。場所で言うと隣の市だ。よくこんなところまで泳いで来れたと、あらためて感心した。


　と、近づく彼を出で迎むかえるように、鉄橋の陰かげにいた人物が橋の下から出てきた。


　現あらわれたのは少女だった。


　まだ小学生ぐらいの少女だ。健康的な身体を軽けい快かいに動かし、勝ち気そうな顔で彼を見つめた。ただ、少女のやんちゃな外見とは裏うら腹はらに、少女の瞳ひとみは大人びていた。それどころか、冷れい酷こくな印象さえあった。


　見かけだけなら、少し久美子に似にていた。そして梓に──幼おさない頃ころの梓に瓜うり二つだった。


　彼は、自分が何者なのかは、わからなくなっていた。しかし、少女のことは、はっきりとわかった。


　第二の『成功例』となりつつある悪あく魔ま。


「陛へい下か──」


　バールが頭を下げると、半ば以上実体化した少女は、優ゆう雅がに首しゆ肯こうした。


「懐なつかしい面々がそろっていますね。わたくしはあなたをどのように呼よべばいいでしょう？」


「その話はあとで。正直、頭が変になりそうです」


　彼がぼやくと、少女は可か憐れんな微笑ほほえみを見せた。彼は驚いた。少女には感情らしい感情はなかったはずなのだ。


「その方が賢けん明めいですね。そのような状態に、人間の精せい神しんは耐たえられません。あなたは遠からず狂くるうでしょう。名めい称しようを定めるのはそれからでも遅くない」


　まるでがんぜない口調で言う。「狂う」と予告された彼は、苦い顔をして首を竦すくめた。


「ん？　そっちのは何者です？」


　橋の陰にはもう一人の人物がいた。男だ。地面に座すわり込んだまま、ぼんやりと川を見ている。様子が可お笑かしかった。トリップしている最中のようだ。


　少女に尋たずねはしたが、男の正体はすぐにわかった。あの男のことは知っている。名前は坂さか田た啓けい介すけ。カプセルを大量にばらまくため、適てき当とうにスカウトした売人の一人だ。


　彼女はバールから独どく立りつする前段だん階かいとして、適てき性せいのない人間の側でも存そん在ざいできるよう、目に付いたジャンキーを付け回していた。彼もその一人である。彼が失調した原因は、実は彼女のせいなのだ。


「家来は必要でしょう。幸いあの者は悪オ魔ー持ナちーです。使ってください」


　平然と言うので少し鼻白んだ。


「わざわざ陛下がそんなことをされずとも」


「王国のためです」


　その一言で、混こん沌とんとしていた彼の意い識しきが、一時的に一つにまとまった。


「では間に合ったわけですか。結けつ構こう」


　バールたちがカプセルを大量にばらまいたことには、いくつかの狙ねらいがあった。その中の一つは、セルネットのような巨きよ大だいな流通組そ織しきがなくとも、カプセルが自然に循じゆん環かんする環かん境きようを作ることだった。


　カプセルはベルゼブブによって創つくられた悪魔の一種である。機材を使って作り出さずとも、自然に増ぞう殖しよくする。しかし、その増殖にも法ほう則そくがあって、人間が見ている目の前では増ふえないのである。「錠じよう剤ざいが勝手に増殖するはずがない」という人間の強固な認にん識しきが悪影響を与あたえるためだ。カプセルは人の認識に働きかけて形を成す存在であるから、正面切って物理法則を無視することは不ふ可か能のうなのだ。また、数が少ないときも増えない。少ないカプセルが独りでに増加していると人間の注意を引く。人間に「おかしい」と思われるような環境では増殖しないのである。


　ではどういう環境だと増殖するかというと、人目に付かず、多少量が増えても誰にも気付かれない環境でのみ増殖する。例えば大量の在庫となって倉庫で眠ねむっているときだ。セルネットは市内の各所に大量の在庫を抱かかえていた。そこから少しずつカプセルをマーケットに流していたのである。IXＣナイン・シーは在庫の存在は知っていたが、より詳しよう細さいな全体数や追加されるカプセルの出所は知らなかった。IXＣナイン・シーの誰もが、仲間の誰かが知っていて口に出さないでいると思いこんでいた。そうなるよう、裏でバールが暗あん躍やくしていたのだ。


　だが、女王が復ふつ活かつしたいま、その増殖率は急きゆう激げきに上じよう昇しようした。こうなればセルネットだけで在庫を抱えている状態は、流通を妨さまたげる要因にしかならない。この状態を解かい消しようし、マーケット自体にカプセルを持たせるために、ネットの在庫を吐はき出したのだ。


　いま現げん在ざいも、市内の至いたる所でカプセルは増え続けている。カプセルが増えるということは、それだけユーザーの利用頻ひん度どが増し、ユーザー数も増加するということだ。


　それが、バールたちの描えがいた、建国への道のりだった。


「では、今後は魔法使い殿どのに気付かれぬよう、こっそり事を進めるとしましょう。陛下もよろしいですね？　いくら恋こいしくても、いいと言うまで会いに行ったりしないでくださいよ？」


　少女がこくんと頷うなずく。そして、視線を町に向けた。


　おそらくその方向に、彼女の想おもう人物がいるのだろう。彼女の人じん格かくを形成し、『建国期』の第一章を綴つづった人物が。


「どれぐらいかかるでしょうね？」


　彼が尋ねる。


　少女は視線を戻して、はっきりと答えた。


「春には」






あとがきIV









水原「はいはい。あとがきIVの始まり始まり～」


千絵「……いきなり軽いわね。最初なんだから、説せつ明めいから入りなさいよ」







　　　　●●●●●







水原「んじゃ、あらためて。あとがきIVの始まりでーす。今回はあざの耕こう平へい初はつの試こころみ、キャラ同士の対たい談だん形けい式しきであとがきをお送りしま～す」


千絵「はい。お送りするのは、本編でも大活躍、今巻はなんと表紙まで飾かざってる、実じつ践せん捜そう査さ研けん究きゆう会かい会かい長ちよう、海うみ野の千ち絵えと──」


水原「『美女と美少女とその他の女性、カッコ上じよう限げん三十九』の、水みず原はら勇ゆう司じでっス」


千絵「あ。何なに気げに上限が上がってる」


水原「よくぞ気付いてくれました、千絵ちゃん。いや、俺も初登場からカレコレ六年半経たってるわけだからねー。いつまでも成せい長ちようがないんじゃ、何やってたんだって怒おこられるじゃん？」


千絵「……あんたは一回、ガツンと怒られた方がいいと思うわ。絶対」


水原「あれ？　一回でいいんだ？」


千絵「自分で言うな！」


水原「ま、解説に戻ろっかね。えっと。まずは対談のことだけど、今回はあとがきのページ数が多いってんで、この形式にしてみたんだってよ。まあ、毎月連続で書いてりゃ、ネタも尽つきるわな。飽あきるし」


千絵「ば、馬ば鹿かっ！　なんてこと言うのよっ。せっかくの機き会かいだから、色んなことにチャレンジしてるだけでしょ？」


水原「ああ。前からやってみたかった、というのはマジらしい。作者本人も登とう場じようしようか、だいぶ悩なやんでたみたいだぜ」


千絵「平和な悩みね……でも、良かったのかしら？　梓あずささんや物ものの部べ君くんを差し置いて、私なんかが出ちゃって」


水原「いやー、千絵ちゃん。そりゃそうだろ。考えても見ろって。梓ちゃんはともかく、景けいの奴やつをこんなとこに引ひっ張ぱりだしてきても、『…………』でページの半分が埋うまっちまうぜ？」


千絵「うっ。た、確かに……でもでも、それだったら私と梓さんで良かったじゃない。何もあんたなんか呼よばなくても……か、可愛かわいい女の子二人の方が、読んでる人たちだって喜ぶはずだわ」


水原「わはは。『可愛い』のとこ、自分で言ってて照てれが入はいってるよ、千ち絵えちゃん」


千絵「うるさいわねっ。いいでしょ、別べつに！」


水原「まあまあ、そうつれないこと言いなさんなって。言っとくけど、梓ちゃんと千絵ちゃんの対談ってことになったら、梓ちゃんがツッコミだから、千絵ちゃんはボケだぜ？」


千絵「ええ!?　そ、そうなの？」


水原「本編読めばわかるじゃん。梓ちゃんがボケに回るの、たいがいは景絡がらみのとこだけだからな。それに比くらべて千絵ちゃんは、梓ちゃんと組んだときだけ、やたらボケに回る傾けい向こうがある。心こころ当あたり、ない？」


千絵「……そ、そう言われると、確たしかにそんな気が……!?」


水原「それに、俺と千絵ちゃんは一巻の時点──つーか、そもそもの構こう想そう段だん階かいから、コンビを組む宿しゆく命めいにあったんだし。仲なか良よくしよーぜ」


千絵「冗じよう談だん。私はあくまで、梓さんの親友役として設定されたのよ？　あんただって、物部君の片かた腕うでとして設定されたわけでしょ？」


水原「もちろんそうだけど、お互い『主人公の相あい棒ぼう同士』としてコンビを組む構想になってたんだってよ。だからほら。海野と水原なんじゃん」


千絵「ええー」


水原「『ええー』って。ヘコむな、おい」


千絵「うーん。なんかこじつけクサいけど……まあとりあえず、私の方が大おお物ものなんだってのは、伝わってくるネーミングね」


水原「へいへい。どーせ俺おれは、小こ物ものですとも。まあ、ちょうどいいから、他にもネーミング裏うら話ばなしやっとくか。たとえば俺の場合だと、兄あに貴きとセットで、『信しん司じ』と『勇司』になってるわけ。つまり、『信しん念ねんを司つかさどる兄』と『勇ゆう気きを司る弟』ってわけだ。どうよ、これ？　なんか、格かつ好こ良よくね？」


千絵「勇気ぃ～？　まあ、一巻の頃ころだしね。キャラ構想もまだまだ未定な部分が多かったわけだし、作者の経験も少なかったんだし。色々仕方ないわよね」


水原「……なんか棘とげあんな。まあいいや。次は梓ちゃん。梓ちゃんの名前は、基き本ほんは語ご呂ろ──つまり、発音したときの響ひびきの良さで決めたそうだね。一応、『しなやかで強い』ってイメージにも合ってるしな」


千絵「そもそも『梓』っていうのは、キササゲって木の別べつ称しようで、この木はよく弓の材料なんかにも使われてたの。『梓あずさ弓ゆみ』って言葉もあるくらいよ。まさに梓さんのイメージにぴったりだわ」


水原「まあ、そこまで調しらべて決めたのかは知らねえけどな。あ、それで苗みよう字じの方は、『女王』からの連想で『姫木』にしたんだってさ」


千絵「……そっちは結けつ構こう安あん易いね」


水原「景のやつは、『物部』ってのは『物語の語り部』から。ところが、名前の方は、最初は『晶あきら』だったそうだ」


千絵「あら。その名前もイメージは近い感じね。魔法使いなら、水すい晶しようとか似に合あいそうだし。でも、どうして没ぼつになったの？」


水原「名前決めたのは、当然一番最初の、龍りゆう王おう杯はい用ようの短編書いたときなわけだけどさ。編集部から『アキラ』って主人公で『悪魔』がモチーフだと、某ぼう超ちよう有ゆう名めい作品と被かぶるから変えたら？　と言われたそうな。漢かん字じは違うのにな」


千絵「あー……なるほど」


水原「でも、すでに書いてた短編だから、名前の文字数を変えたせいで、行ぎよう数すうを増ふやしたくなかった。だもんで、一文字の名前の中から、なるべく他と被らなさそうなのにしたんだってよ。あと、『景けい』ってのは『影』と対になってるんだ。ほら。どっちも同じ『景』の字を使ってるだろ」


千絵「あ、ほんとだ」


水原「な？　これ、シリーズが終わるまでに誰だれか気き付づいてくれるかなあー、と思ってたけど、結局周まわりでは誰も気付かなかったみたいね。当時の担たん当とうさんなんか、いまも知らないはずだぜ」


千絵「まあ、言っても『へー』でお終しまいよ。きっと」


水原「甲か斐いの旦だん那なや茜あかねちゃんは、語ご感かんだの字じ面づらで決めちゃったらしい。ただ、『氷ひよう太た』って名前は、作者もかなり気に入ってるみたいだな。他は……誰か居いたっけな？　あ、千絵ちゃんは？　『千絵』ってなんか語ご源げんつーか、裏の意味とかあるの？　可愛かわいらしい響きだとは思うけど」


千絵「そ、それは……!?」


水原「あれ？　どしたの、千絵ちゃん？」


千絵「……ン子」


水原「え？　なに？」


千絵「だから……じゃ●ン子から……」


水原「ええー!?　あ、あの超有名な？　じ●りン子チエからもらったの？」


千絵「作者があの話の大ファンで……最初は私、関かん西さい弁べん喋しやべる予定だったんだって……」


水原「わははははっ。じゃ、じゃあなに？　千絵ちゃんって正しくは、『千絵ちゃん』ってアクセントだったのか！　しかも関西弁！　わははははっ」


千絵「な、なに笑ってんのよ！　いいでしょ、別にっ。私もあの作品好きだもんっ。それに、関西弁の何が悪いのっ。作者だって、田舎いなかじゃ阿あ波わ弁べん喋ってるわよ！」


水原「千絵ちゃん、千絵ちゃんっ。ちょっと言ってみ？　『うちは日本一不幸な少女や』って言ってみ？」


千絵「キーッ！　謝あやまれっ。関西圏に向かって、土ど下げ座ざして謝れー！」







　　　　●●●●●







甲斐「……って、なんだ、おい。これ、俺も出んのかよ？」


茜　「顔出しだけだって。いいじゃない。それぐらい」


甲斐「えらい軽く言うな。正直、合わねえと思うぜ。こういうの？　ジャンキー小説なんだからよ」


茜　「ジャンキー小説言うなっ。……でも、合わないってのは私も同感。この対談形式のあとがきのことでしょ？　そろそろ作者も気付いてるんじゃない？　ちょーっと無む理りあったかなあ、って」


甲斐「どうせあれだろ。担当との打ち合わせの最さい中ちゆうに、口が滑すべったんだろ。次はこんなのやる、って。性しよう懲こりもねーっつーか、後あと先さき考えねーっつーか」


茜　「あんたに言われると、さぞ不ふ本ほん意いでしょうけどね」


甲斐「そもそも、あとがき書くページがいっぱいあるっても、そんなん、全部埋うめる必ひつ要ようねーじゃんな？　余あまったページは広告入れるのが普通なんだからよ」


茜　「それはまさしくその通りなんだけど、書けるページがあるとついつい埋めずにはいられないみたいね。あげく、ページ数の計算ミスって、泣く泣く文ぶん章しよう削けずったり」


甲斐「そもそもテメエのキャラクター使って自じ己こツッコミだもんな。ときどき素すに返かえったりしねーのかね？　おれ何やってんだろ、とか。読んでる方だってなあ？　この作者馬ば鹿かじゃね、とか思ってるかもしれねえぞ？」


茜　「……それはさすがに言わないであげて。あ、でも、案あん外がいお酒飲みながら書いてるのかもね。自分で自分にツッコミながら、面おも白しろい面白い、とか思ってるのかも」


甲斐「末期だな」


茜　「プロなのよ」


甲斐「つーかよ。この話、本編だって酒さけのんで煙草たばこ吸すいながら書いてたんだよな？　説教ぶったこと書いてるくせに」


茜　「みたいね。それで、三回に二回ぐらいは酔よっ払ぱらって寝ねちゃうんだけど、次に缶かんビールのプルトップを開けるときは、飲んで調ちよう子しよく書けた三回に一回のときの記憶しか頭にないわけ。ジャンキーと一いつ緒しよよね」


甲斐「ふむ。そう言われると、ちと親しみが……」


茜　「……馬鹿」







　　　　●●●●●







水原「いかんいかん。だいぶ話がズレちまった」


千絵「誰のせいよ。誰の！」


水原「ま、茜ちゃんと甲か斐いの旦だん那な、フォロー感かん謝しやってことで。じゃ……ともあれネーミングの裏話はもう十じゆう分ぶん盛もり上がったことだし、次は本編の解説いっとくか。いいかな、千絵ちゃん？」


千絵「いいけど……今回の話、先にあとがき読んでる方にすれば、違い和わ感かんありまくりなんじゃない？　『[image: ]』のあとどうなったのーっ？　ってとこから、いきなりこれだもん」


水原「うん。まあでも、一応『IV』では、話の方もひとまずの決けつ着ちやくが付いてるからな。これが、『II』のあとがきとかなら、ギャップがひでーことに」


千絵「茜さんたちの言ってた通りね。チャレンジ精せい神しんは評ひよう価かするけど、思いつきであとがき書くのはやめてほしいわ」


水原「まあまあ、そう固かたいこと言わずに。さて、今回の『IV』だけど、富士見ミステリー文庫版だと五巻に当たるのな。で、実は最初の構想だと、『Ｄクラ』はここで完かん結けつしてるはずだったんだ」


千絵「そういや、昔のあとがきにも、そんなこと書いてたわね」


水原「そうそう。だから、最後の公園のシーンは、いくつか考えてたラストシーン候こう補ほのひとつだし、時間もわざわざリアルタイムで合わせて出してる」


千絵「リアルタイム、だけじゃわかりづらくない？」


水原「ん。つまり、作中時間と現実時間を合わせたってことね。作中にも記き述じゆつがあるけど、この話は、二〇〇二年十二月三十一日の大おお晦日みそかで終わってるだろ？　で、実は富士見ミステリー文庫版の五巻も、ぴったり二〇〇二年十二月に発売されたんだよ。タイミングを計はかって、綺き麗れいに合わせちまったわけ。ちなみに、そのあともシリーズ完結まで全部そうだ。今回の最後は、女王の『春には』って台詞せりふで終わってるけど、次の六巻はきちんと春に出したもんな。その次の連続刊行だって、作中時間に合わせてきたし。大したもんだ、と本人は自じ慢まんしてた」


千絵「大したもんかどうかはさておき、いまの作者からは想像もできないわよね」


水原「〆切に追われまくってるもんなあ。（ここだけの話、担当がキャサリンに代わってからだぜ？）」


千絵「コ、コラっ、水原。（……そんなこと言うと、怒ど濤とうの反はん論ろんが来るわよ？）」


水原「コホン。あー、話を戻すけど、とにかく作者の最初の構想では、この巻で完結って予定だった、と。それが伸びた理由は──『Ｉ』のあとがきに書いてるね。さらっと」


千絵「あれって、ほんとの話なのかしら？　仮にもプロの編集部にしちゃ、あまりに適てき当とう過すぎない？」


水原「あの話は百パー真しん実じつ」


千絵「……平へい和わな職しよく場ばね」


水原「まあ、当時の富士ミス編集長が──『ネコのおと』のあのお方ね？──『Ｄクラ』のことを評ひよう価かしてくれててさ。もっと書いていい。いや、むしろもっと書いてくれってリクエストしてくれたわけ」


千絵「それで作者も担当も踊おどらされたんだ」


水原「結果的にはそのおかげで、書きたいことを書き尽つくすことができたわけだから、作者としてはずいぶん感かん謝しやしてたよ。こうして、再さい刊かん行こうまでしてもらえたしなー」


千絵「あ、それはほんとに感謝よね。作者も『富士ミスにはずいぶん世話になったぜ』っていつも言ってるし」


水原「語尾の『ぜ』が、色んな意味に取れて面白いな」


千絵「裏を読まないのっ」


水原「あとはまあ、敵てき方がたの三人衆も、この巻でようやく揃そろい踏ぶみしたばっかだったしな。ていうか、シリーズ延えん長ちようがなきゃ、俺の兄貴なんか登場しなかったはずだぜ。作者の最初の構想だと、『物語に深い影響を与えるが、あくまで故こ人じん』ってことになってたんだから」


千絵「その方が格好いいイメージ崩れなくてよかったんじゃ……」


水原「まあなー。実際、初登場のこの巻ですでに、ここまでの景の台詞せりふ全部足したより、長く喋しやべってる感があるもんな」


千絵「ほんとよね。しかもあの人、見開き二ページ分を改かい行ぎようなしの会話文で埋め尽くして、当時の担当さんからダメ出しされちゃった経けい歴れきがあるんでしょ？　てか、あの人が喋る台詞の場合、そもそも『会話』になってないことが、多た々たあるもんね」


水原「そうそう。今度のファンタジア文庫は、ミステリー文庫のフォーマットに比くらべると、一ページ当たりの文字数が少なくなってるからな。本気で会話文オンリーのページとかできる勢いきおいだ。景は無む口くちだし、梓ちゃんも喋る方じゃないから、圧あつ倒とうされてるんだよな」


千絵「ページ数が悪戯いたずらに増ふえるし。迷めい惑わくな話よね」


信司「でも、おかけで物語に深みが出たぞ？」


千絵「そりゃまあ、そうかも──って何!?　いまのどこから!?」


水原「だあー、あの出たがりめ……」







　　　　●●●●●







水原「コホン。では気を取り直して、最後に次巻の予告をしておこうぜ」


千絵「気を取り直してって……ま、まあいいわ。次巻ってことは『Ｖ』ね。サブタイトルが『追憶─refrain─』。結構綺き麗れいなタイトルよね」


水原「さっきもちらっと言ったけど、次は女王の宣せん言げん通どおり、四か月後からのスタートになる。桜さくら舞まい散ちる春のお話だ。物語にもひとまずの区く切ぎりがついたから、次からは新しん展てん開かいな感じかな」


千絵「一応、第二部、ってことになるのかしら？」


水原「んー、まあそうとも言えるかもな。事件が表面上解決し、各おの々おのが舞まい戻もどった『日常』がテーマになってる。ところが、この『日常』ってのが、ずっとアングラで突つっ張ぱってきたジャンキーには曲くせ者ものでね。一般ピープルの平和ってのが、戦せん場じように身を置き続けた戦士にとっては必かならずしもそうじゃない──って言うか」


千絵「物部君、更こう生せいの話？」


水原「プフッ！　ま、まあ、そんなとこもあるかな。もちろん、それだけじゃ済まないわけだけどよ」


千絵「また梓さんは苦労しそうね……」


水原「そうそう。景の野郎、浮うわ気きまでするしな」


千絵「ちょーっ──!?」


水原「はい、ストップ。そこから先を口にするのは無ぶ粋すいだぜ、千絵ちゃん？　読者の楽しみを奪うばうような真ま似ねしちゃいけないな」


千絵「いや、あのその……!?」


水原「なんにせよ、『Ｖ』はまたボリュームたっぷりな感じの話になってるからさ。楽しみに待ってもらえばいいんじゃないかな？」


千絵「ま、まあねえ」


水原「んじゃ、予よ告こくはこんなところでいいかな。で、せめて最後ぐらいは主人公二人に締しめてもらいましょーか」


千絵「あ、そうね。二人とも、今回はお疲つかれ様さまでした」


水原「ほんじゃ、景。梓ちゃん。あとは、よろしく～」







　　　　●●●●●







景　「…………」


梓　「…………」


景　「…………」


梓　「……ねえ、景ちゃん？」


景　「なんだよ。作者や水原がどういう気か知らないけど、僕は別に、こんなところで言うことなんか何も──」


梓　「浮気、ですって？」


景　「○×△!?」







　　　　●●●●●







千絵「あ、あれ？　梓さん？　物部君？」


水原「あちゃー……」







（続く）







※本書は富士見ミステリー文庫『Ｄクラッカーズ５』を修正したものです。
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